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とも言うべき「長尾文廂」

か建設されたのは、明治

33年のことである。 「長

尾文庫」は、長尾粕ー氏

の在職20年を記念して建

設のはこびとなった。長尾精ー氏は明治13年に千菓に赴任して以米、千菜病院が県立千菜病院、

第一高等中学校医学部、第一高等学校医学部、千菓医学専門学校と、昇格と発展を重ねる紆に常

にその長となり 、全生姓を通じて本学前身の発展と充実に努力してきた「創業者」の 1人である。

「長尾文庫」については、

「図書館の建設は学業に伴ふ欠くべからざる必須の条件であ って、聰てこの文囲か年を迩うて完

備するに到れば、千葉医学の文運を閲く、益し勘少に非ざるべし」 と望みをかけていたという 。

この氏の理想は、今も生き続けているはずである。

「Lと尾粕ー1導」、 「千菜大学医学部八十五年史」よ リ



今日の亥鼻分館

林 豊

千葉大学附属図書館亥鼻分館がこの地区の

4部局の複合分館として誕生してから 5年目

を迎えました。書庫の拡張、コ ンピュータに

よる情報検索、ホロチェックゲートシステム

とそれによる夜間開館などが実現された分館

には、夜10時でも灯かとも っています。私は、

昨年 4月以来、分館長としてその一員に加え

ていただき、かつての単なる書庫的な施設か

ら脱却させて今日の図書館を育ててこられた

先人のご苦労か如何に大きかったかを実感し

ている昨今であります。同時に、現代の図書

館としてはスタートラインについた段階であ

ることをも感ぜざるをえません。

亥鼻地区には、大学の発展の過程で古くか

ら集積されてきた約20万冊の図書かあり、そ

のほは‘‘半分か分館に納められています。そこ

には、歴史的にも 貴重な古典 も含まれていま

す。利用状況も重要で、昨年前期の入館者数

はのべ24,000人をこえています。情報化社会

の中にあって、文献の検索にはコンピュータ

によるレフ ァレンスサービスの重要性か増し

ています。しかし同時に、開架制のとられて

いる書架の間を文献を渉猟して歩き、手にし

た書物から直接に情報をえる方法も依然とし

て重要性を失っていません。

日常抱いている潜在的な疑問か、その時の

目的とは別の有用なタイ トルとして眼にとま

ることは、限られた生物医学情報の中でしば

しば経験されるとこ ろです。その他、文献検

索と関連して、図書館利用のオ リエンテーシ

ョンは、これを行う時期を学部のどの学年に

すべきか、また、他の職種の人にも対象を広

げるべきかなどの検討が必要と思われます。

多数の書架を並べて個別の利用者を待つと

いう図書館では情報の流れかマスコミのとる

形の逆方向をゆ〈場面かあるといわれ

個々の利用者か何を求め、利用し、その結果

かどうであ ったかについての答えは、たとえ

それか断片的であっても 、図書館の改善のた

めの資料となります。係へ話していただいた

り、投書箱やアンケート調査を利用して多数

のご意見をいただけることを願っています。

とくに、コンピュータによる検索の場合には、

利用者の要求にどのように応じ えたかを知る

までは、担当館員の質的な向上はあまり期待

できないとさえ考えられます。いずれの方法

でも、 利用者の要求は極めて個別的な内容で

あり、館員との個別的な接触か是非とも必要

であると考えます。また、日 頃、図書館を利

用される際に種々のご意見を下さ っている方

々に心から感謝しています。米国の大学のな

かには、館員か大学病院の回診に同行して患

者の診療に必要な文献検索を引き受け、情報

を短時間のうちに医師に知らせるシステムを

もつところがあることを聞き 、館員のレベル

アップ、図書館の近代化は際限もない仕事で

あると思わざる をえません。

現代の図書館像の夢は止めどなくふくらむ

ものですか、控え目にみても、戦後の図書館

の復興期ともいえる時代に文部省に設けられ

た国立大学図書館改善研究会の基準（昭和27

年）が夢であるとは思われません。 「新学制

における大学図書館は、教室の延長またはそ

の一部として、学生か日夜これに親しみ、充

分に利用する気風をい っそう普及すること」

（要項 6. イ）、また、「学生のための閲覧席は、

学生総数に対する相当数 (10％ないし20%)

用意するようにつとめる」（要項6・ホ）、の提

安を考慮するとき、分館は日本でも数少い夜

間、日耀開館実施の施設であることか誇 りに

思われます。しかし、座席の、1]［では 3％にも

満ちてお らず、旧医学部）い礎椋を改修してつ

くられた 1,800而余の書朋の床にかけられる
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荷重は、書庫と しては半分の利用価値をもつ

にすぎません。この地区の情報セ ンターとし

て基本的に整備された分館の実現が強〈 望ま

れます。

そこで、分館新営の実現を期して、亥恥分

館運営委員会と図書館のスタ ッフが検討中の

案にもふれたいと思います。詳細は、別にの

べられることでしょうが、その分館は亥鼻地

区のほは中央にあり、 1階には18万冊の研究

図書の配架かでき、 2階には学生のための労

習図書をおき 、い くつかのグループ学習室と 、

やや長期にわたる利用者のための個室をつく

り、 3階には歴史的にみて貰重な専門図書そ

の他をおきます。

そして、地下にはコーヒーブレイクの可能

なブラウジ ングルームをつくることも望まれ

ます。これらは、分館の最小限の姿であるべ

きでしょう 。一方、利用者に提供される資料

の新しさの点について、年々増加する莫大な

情報量に対応した学術情報システムの開発か

国の規模での急務となっています。昭和55年

以来、文部省でその研究、開発が続けられて

いる事実かありますか、残念ながら大学側か

らみた具体的、有機的な案をつくれる段階に

は至っていません。

その昔、千葉を含めた 5つの官立医大によ

る附屈図書館協議会 （昭和 2年）の相互貸借

制度は、図書館の近代化の口火を切りまし た。

今 日、い くつかの大学で面目が一新されてい

るように、亥鼻分館の建物、設備が新営され

ることが切望されます。同時にまた、利用者

に提供し うる資料の充実と奉仕の内容の斬新

性は如何にして求められるかは、常に関係者

の身をひ きしめさせ、たゆまざる努力を決意

させる課題であります。大学か最高の教育と

研究の機関であ り、その図書館のはたす役割

りか大であるこ とをご考慮下さり、 一層のお

カ添えを切にお顧いいたします。

（附属図書館亥鼻分館長）

亥鼻分館新営構想の試案について

（経緯と問題点）

亥鼻分館は、亥鼻地区四部局 （医学部 ・看

護学部 ・ 附属病院 • 生物活性研究所）の複合

図書館として、昭和53年度発足した。

今の建物、施設は、元医学部分館として昭

和46年度第 1期工事として閲覧室 （開架式）

と事務室等管理部門の計1,128面が建てられ、

第二期工事予定の書庫等については、都合で

計画変更となり中断されたまま書庫のない不

便な図書館として運営されてきた。昭和56年

江口 7C 

度には、医学部の移転に伴い旧医学部基礎棟

の一部1,854面を改修し、応急的に書庫として

使用することとなり分館専用の現有面積は、

2,982面となった。

この仮書庫か出来たことにより長年分散管

理されていた多く の図書の約70% （約8万冊）

を配架することかでき 、図書館としての機能

か一応回復された。しかし、この建物は、 医

学部の教室、研究室等として建築設計された

ため、床の耐荷重羅が小さく、脆弱なため圭
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庫としての面積利用度は50％以下である事等

からなお約30% （約 3万 5千冊）の図書が配

架できない現状である。更には、現有閲覧ス

ペース等を改善したくも全くその余地かなく、

又、閲覧座席については、対象者約 2,500人

に対し57席で必要座席数の約2.5％と極めて少

なく図書館利用者に大変不便をかけている。

（図書館近代化と使命）

近年、我か国の学術情報システムの整備に

おいて、全国各大学図書館は重要な基礎部分

として位置づけられている。当亥鼻分館は学

内において、医科学学術情報のセンターとし

て学術情報サービスをはじめ、ファクシミ リ、

VTR、マイクロシステム等図書館の機械化、

近代化の整備充実を図り、更に、全国ネ ット

ワークにおける情報活動の場となることが急

務と考える 。このためには端末機器の設罹場

所とそのサービスエリアを必要とする。

更に当亥鼻地区では我か国唯一の国立大学

看護学部を有し、看護学研究のため、広範に

文献、資料を収集整備し、看護学資料セ ンタ

ー的役割を持つ任務かあると考える 。

以上の理由からも利用対象者を充分考慮し

た閲覧スペース、書庫及び情報化に対処し得

るに必要な面積の確保、機能的かつ近代化さ

れた医科学情報セ ンターとしての使命を持つ

亥鼻分館の新営か必要と考える。

（新営計画の検討結果）

当亥鼻分館運営委員会においては、56年度

から図書館新営を計画検討し、予算要求して

きたか来る59年度の概算要求に当っては新営

構想を実現に移すべく 検討か進められている。

一方、亥鼻地区各部局に図書館のア ンケート

調査を依頼し、その資料を有意義に活用し図

書館進展の指針としたい と考えている。現在

までに委員会で検討した構想を次に列挙して

みた。

1. 位置

キャンパスの中央に位置することか望ま

しし、

2.建築構想 約延 5,OOOm2

利用上の便宜、運営上低層建築か望まし

い。なお、将来増築可能な設計を取り入れ

ると共に省エネ対策としてソーラーシステ

ムの採用等を考慮する。

〔1階〕…… （主として研究用）約2,300m2

①新着雑誌（和、 洋）、洋雑誌、参考図書の

配架スペースと積層書庫の関連

② カウンター、情報検索室、目録、書庫等

のスペース

③管理部門、事務室スペース

④新聞、 一般雑誌 （軽読書）スペース

〔2階〕・・・・・・（主として学習用）約l,500m2

①和雑誌、単行書、貴重書の配架スペース

②演習室、展示コーナー、 VTR、LL、

個室、ブラウジ ングコーナー等の利用ス

ペース

〔3階〕…… （文化遺産の保存管理）

約 600m2

①貴重書庫

②展示室…教育、研究成果の標本等の展示

③保存庫••博物館的機能を持たせ医科学を

主とした資料の保存。

〔地階〕…… （管理施設、省エネ施設）

約 600m2

①機械室、蓄熱層、消毒室、倉庫

②ブラ ウジングルーム （軽喫茶）

※この計画構想は亥鼻分館運営委員会の中間

結果を簡単に列挙したもので、具体的な計

画に当っては、本学事務当局の専門知識に

よる指導とご尽力を期待するものである 。

（附属図書館亥鼻分館事務長）

塁譴暴
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→--
時のながれ

おだやかな暮から新春を迎えて亥年に改ま

った。

相送当門有修竹 為君葉々起清風

この心を古人は，君子情純の心情とたたえ、

千利休はこ の心に一期ー会をおしえる。

静かな正月の世情を眺むるに、生活も大変

に変り， 自ら の経験のなかから，その変貌に

驚き入るばかり である。

乳児死亡率か 400以上の江戸時代に，わか

子の生長は神仏の加護 とした感謝の心は、い

つしか外見の華美に変った。商家の営業策に

よるとこ ろが大きい。一族の部落形成、家族

の集団生活のなかに育ち培かわれて来た風習

は、後世に受けつがれてゆくであろうかなど

と美酒と共に論じていた。

私どもか関係している労働環境も 、かつて

のきびしい労働条件か ら機械化へと変換が進

み、ロボ ットの稼動も進出している世の中で

ある 。大 ・中 ・小と呼ばれる企業の労働実態

は、巾広いも のとなった。

医学の進歩も含めた科学 ・技術の発展は、

疾病管理の面から積極的に健康管理へと歩み、

科学 ・技術の進歩に裏付け されて、労働者に

対する衛生教育も拡充されてきた。幾つかの

例を挙げると、粉じん作業に従事する全労働

者に対して、じん肺症とは、粉じんの有害性

は、などと教育が行われ、有害化学物質を取

扱う作業者に障害防止教育、酸素欠乏の恐れ

のある場所で働く作業者に、鉛取扱い作業者、

有機溶剤取扱い作業者に夫々障害防止教育が

なされ、測定技術の講習も行われている。こ

れらは数年来増加傾向を示している。まさに，

生涯教育の時代となった感が強く、健康で福

祉の時代である。これらの講師は、 産業医か

担当しているか、我々も一部分担している。

平野 英男

多種多様な職業の人に接する機会か多いか、

残念なことに労働現場の実態に接する機会か

少な く、十分納得のゆく話しか出来ているか

自問の連続である。

必然的に、私ども の分野の研究テーマは、

社会的な要望か多い。現在、私達か行ってい

る鉛の生体影響に関する研究も、微量鉛の生

体影響を主に、 鉛作業者の鉛特殊健診の折に

研究を進めて来た。

現在の鉛研究の主流は、 1963年にLichtman

とFeldmanの“Invitro pyrrol and porph-

yrins synthesis in lead poisoning and i-

ron deficiency"と題する論文か喘失とな っ

た。この論文は、貧血患者のPorphobi l inogen 

synthetaseの測定中に鉛中毒患者の本酵素活

性が極めて低いことから、鉛に鋭敏に反応し

活性低下を来すことを教示 した始めのもので、

本酵素に関する研究は、ポルフィ リン ・ヘム

合成系の研究を進めてきた生化学者に、衛生

学、 中毒学の研究者も加わって進められて来た。

それ以来、鉛中毒の研究は、臨床的な段階

より、亜臨界症状のレベルに移行し、生体影

響ば'metabolicdisorders" のレベルで論

じられるようになった。加えて，原子吸光計

の出現は、 鉛の測定をmgの桁からngの桁に下

げ、測定試料も極めて微量で測定可能に飛躍

させた。その功績は大きい。

その結果として、研究は酵素レベルで、生

体膜へと細分化されて行き、数多くの発表か

なされて来た。このことは生体内で鉛の関与

する部分が多いことを物語っており 、鉛の暴

露でみられる様々な反応が説明できる ように

なるまでに、幾年も要するであろう 。細部の

研究発表に、 一部の人から、 ppm学会とかA

LAD学会とかとい う御不満の声も 聞かれた

- 5 -



か、 必ずや近い将来、 細分化された研究も時

の経過と共に集約され、統合されてゆくであ

ろう 。これか研究の常道であ り、本来の姿と

考える。

医学図書館訪問記 I 独協医科大学図書館

岩沢 明

亥鼻分館の新営計画促進のため、今年度は

比較的新しい医学図書館を見学して参考にし

ようと の方針か立 てられ、分館長 とともに逐

次見学 した。以下はその報告であるが、独断

と偏見による印象記なので、あらかじめご容

赦頻うと同時に、お断りしておきたい。

東武宇都宮線の「おもち ゃの駅」に着いた

のは、 まだ暑い頃でした。駅前から一見閑静

な風景の中をバスは、程なく病院前に到着し

た。

図書館は 3階建で特に目立つ建物ではなく

全体としては、プレーンで使いやすいと思わ

れた。一番強烈な印象を受けたのは、2階の

メインフロアー入口への通路で、少し離れた

病院、各研究室、講義室等に通 じており、す

べて風雨にさらされることな く往来でき るこ

とであ った。さらに大学理事会の歯学部設置

計画に従って、諸般の事情を勘案 しなから増

築を完成させ、5,800面の図書館とな っていた

ことである。狭〈て困ると歎いている者に と

ってはうらやましい限り であった。

内部の調度品等は逐次整備されることと 思

われるかた っぷ りした空きスペースがあ った。

1階は主として単行書 （一般教養を含む）

と1964年までの雑誌のBNが手動の集密書園

に配架されていたか、 BN用の集密書軍スペ

ースかも っと欲しいと 思われた。

2階はメインフ ロアーで、 利用者の出入り

は一 ヶ所に限定されていて、入口を入るとす

ぐカウ ンターかあ り、 その前には新着誌か大

きな机の上に ならべられており、さらに1965

年以降のBNがずら りと勢揃いしていた。カ

鉛中毒について、鉛を主役に して中毒の

症状が講義される 日が来るであろう 。

（衛生学教室）

ウンターの内側はそのまま間仕切りもな く事

務室とな っていたか、騒音などのクレームは

ないと のことであ った。事務室につづいて参

考図書コーナーがあり、ここで機械検索を行

っているとのことであったか、検索室は独立

させた方かよいのではないかと思われた。

3階は増築との関連からこれから整備され

ると のことで、はとんど空きスペースであ っ

たが、 グループ演習室が大・小あわせて 4室設

けられ、この日も 3室は使用中であ った。亥

鼻分館新営の際は、是非同程度の部屋を確保

したいと感じた。

閲覧関係備品類は、全体的に私学としては

質素な感じで独協学園の伝統かと思われた。

閲覧机も本学のものとほとんど同じ個席か多

く、 4人掛用のは少なかった。個室は利用が

少ないとの事であ ったが、少し手狭な感じで

あった。

この図書館は従来のスタンダー ドな図書館

であるか、館長、事務長か非常に熱心で、図

書館に関する造詣か深いことが感じられ、職

員の皆様も感じのよい人達ばかりであった。

（亥鼻分館）

冒
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近 日 雑 咸、ヒヽ

西林聰武

先般タレ ントの三波伸介か動脈瘤で他界さ

れたとの報道かありました。テレビでは三波

伸介を偲び、弟子達が集 り座談会が放映され

ていました。私はたまたまその番組を見ると

はなしに見ておりました。

私は芸人の世界は全く 知りませんし、また

それまでは、どち らかと いえば芸人達のつく

る人間集団を軽く見ておりました。しかしこ

の番組を見て感動し、それまでの自分の気持

が恥ずかしくなったのでした。

三波伸介が師匠として一流かどうかは人に

よりその評価はまちまちでしょう 。しかし師

匠として弟子達をかばい、弟子達の事を考え

また弟子達にと ってはいなくてはならない御

師匠様であった事を知らされました。そこに

は師匠を中心とし、タレ ントが到達すべき理

想を目指し、温かい雰囲気があり切瑳琢磨か

あったのです。そして自分達医師の仲間と比

べておりました。

芸人の世界と 医師の世界はもちろん違いま

す。しかし師匠を中心として理想を打ち立て

その理想を目指し切瑳琢磨する事に違いはな

いと思います。そして師匠が弟子達を心配し

弟子達は師匠を慕う 気持は同じだと思います。

茶道では一座建立という 言葉があるそうで

す。作家の井上靖はこの言葉をこんなふう に

説明しております。

『茶会を開いた時、茶室という特定な空間の

中に展開される和敬静寂の高い雰囲気も一座

の者が互いに心を合わせ、その気になって初

めて造り上げられるものである そうい

うことを一座建立という言葉でいい現わす』

私は三波伸介の追I‘卓の座談会を見ていて、

この一座建立という言葉を思い起していまし

た。三波伸介を師匠とし、その弟子達の間に

この一座建立というべき境地があったかどう

かは異論があるかもしれません。しかし一座

の全員か集り、タレン トの到達すべき理想を

目指し、ある雰囲気を造り上げていた事は、

事実でした。

現在はドライな時代で、個人主義かますま

す発達している時代です。師匠と弟子なんて

旧くさ いといって軽視され勝ちのようです。

しかし師匠と弟子との関係は旧くさいといっ

て見捨てられる関係なのでしょうか。

人間は誰れしも皆生まれる時は、何も知ら

ない赤子です。その赤子が親に養育さ れ育ち

ます。やがて知識を得つつ子供となり青年つ

いには成人に達します。成人になり、社会に

生き抜くには先達のすぐれた知識か不可欠の

ものです。この知識を得るために師匠が生ま

れ、弟子かできると思います。

師匠と弟子の間には、何の取引関係もない

と思います。たまたま教え、たまたま教わった

という関係だけの純粋な人間関係です。人生

の遊逗のすばらしさではありませんか。この

師匠と弟子との人間関係は、一座建立という

特殊な雰囲気で浄化され、師弟愛に変貌して

いくように思えるのです。

茶会でいう茶室に相当するものが、我々の

世界では治療室あるいは研究室にあたるので

しょうか。こんな事を言う と古い権威主義の

復活のように聞こえるかもしれませんか、治

療室あるいは研究室でうまれた師匠と弟子と

の人間関係は、一座建立という雰囲気で浄化

され、やがて咲いた花か師弟受となるような

気がいたします。そしてこの場合の雰囲気は

和敬静寂というよりはむしろ和歓厳粛とい っ

た方が的確かと思えます。少なくとも私のす

ごした皮膚科や病理ではそのようなものでし

た。古いものでも残すべきものは多々ありま

す。一座建立のもとに咲いた師弟愛とい う大

きな花を大切に育ててゆきたいと願っている

今頃です。 （皮膚科研究生）
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ニューヨーク・シティをぶらついて

ーそして、 NewYork Public Libraryの事

l唸には聞いていたけれど、まずびっくりし

たのは NewYorker達か平気で信号を無視

すること 。東西に走る Street と南北にのび

たAveneuできれいに区切られたManhattan

の街では 、StreetははとんどOneWay (-

方通行）なのです。だから誰でも車の来る方

を見て来ないのを確認したら、どんどん歩き

だす。信号はDon'tWalk でも 。これか個人

‘義の国だなんてこんなところで感心しまし

た。そして私も早速、 Don'tWalk を無視し

て歩きだす。すると不思議と根っからのNew

Yorkerみたいな気分にな ってしまう 。少し

だけスリルを味いながらも、快感。ただどう

しても NewYorkerになりきれないのは、One

Wayなのに、ついつい右見て左見てそしても

う一度右を確認してしまうこと 。子供の頃教

えこまれた事ってなかなか抜けないのですね。

でもそんな風に信号無視で自由に歩きはじ

めると、 Manhattanはあ っという間に自分の

街にな ってしまう、みたい。だからスキ ップ

しなからBroadWay を下って行くと、 T1-

mes Squareへ出る。ここで前々から目をつ

けていたミ ュージカルの当 日券 （半額．I_／）を

手に入れたのです。ますますゴキゲンで、幕

か上かるまでの間に 5th.Ave.へ行こうじゃ

ないの、と足をのばす。

5番街といえばティファニー、ティファニ

ーとしヽえば breakfastとしヽ うくら しヽだけれ

ど、ここにはエンパイア ・ステー トビルもあ

れば、そう NewYork Public Library も

あるのです。そう 言えば ‘‘ティファニーで朝

食を” のシーンの 中にも あ りま したね。

New York Public Libraryというのは 、

たくさ んのBranchLibrary （分館）から構

成されていて一つのネットワークを形づくっ

ているのです。ここ5th.Ave. & 42nd. St. の

占い建物は、 CentralResearch Libraryと

新田宏子

いって正面には、 三越のライオ ンみたいなの

が 2匹も座っている 。これにはちゃんと‘Pa-

tience''と‘Fortitude'' という名前がつけら

れていて、 N.Y．のシンボルにな っているそう

THE NEW YORK PUBLIC LIBRARY 

です。中に足を踏み入れると、図書館というよ

りは、博物館や美術館という印象。なんと 19

11年建設だから、なかなかの歴史と風格を持

っているのです。そして 2階のPublicCatalog 

Room では、 利用者か黙々とカードを引いて

いる。ここでは1972年に古い目録が廃止され、

今では Computerに inputされていて、 2本

立ての目録となっている 。ただしここは Re-

search Libraryだから、貸出はしてくれな

い。貸出はその他のBranchLibraryへどう

ぞ、というシステムなのだ。ちょっぴり詳し

い話も聞きたかったけれど、むずかしい英会

話はお手上げなので、パンフレ ットを読んで

かまんしました。残念。でもどうしても話を

しなくちゃいけなかったエピソードを一つ。

中で写真を撮ったら、警備のお兄さんにおこ

られてしまったのです。そして ‘‘Private

only” とサイ ンをさせられました。 もうびっ

くりして何を言われてるのかさ っばり聞きと

れなかった。でも 彼だってあせったでしょう

i a. O 
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体の感想としては、図書館に関する限り

では、日本よりも 10年以上は進んだ国だとい

うことですね。利用者を見ただけでも そのも

はわかるし、何よりもあのBranchLibrary 

のネットワークシステムがうらやましいと感じ

ました。

さて外に出てみると、あのライオ ン像の前

でう れしそ うに写真を撮っている アメ リカ人

親子がいるのです。 日本人のおのぼり さんの

私は、このア メリカ人おのぼりさ んを見なが

ら、ホントに本当に今、 NewYok にいるん

だな、としみじみ思いました。

サア、次はエンパイア・ステートビルヘ ／

（亥鼻分館）

!.. -.....、---`• - ‘ `．． ．．.． 、 ．．..．． . 、•一ヽ• . ..ヽ•・ •ーヽ•............ ..... . ..、 . ......、．..、．..、、．．．．.................. ・-.......................、．..、................

: “らいぶらりいゐのはな”をどうぞよろしく．I.／ 9 

； ー干葉大学附属図書館亥鼻分館館報のタイトル変更について一 >

： 昭和53年 4月、 亥鼻分館が発足し、同年 7 こととした。

：月、五十嵐裕二氏 （現国立歴史民族博物館） さて、亥鼻分館の所在地である、千葉大学 ： 

；が主となって'‘いのはな分館ニュース第 1号” 亥鼻キャンパスは 、その歴史をたづねるとな ： 

；が発行された。その後第 7号まで順調に発行 かなか由緒ある場所であることがわかる。そ ； 

：されていたが、昭和56年、医学部基礎部門の こで先づ ‘'ゐのはな、を使用することに合意 ：

：移転に伴う図書館蔵書の移動、配架等の準備 し、それに図書館であ ることを明示して

；作業等に追われ、途絶えていた。昨年 4月、 こに ‘‘ らいぶらりいゐのはな、，とタイトルを ：＇ 

；館内の人事異動もあり、ようや〈落着いた時 変更することにな った。 ； 

：期に来て、館報の発行について検討されてき なお、 '‘ らいぶら りいゐのはな、、発行に当 ： 

：た。昨年10月より編集委員会が発足し、その り、千葉大学工業意匠学科出身の中村真弘氏 ：

；中で、館報の体裁、版組、タイトル等につい に本紙のデザイ ンをお願いいたしました。紙 ：

；て検討を行ない、その体裁については、今迄 上よりお礼申し上げます。 ：； 

i発行されていた分館ニュースの型を受けつぐ （編集子） ； 
¥．．..、、-• ヽ• -、.. ..ヽ• -.. ．一、.. .... ..ヽ•.. .......．一、 . .............. .. ...... .. ..、9 ,．、． . ^ ．`.... -．．-、-.................................................
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図書館を ｀ 倍上手に利用する方法

I.アプローチ

「図書館は迷路だ．I.／」

残念ながら多くの利用者の方の中には、そ

う感じておられる方もいることと思います。

この図書館は、昨年の改修工事以後、書庫ス

ペースが広くなったのですが、そのためわか

-Step 1 図書館利用の目的は？

一学 習

Lグループ学習

りに くくなったところもあるよ うです。そこ

で、図書館を10倍も20倍も有効に使 うために

まず、自分の目的と行先をは っきり させまし

ょう 。

9' 

＇ 
}―図 書 閲 覧

--—貸出 ・ 返却

一文献検 索

――ーコ ピ ー□: 

閲覧室

演習 ・ビデオ室

閲覧室

閲覧室

閲覧室

閲覧室 ・書庫A-2F

閲覧室

―—雑 誌 利用

口新着（最近 1~2年く らい）
バ ックナンバー

閲覧室

1970年以降＿閲覧室

和雑誌-e
1969年以前＿書庫B-1 F 

1970年以降一 →書庫A-2F

洋雑誌-e
1969年以前□A→0一書庫B-2F

P• z --~B - 3F 

あなたの利用 目的によって行先が違うのです。そこで次のstep2をご覧下さい。

- 10-



-Step 2 あなたの行先は？

2 F 

1 F 

り

， 
A棟

事務室
／ 

閲覧室

貸出 ・返却、コピー、 JOIS、etc
単行書、新着雑誌

和雑誌 (1970年以降）A→ Z 

さて、 step2の図を見ておわかりでしょう

か？ 。つまり図書館はA棟と B棟から成って

います。まず、 1階の閲覧室か入口になりま

す。この閲覧室は、図書館のcentralnervous 

ststemです。貸出・返却、文献複写、文献検

索etc、カウンターに何でもお気軽におたずね

下さい。この 2階には、事務室等と演習 ・ビ

デオ室、そして書庫があります。演習 ・ビデ

オ室は、ビデオ閲覧やグループ学習にご利用

下さい。書庫には、洋雑誌のバックナンバー

(1970年以降）があり、公用専用複写機も備

えてあります。

そして、この書庫がB棟と通じています。

B棟は、 1階から 4階まですべて書庫です。

書庫といっても開架式ですから、自由な出入

りが可能です。しかし、雑誌の配置の複雑さ

B棟

4 F 
●.  ． ． 

P 3F 
／ 洋雑i/|←1969年以前
I 

1970洋年雑以誌降

z ←A 

正面玄関

←1969年以前

2 F 

←1969年以前

1 F 

が図書館を迷路にしている原因のようですね。

新書雑誌 (1年前 ぐらいまでの未製本の雑誌）

は、閲覧室にあります。バックナンバー（製

本雑誌）の配置か少々わかりにくいかもしれ

ませんか、実は簡単なのです。まず和・洋と

もに、 1970年で分けられています。そして19

69年以前の古い雑誌は、すべて B棟の書庫へ

配置されています。197倍F以降の雑誌は、和

雑誌が閲覧室、洋雑誌はA棟 2階書庫にあり

ます。

というわけで、 step1、2で頭の中に地図

を描くことができたでしょうか？ これで図

書館は迷路ではな くなるはずです。でも、ど

うしてもわからない事がありましたら、迷わ

ずカウ ンターヘどうぞ。

（ 運用係 •新田 ）
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JO  I S利用案内
1.はじめに

JOISとは、l_ICSTQn-Line上!')formation

旦ystemの略で、 日本科学技術情報センター
が提供するオ ンライン情報検索システムのこ

とです。亥鼻分館では1978年 9月の導入以来

2.主なデータペース

データベースの略名 蓄積範囲

着実に利用は増え、もうご存じの方も多いよ

うですか、その後、利用日、利用料金、等々

の変更もありましたので、ここに概略をご紹

介したいと思います。

データベースの内容

J IC ST 1975年 4月～ • JI CS T が作成する理工学関係のデータベース、科学技術文献速報に相当する

JMEDICINE 1981年 4月～ • J I CS T と 医学中央雑誌が分担して作成する国内医学文献のデータベース

MEDLINE 1972年 1月～ • NL M が作成する医学 ・ 看護学 歯学関係のデータベース、 冊子体のIndexMedi-

cus, International Nursing Index, Index to Cental Literatureに相当する

CASEARCH 1977年 1月～ • Chemical Abstracts Serviceが作成する化学関係のデータベース、 冊子体 Chem-
ical Abstractsに相当する

TOXLINE 1977年 1月～ • NL Mが作成するデータベース 、 MEDLINE,CASEARCH, BIOSISなどから毒物

学関係の情報を取込んで再編成したも の

B I O S I S 1979年 1月～ • Bio Sciences Information Serviceが作成する、生命科学全般にわたるデータベー
ス、 冊子体 BiologicalAbstracts, BA/RRMに相当する

CAB 1979年 1月～ ・英連邦農業機関 (CAB)が作成する農学関係のデータベース

3.利用日・時間

• 利用日 月曜日～金曜日 （全データベース）

• 利用時間 A M 9 : 00 ~ P M 4 : 30 

（昼休みを除く）

4.利用料金

4 • 1. オンライン料金

1分当り何円 と時間で計算されます。出力

件数ではありません。亥鼻分館ではこの他に

電話料金 (20円／分）と雑費50円／回をいた

だきます。

ex. MEDLINEを10分使用の時

(210X 10) + (20 X 10) +50=2, 350円

4 • 2. オフライン料金

出力件数がおよそ30件を越える時、また抄

緑を見たい時（但し抄録のついているのは、

MED LINE、JMEDICINE、TOXLINE、JI

CST のみで全文献についているわけではな

い）には30件以下でも、オフライ ンを利用さ

れると割安になります。プリン トは速達で郵

送さ れます。計算方法は、手配料金＋ （件数

X 1件当りの料金）です。

ex. MEDしINEを抄録付きで50件出力

500 + (50 X 30) = 2, 000円

オフラ イン料金
データペース オンライン

回答出力料金
名 料 金 手配料金

Aタイプ Fタイプ

JICST 210円／分 500円／回 35円／件 17円／件

JMEDICINE 210円／分 500円／回 27円／件 17円／件

JCLEARING 210円／分 500円1回 17円／件 17円／件
JTERM 210円／分

JCATALOG 210円／分

MEDLIN£ 210円／分 500円1回 30円／件 20円／件
CA SEARCH 307円／分 500円1回 52円／件

TOXLINE 348円／分 500円1回 53円／件 35円／件
BIO SIS 342円／分 500円／回 17円／件

CAB 256円／分 500円／回 90円／件 72円／件

MESH 210円／分

CASNAME 307円／分

（昭和58年 4月1日より ）

4 • 3.ユーザSDI料金

SDI とは互~ l ective _Q_isseminatron of.l!:1-

formationの略で、データベースの更新時(C

ASEARCH は2週間に 1回、他は月 1回）

に、 SD I用に登録き れた質問について、自

動的に検索を行ない、検索結果を利用者に速

達便で郵送されるというものです。これはあ

るテーマに関する最新情報を継続的に入手し

たい時に役に立ちます。料金は、基本料金＋

（件数X1件当りの料金）と計算されます。

ex. MED LI NEを1回10件出力

1, 630 + (10 X 30) = 1, 930円
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データベース名 基本料 回答出力料

JICST 1,630円／回 35円／件

JMEDICINE 1,630円／回 27円／件

MEDLINE 1,630円／回 30円／件

CA SEARCH 1,630円／回 42円／件

5.検索手順

検索フローチャー ト
A 昨年11月にカウン

ター拠に機械検索室を

設け、そこ で申込みを

受付けています。備付

けの用紙 「JO I Sオ

ンラ イン文献検索」に

質問事項など記入して

いただきます。

B 申込書をもとに 、

係員は利用者と会話し

ながらMESHなどの

検索補助マニュアルを

参考にして検索語を決

め検索式を立てます。

ここをし っかりやって

おかないと望むような

結果が得られませんの

で、多少時間がかかっ

てもお許しいただきた

いと思います。また係

貝は医学などの専門用語について知識か浅い

ので、何を望まれるのか明確に示して下さい。

検索はキーワードだけでなく、著者名、分類

コード、化合物登録番号(RegistryNumber) 

からもでき、 言語、発行国などで限定するこ

ともできます。またキーワード集に載ってi

くて も、そのままの形、自然語 （フ リーター

ム）で入力できます。機械検索が有効なのは 、

論理演算子（論理積、論理和、論理差） を用

いた論理式検索です。論理式を用いない単一

キーワードのみの検索は機械検索によ らない

でIndexMedicusなどを通覧さ れることをお

勧めしています。

C 検索式ができ上りますと、端末から入力

することになります。入力する際は利用者に

立会っ ていただきますが、これは検索途中で

A 申

B 
検索式組立て

C 
端末より入力

D 出
ヵ

式を変更するかとか、出力 をオンラインにす

るかオフライ ンにするかなど、利用者の判断

をあおぐことがあ るためです。先ず、 JI C 

STへ電話をかけ、つながると音響カプラへ

受話器をセ ットし、 ディスプレイを見ながら

キーインしていきます。そしてシステムと会

話しながら検索を進めていき ます。

D. E 適当な件数になるとオフラインプリ

ントを指定するか、またはオ ンラ イン出力に

します。オンライン出力の場合、 5件毎にシ

ステムから継続するかど うかき いてく るので、

望むような結果が出ない時は検索語を追加す

るなどして式を変更してみます。そして再入

力します。検索式の修正に時間がかかるよ う

な時には、一時退避 (1回 360円）すること

もできます。但し30分以内に再開しなければ

なりません。検索するファイルが2個以上あ

る時 (ex.M E D L I N Eはファイルが 3つ

に分かれています）にはファイルを変えて繰

り返します。

6.結ぴ

これで検索は終りました。出力された結果

をどうぞ再確認して下さい。 とか〈 利用者の

皆さんはす ぐ資料探しに席を立たれますが、

私達担当者は常に検索結果が皆さんの要求と

合致しているのかどうか、もれかあるのでは

ないかなど非常に気にな るところです。結果

の可否について一言伝えて下さるようお願い

します。そのことは次の検索にき っと役立つ

ことでし ょう 。 （運用係 ・太田）

（参考文献）

1. 日本科学技術情報セ ンター JOISII 

テキスト 1、管理の手引き 昭和56

2. 日本科学技術情報セ ンター J O I Sニ

ュース No.13 1982 

(i主記）

4月1日より、利用料金か変更になり、そ

れに伴い CASEARCH及びCABの両データ

ベースについてオ ンライン回答出力料金か}JU

算されることにな りました。

CASEARCH 30円／件

CAB 64円／件
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MEDLINEファイル検索例

JICST ON-LINE SERVICE 

U: ¥JOIS 13J-0350,0KR 

5 : ll°ヌ？ート．．）＼ ？ 

u: 1119●●IIII911 
5: りーヒ・↓スオカイシンマヌ 1981.04.10 

U: ¥FILE 11010-2 

5: MEDLINE C 1979.01 -1981.03) 566,002 C 17:00？テ＊）

シ＂）モンオカイシシ？ズ 15:09:36 hイワ J¥’‘ンコ→ウ 594 

NLM COPYRIGHT 

[ 11 U: STRESS, PSYCHOLOGICAL 

5: 20恢） ケン

[ 2 l U: STOMACH ULCER 

S: 1163わ

[ 3 l U: 1 •2 
5: 40わ

[ 4 l U: ¥P R, 1, 3 

叩鴨1

CN二 80222201

TI= PSYCHOLOGICAL STUDIES OF STRESS ULCER IN THE RAT. 

RI」=PAREI.JP 

JN= 0361-9230 BRAIN RES BULL 

UN= 1JOL. 5 SUPPL 1 PAGE. 73-9'80 

CI= (EN)  (USA) C82) 

KW= AD餅PTATION,PSYCHOLOGICAL/PHYSIOLOGY; ANIMAL; CONFLICT (PSYCHOLOGY); MOTOR 

ACTIVITY/PHYSIOLOGY; RATS; RESTRAINT, PHYSICAL; REVIEW; •STIJMACH 
ULCER/ETIOLOGY; STOMACH ULCER/PSYCHOLOGY; •STRESS, 
PSYCHOLOGICAL/COMPLICATIONS 

RB= The behavioral animal models of stress ulcer in the rat include 

immobi I心ation, conf I i ct, pred i ctab i I i ty, coping and avoidance respond, ng_ 

Research with these ulcer techniques 1s briefly reviewed. The activity-stress 

u I cer mode I is described and recent findings su11mar 1 ~ed. Phys i o I og i ca I 
in•Jestiga tions of stress ulcer ha1.ie produced considerable information 
,-egarding the proximal causes of ulcer disease. Behavioral scientists can make 

significant c口ntributionsto the study of stress ulcer bY evaluating 

predisposing variables and bY observing the relevant precipitating 

en•J i r□nmen ta I even ts which I ead to u I cer deve I opment. 

5: :11＇）リヨ？オワリ？シタ
[ 41 U: ¥END 

HLM COPYRIGHT 

テ↓-9へ‘‘ース リヨウキン シ,.カン ¥OFF 1 ¥OFF 2 9イ・ヒ

MEDLINE ¥630 3 0(0) 0(0)  0 

ll,イケイ ¥630 3 

S: hイワオシlウリヨウシ？ス 1981.04.10 15:11:43 

JOIS利用状況ー昭和56年度一

＼tf戸虞炉I

Iツソ ーラスキーワード1

I抄録l

1.学部別・データペース別利用内訳

昭和56年度中に、亥鼻分館で実施したオン

ライン検索及びオフラインの学部別 ・データ

ベース別利用内訳を表 1に示しました。総件

数は 295件で前年度の 231件の約27％増しに

なっています。但し昭和57年 2月より 、 1検

索にバ ックファイルも併せて検索する時は別

ファイルとして計算されるので (ex.MED 

LINEは 3ファイル）、実際の検索数は 267

で、約16％増しとなります。データベース別

の内訳は、 MEDLINEが 270件 （全デー

タベース中の約92%）、2,690分（約93%）、

CASが18件（約6%）、144分（約5%）で、 この

他のデータベースの利用は非常に少なくなっ

ています。

学部別では医学部か最も多く（但 し病院所

属の医員などの利用者も含む）、236件で全利

用件数の80%、時間は2371分で約82％となっ
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ています。

なお 1回当りの検索時間は10分弱となって

いますが、昭和57年 2月より 蓄積年に よって

ファ イルが分れている のでその分を考慮する

と、 10分を多少オーバーするも のと考えられ

ます。

表 1 学部別・データペース別利用内訳

: MED LINE CA S TOXLINE 件数 時間 件数時間 件数時間

医 学 部 224 2,258 8 87 

附属 病院

看 護 学 部 ， 91 
活 性 研 14 136 4 28 1 

そ の 他 23 205 6 29 

合 計 270 2,690 18 144 1 

2.階層別利用内訳

表 2に階層別利用内訳を示しましたが、-

れによると、教授 ・助教授 ・講師の利用数が

少なく合せても59件 （全利用数の20%)で、

助手の87件 （全利用数の約29%）より少なく

なっています。その他には研究生、大学院生

が含まれていますが、この77件 （約26%)は

利用の多い層といえます。この表からもわか

るように、 JO I Sは助手以下の比較的若い

階層の研究者の利用か多いサービスと思われ

ます。

3.利用目的別内訳

表 3に利用 目的別内訳を示 しました。この

数は「検索申込書」の利用目的の項目を集計

したもので、総計が141とな っていて、実際の

利用数よ りかなり少ないのですか、それは記

入もれや用紙に書かれなかったり、失な った

りしたものと見られます。ですか らこの数字

は大体の傾向とみて下さい。

—一おわりに

以上昭和56年度の利用統計及び簡単な分析

を行な ってみましたか、 何分56年度のも のな

のでデータが古くな っています。次号には今

年度の利用統計をご紹介致しますので、お待

ち下さい。

6 

6 

オフライ ンの利用回数は23回、文献数は

3,776件となっていて、 回数はあま り多くないの

ですか、1回当りの文献数は約 164件 とかな

り多いよ うです。オフラ インの場合は抄録付

きのデータベースかあ りますので、今後も大

いに利用してほしい出力方法です。

（時間の単位は分）

BIOSIS .J M E D オンライン オフライ ン
合計

件数 時間 件数時間 件数 時間 回数 文献数

1 ， 3 17 236 2,'511 19 3,205 

゜゜゚ ゜， 91 1 84 
1 12 20 182 

゜゜1 16 30 250 3 487 

2 21 4 33 295 2,894 23 3,776 

表2 階層別利用内訳

〕雙 教授 助教授 講師 助手 医員 その他 合計

医学部 25 12 16 74 42 67 236 

看護学部 5 4 ， 
活性 研 4 2 8 6 20 

そ の 他 30 

ムロ 計 29 14 16 87 42 77 295 

表3 利用目的別内訳
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BLLDを知っていますか？

あなたは、国内の雑誌総合目録をみて所蔵

のない時に 、もう入手できないものとあきら

めてはいませんか？ BLLDはそんな時にお役

に立つ機関の 1つです。

BLLDとはBritishLibrary Lend rng 

Divis ion の略で、1973年英国で設立された

British Libraryのサービス部門の 1つLe-

nding Divisionのことです。亥鼻分館は発足

当初から BLLDで行われている文献複写サ

ービスを利用しています。また単行書の現物

貸出も可能ですが、これまでの所利用したこ

とはありません。

BLLDは約150,000種の雑誌（このうち 、

56,000種が継続受入誌）及び約 2,255,000冊

の単行書その他を所蔵し、貸出 ・複写サービ

スを行なっています。また、 BLLDが所蔵

してなくても、英国内の図書館(Back-Up

Libraries)にあるも のなら 入手可能です。

申込方法は所定のクーボン券(1枚1,150円）

と申込書を送れば良くて、 BLLDは到着後

36時間以内に処理し発送してくれるので、2

~3週間で届きます。Back-UpLibraries 

所蔵の文献ならば多少日数を多くみて下さい。

複写サービスの料金は10頁以内でクーポン

1枚、 10頁増すごとに更に 1枚づつ必要とな

ります。その他に送料、封筒代がかかるので、

例えば15頁の文献を申込むと、 2,300円 （クー

ポン 2枚） ＋ 170円 （送料）＋10円 （封筒代）

で合計2,480円かかります。国内所蔵のものよ

りかなりかかるようですか、 必要な文献なら

ば致し方ないでしょう 。以上簡単に説明しま

したが、 詳 しくはカウンターヘおたずね下さ

vヽ
゜

-今- 、 ---今------------ •~99~-----C---9~99---

閲覧室かり…

! ~ i 
： ： 

： 
： ！ 新年を迎えたと思う 間もなく学年末が迫り、 だ二度と入手できない貴重な資料もあるので ： 

！ 学生の皆さ んには期末試験あるいは卒業試験 す。 ： 
； 国家試験と 、忙 しくま た緊張の 日々か続 くこ 利用者の皆さんへの信頼の上に、皆さんか ！ 

： 、 とでしょう 。カウンターの私達も皆さんのご 少しでも気持よく資料を利用できるように i 
： 健闘を心よリお祈りしています。 と、私達図書館員も努めております。図書館 ； 
； 話題は変わって、昨年暮れの蔵書点検の際 利用のマナーは きちん と守って、無断持ち出 ： 
！ 貸出中でもない雑誌 ・図書か何冊か所在不明 しや書込みなどは絶対に慎んでいただきたい ！ 
i であることかわか りま した。また書込みのあ と思います。お互いに不愉快な思いはした ＜ ！ 
； るページも数冊見かけました。この様なこと ないものです。 ： 
、 は、私達にとってとても胸の痛むことです。 私達からのお願いばかりになりましたが、 ： 
： 図書館の資料は、今までも多くの人達か利 図書館について、この点をこうして欲しいと ； 
！ 用し、今後も沢山の人達か使うであろう 利用 か、こんな本を購入して欲しいとか、お気付 ； 
！ 者共通の財産です。そしてこの亥鼻分館には、 の点はどしどしカウンターヘ申し出て下さい。 ： 
t 医学部図書館時代からの永い伝統を受け継い 投書箱や電話でも お待ちしております。 、

！ ！ 
~ ---- ------- - -- -- ---- -- -- - --- ------ ------- --- ------------ -ク--9--- ---- 0_ 、一¢-------今- ---- ---- -- - ----- -'
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1983年購入雑誌変更について

〔国内雑誌〕

●新規

母子保健情報

病理と臨床

月刊福祉

自律神経

日本農薬学会誌

脳波と筋電図

脳卒 中

臨床精神病理

社会福祉研究

〔外国雑誌〕

●新規

助産

病態

図書館

神内

農医研

神内

神内

精看

図書館

Compendium on Continuing Education 

for the Practicing Veterinarian. 

Cancer Letters. 

Care inogenes is. 

Index to Scientific & Technical 

Proceedings. 

International Journal of 

lmmunopharmaco logy. 

動実験

生化 1

生化 1

図書館

内 2

International Rehabilitation Medicine. 

理療法

Issues in Comprehensive Pediatric 

Nursing. 

Medical Physics. 

Physics in Medicine and Biology. 

小 看

放技校

放技校

Scientific American. 生理 2

World Journal of Urology. 泌尿

社会保障

神経病理学

失語症研究

障害者問題研究

ソーシャル ・ワーク研究

●中止

Audiology Japan 

Asca V. Service 

日本コ ンタクトレンズ学会誌

老年医学

●中止

Acta Radiologica: Oncology. 

図書館

神内

神内

図書館

図書館

耳鼻

毒 性

眼科

成看 l

整 外

Archives of Dermatological Research. 

皮膚

British Journal of Venereal Diseases. 

皮膚

Clinical and Experimental Dermatology. 

皮膚

Cumulative Book Index. 図書館

International Journal of Dermatology. 

Journal of Speech and Hearing 

Research. 

Microbiology Abstracts. Sect. A. 

皮附

耳鼻

図書館

Revue de S tomato logie et de Chi rurgie 

Maxi l lo-Fac iale. 耳鼻

Sabouraud ia. 皮膚

Zentralblatt fur Hals-, Nasen, und 

Ohrenheilkunde Plastische Chirurgie 

an Kopf und Hals. 耳鼻

- 17-



大寒に思う

- “らいぶら りいゐのはな，，原稿公募によせて 一

我か国文壇の最長老作家であ った里見淳氏

か 1月20日鎌倉市内の病院で亡くなられた。

氏は兄、有島武郎らとともに 白樺派を興して

70年余、男女の情痴の世界を得意としなから 、

自分の心は偽らない「まごころ哲学」を貫き 、

晩年ま で現役で活躍されたとい う。 私は氏の

生きざまに、敬意を表し、のこされた文化的

遺産に折あらば、眼を通 したいと 思 う。

処で、「らいぶら りいゐのはな」の原稿募集

に当り、内々思ったことは、亥鼻分館は生物

医学系を志す方々で豊かな人間性に裏づけら

れているのだという確固たる自信と期待によ

るものであり 、折にふれて、心静かに原稿を

書かれ、投稿 して戴けることを心待ちにして

いる 。当初はその数は少なくとも徐々にその

数を増し てきて 、嬉しい悲鳴を あげるように

なる のではないかと 、ひそかに思案するもの

である 。

折しも 「里見弾氏をしのぶ」という一文に

接し （昭58.1.24朝日新聞）その箪者か、本学

阿部和子

の卒業生である ことか明記されており、親し

くその文章に読みふけったのであっ た。

「里見弾氏をしのぶ」 藤枝静男 より

私か最後にお会いしたのは1979年の 6月に

鎌倉の大仏前の華正桜という中国料理屋で催

された九十歳卒寿祝いの際である。 ニコニコ

した氏のわきに堀口大学か座っていたのは珍

しかったか座敷は鉾々たる鎌倉文士で一杯で

あった。勿論美人の花束贈呈もあった。そし

て里見さんはこのとき実にわれわれに悼尾の

愛嬌をふりまいて喜ばせてくれたのである 。

つまり里見さ んは大力らしい一人に命じ

て自分をかかえあげさせ、花束をささげたお

嬢さ んの頬に首をのばしてチュッと接吻され

て満場の拍手大喝釆を受けたのであ った。

ふじえだ しずお（本名勝見次郎）

昭和11年千葉医科大学卒業。志賀直哉に

私淑、浜松市で眼科病院長をしなから創

作活動を続け、今は文筆に専念

（亥鼻分館）

讐寄贈著書ありがとうこ‘‘ ざいました•

稲垣義明 〔第 3内科学〕

循環器疾患の非侵製的検査一有用性と限界

稲垣義明編 朝倉書店1982(W G 103) 

木村康 〔法医学〕

血痕鑑定木村康著 中央公論社 1982

（中公新書654)(Q Y 415) 

熊谷朗 〔第 2内科学〕

実験的内分秘異常伊藤真次 熊谷朗編

共立出版 1981 (WKlOO) 

内分泌疾患の免疫遺伝学 熊谷朗 伊藤真

次編共立出版 1981 (WKlOO) 

高見沢裕吉 〔産婦人科学〕

婦人科癌の化学療法 高見沢裕吉編（産婦

人科シリーズ32)南江堂 1982 (W P 100) 

臨床婦人科カラーアトラスTinball, V.R．著

高見沢裕吉監訳 南江堂 1982 (WP 17) 
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林豊 〔肺癌研 ・病理〕

病理学 林豊等編著 （現代看護学基礎講座

6)真興交易医書出版 1982 (WY  100) 

堀越達郎 〔歯科口腔外外科学〕

口腔外科学現代の進歩 Irby,WilliamB編

堀越達郎等訳書林 1982 (WV600) 

本田良行 〔第 2生理学〕

現代看護学基礎講座 9 本田良行 石川稔

生編 真興交易医書出版 1982 (W Y 100) 

現代の生理学古河太郎本田良行編金

原出版 1982 (QT  4) 

(1982年 1月～ 12月）

運営委員会の役割と報告

千葉大学附属図書館亥鼻分館 （以下亥鼻分

館という ）は医学部、 看護学部、生物活性研

究所、 医学部附属病院及び各種学校の教育研

究に必要な図書館資料を収集管理し 、職員、

学生及び研究生に供することを目的とし てい

る。この目的のため亥鼻分館の重要事項を審

議するのか運営委員会である 。

委員会は亥鼻分館長と医学部、看護学部、

生物活性研究所、医学部附属病院の図書委員

長他、四部局より、それぞれ選出された専任

講師以上の教官 1名と附属図書館事務部長の

10名により構成され、図書館長よリ委嘱され

ている。

現運営委員の紹介

委員長 （分館長）医学部教授林 豊

副委員長 看護学部図書委員長

教授平山 朝子

未女貝ロ 医学部図書委員長

教授降矢 震

医学部 教授本田良行

看護学部 助教授 野口美知子

生物活性研究所図書委員長

教授畝本 力

生物活性研究所

助教授西村和子

医学部附属病院図書委員長

教授中島博徳

医学部附屈病院

教授 山口 豊

附属図書館事務部長東 米吉

主たる審議事項

1.亥鼻分館の新営計画について

昭和57年、 58年度に引続き、59年度に概算

要求を行ない早期実現を目指し、検討中で

ある 。

2.文献複写サービスについて

国内はもとより 、外国へも申込みを行な っ

ている 。特に BLLD （英）NLM（米）

KNAW （蘭）に よる敏速なサービスは定

着している 。

3.情報検索サービスについて

J O I S (日本科学技術情報センターに よ

るオンライン情報検索システム）やUTO

PI A （筑波大学学術情報セ ンターによる

オンライン情報検索システム）等と公衆回線

（電話）による検索を行な っているか、今

後益々多様化する、学術情報システム構成

について、更に検討をつづけている 。

4.合同校舎改修工事及び資科配架について

医学部移転後の合同校舎改修工事及びそれ

に伴う移転作業、各講座よりの返戻資料の

配架について検討した。

その他の図書館業務サービスについて

〇コンテンツサービス。従来ー教室 5誌を

限度としていたが10誌に増加サービスした。

0時間外開館サービス。研究者か夜間でも

利用出来る特別利用制度 （ホロチェ ック

ゲートシステム）の採用と 、日旺開館 （

（試行）の実施。平日 3時間、土旺日 4

時間の時間外開館を行っている 。

〇ビデオ室の設置により学生に解放している。

0展示コーナーの設置により貴重書等を紹

介し ている 。

0書架見出板を設け詳細に図書案内をした

こと 。

0図書館環境整備について。新聞、軽続書

コーナーの模様替修理、冷暖房の完備に

より快適な勉学か出来るようにし ている

（総務係）
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原稿募集のお知らせ

次号は 6月10日発行の予定です。本誌は皆

様の声を反映し、皆様とい っしょにつ〈って

いきたいと思いますので、奮って原稿をお寄

せ下さい。なお、カ ットも募集しますので、

どうぞよろしく ．”

投稿規定

1. 「広場」 1600字程度て‘、例えば外国

留学記、学習 ・研究活動の中からの

随想、情報の集め方、雑感、その他。

2. 「談話室」 600字程度で、図書館に望

むこと 、各種の話題、その他 。

こヽ-

編集後記

亥鼻分館館報を復刊させたいという気持の

高鳴 リを編集委員会にぶつけたのは昨秋10月

の末であった。どんな体裁でどのような内容

にしたらよか ろう かと鳩首か くか くのすえ 、

林分館長江口事務長に館報発行の方針につい

て、ご了解 を得て｀広場、‘‘談話室、の公募をは

しめたのか12月 1日。ポスター、 ちらしを た

づさ えて、各部局事務局 を訪問し原稿公募に

ついて協力 をお頻い した。

3. 400字詰原稿用紙 （横書き） を使用する。

4.原稿には題名及び氏名、所属 （連絡先）

を明記して下さい。匿名のものは褐載し

ません。

5. 原稿の掲載については編集委員会に御一

任下さい。

6.原稿/切 昭和58年 4月28日 （木）

7 . 提出先 • お問合せ 亥鼻分館 2階事務室

I呵音心 (|大棉礼2805)

明け て正月 5日、待望の原稿到着、これか

西林聰武氏の土稿 「近日雑感」であ った。公

募原稿の到米にはつみをつけて、紺艇をはし

めたのか 1月10日、そし てようや く到沿した

最終原稿を待ちうけて 、2月4日編巣を終る 。

さてどんな‘'ら しヽぶ らリしヽ ゐのは な”第 8号

になることやら 、こわしヽ様なうれししヽ様な気

持て‘一杯てある 。こ協力し たヽだしヽた皆様、ど

うもあ リかとうこさしヽま した。 （あ）

'""'''""''""''''""'''""''"""''""'''""''"""'"""''""'''""''"'"'"'""'''""''"'"'''""'''""''"""'"""'""''""""''""''""'''"""''""''""'''"""''""'''""'''""'''""''"'"'''""''"'"'''""'''""'''""'''""'''"'"''""'"""'''"""''""''"""''""' 

千葉大学附属図書館亥鼻分館館報“らいぶらりいゐのはな，， No.8 1983年 3月18日発行

発行人 ：江口 元 編集委員 ：阿部和子 ・太田葉子 ・新田宏子

千葉大学附属図書館亥鼻分館 千葉市亥鼻 1-8 -1 電話 0472(22)7171
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目次

分館零歳の頃 萩原！爾四郎 2
 

広場

日本語と日本人 内海 滉 4 

アンケートの結果報告 5 

<JOURNAL 紹介〉 生化学一―—森田哲生 ， 
<JOISにゆーす〉CANCERLITがん文献ファイ）レ 10 

「七天王塚」 医学部本館の裏手に五つの塚が

ある。旧東金街道を挟んだ西隣に二つの塚かあ

って、里人はこれらを七天王塚と言う 。いずれ

の塚もはは'10m径の円ないし類円形をし、高さ

からみて構外の二つは小円墳、構内の五つは旧

千葉城の土塁跡のように見える。写真の塚は信

者の言う 3号塚である。この七天王塚の由来に

ついては種々の伝承かあるか、千学集抄の記載

に従って千葉氏が亥恥に居城した際(1126年）、
ホ')I・ヤ十 9 9、 テ/ ノウ

守護神 ・仏の一つ として祭た堀内牛碩天王跡で

あるとする説か強い。なお、この塚はこれまで
クク

に様々の崇りを具現したとして恐れられている。

7塚のすべてにうっ そうと生い茂った数本の名
ク7、

木を見る。木の種類は 5号塚の枠を除けば、残
ク1I

りのすべてがクス科の梢である。天を圧するよ

うにそそ り立っていた 7号塚のど松は情しいこ

とに昭和54年のII免秋に力尽きて枯れてしまった。

樹木の幹周 りから推定して、200年の樹齢を越え

るものはない。

（解剖学第三 大谷此己）



分館零歳の頃

袴着の祝というのをご存知だろうか。少し

前までは七五三の五歳の男児の祝を袴着と 圭

った。本来の意味は男子に始めて袴をはかせ

る儀式、つまり男子としての人格か認められ

る祝のことである。亥鼻分館は今年の 4月で

植h五歳となり、まさに袴着の祝を受けるにふ

さわしい見事な成長を遂げている。しかし、

振返って見るとその誕生は決して安産と 言え

るものではなかった。

昭和50年に当時の図書館長の石田教授か打

ち出した「生物医学情報センターを亥鼻地区

に」という構想は誠に素晴らしいものであ っ

たか、胎教か悪かったのか、陣痛期か長す ぎ

たせいか、生まれて来たのは‘｀とりあえず「複

合分館」として，，の亥鼻分館であ った。しか

もその前身である医学部分館と違って、医学

部事務局のお世話になるわけには行かず、千

葉大学附属図書館（本館）のブランチ ・ライ

ブラ リイとして、亥鼻地区で半独立的に生き

て行〈ように運命づけられていた。

早い話が鉛箪一本、紙一枚無い所から出発

し、光熱水料等のランニング ・コストも自前

である。ざっと試算してもこれまでの倍は費

用かかかる。それなのに予算的には昨年通り

で、不足分は亥鼻地区の各部局から調達せよ

という 。その上各部局とも現在はどの理解か

なかった。まるで望まれざる子の誕生のよう

であ ったと 言えば言い過ぎになろうか。初代

の事務長、総務係長として着任した桜木、泉

水両氏は、初期の体制作りと経理のや りくり

に奔走し、徐々に関係各機関の了解と協力を

得て行ったか、まことにシンドイことであ っ

t下
しー 〇

一方、分館の使命として遅i悩なく行なわれ

な〈てはならない虎紅理、閲翌口の業務は、幸い

経！検悶かな医学部分館時代からの節員か、已I

沢、中坦両係長のもとで既に活動を始めてく

れていたが、本米なら少くとも 3名の人且九刈

萩原禰四郎

が必要のところ、培貝は全〈行なわれず、逆

に対象とする講座苺は増えている事もあ って、

これまたシンドイことであ った。それにして

もユーザー とは仲々にわかままなものである。

上述のような分館の内状には一切おかまいな

しに、やれコ ンテンツ ・サービスのタイトル

数を増やせ、やれ閉館時間をも っと遅くせよ

等々と申し入れて来る。これらの申し入れに

対する館員の対応は、私にははとんど感激的

なものであ った。図書館の人々というものは

図書館か利用されることに無上の使命感と喜

びとを持ち、そのために身を棒げると 言って

良い位努力する。コンテンツ ・サービスは 9月

には 5タイトルから 7タイトルに、その後10

タイトルにまで増えた。

開館時間の延長も秋になって行なわれたか、

この方は超過勤務であるので無制限にという

わけには行かない。 しかし、臨床医などで普

通の時間には図書館の利用がむずかしい人達

のために何とかしたい。そこで思いついたの

か銀行のキャ ッシュカードのようなものを用

いて、閉館後でも図書の検索かできるように

しようとい うものであ った。館員のいない図

書館に自由に入れるということは、図書の管

理面で問題があろうかと名えられたか、思い

切 って断行することにした。翌年度からホ ロ

グラム ・チェ ックカードシステムと呼ばれて

実施されるよ うになった （私は当初セブン ・

イレブン方式などと名付けていて、今でもそ

の呼び方が1攻しい）。さらに 日木利学技術栢報

センター(JICST)のl!ll線の」竹えること を聞き

込み、兄切り発叶［的に取り入れるこ ととし 、

オンラインシステムによる'|青報検索かできる

ようにしたのも、各講座における重複図書を

出米るだけ少〈しようと、 11,＼|々 の教杢の図碍

貫任者と の1ni談を行な ったのも 、分館誕生の

年のこと で、まさに分館苓歳の一年は慌しく

過ぎて行ったよ うに息う。
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編集子からのご依頼は、 亥恥分館の 5年の

歩みについてという事であ ったか、すでにか

なりの紙幅を使ってしま った。書庫の移転、

閲覧スペース増加と使い良さへの配慮、医学

部本館の改築に伴う教室図書の返戻と、これ

を期とした図書中央化への努力、旧基礎棟の

頻んだ林誠副委員長の急逝に遭ったことは痛

恨の限りであ った。

同校舎への衣更えと、開架書庫の拡大利用

等々 、その後もその年々の仕事は続々とあ っ

たか、これについてはまた後日に述べること

があるかも知れない。ここでは、しまう大な冊

数の図書の整理と移動とに多くのパートタイ

マーの方々のお力を得たことに感謝の意を→一

するにとどめておく 。

昭和57年4月からは林豊分館長を迎えるこ

とになり、誠実な新分館長によ って再び昔の

石田構想に根ざした分館新営の計画が進めら

れている。亥鼻分館は今やよちょち歩きの幼

児ではない。袴箔を迎えた立派な男子である。

やかて新営の夢か実現し、今度は元服の式を

挙げるであろう日が、1日でも早いことを祈

っている。

人事面では昭和55年 4月から江口事務.... ‘‘ 

浜田総務係長 （後に伊藤総務係長）時代とな

り、日曜開館を行ない、 貸出図書返納のため

のブックポストの増設、閉館時における夜間

利用者のためのホ ログラム ・カードの導入等、

きめの細かいサービスが行なわれるよ うにな

った。これらの中で、昭和56年暮に片腕とも

亥鼻分館のあゆみ

（医学部長）

k 

昭53.4 生物医学情報図書館構想に基づき、亥鼻地区4部局 （医学部 ・看護学部 ・附属病

院 • 生物活性研究所）の複合分館として亥鼻分館設置 ． 分館長に萩原弥四郎教授

就任 (57年 3月まで）

7 亥鼻分館ニュースNo.1発行

9 JOI Sオンライ ン情報検索サービス開始

55.4 亥鼻分館新築へ向けて検討を開始

8 医学部移転に際し図書3万6000冊返戻．返戻図書整理作業開始

10 日曜開館 （試行）開始．午後 1時～ 5時（開館）

56.2 特別設備夜により ScienceCitation Index 1965-1975を購入

3 研究者のための入館管理システム （ホロチェ ックゲートシステム）開始

7 旧同仁会 ・旧生化学教室を仮書庫 としていた資料の集中化のため整理作業実施

10 旧医学部基礎棟 （現合同校舎）の改修工事竣工．その一部を書庫として使用する

ため、 10月8日～17日の10日間休館して、移転作業実施

移転終了後、ビテオ ・演習室を設罹

57.4 分館長に林豊教授就任

58.3 らいぶらりいゐのはな （旧亥恥分館ニュース改称）No.8発行

6 55年から続けられていた返戻図書整理作業終了
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匿冒

日本語と日本人

最近、某出版社の依頼で余暇をみつけて一

冊の本を作っている。それは、「英語で医者に

かかる法」と いう本である。同じような本は

数多く出版されており枚挙にいとまないが、

すでに出された本の多くは、あまりにも専門

的であ った り、ひとつの症例の会話か長く続

いたりして、あまり役に立たないのだそうで

ある。そこで、なるべくやさし〈 、そして、

沢山の症状が言えるような、辞書のようなも

のを作ることにした。各科の疾患の症状を並

べればよいぐらいに考えて、私もあっさり引

き受けてしま ったか、それは何という難かし

い仕事であったことか。

まづ驚ろ〈べきことは、日本語の症状の表

現の豊冨さであ る。 「お腹かヅキヅキ痛い」

「チクチク痛い」皮内か「ヒリヒリする」「ピ

リヒ°リ痛い」 「ビリビリしびれる」 「手がガサ

内海 滉

ガサになった」「カサカサにな った」「頻にシ

ッシンが出来た(eczemaに非ず）」 「ヒンケ

ツがおきる (anemiaに非ず）」「歯か痛い」 「歯

がシミる」等々。そばにいる外人に一生懸命

説明してみるのだか、首をかしげるばかりで

ある。しかし日本語のこれらの表現の微妙な

差は、日本人である私には確かに感ずる。こ

んなことなら専門用語の方がずっと楽なのだ

か、依然としてこの困難な作業を続けている。

逆に愛着を感ずるようになったからだ。

日本の民衆は、と〈に病気に対する感覚が

すぐれているのではないだろうか。日本語に

ある豊富な凝声語は、論理か支配するヨーロ

ッパの言語には乏しい。虫のなき声すら聞こ

えないのである。

（看護継続教育研究部）

’‘̀‘心--ヽ，～`’-•、-．—- ’` -`  • -、9-、--- ヽ'-ヽ• -、・・`‘‘‘-,．9→ -’̀.、-‘‘‘-a.. -'‘‘̂’‘―` -•’‘• ̀  -、．．̂‘‘‘--,、． ．一 、99̂‘‘’ へ`ヽ.--、‘-一‘_.▼- •• * -、--、、-•• ^ -`--．、...,ヽー、し
？ ， 

医 科学大事典
， 

Encyclopedia of Medical Scienceをご

！存知でしょうか？ 閲認室の百科事典コーナ

：ーにあるこの事典は、 一見、英文の百科祁典

：のよう ですか、実は、日本語でかかれた初の

！臨床医学総合大事典です。

； この事典は、 「医学用語辞典」を中心に1l'［
；用されている用語か、読みがなの50音顛に並

｝らべて解説されています。図説 ・図解に重、1!f、
I 

： 

か置かれており、写真やイラスト等も悶砧で、：

とても理解しやす〈な っています。最新の医：

酵’の研究成呆とその総合的 ・学術的知識か網：

羅的 ・体系的にまとめられています。また刊 ！

行後も、 1l)；年、増補別巻か加えられ、最新の！

学知識 ・医療I‘'『報か提供されます。 ： 
全50巻、和文 ・欧文索引完備で、 A4版変 ：

)~I~ (297ミリ X225ミリ ）、特装版です。

ト 、•° - 9 ヽ• - - 、・ •゜ ・ ‘• ・ ～ヽ• - . ヽ• 、 - 、--9 - ‘‘ - •. -、.-̀--9. 、‘̀-”̀  -、---” ← ¢ヽ -• ヽ• -、． -= ̀• “ - 、 ヽ• -、― -̀、9、-’̀• -‘̀’ ’̀ ‘-- ” ー ~ `• -、• -ヽ• -、--̀• -、• ^ ‘-- ” ; 
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研究者

アンケート結果

「もっと資料を集めて」

「閲覧席を増やして」

「亥鼻分館の新築を望む」など

亥村．，•分館では 、 本年 2 月亥恥地区にある 4

晶局 （ 医学部 ・ 看護学部 ・ 附属病院 • 生物活

性研究所）の教官 ・医員 ・研修医 ・大学院生

研究生等を対象にア ンケー トを実施した。

これは、亥鼻分館の運営の改善及び将来計

画の参考とする査料をえるため行ったもので、

年度末の繁忙期にも拘らず 469人の方々から

回答か寄せられた。

その結果の概要は、次のと おり である 。

〇 実施期日 58年 2月15日～ 2月19日

〇 結果の概要 過去 1年間に亥昴分館 を利

用した者は 、回答総数469人のうち435人(92

8%）であ り、 その利用者のうち毎月 利用

している者は 376人 (86.4%）で、その中

でも 151人 (34.7%）は毎週利用している

者であ った。

研究者か図書館を必要とするときはいつ

でも 利用できるシステムと してのホロ グラ

ム ・カードについては、知っている者か

352人 (75.1%）で、知っている者のうち、カ

ードを持っている者は 153人 (43.8%）で

あった。

亥鼻地区で購読中の新着雑誌の記事内容

を速報するコンテンツ ・シート ・サービス

は、知っているとした者か257人 (54.8%)

であ った。

掲示については、目につかないとした者

か 262人 (54.8%）で半数を超えていた。

亥恥分館の新営 ，（新築）については、必

要と した者が408人 (87%）であ った。

；`‘.．． ｀ • -ヽ• -、.........-、.．．̀• -`．.. ． 、 . ．-- 、• し ．．｀• -”-、• -`  • 、 - ← ヽ• 、 - · ヽ• → • • -‘・"..： 
できるところから改善を

亥鼻分館長 材木 豊

このたびのア ンケー トにつきま しては，お

忙しい中 を多数の方々の御協力 をえることか

でき 、誠に有難うございま した。

御承知のとお り、 当分館は、研究図書館的

な性格 ・機能を大きくも っており 、今回は、

主に亥恥地区の研究者を対象に当分館につい

て御意見等を承ったわけですか、寄せられた

回答を拝見しますと当分館への期待の大きさ

か痛感され、分館職員 とともに、 一層の充実

に意をそそいで参らなければと身のひきしま

る思いかいたしております。

アンケートの回答数か、配布数の半数にわ

ずかではありますか及ばなかったことは、職

務・研究の態様等からやむをえない面もあり、 ｝

大勢を知る上での質重な資料かえられたと思

っております。

回答の中には、図書館員に対し感謝のこと

ばを記入されたものか約20通もあ り、恐縮い

たしてお！）、今後、さらに図書館サービスの

充実に努めなければと 思っております。

館内の配架表示や褐示など不評であ ったこ

とは、 早速、改善に着手いたします。また 、

閲覧座席数が少い、 書庫内での検索の不便な

どの御意見か多 くあ りましたか、 今の施設で

は御期待にそえる改善は難 しいと思われます。

この問題解決のためには 、亥以1分館の新営を

促進し、皆様の1卸期待にこた えられる図書館

の実現に一層の努力をしていきたいと思いま

す。

投書粕を大き くしましたので、図書館への

御慈兄・御要望 など、どし どしお寄せ下さる

ようお顧いいたします。
＼ 

4~‘‘^ ~ •。^ ｀ • -、。̂．．．..` • -・。̂‘”-` o..．．-• •..... -、・”・ • ヽ.....一、• -.'^‘• 9 : 
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A.回収結果

医学部 石護学部 附属恥院
生物活性
合計

研究所

配布数 362 93 449 43 947 

回答数 156 56 222 35 469 

（回収率）(43 1) (60 2) (49 5) (81 4) (49 5) 
％ 

配布総数 947枚、回答 469枚、回収率49.5

％であ った。部局別では医学部43.1%、看護

学部60.2%、附属病院49.5%、生物活l生研究

所81.4％であ った。

B.利用の有無

回答のあった469人のう ち過去 1年間に435

人 (92.7%)か図書館を利用し、利用したこ

とがない者は34人 (7.3%)であ った。

B-1)ーイ 利用回数

医学部 看護学部 附属病院
生物活性

合計(%)
研究 所

週2回以上 22 7 12 4 45(10 4) 

週1回位 42 17 44 3 106(24 4) 

月2~3回 42 16 67 11 136(31 3) 

月1回位 22 11 42 14 89(20 5) 

年2~3回 19 2 32 2 55(12 7) 

無 記入 2 2 4(0 7) 

計 149 53 199 34 435(100 0) 

利用回数では、月 2~3回か 131人 (31.3 

％）、次いで週 1回位か 106人 (24.4%）、月

1回位、年 2~3回位、週 2回以上の順であ

った。月2~3回、週 1回、週 2回以上をま

とめると 3分の 2に当たる 287人 (66.0%) 

となる。

B-1)ーロ 利用目的 （複数回答）

生物活性所 合 ，lt医学部 看随学部 附属病院 研究 （％） 

誌 46 161 31 366 雑 128 (34 7) 

芦司：t 40 104 12 231 図 75 (21 9) 

83 6 157 二 次査料 53 15 (14 9) 

7 34 15 97 J O I S 41 (9 2) 

聞 ， 7 1 26 
新 ， 

(2 3) 

学文 献外 へ依頼の 15 34 3 116 64 (ll 0) 

16 20 2 58 
自習 ・研究 20 (5 5) 

2 3 
グループ研究 1 (0 3) 

1 
そ の 他 1 (0 l) 

1 
無 記入 1 (0 l) 

計 393 148 445 70 1、056(100 O) 

人 I 366 

300 

185 

200 「157 
7 

116 

100 1 1 1 1 1 1 1 n n 
58 

11111 ・I I ID c 
雑図 二 J 学 自新

人数 ／ 1 外 羽r, 
次 〇 ヘの

頃目 1

文
森 I 献 研

イ衣
誌 害料 S 頼究 Iifl
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利用目的は、雑誌の利用か最も高く 366人

(34. 7%)、次いで図書利用の 231人 (21.9 

％）、二次査料 157人 (14.9%）、学外への

献依頼 116人 (11.0%）、JOIS利用97人(9.2

％） となっている。雑誌の利用が最も多いこ

とは予想されたか、 二次査料 ・JOIS・学外へ

の文献依頼を文献検索（収集）としてまとめ

ると 370人 (35.1%) となる。

B-1) —ハ 図書館内での資料の探し方

（複数回答）

医学部 看護学部 附屈病院
生物活性 合計

研究 所 (%) 

直 接 書架 110 36 120 24 290 

(37 l) 

カー ド目録 27 23 36 1 87 

(11 2) 

雑 誌目録 80 27 107 20 234 

(29 9) 

係員にきく 52 24 77 ， 162 
(20 7) 

その 他 2 2 3 1 8 

(l 0) 

無 記入 1 l 
(0 l) 

計 272 112 343 55 782 
(loo o) 

館内での資料の探し方は、直接書架へいく

者か290人(37.1%）で、雑誌目録で探す者か

234人(29.9%）、係員にきく者は162人(20.7

％） であ った。

B-1)ーニ 図書の配架表示

医学部 看護学部 附属病院
生物活性 合計

研究所 （％） 

わかりやすい 91 22 113 25 
251 
(57 7) 

わかりにくい 25 14 57 6 
102 
(23 5) 

そ の 他 16 12 15 2 
45 
(10 4) 

無 記入 17 5 14 1 
37 
(8  4) 

計 149 53 199 34 
435 
(100. 0) 

館内の配架表示については、わかりやすい

が 251人 (57.7%）であり、わかりにくいは

102人 (23.5%）であ った。

B-2) 利用したことがない （過去 1年間）

利用したことかない者は、合計34人で、そ

のうち場所が遠いとした者が15人 (44.1%）、

次いで査料梨めは外部の人に依頼する者か13

人(38.2%）、図書館を利用する必要がない者

は5人(14.7%)であ った。

C.ホログラムカード

医佑 部 肴，，が学部 附屈病院
生物活性 合計

研究所 （％） 

39 164 28 352 
知 っている 121 (75 1) 

15 58 6 113 知 らなし、 34 (24 1) 

2 1 4 無 記入 1 (0 8) 

56 222 35 469 
計 156 (100 0) 

ホロ グラム ・カードは、知っているとした

者が 352人 (75.1%)、知らない者は 113人

(24.1%)あった。

C-1) カード所持の有無

ホロ グラム ・カー ドを知っているとした352

人のうちカード を持っている者は、 153人で

あった。（なお、ア ンケー ト調査時のカード発

行枚数は351枚、調査後の希望者は66名で、 5

月末現在では 417枚と 急増 している。）

C-1)-(1) カード使用の有無

カードを持っている 153人のうち使ってい

る者は、95人 (62.1%）で、これは図書館を

利用した 435人中の21.8％であ った。

C-1)-( 1 )—② カード使用頻度

使用頻度は、月 2~ 3回か57人(60.0%）、

年 2~3回か19人(20.0%）、週 1回位か15人

(15.8%) と続いており、月 2~3回以上の

使用は74人 (78%）である。（なお、 57年度 1

年間のホロ グラム ・カード使用実績は、事務

用などを除いて延べ 2,086回で、深夜 ・早朝

を問わず24時間利用されている。）

C-1)-(2) カードを持っていない理由

カー ドを持たない 197人のうち必要かない

者は、72人(36.6%)、手続きか面倒とした者

は54人 (27.4%)であ った。

- 7-



D. コンテンツ・シート・サービス

医学部 看設学部 附屈柄院
生物活性 合計
研究 所 (%) 

40 78 35 257 
知 っている 104 (54 8) 

16 144 211 矢llらなし、 51 (45 0) 

1 無 記入 1 (0 2) 

計 156 56 222 35 (100 4609 ) 

コンテンツ ・シート ・サービスは、知って

いるとした者が257人 (54.8%)、知らない

とした者か211人 (45.0%)であ った。

D-1) どのくらい見ているか

コンテンツ ・シート ・サービスを知ってい

るとした 257人のうち、確実に見る 、よく見

るとした者か 135人 (52.6%)、見たことは

あるとした者か 112人 (43.6%）てあ った。

E.図書館についての掲示

附属病院
生物泊性 合計

医学音II 呑護学部
研究所 （％） 

目に つ〈 36 20 34 ， (20 899 ) 
目 に つ か 145 19 

262 75 23 (54 9) な し、

出増 や所 すを 25 8 30 3 (13 b66 ) 

どこが 1 2 8 (2 311 ) ょ ¥,ヽ カ》

無 記入 19 4 12 4 (8 329 ) 

229 35 
477 

計 156 57 (100 0) 

褐示は目につかないとした者が、半数以上

の262人 (54.9%）にのは‘‘り 、目につくと し

た者か99人 (20.8%) 、場所を増や してはし

いとした者か66人 (13.8%)であ った。

F.図書館の新営計画

医坪部 看，，應学部 附属病院
生物活性 合計
研究所 （％） 

67 27 80 20 J 9} -「1I・心p. に
(4 l 4 

64 24 113 13 214 将 米（よ (45 6) 

現状でよ¥,¥ 13 3 16 1 (7 03 3 ) 

無出人 12 2 13 1 (6 O28 ) 

,11 146 56 222 35 (JOO 46U9 ) 

無回答 6.0%
l —-

現状でよい

7.0% 

将来は必要

45.6% 

早急に必要

41.4% 

新営計画については、早急に必要 ・将来は

必要とした者か408人 (87%)、現状でよい

とした者か33人 (7%)であ った。

以上のはか、各項目及びその他 として具体

的な コメン トか 118種 235件あ った。そのう

ち主なものを列挙すると次のとおりである。

1閲 覧室か狭すぎる ・座席数が少なすぎる。

2部 局・教室所在の雑誌の図書館への集中化。

3亥鼻地区の中央に新営を 、など位置に関 し

て。

4 ． 新刊• 主要雑誌等資料の充実を 。

なお、 このアンケー ト結果についてご質問

等ある方は、運用係まで申し出下さい。

（亥鼻分館）
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〈JOURNAL紹介〉
生

生化学は生命現象を化学的立場から解明し

ようとする学問である。生化学の進歩は非常

に著しく、医学研究上その貢献は大である。

生化学を学ぶためには、現在の現時点の生化

学的知識を着実に正確に把握しなければなら

ない。そのためには寿命の短い概説書ととも

に、生化学に関する新しい雑誌に絶えず目を

通さなければならない。しかし生化学の分野

の広か りとともに、例えば、他の領域におい

て生化学の研究手法か用いられたり、あるい

は生化学に他領域の手法一免疫学ー等か導入

されたりして、その情報は膨大な量になって

いる。今回、本学医学部生化学第一、第二講

座で行なわれている研究 （かん、薬物代謝、

リポプロテイン合成、ピリミジン合成、尿素

合成、オルガネラ生成等）を行なう上で読ま

れる代表的な雑誌を紹介する。

1. Journal of Biological Chemistry. 

生化学雑誌の中で信頼度も circulationも

高く、生化学を常に leadしている研究か掲

載されている。米国生化学会が編集 しており、

全世界から投稿されている。基礎、臨床を問

わず、必読誌と考える。

2. Biochemistry. 

米国化学会の編集誌である。Purechemi-

stry の論文か多い。例えば蛋白質の構造と

機能、動力学等。

3. Bio ch imica et Biophys ica Acta. 

オラ ンダで発行されているヨーロ ッパの代

表的雑誌である。現在、 6分野別に編集され

ている。

4. Biochemical Journal 

ィキ リスで発行されている。Pure から

Appliedに至るまで巾広く投稿されている。

化 学

森田哲生

5. European Journal of Biochemistry. 

オラ ンダで発行さ れており、ヨーロ ッパ生

化学会で編集されている。Circulationが良い。

6. Journal of Biochemistry. 

日本生化学会編集の欧文雑誌であ る。 日本

で発行されている学術誌の中で最も審査の厳

しい雑誌の 1つであろう 。

7. Proceedings of the National Academy 

of Sciences of the United States of 

America. 

米国で発行されている。生化学以外の分野

の論文もある。生化学およびその境界領域関

係論文では 1つのリーダー誌になっている。

8. 代表的な短報誌としては、次に掲げる。

• Biochemical and Biophysical Research 

C ommun 1ca t1on. 

• FEB S Letters. 

• Biochemistry International. 

9. 生化学およびその関連領域で代表的な雑

誌を掲げる。

・AnalyticalBiochemistry. 

• Archives of Biochemistry and 

Biophysics. 

• British Journal of Cancer. 

• Cancer Letters. 

• Cancer Research. 

• Carcinogenesis. 

• Cell. 

• Chemico-Biological Interactions. 

• Experimental Cell Research. 

• Hoppe-Seyler's Zeitschrift fur 

Physiologische Chemie. 

• Journal of Cell Biology. 

• Journal of Clinical Investigation. 

- 9 -



• J ourna 1 of Lipid Research. 

• Journal of Molecular Biology. 

• Journal of the National Cancer Institute. 

• J ourn a l of Nutrition. 

• Lancet. 

• Molecular and Cellular Biochemistry. 

• Nature. 

• Naturwissenschaften. 

• New England Journal of Medicine. 

• Nucleic Ac id Research. 

• Science. 

• Zeitschrift for Krebsforschung und 

Kl in ische Onkologie. 

〈JOISにゅーす〉

10. Review誌として以下を掲げる 。

• Advances in Cancer Research. 

• Advances in Enzyme Regulation. 

• Advances in Enzymology. 

• Annual Review of Biochemistry. 

• Federation Proceedings.（学会、

シンポジウム等）

• Progress in Nucleic Acid Research and 

Molecular Biology. 

• Year Book of Cancer. 

（医学部 生化学第一教室）

CANCER LITがん文献ファイル

JOISに、この 4月より新たにCANCER-

LITかん文献ファイルが加わりました。これ

は米国 NationalCancer Institute (NCI)か

作成し 、NationalLibrary of Medicine ( 

LM)か提供する 「がん」に関連する文献を広

〈収録 した文献ファイルで、約3000種の雑誌、

モノグラフ 、会議録、学位論文等から年間約

50,000件を収録しています。

収録期間 1963年～

収録件数 1963年～1979年 195,000件

料金

1980年～

210円／分

132,000件

現在「かん」に関しては MEDLINEでも検

索できますか、 MEDLINE中のC4.＆（がんを

扱 う項目 ）か年間33,886件に対して、 CAN 

ERLITの方は53,826件とな っていて、文献

数の面では俊位に立っているといえます。更

にCANCERLITには全文献に抄録が付け ら

れている ので(MEDLINEは40％程度）、内谷

を知りたい方にはこちら をお勧めでき ます。

た、処埋か早 〈、原報発行の 2ヶ月後には

ファイルに入るということです。

検索語にはキーワードとしてはMEDLINE

に用いられる MeSHのはか、 enrichment

term(「かん」の概念を明確にする目的で付与

される用語）などか使用できます。ただし、

これらが使用できるのは1980年以降のファイ

ルのみで、それ以前には使用できません。ま

た MEDLINEで使用できる TreeNumber 

による下位語を含む検索かできないのは不便

ですか、近い将来 JICST で付与する方針と

のことです。

以上、簡単に紹介しましたが、今後、「かん」

に関する検索には CANCERLITも併せて利

用されること をお勧めします。

47 
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昭和58年度 開館日程表

区 £J¥ J 4 5 6 7 8 ， 10 11 12 1 2 3 

通常開館
週日 9 00-17 00 4 7 24 5 
土曜日 9 00-12 00 金）（月） (1 :） （木）

時間外開館 ぐ―.. 戸一…•週土 日 17. 00-20 00 ］ ＼ I 
23 5 

鉗4(J7 j) 
24 ， 17 

曜日 12 00-16 30 (1) (/j) (I:) (｝ l) (1 :） 

日 曜開館 17,24 l, 8 l 5 5 l 2 J9 3, 10, 17 11 18,25 2 9, 16 6, 13 20 4 11 18 22 29 5 12, 19 4 11 

13 00-17 00 22 29 26 

休 館 日

原稿募集のお知らせ

次号は10月発行の予定です。皆様の声をお

待ちしております 。 どうぞよろし〈．~I

1. 「広場」 1600字程度

2. 「談話室」 600字程度

3. 俳句、 短歌、カ ット等

4. 400字詰原稿用紙（横罫）を使用する。

5. 原稿には題名及び氏名、所属 （連絡先）

を明記してください。匿名のものは掲載

しません。

6. 原稿の掲載については編集委員会に御一

任下さい。

7. 原稿/切昭和58年 9月15日

8. 提出先 • お問合せ 亥鼻分館 2階事務室

阿部 （内線2805)

23 30 27 26 

． 
2閏—雷は, 5 （← I :） 

削立，記念 日

編集後記

◆梅雨の季節も終りいよいよ夏の到来です。

本号は亥鼻分館発足満 5年を迎えて、萩原

弥四郎先生 （前分館長）より 一文をお寄せ

しヽただきました。

◆本年 2月に研究者を対象に実施したアンケ

ート の結果をおとどけ致します。

◆利用の手引きとして、かねてより “Journal

紹介，，を取り上げたいと思っておりました

か、生化学森田哲生先生により、その第一

歩かはじまりました。

◆表紙には今回より大谷克己先生のご指導の

もとに“ゐのはな，，の歴史をたどってみる

ことに しました。

なお、写真は看護学部の牧孝氏のご協力

を得ております。 （お）

9 9 11 1 1 9 • 9 11 1 19 • 9 11 11 9 • 9 1 1 1 19 • 9 1 1 1 1 9 • 9 11 11 9 •9 1 11 19 •9 1 11 1 9 • 9 11 11 9 •9 1 1 1 19 • 9 11 1 1 9• 911 1 1 9 • 9 1 1 119 • 9 1 1 1 19 • 9 11 1 1 9 • 9 1 1 1 19 • 9 1 1 11 9• 911 11 9 • 9 11 1 1 9 • 9 1 11 1 9 • 9 1 1 1 19 • 911 1 1 9 • 9 1 1 1 1 9 • 9 1 1 1 1 9 • 9 1 1 1 1 9 • 9 1 1 1 1 9 • 9 11 1 1 9 • 9 1 1 1 1 9 • 9 1 1 1 1 9 • 9 1 1 1 1 9 • 9 11 1 1 9 • 9 11 1 1 9 • 9 1 1 1 1 9 • 9 1 1 1 1 9 • 9 1 1 1 1 9 • 9 11 1 1 9 • 9 1 11 1 9 • 9 1 11 1 9 9 9 1 1 1 1 9 • 9 11 1 19 • 91 1 11 9 •9 1 11 1 9 • 9 11 1 1 9 • 9 1 1 1 1 9 • 9 1 11 1 9 • 9 11 1 1 9 

千葉大学附属図書館亥鼻分館報“らいぶらりいゐのはな',No.9 1983年 7月15日発行

千築大学附屈図書館亥ふ1,分節発行 発行者 ．・ 林 四

千菜市亥り，し1-8 -1 虚話 0472(22)7171（大代表）
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著作権法と図書館 ， 

「七天王塚」 七つの塚の老樹の根元には、数基の石碑かひっそりと並んでいる。写真は 7号塚

の石碑である。7塚に奉納された石碑は、最も年代の古い安永 2年 (1773年）のものから最も新
ゴ ズ

しい昭和53年 (1978年）のものまで8種類を数える。最も古い石碑の表には牛頭天王と刻まれて

いる。石碑の奉納年月、前述した老木の樹齢、千学集抄、繕葉概録および妙見実録千集記の記載

などから推測すると、妙見宮の摂 ・末社のひとつとして妙見宮第31代座主 (1769~1780)の常妙
ゴ ズ シラ ギ

法印によって造営されたらしい。牛頭天王は新羅からわか国の筑紫にもたらされた土俗的信仰で

ある。平安時代に播磨

の明石、広峯、山城の

北白川および八坂郷に

次々と遷座されている。

この間、御霊信仰と習

合して行疫神 （厄神）

と見なされ、祭れば疫

病その他の災厄を免れ

うると信じられた。八

坂郷の祇園社は明治に

なってから八坂神社と

改名され、祭神も牛頭
ス サノオノミコト

天王から素英鳴尊にな

った。

（解剖学第三 ・教授

大谷克己）



→ 
亥鼻図書館回想

私は旧制高校時代、 一時は将来 ドイツ文学

を専攻しようかと思ったことかありました。

そんな私にと って、ゲーテその他の古典は勿

論のこと、ホーフマンスタールやトーマス ・

マン、リルケの作品などもよくそろ っていた

高校の図書館は大変夢をさそってくれたもの

でした。新着の本の棚にインゼルやフィ ッシ

ャー版のドイツ文学の本を見つけては刺激さ

れたことを想い出します。ところが旧千葉医

科大学に来て見ると、第一独立した図書館か

ないのには失望しました。図書室は10数人も

入れば一杯になるような狭い部屋で、古い教

科書が金網の向うの柵に並べられて、およそ

医学に対する若者の意欲をかき立てるような

雰囲気はありませんでした。その旧図書室に

入ると、左側の壁の上に白衣の若い研究者が

顕微鏡を前にした大きな日本画の肖像が掲げ

られていたのでした。この肖像のいわれにつ

いては当時でも殆ど誰も知らなかったようで

した。私は偶然の機会から、それが旧千葉医

科大学細苗学教室の先輩で、ロ ッキー山紅斑

熱病原リケ ッチアの研究中に感染して斃れた
＊ 

菅田孝卿氏の肖像であることを知ったのでし

た。旧図書室が現在の位地に医学部図書館と

して移転した時、この肖像はもはや壁にはか

けないということでしたので、私か申し出て

微生物学教室に移され、現在第一微生物学教

室に保管されております。私はこの絵を見る

と自分の青春の一時期をまざまざと想い出し

ます。

旧医科大学に入学して、狭く貧弱な図書室

に失望した私でしたか、恩師の羽里彦左衛門

先生のご好意で学 2の頃から当時の細菌学教

室に出入を許されて、医学の文献を読むよう

になるにつれ、図書館にも段々と満足を覚え

桑田次男

るようになって行きました。単行書は昔も乏

しかったか、雑誌類は決して少なくなかった

と思います。当時はドイツの雑誌かよく読ま

れた時代でしたが、微生物学の領域ではアメ

リカの J.Exp. Med.やイギリスの Brit.J.

Exp.Path.（病理学教室保存）、フランスのAnn.

Inst. Pasteurなども重要な雑誌で、閲覧可能

でした。発疹チフスリケ ッチアの卵黄襄内接

種について最初に報告した Barykineの論文

を Bulletinde l'Office International d'-

Hygiene Publ iqueで読むこともできました。

しかし Coxその他、アメリカの NIH関係の

研究者のリ ッチケアについての論文は専ら Pub.

Health Rep. に発表されており、それらを

読むためには当時東大に行かねばならなかっ

たものでした。発疹チフスがシラミで媒介さ

れることを証明して、 1928年ノーベル賞を受

賞したCharlesNicolleが創始者である Arch.

Inst. Pastur de Tunis も本学になく、北里

研究所の図書室に読みに行ったことも懐しい

想い出です。現在は相互貸借制度によって、

他大学から論文の コピーを送って貰えるのは

大変有難いことです。

戦時中は外国からの雑誌の輸入が全く途絶

え、暗い時代が長く続きました。それだけに

戦後外国雑誌の輸入が再開され始めた時の喜

びは大きかったものです。ところで、研究所

の図書室と異なり、学部の図書館は学生のた

めの図書館でもあるわけですから、研究者と

学生の両者に対する設備か必要でしょ う。各

教室の研究者は図書館で新着雑誌に目を通す

なり文献をコピーしたりするでしょうが、論

文を図書館で読むことは比較的少ないことで

しょう 。しかし学生は図書館が勉強の場です

から閲院室は充分なスペースと良い雰囲気を
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持っていなければならない筈です。その点に

ついて言えば、亥鼻分館は昔も今も甚だ不充

分といわねばならないでしょう 。教室員にと

っても図書館に勉強の場か少ないのは残念な

ことです。よい研究室 とはそこに入ると自ず

と研究意欲をかき立てられるような所である、

と言っ た誰かの言葉を覚えていますが、同じ

ように良い図書館とは勉強意欲をかき立てら

れる雰囲気を持つものと 言えるかもしれませ

ん。

購入雑誌の選択の問題その他、図書館に対

する注文も色々とありますか、 一方では現在

の亥鼻分館が十二分に活用されているかどう

かも問題でしょう 。講座費も決して潤沢では

ない日本の現状では、とにもかくにも世界の

重要な雑誌か揃えられている図書館は有難い

ふ 2階・展示コーナー紹介

存在です。 私は自分なりにこの亥鼻の医学部

図書館で楽しく充実 した時を過ごすことが出

来たことを幸せと思っております。私の研究

意欲をかき立てるよすかとなった図書館に感

謝し、それか今後更に充実されて行くことを

願っております。

＊緒方規雄、中 島元徳 ：ロッキー山紅斑熱

(Das Rocky Mountain Spotted Fever) 

の研究室内感染例に就て。謹んで此一篇を

故医学士菅田孝卿氏の霊前に捧ぐ

千葉医学会雑誌 9 : 1041-1068、1931

（名誉教授）

「ゲッチンゲン医学古典文庫」 一覆刻版一

第一次大戦後、労働科学研究所は、ゲッチンゲ

ン大学所蔵図書の一部 3千冊の譲渡を受けた。

これは、 17・ 8世紀の医学 ・自然科学に関する図

書で、 1977年、この図書目録刊行に際して 「ゲッ

チンゲン医学古典文庫」と名づけられた。この中

には、マルピーギ全書 (1686)をはじめ多くの医

学関係の古典が含まれている。

今回の展示は、次の 4人のものの覆刻版で

ある。

マルピーギ Malpighi,M (1628-1694) 

イタリア

マルピーギ全書 (1686)

顕微鏡的解剖学の始祖

スメリー Smellie,W (1697-1763) 

イギリス

解剖図表：説明付解剖図譜及び産科の症例

集に関する論文を説明することを目的とし

た産科の実際の要約 (1758)。

ピドロー Bidloo,G (1649-1713)イタリア

人体解剖書、図は画家の Gerardde Lairesse 

による105点。

Iヽ ーベイ Harvei, G (1578-1657)イギリス

-3 -

動物の心識ならびに血液の運動に関する解剖学

的研究(1628)。動物の生成に関する研究(1651)。



図書館を ｀倍上手に利用する方法

II. Index Medicusの使い方
現代の日々進歩している 医学研究及び医療

技術を吸収し、 活用するためには、医学文献

から情報を最大限に収集しなければならない。

Index Medicus （以後 IMと略す）は医学分

野においては最も基本的な文献情報を探すた

めの道具（ これを図書館用語では二次資料と

いう ）であり、この資料の使い方は医学を学

ぶ者にとって、知っておかねばならないもの

の一つである 。

生いたち

1879年米国陸軍の軍医総監JohnS. Billi-

ngsによ って創刊され、現在ではNational

Library of Medicine (NLM)か、MEDLA-

RS(Medical Literature Analyais and Retrie-

val Systemコンピュータによ ってIMの編集

と検索を行うシステム）に より刊行している。

収録誌は1983年現在2709タイトル、そのう

ち日本の雑誌は120タイトルである。

発行形式

月刊版と、それをまとめた年刊版とかある。

年刊版のタイトルは CumulatedIndex Med-

icusである。

構成

月刊版、年刊版いずれも SubjectSection 

とAuthorSectionの大きく 2つの部分に分か

れている。他に総説論文だけを集めた Bibl-

iography of Medical Reviewsかある。

Subject Section 

自分の知りたい主題から文献を探すことか

できる。ただし、どんな言葉でも よいとい う

わけではなく、 MeSH(Medical Subject 

Headings) 1に載っているキーワードでひか

なければな らない。例えば KawasakiDi-

seaseについて探す時は、Mucocutaneous 

Lymph Node Syndromeでひくようになって
いる。

MeSHとは……… IM用に作成された医

学用語のリスト 。用語の同義語を整理し、

意味上の階層関係など用語間の関連をま

とめたシソーラスの一つ。Alphabetic

List （アルファベット順リスト ）と 、T-

ree Structures (階層別カテゴリー リス

トー医学の概念を大きく A~N'の14のカ

テゴリーに分け、それをさらに細分した

リスト ）に分かれている。毎年用語は改

訂され、IMのNo.l、Part2として発行

されている 。この MeSHのひき方を知る

ことか、 IMを利用する上での重要なポ

イントである 。

ここで例を今話題の ‘'AIDS"（後天性免疫

不全症候群）にと って、 IMをひいてみよ う。

¥'AIDS”は83年の MeSHには、キーワードと

してまだ載ってこないので、Immunologicde-

ficiency syndromesで探す。

＜図 1> MEDICAL SUBJECT HEADINGS 
ALPHABETIC LIST 

ll¥11¥IUNOLOGIC DEFICIENCY SYNl>R.01¥IES 
C20.673+ 

-4 -

10 

X ANTIIJOOY l~EFICIENCY SYNDROME 
XU DIGI:．ORGE. sw'NDItOMI2 

＜図2〉SUBJECTSECTION 1983 MAY 

IMiV!UNOLOGIC DEFICIENCY 
SYNDROi¥1ES 

COMPLICATIONS 

Disseminated Mycobactcrium aviurn-inlracellularc infection 
in homosexual men with acquired cell-mediated 
imnrnnode{icicncy: a histologic and immunologic study of 
two cases. Sohn CC, et al. Am J Clin l'athol 1983 Feb; 
79(2):247--52 (54 ref.) 
Down's syndromc: l"oblems of i1TIInIInode{icicncy. Ugazio 
AG. Hum Genet (Sup11I] 1981;2:JJ-9 
Delicirnt autolo~ou~ mi_-' ~d _ly~nphocyte_ r_eacti<_:>11 in Kaposi's 
sarcoma associated with deficiency o「Leu-3+ responder 
T cells. Gupta S, et al. J Clin Invest 1983 Fcb;7 I (2):296-JOO 



June の号になって

初めてAcquiredImm-

unodeficiency Syndr-

omeとして登場する。

これによ って説明する

と、まずこの主題につ

いての一般的文献、続

いて Complicationsの

観点から書かれたもの、

そしてDiagnosisの観

点から…と続いている。

この Complications.

Diagnosis等を Subh-

eading（副見出語）と

いって全部で76種ある。

使い方の説明は MeSHに書かれている。

論題を角カ ッコでくく ってあるのは英語以外

の言語の文献であることを示している。（日本

語の論題は英訳名にな っている。）

著者は第 1著者のみで、第 2著者以降はet

alで略されている。誌名は略誌名になってい

る。フルタイトルは収録誌リスト Listof Jo-

urnals indexed in Index Medicusで調べるこ

＜図 3〉 SUBJECTSECTION 1 983 JUNE 

① 論題

②花者

③ 収録誌名

（略誌名）

④ 発行年月
5 
⑦ 巻 ・号 ・ページ

⑥ 英語の抄録付

⑦ 言語

とかできる。

Author Section 

著者名から文献を探すことかできる。第2

著者以降の著者の項には第 1著者を参照する

ようになっている。

記入の形式は姓と名のイニシャルか2字ま

でとなっている。 ＜図4〉では HagiwaraT 

という 著者の文献か共著の分も含めて 8件あ

るか、全部同一著者のものとは判断できない。

個々の論文の内容を見て判断しなければな ら

ない。

論題は SubjectSection が英語以外の言語

の場合英訳名か角カ ッコでくく ってあるのに

対し、 このセクションでは原語のままとなっ

ている。オリジナルタイトルを知りたい時は

このセクションの方か役に立つ。（ 日本語の文

諏は英訳名となっている。）

②
 

ACQUIRED l!vll¥t!UNODEFICIENCY 
SYNDRONIE 
IASP (or IB,¥), not AIDS [letter] Soothill JF. Lancet 1983 
Mar 5; 1(8323):526 

① COi¥lPLICA TIONS 

亨 rcdimmuncde 
ゞ(..urraIl.J¥¥＇,. ct aI. 
The :icquircd immunodeficiency syndrome and 
Mycobacterium avium-intracellularc bactercmia in a 
patient with hemophilia. Elliott JL, ct al. 
Ann Intern Med 1983 Mar;98(3):290-3 
[Acqし1ire<limmunodeficiency syndrome and opportunistic 
infections in a female) lbornton E, et al. 
Schweiz l¥lcd Wochcnschr 1983 Jan 8;113(1):28-30(Eng. 

辿 ⑥ 炉立
DIAGNOSIS ⑦ 

Relation between sexual practices and T-cell subsets in 
homosc:r.ually active men. Detcls R, et al. Lancet 1983 Mar 
19;1(8325):609-11 

＜図4〉 AUTHORSECTION 

Hagiwarn T, Katsuhe Y, Imaizumi K: Oocyst formation in 
cnts survived after intrapcritoneal inoculation of 
To:o:oplasma cysts. Nippon Juigaku Zasshi 1981 Jun; 
43(3):3-15-9 
Il:ir,iwara T, Katsube Y, Muto T, Imaizumi K, Daigo Y: 
Experimental feli『1etoxoplasmosis. 
Nippon J uigaku Zasshi 1981 Jun;43(3):329-36 
lfagiwarn T, Katsuhe Y, Imai1.Umi K: Fate of Toxoplasma 
in cats after oral administration. Nippon Juigaku Zasshi 
1981 Jm,;43(3):337-43 
Hagiw::r;: ~.、 Katsube Y: Detection of To:o:oplasma infectionin 
por'.: ! y Sabin-Feldman's dye test with meat e:o:tract. 
Nippon Juigaku Zasshi 1981 Oct;43(5):763-5 
IIりgiwarnT, Kimura k. Obata T, Sho s, Kamijo k: Increase 
in tryp:amine oxidation activity of hog kidney 
mitochondrial monoamine oxidase by treatment with 
triton-X 100 and sodium cholate. Jpn J Pharmacol 1982 
f"eb;32(1):202-4 
Ilagiwara T see Kamiyama T 
Hngiwara T see Katsuhe Y 
Ilagiwarn T see Yamamoto H 
llngiwara Y see Suzuki Y 
Ilagiyama M see Arata J 
Baglt!r AN, De Oliveira RH, 1'.Iendonc;a Hagler LC: Yeasts 
in the intertidal sediments of a polluted estuary in Rio de 
Janeiro, Brazil. Antonie Van Leeuwenhoek 1982;48(1):53-6 

Bibliography of Medical Reviews 

月刊版の最初と、年刊版の第 1分冊に掲載

される。総説論文は SubjectSection にも載

るか、総説諭文のみを調べたい時はこのセク

ションの方が便利である。文献の記述の最後

には参考文献の数か示される。

以上概略したか、実際に利用してわからな

い点かあれば、カウンターの係員までおたず

ね下さい。
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JOIS検索例

医学文献を探す方法として、従来は IM等

二次資料のページをめく って行くことであっ

た。ところか、文献量は年々増加してくるの

で、自分に必要な主題について何年分もの文

献を調べるには大変な手間と時間がかかるよ

うになってきた。そこで1964年に登場したの

がコンピュータによる文献検索システムMED

LARSで初めはバッチ検索、後にオンライン

検索へと移行した。それがMEDLINEである。

MEDLINEにはIndexMedicusの他、Index

to Dental Literature, International N urs-

ing Indexからも収録されているので、歯学、

看護学文献も検索できる。 JOISでは1972年

まで遡及できる。

MEDLINE検索の特徴

1.検索時間を短縮でき る。

2.複数主題の組合せ（論理和、論理積、論

理差）による検索が容易にできる。

3. MeSHのTreeNumberの前方一致を使

用することにより、あるカテゴリーの下位

語も含む概念の検索ができる。 （例えば、

抗生物質全部を検索したい時、IMではそれ

ぞれの抗生物質を見ていかねばならないが、

MEDLINEではD20、85.＆と入力すればよ

しヽ）

4. MeSHに載っていない主題、薬品名等に

よる検索かできる

5.対象生物、姓別、年齢層、 言語、発行年

等が指定（除外も含めて）できる。

6.抄録も出力できる。（ただし40％程度）

MEDLINEにおけるMeSH

機械検索用のMeSHはIM検索用のとは別に

あって、 AlphabeticListとTreeStructures 

及びPermutedMeSHがあり、説明もより詳

しくなっている。MEDLINEでは、最初に的

確にMeSHから検索語を探し当てることが重

要である。そうしないと検索のやり直しをす

1. MEDLINE 

ることになりそれだけ経費かかさむことにな

る。

検索語の選び方を順を追って説明すると

1. Permuted MeSH (MeSHターム中の

どの語からも探せるリスト）を見て、ど

んなキーワードになっているか探す。な

ければ同義語を探すか、自然語（フ リー

ターム、キーワードに対して）を使用。

2.そのキーワードをAlphabeticList に

当って説明文を読む。 （検索における注

意が書いてある。特に注意すべき点は別

稿「 IMの使い方」で説明したSubhea-

dingである。）検索の意図に合致し、ま

たTreeNo.に＋がついてなければ、そ

れを検索語とする。

3. Tree No. に＋かついていれば、

Tree Structuresを見る。下位語を通覧

して必要であれば、 TreeNo.の前方一

致検索とする。

概略するとこうなるが、実際はもつと複雑

であり、ケースバイケースといえる。

では、実際に検索例を見ながら、検索の過

程を追ってみよう 。

検索例 1 子宮癌末期症例における Bleomy-

cinの薬物療法

子宮癌の MeSHタームは UterineN eo -

plasmsで、 TreeNo.に＋かついているので

＜図1〉、TreeStructures を見る＜図2〉。 下

位語も必要なので検索語は C4.588.945.418

.948.＆とする。そして薬物療法の Subhe-

ading (D T)を／ （スラ ッシュ）で付加す

る〔1〕。また Bleomycinsは同様に下位語か

あるのでく図3〉、D20.85. 75. 236.&＜図4〉を

検索語とし、治療的利用の Subheadin~(TU) 

を付加する〔 2〕。 これらの論理積をまず求

め 〔3〕、そして臨床のKW=Humanと、 言

語指定のLN=JA+ENを加える〔4〕〔5〕．
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MEDICAL SOBJECT HEADINGS 

ALPHABETIC LIST 

＜図 1〉

UTERINE NEOPLASMS 
C4.5Sl.94,.4tl.941+ CIJ.371.8-'2.762 
libroma -LEIOMYOMA(IM) + UTERINE NEOPLASMS(IM);/anal 
/bload supply /云raIulm“mc”cmit14;coordIMm山血olt”o(匹叩
(IM);CERVIX NEOPLASMS is重vailable

＜図3〉

BLEOMYCL"'lS 
020.U.75.236+ D22.204.106.氾＋
do DO(四e/analogs /deric /ph”以
11; was BLEOMYCIN 1972-IO(P匹 1972-73)
11K BLEOMYCINS lo search BLEOMYCIN back如 1972(u Prov 1972-73) 
XU PHLEOMYCINS 

＜図A〉

[ 1] U: OT /C4.588.945.418.948. & 

S: 371 ケン

[ 2] U: TU/020.85.75.236.& 

S: 330 ケン

[ 3] U: 1•2 
S: 15 ケン

[ 4] U: KW=HUMAN 

S: 14 ケン
[ 5] U: LN;JA+EN 

S: 10 ケン

[ 6] U: ¥P S,3 

#0001 
CN; 82184081 

MEDICAL SUBJECT HEADINGS 

TREE STRUCTURES 

＜図2〉

UTERINE NEOPLASMS C4.588.945.418.948 
CERVIX NEOPLASMS C4.588.945.418.948.170 
CERVIX DYSPLASIA • C4.588.945.418.948.170.170 

＜図4〉

BLEOMYCINS D20.85.75.236 
PHLEOMYCINS • D20.85.75.236.758 

TI ; BLEOMYCIN AND MITOMYCIN-C (BLM-M) IN RECURRENT SQUAMOUS UTERINE CERVICAL 

CARCINOMA 
AU; BOICE r~ FREEDMAN RS; HERSON J; WHARTON JT; RUTLEDGE FN 
JN; 0008-5ヽ・-… CANCER 
VN; VOL. 49 NO. 11 PAGE. 2242-5 '82 

Cl; (EN)  (USA) ( 

検索例 2 小児糖尿病患者の自己管理能力

小児糖尿病の MeSHターム DiabetesMe-

llitus, Juvenileを選び〔13〕、自己管理能力につ

いては、 SelfCareの下位語SelfMedication 

＜図B〉
(1 3] U: @DIABETES MELLITUS, JUVENILE 

S: 1216 ケン
(14] U: @E2.900.& 

S: 384 ケン

[ 1 5] U: FT:SELF 

S: 10377 ケン

(1 6] U: FT:CONTROL 

S: 57846 ケン

(1 7] U: 15•16 
s 

(1 8] U 

s 
(1 9] U・ 

s 
(20] U・ 

#0001 

1032 ケン

13•(14+17) 
34 ケン

LN~JA+EN 
30 ケン

¥P S,3 

CN; 83247973 

を含んだE2,900、&〔14〕と、 フリータームと

してSelfとlcontrolの組合せ 〔17〕との論理和

を求め、 〔13〕との論理積を作る〔18〕。

ぐ注〉＠はそのキーワードが論文の中心主題

となっていることを示している 。

TI; DIABETES IN CHILDREN: FAMILY RESPONSES AND CONTROL 

AU; KLUSA Y; HABBICK BF; ABERNATHY T J 

JN; 0033-3182 PSYCHOSOMATICS 

VN; VOL. 24 NO. 4 PAGE. 367-9, 372'83 

Cl; (EN)  (USA) (36) 
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検索例 3 AIDS 

別稿「IMの使い方」の例で示したように、

AIDSは83年の 6月から登場したので、 6月

以後と 6月以前の分を別々に求めなければな

らない。まず 6月以後の分は TreeNo.で入

力する〔20〕 ゜ （ Acquired• •• は字数が32字を 越

えるので不可）

そして 6月以前の分については、文中にど

のような形で表現されるか考慮しながらフリ

＜図C〉

ータームを組合せ〔22〕～⑫9〕、 Immunologic

Deficiency SyndromesのTreeNo.〔21〕との論

理積を作る〔30〕゚ 〔20〕と〔30〕との論理和315

件が1980年よりのAIDSに関する全文献であ

る。そのうち英語と日本語の文献は 286件と

なる。

[20] U・ C20 673 65 [28) U 22 •23 
s 234 ケン s 293 ケン

[21] U C20 673 [ 2 9) u. 22 •(24 +25)・26
s 1236 ケン s 161 ケン

[ 2 2] U FT ACQUIRED (30) u: 21 •(27 + 28 + 29 ) 
s 5112 ケン s 84 ケン

[ 2 3) U FT IMMUNODEFICIENC& (31) U: 20+30 
s 914 ケン s 315 ケン

[ 2 4) U FT IMMUNOLOGIC (32] U LN=JA+EN 
S・ 16111ケン s. 286 ケン

(25] U FT.IMMUNE [33) U・ ¥P S,3 
s 21156 ケ ン

[ 2 6) U. FT DEFICIENC& 
S・ 13353 ケン

I 2 7] U FT.AIDS 
s 1982 ケン

#0001 
CN; 83281114 

TI; EPIDEMIC OF THE ACQUIRED IMMUNODEFICIENCY SYNDROME: A NEED FOR ECONOMIC AND SOCIAL 

PLANNING 

AU; GROOPMAN JE; DETSKY AS 

JN ; 0003-4819 ANN INTERN MED 

VN; VOL.99 N0.2 PAGE.259-61 '83 
Cl; (EN)  (USA) ( 

戸~-•~---~9•~9•~`^-~―-～9•^---～·--＾------～•一·----―—~•~----～9•~-～•~•~----一ーロ

ホログラムカードの保管にこ‘‘注意を I 

最近、夜間利用の時、ホログラムカードを 光に弱いのか特徴です。例えば、カードを車 ｝

｝ リーダに差込んでもドアが開かないという届 内に放置する、窓辺に置いて日光にさらされ ｝

｝ け出が多くなっています。 る、ストーブの傍に置 くなどします。そうす l 
ホロ グラムカードとは、レーザーを使用し るとカードは変質します。 （銀行などのカー i
て作られる非常に微細な縞模様ーこれをホロ ドと方式が違います）特に保管に注意を要す ｝

グラムというーに数字などの情報が記録でき るわけです。

るという技術 （ホロ グラフィー）を利用した カードの再発行には、登録申請書の他に、

カードです。そして、カードに記録された数 再発行届、損傷届か必要で、 1週間程度かか ！

字をリーダが読みとり、メモ リーに登録され ります。今後、カードの粉失 ・損傷の際には ｝

ているかど うか判定し、ゲートを開くという 実質弁償も検討せざるを得ない状況になって i
仕組になっています。 きていますので、十分ご注意下さい。 ｝ 

i 多少の傷には影響を受けませんが、熱・日
t.．9 ~‘‘-9• ・ ~•、 -~ ．^....-.．．̂.．．-• • -.. -• 9 -. ．． 、~•~--―̂ ~ • --． ～^-～・・ ~•~~ 9 ~•9 -. ～ら＾～•9-• ヽ••~ • ̂-o..~~• ~ツ-~• ̂~-~̀  ~ --~ -̀ ~ ^~• ̂~ -~•~~•-~•ヽ～～～＾）
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著作権法と図書館

最近、著作権法か新聞紙上などを賑すこと

か多くなりました。この著作権とは、小説 ・

論文 ・楽曲・ 絵画等著作物の利用について、

その作者に認められる権利です。例えば、あ

る教授がある論文を書いたとします。すると

その時点で著作権が発生し、その論文の出版

・放送 ・複製等の利用に関する権利は、すべ

て著作者である教授が独占することになりま

す。つまり 利用に際しては、そのつど著作者

に許諾を得なくてはなりません。著作権法と

は、このように一定の期間著作者の権利を保

護する規範であり 、文化の発展に寄与するこ

とを目的としています。

しかし著作物を自由に利用できる場合もあ

ります。 ‘‘私的利用のための複製’'や'‘図書

館等における複製’'かこれにあたります。`私

的利用のための複製’'とは文字通り個人的な

ものに限られ、それにより利益を得ることは

許されません。今問題の貸レ コードはこの点

で争われています。次に'‘図書館等における

複製’'について簡単にご説明しましょう 。図

書館（政令で指定されたもの）において複写

する場合、

1.営利を目的としないこと

2. 図書館所蔵の資料であること

3.調査研究を目的とすること

4. 著作物の一部分の複製であること

5.一人につき一部提供であること

などの条件を満たしていれば著作権法で認め

られているのです。

さて、著作権法の改正が、今問題となって

います。盗作などの古典的問題と異なり、最

近の論議はも つぱら複製に関する事です。現

代はコピー全盛の時代です。雑誌のコピー 1

枚からレコード ・ビデオまで私達はコピーの

恩恵を受けることに慣れっこになってしまい

ました。特に学術分野では、コピーによる情

報入手が必須とな っています。しかしコピー

量増大の一方で、学術出版物は売行不振のた

-9-

め出版が困難になって きています。このまま

だと論文発表の場か狭められる危険性もあり

ます。大学に所属する皆さんは情報の受け手

であるばかりでなく情報の生産者（あるいは

将来の生産者）でもあるわけで、この問題に

は他人事ですまされない事でもあるでしょう 。

ヨーロ ッパでは売行不振に対処するため、学

術論文を印刷形態ではなくデータベース化し、

利用者の求めに応じてコピーを提供するとい

う計画も持ち上かっています。また複写機か

このように普及した現在では、もはや個人で

は著作権を管理できない状況にあります。こ

れに対してアメリカ ・西ドイツ等では、著作

権を集中的に管理する機関を設けています。

日本でも、今この方向で検討が進め られてい

ます。

技術革新とそれに対応する人間の）レールと

して、著作権法も新しい問題への対処に迫ら

れているといえましょう 。これからもいやお

うなしに著作権に関わっていくだろう私達も、

著作権法の行方をしっかりと見守っていかな

くてはなりません。



学会誌所蔽者はこ‘‘連絡を

雑誌の収集について、主要な雑誌は分館と

各学部・教室等を通じて亥鼻キャンパス全体

ではカバーされていますが、一部学会誌に昭

和54年頃より購入を中止しているタイトルが

あります。 リストは右記の通りです。これら

は利用者の要望か多い雑誌ですか、学内に所

蔵を確認できないで困っております。これら

を所蔵していられる方で、学内者の閲覧を認

められる方はご連絡下さるようお願いします。

他にも教室では所蔵しているか、分館にな

人事

58.10. 1 

放送大学学園教務部 岩澤明

教務課図書係長へ転出 （亥鼻分館運用係長）

58. 12.15~ 

亥鼻分館事務長事務代理東米吉

（附属図書館事務部長）

亥鼻分館事務長病休 谷島良次郎

いタイトルがありますが、併せてご連絡下さ

るようお願いします。

タイトル 希望巻年

1. アレルギー 28（昭54)以降

2． 日本不妊学会雑誌 21（昭51)以降

3. 日本化学療法学会雑誌 29（昭56)以降

4. 日本血液学会雑誌 42（昭54)以降

5. 日本内科学会雑誌 68（昭54)以降

6. 日本消化器病学会雑誌 76（昭54)以降

原稿募集のお知らせ

次号は 4月発行の予定です。皆様の投稿、

ご意見 ・ご要望を心からお待ちしております。

どうぞよろし＜ ！！ 

詳しくは、総務係（内線2802)へお問い合

わせ下さい。

千葉大学附属図書館亥鼻分館報“らいぶ らりいゐのはな，， No.10 1984年 1月1日発行

千葉大学附属図書館亥鼻分館発行 発行者 ：林 豊

千葉市亥鼻 1-8 -1 電話 0472(22)7171（大代表）
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図書館と学生

林豊

「広く、長く、天井が高く、左右に窓のたくさんある建物であった。書庫は入口しか見えない。

••……•必要の本を書棚からとりおろして、胸いっぱいにひろげて立ちなから調べている人もある 。

三四郎はうらやましくな っ た 。 ••....••• 本郷より高い所で.. . ・・・・・ ・紙のにおいをかぎなから、読んで

みたい。読んでみなければわからないか、何かあの奥にたくさんありそうに思 う。」

（漱石「三四郎」より ）

三四郎は一年生だから書庫へ入る権利かなかった。

今日の亥鼻分館では書架の間を歩き、図書を手にすることは自由で、必要があれば係員が図書

利用の相談相手になることになっている。研究図書館と、学習図書館の二つの機能をもつ分館で、

後者の機能の拡充には利用者の要望や熱意か重要と

思われる 。

講義で学ぶ内容は、当然、エ ッセンスとして最も

重要であるが、限られた時間で得られる情報源には

限りかある 。一定の課題について、い〈つかの教科

書にあた ってみるのもよいし 、さらに深く文献を調

べてみればその深さを知ることが出来る であろう 。

備えられている Indexの利用や、研究面では コンピ

ュータによる検索が必要とな っている。

実例をあげてみよう 。喫煙と肺珈とが密接な関係

をもつことに疑いはないが、肺癌も多種多様で、喫

煙、その他の外因 と関係の深い肺癌は限られている。



どのような形の肺癌か、どの位の頻度で喫煙と関係しているものか、また 、科学の進歩と裏腹に

生じた環境の汚染との関係はどうか、などについても調べてはどうであろうか。そこに単一の原

因と 称 されるものと結果を短絡させられない事情がある 。また 、加齢とともに誰にでも起こる動

脈 （粥状）硬化症を例にとってみるとその発生には 、生活様式までをも含めた種々の要因か考え

られる。 リア リティのかな りの部分を省略して得た結果だけを覚えた優等生になる必要はないの

ではなかろうか。その点では、コ ンピュー タによる検索であ っても 、いつでもそのものズバ リの

情報で済ませることは、マニュアルで間に合わせるだけの技術者となる恐れもある 。その時でさ

えも、 情報の真偽や有用性などの価値判断は、それぞれの人の持つ知見、経験によることになる 。

連 日の講義、実習に追われ、図書館で色々と調べる余裕がないのか実情かもしれない。 しかし、

ますます専門分化か進んで精細にな ってきた科学を学ぶ者にと って、全体像や関連する諸科学か

重要であることを思う時、若くて柔軟な、知識欲の旺盛な学生時代にこそ関連する諸科学、さら

に人や社会についても広い知見を得ておくことか望まれる 。読書の間には種々のことを考え 、ま

た、その際、思わぬ知見をも得られるも のである 。まず、 書架の間を歩き、 書物を手にしてみる

ことをおすすめしたい。 （附属図書館亥鼻分館長）

近

1981年に停年退職と同時にサン トリーに顧

問として入れてもら った。サントリ ーとい っ

ても ウイ スキーやワインとは無関係で、医薬

品部門であ る。まだ何 も売り 出し ていないか

らもっぱらウイスキーやビールの収益で研究

をさせて頂いてい る部門だか、いわゆるバイ

オテクノ ロジーをめざして生化学の新しい分

野の研究か主である 。

組換DNAの技術とい っても、 この頃はめざ

す DNA断片は合成も出来るし、生物の ON

Aを適当に切る のに はそれに適したハサミ
・ サイエンス テクノロジ一

（酵素）も市販されて科学ではなく技術の領域

にな ってしまっている 。しかし DNAの世界

には Enhancerとか ModulatorとかPromotor

などと 呼ばれる呪文のような部分かあ って、

これかないと DNAはRNAに読みかえられ

ない。

況
三浦義彰

これらの呪文はオベリスクに書かれた古代

エジプ ト文字のようにいすれは読解されるだ

ろうが今のところはまだ五里霧中である 。 し

たがって私の出番かあるわけで、世界中で研

究されている DNAの配列を眺めては暗号の

読解を試みている。

こういった世界中の文献をみるにはコンピ

ュー ター検索は私の助手をつとめて下さる伊

藤京子君がコ ンピューターにも強いし 、英仏

独三ヶ国語に明る＜、おまけに化学の知識か

あるので、専ら彼女にたよることになる。

コンピューター検索はサ ントリーの研究所

でも出来るか、しかし時折は図書館を訪ねな

いと本当の仕事は出来ない。何気なく ページ

を開いているうちに大発見をしたり、他の領

域の雑誌に探し ている問題か出ていた り、図

館は現在でも私の仕事には欠かせな い。
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東京では東大の医学図書館、大阪では阪大

の中之島図書館を専ら利用するか、時には助

手の伊藤君に母校の京大を訪ねてもらう 。し

かし、私個人はやはり千葉大の亥鼻分館が最

も使いやすい。どこに行けばどの書棚に何か

あるか大体わかるせいもあるが、やはり使い

やすく出来ているのではないだろうか。

学生時代、徳川末期の武鑑をしらべる必要

かあ って，当時、私達に皮膚科を教えて下さ

った太田正雄教授 （ペンネーム木下杢太郎）

にどこへ行けばみつけられますかという質問

をしたことかあ った。太田先生はそれは東大

の中央図書館の 2階のどの棚の上から何番目

にあるよとすぐに教えて下さった。太田先生

もかなり本の虫であ ったようである。

私も妙な縁で、 三十歳台から日本医師会の

図書委員になり、千葉大に移ってから亥鼻の

医学部図書館長などをしていたか、 60歳を過

ぎてから千葉大の図書館本館の館長に任命さ

れて、いわゆる図書行政にも関係するように

なった。若い時海軍の軍医だった頃一度はカ

ン長というものになって船を動かしたいもの

だと思ったが、自分かカン長と呼ばれると何

か本当に艦長になったような気かして嬉しか

った。海軍の同期生の山村雄一君は、今、阪

大の総長をしている 。彼にいわせると総長で

は暴力団にでもなったようで、カン長の方が

いいという 。きっと香月前学長も同じかもし

れない。旧海軍の残党は時々失言をするよう

である。

千葉大の亥鼻分館には旧佐倉順天堂文庫と

いう 宝かある。江戸時代の解剖図とか南ばん

医学の図とか、小笠原先生（前人文学部長）

によると重要文化財にもなりますよといわれ

た逸品がそろ っている。時には展観もした方

かよし‘。

亥鼻分館は、将来、生物医学系の情報セン

ターになるべくして生まれたものである。こ

の案は石田館長がつくられたもので私か継承

したか、分館に昇格するところまでで終って

しま った。廃案になってはいないので、図書

館の建物の新築とともに何とか実現したいも

のだと思う 。

（名誉教授）
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くジャーナル紹介〉

科学総合雑誌 医学・看護学総合雑誌

今回のジャーナル紹介は、今春から亥鼻分

館を利用するようにな った学生等を対象に、

科学総合雑誌及び医学 ・看護学関係の総合雑

誌をとりあげた。ジャーナルは新しい研究の

成果、 学会の動向を知る上では、単行書より

もすぐれているので、ここにとりあげたジャ

ーナルは手にと って見る必要かあろう 。

1.外国の科学総合雑誌

科学技術全般を扱っているオ リジナル論文

誌で、新しい研究に関して速報的性格を持っ

ている 。研究者か新しい研究成果を公表する

こと、研究の第一線でどのような研究がなさ

れているかを周知することを目的とし、ひい

ては第一報の先取権をもつことにもなる 。研

究の動向等は Lett e r to the e d i to r とい

う短報の形で掲載されることか多い。論文の

程度も高く、雑誌自体の歴史も非常に古く名

の通ったものが多い。

Nature London 1869~ Weekly 

世界中で最も広く読まれ、最も権威かある

とされている英国の科学総合雑誌。オリジナ

ル論文が 2~3のほか，短報も20以上掲載さ

れる 。雑誌の前半には各種ニュースのはか、

最近話題になっているトピ ックスに関する短

い紹介かある 。 この雑誌は新しい研究の動

向を知るためには最も重要なも のであ る。

Naturw issenchaf ten Ber1 in 

1913~ Month1y 

総説的論文と短い研究報告及び新刊書紹介

など。はとんど広告がない。

Science 'Washington 1883~ 

Week1y 

アメリカ科学振興協会機関誌。オリジナル

論文のはか、短報、研究レポート、ニュース

など。

以上のはかに 、Annalsof the New Yo-

rk Academy of Sciences、ComptesRen-

dus Hebdomadaires des Sciences de l' 

Academie des Sciences Ser. 3: Sci enc-

es de la Vie、Life Sciences、Proceedin-

gs of the National Academy of Scienc-

es of the U.S.Aなどかある 。

2. 日本の科学総合雑誌

ature など外国の科学総合雑誌のような

研究の先端を紹介する論文誌ではなく、 一般

向けにわかりやすく科学技術全般を紹介する。

科学 岩波書店 1931~ 月刊

自然 中央公論社 1946~ 月刊

サイエンス 日本経済新聞社 1971 ~ 月刊

Scientific American (アメリカで発行さ

れている月刊誌）の日本語版。同誌に掲載され

る記事の一部が翻訳され、 2、3か月遅れで

発行される。また、別冊サイエンスでは 1つ

のテーマを特集と してとりあげている ので、

まとまった知識を得るのに役立つ。

3.外国の医学総合雑誌

医学全般を扱かっている オリジナル論文誌。

古い歴史を持つ雑誌もある 。医学の先端的な

研究か紹介される ので見のかせない。

The Lancet London 1823~ Weekly 

古い歴史をもつ英国の医学総合雑誌。最も

多くの読者を持ち，最も権威かあるとされて

いる医学雑誌でもある。外科医 トーマス、ワ

クレイがタイトルを Lancet（乱切刀、披針）

と命名して創刊した。以後どの組織、 学会に

も屈することなく刊行し続けている 。

オリジナル論文のはか、短報、死亡記事、

ニュース、求人広告なども掲載されていて興

味深い。

New England Journal of Medicine 

Boston 1812~ Weekly 

Lancet と並んで権威のあるアメ リカの医

学総合雑誌。オリ ジナル論文のはか、短報も

10以上掲載されて いる 。
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以上のほかに BritishMedical Journal 以上のはかに、InternationalNursing 

Oeu tsche Medi z in i sche Wochenschri ft、 Review、NursingOutlook、NursingTimes 

Journal of American Medical As:'iocia← などがある。
ion (JAMA一日本語版あ り）LaPresse 

Medicaleなどかある。 6. 日本の看護学総合雑誌

4.日本の医学総合雑誌

外国の医学総合雑誌のようなオリ ジナル論

文、短報を中心に扱かうもののはか、日本の

医学雑誌の特色として、特集を組んでその時

々の話題になっているテーマをとり上げる雑

誌か多いことかあげられる。

医学のあゆみ 医歯薬出版昭21~ 週刊

オリ ジナル論文、 短報中心の雑誌。学会の

ニュースなど医学界の最近の動きも掲載。

日本医事新報 日本医事新報社大10~

週刊

医学界の動きを知る のに役立つ雑誌。展望

記事、エ ッセイとともにニュース欄に多くの

ページ をさき、 学会予告、人事消息等も掲載。

からだの科学 日本評論社昭40~ 月刊

一般向けに医学をわか りやすく紹介。毎号

特別企画として1つのテーマをとり上げるはか

医学関係のニュースも掲載している。

以上のはかに 、Medicina、モダンメディシ

ン、日 経メディカルなどがある。

5.外国の看護学総合雑誌

看護学の分野は研究対象にな って歴史か浅

いためか、専門別に分かれている雑誌の種類

数は少なく、その多くは総合雑誌の形態をと

っている 。

Nursing Research New York 1952~ 

Bi-Monthly 

これは研究用の雑誌であるが、 看護の分野

では最も重要な雑誌である。内容はオ リジナ

ル論文か殆どで、短報も数篇掲載されている。

American Journal of Nursing 

ew York 1900~ Month] y 

アメリカ看護協会の雑誌。オリ ジナル論文

のほか、ニュース、会議の案内、 書評も掲載。

外国の看護関係の雑誌と同様、多くは総合

雑誌の形態をしている。内容は日本の雑誌の

特色として、特集中心とな っている。

看護 日本看護協会昭24~ 月刊

日本看護協会の機関誌、特集を中心とした

研究レボートのほか、コラムなどの読み物、

同協会のニュースからな り、巻末には看護関

係雑誌文献目録がついているので、文献探索

にも役立つ。

看護学雑誌 医学書院昭21~ 月刊

特集を中心とした研究レポート、ケースス

タディ、ニュース、看護の一般的常識など、

看護学生に とってためになる記事か多い。

以上のほかに月刊ナーシ ング、看護研究、

ナースステーションなどかある。
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ビデオで効果的な学習を．／

ニューメディア時代が叫ばれる昨今ですが、

ニューメディアより 1足早く、ビデオはその

普及率も高まり次第に身近な存在になってき

ています。

さて医学分野におけるビデオの効果は、ご

存じの通り非常に大きなものです。器官の構

造、心音 ・呼吸音の実際、診療 ・看護の過程

などはもちろんですか、今後ますます進んで

いく画像診断等の医療技術の自己学習には欠

かせないものとなるでしょう 。

亥鼻分館 2階のビデオ ・演習室には、以下

のビデオテープがあります。特に、新たに購

入した '‘Techniquesin Genetic Engineer-

ing''は、遺伝子工学の講座がない本学におい

ては、貴重なものと思われます。亥鼻分館で

は、U-maticVHSを備えています。積極的

にビデオを学習にお役立て下さい。利用に際

してはカウンターヘどうぞ。

唸文 t・ヽ` 太、\.;-氏べ• 9 氏点'S・'

史吋勺竺プ野『

救急医薬品

意識障害

◇現代臨床医学大系

心音図の診方

胃のX線診断

肝炎の臨床

眼底検査

全身麻酔法

ペインクリニ ック

◇救急看護シリーズ

原則とショ ック

体位と運搬

包帯法（三角 巾）

創傷

熱傷 ・日射病 ・凍傷

骨折 I

骨折II

心肺蘇生法

突発的な病気 I

突発的な病気II

◇ICU-CCUトレーニングコース

心電図の基礎知識

◇Techniques in Genetic Engineering 

心電図の異常 （不整脈）

心電図の異常（波形）

循環器の解剖と生理

冠性心疾患

ペースメーカーとその臨床

人工透析

致死的不整脈の治療

救急心蘇生法

ショ ック

心不全

呼吸器の解剖と生理

長期人工呼吸と気管切開

呼吸不全

院内感染

ICUと機械

ICUの臨床検

栄養の補給

Vol. 1 ~ （近 日受入予定）
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1984年購読雑誌の変更について

亥鼻地区におけ る、 1984年の新規購読および購

読中止のタ イトルは、下記のと おり です。

36 

37 

38 

1

2
 

3
 

4

5
 

6
 

7
 

8
 

， 
10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 

31 

32 

33 

34 

35 

新規購読

Bibi i ography of Reproduct 1 on 

Clinical and Experimental 

Hypertension (内

Dimensions of Critical Care Nursing 

（成看 2)

European Heart Journal （内 3)

Hospital and Heal th Services Review 

（看管）

International Journal of Gynecologic 

Pathology （産婦）

International Journal of Gynecology 

and Obstetrics （産

Journal of American College of 

Cardiology (内

Journal of Electrocardiology (内

Medicine and Science in Sports 

and Exercise （生理 2)

Meditsinskaia Sestra （継看）

eurosci ence Research （生理 1)

Nursing Administration Quarterly 

（看管）

（眼科）

（継 看）

（図書館）

（図書館）

（図書館）

（図書館）

（神内）

（図書館）

（図書館）

（図書館）

（図書館）

（図書館）

（図書館）

（図書館）

（放部）

（医 情）

（外 1)

（図書館）

（図書館）

（精看）

（図書館）

（看管）

Orbit 

Psychosomatic Med1c1ne 

ビタミ ン

病理と臨床

病態生理

治療学

Clinical Neuroscience 

外科MOOK

実験医学

看護技術

看護MOOK

健康管理

呼吸

内科MOOK

ewton 

日経コ ンピュー タ

臨床胸部外科

臨床水電解質

細胞工学

精神科看護

神経精神薬理

姿勢研究

（解 2) 

3) 

婦）

‘‘,‘,、
`
j

3

3

 

1

2

3

4

5

 

゜
ー

6

7

8

9

 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 

食の科字

小児科MOOK

糖尿病

（図書館）

（図書館）

（図書館）

購読中止

Acta Dermat o-Venerologi ca (図書館）＊

Acta Virologica （微 1)

Angi ol ogy （成看 2)

Annal es de Vi rol ogi e （微 1)

Archives of Physical Medicine 

and Rehabilitation （ 図書館 ）•＊

Atmospheric Environment （図書館）

Audiology （耳鼻）

Cancer Nursing （図書館）＊

Cleft Palate Journal （図書館）＊

Clinical Respiratory Physiology 

（生理 2)

Developmental Medicine and Child 

eurology （図書館）＊

Heart and Lung （図書館）

Journal of Dental Research (図書館）＊

Journal of Gerontological Nursing 

（図

Journal of Oral and Maxillofacial 

Surgery （図書館）＊

Journal of Theoretical Biology 

（図書館）

Journal of Urology （図書館）＊

Journal of Virology （微 1)

Phoneti ca （耳鼻）

Scandinavian Journal of Plastic 

and Reconstruct i ve Surgery (図書館）

Scientific American （生理 2)

Equilibrium Research （耳鼻）

耳鼻咽喉科展望 （耳 鼻）

血液と脈管 （外 1) 

日本外科学会雑誌 （図書館）＊

日本医事新報 （図書館）＊＊

日本医事新報 ジュ ニア版 （図書館）＊＊

日本輸血学会雑誌 （図書館）

体育の科学 （成看 2)

ウィルス （微 1) 

館 ）＊ 

＊ 図書館備付タイトルは、購読中止であるが

教室では購読している 。

＊＊ 購読は中止したか、発行所より寄贈される 。
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昭和59年度 開館日程表

区 分 I 4 5 I 6 | 7 

通常開館

土週I l ii 日日
9 00-17 00 
9 00-12 00 

時間外開館

| 贔週土 日 17 ・ oo -20 oo I 9 16 I 13 6 26 7 16 
町i日 12 00-16 30 ()j) (l l) 仕）（灼 （水） (） l) (t) 

日曜開館 15, 22 6, 13 3, 10 1, 8 9, 16 7, 14 4, 11 2, 9 13、20 3, 10 3, 10 

13 00-17 00 20, 27 17, 24 15 30 21 28 18, 25 16, 23 27 17, 24 

休 館 日 29, 30 3、 5 15, 23 10 
3, 23 

2 7年(〗— 9.年5(始I.) 15 I 11 I 21 
（祝日、他）

24 5(/J) 
創立記念日

「看護学文献のさがし方ガイダンス」の報告

2月16日 （木） 16時よ り看護学部第 3講教

室にて 、看護学部三年次生を対象に 、 「看護

学文献のさかし方ガイダンス」を実施した。

当日の受講者は34名。これまでは四年次生を

対象に実施してきたが、今回は卒論に限らず

看護実習などの体験をより豊かにするために

も、効果的な文献や図書館の利用法について

のガイダンスを、ゆとりあ る三年次生を対象に

実施することにな った。又、今回は初めて、

演習を組込み実施した。演習は翌々日の18日、

大雪の直後にもかかわらず17名の参加者かあ

った。

人 事

59. 2. 1 

亥鼻分館運用係長 青木公男

（筑波大学図書館部

管理課洋書係長）

学会誌ありがとうございました

本誌前号 (No.10)の、 ｀学会誌所蔵者はご

連絡を”という記事をご記憶でしょうか。こ

れに対し、皮膚科 •岡本教授より、早速ご連

絡かあり、 「アレルギー (28)昭54以降」 を

寄贈していただけることになりました。この

ように、本誌か利用者の方々とのかけ橋にな

れば幸いです。本当にありかとうございまし

た。
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目次

図書館を10倍上手に利用する方法 III. International Nursing Indexの使い方 2 

<JOISにゆーす〉 EMBASE医学・薬学文献ファイル他3ファイルサービス開始 5 

玄鼻分館利用統計 6 

閲覧室模様替しました 8 

「妙見社跡」 医学部の正門を入るとすぐ目の前にある。前庭の木立に囲まれた径10m余の平ら

な盛土が、それである。古老によれば、昔、その中心に松の大木があったという 。しかし、今は

そこに刈り込まれた松の小木をみる。千葉氏は桓武天皇の曽孫、高望王の第 5子良文から出たと

いわれる。第7代千葉常重が“いのはな山＂に築城したのが大治元年 (1126年）のことである。翌 2

年には父の常兼の大椎城から妙見社を勧請した。千葉氏と妙見社との結び付きは、平良文が平将

門にくみして染谷川で伯父の国香と合戦におよんだ時、雲間から現れた妙見童子の加護により大

勝したところから始まる（千学集抄）。このため千葉氏は群馬郡引間の妙見社を勧請することとな

った。第19代胤直の代

に同族の争いが起こり

胤直は自害し、また妙

見社を含め城中の建物

はことごとく灰儘に帰

した(1455年）。この時

妙見社は別当寺の北斗

山金剛授寺に移され、

これが今日の千葉神社

につながる。

（解剖学第三 ・教授

大谷克己）

なお、詳しくは大谷

克己著「千葉の牛頭天

王」をご覧下さい。



図書館を 〗〗倍上手に利用する方法
III. International Nursing lndex(INI)の使い方
看護学文献を専門に取扱った代表的な索引

誌で、 1966年に創刊された。

American Journal of Nursing社かNLM

(National Library of Medicine)の協力に

より、 MEDLARS (Index Medicusをコ ンピ

ュータによって編集と検索を行うシステムー

本誌10号参照）を用いて作成しており、その

内容は、アメリカ、イギリスを中心に世界各

国の文献か幅広く収録されている。

収録対象誌数は、 看護分野が 240誌、看護

以外の分野 245誌である。日本の雑誌は11誌

が収録されている。看護分野では、保健婦雑

誌、助産婦雑誌、看護、 看護学雑誌、 看護技

術、 看護研究、 看護教育、 看護展望、クリニ

カル・スタディ、綜合看護の計10誌、 看護以

外の分野では、日本臨床の 1誌である。

発行形式

年 4回発行。No.4がHardCoverのAnnual

Cumulation となっている。 （この中にNo.1 

~3が含まれる。）

構成

Subject Section 

Name Section 

Publications Indexed 

Nursing Thesaurus 

Publications of Organizations and 

Agencies 

Nursing Books Published 

Dissertation 

の各項目から構成されている。

Subject Section 

各文献は 3ないしそれ以上の主題を表わす

見出語（後述のNursingthesaurus より選ば

れた用語）の もとに索引されている。見出語

はアルファベット順に配列され，そのなかは

さらに副見出語でより適切な文献へと 導かれ

ている。

英語以外の文献は、論題を〔 〕でくくり、

書かれている言語の略が付加され、英語文献

の後に言語のアルファベット順に配列されて

いる。

r~•--,．ー•~•---—~•^へ^^~•^~•~•-‘^-～～••へ•-～-～•9•~----—^~‘^~•̂ ~•̂ ~•~ ••̂ ^.-~•-•~ -•~—~·~-~~•~i 

l 
l NURSING CARE― ① } 

} ①見出語 l 
② 副見出語

｝ 
} ③ 論題 l 

STANDARDS ② i 
④著者

⑦ 巻号べ— 1/ I 
｛
 

ヽヽヽi
 ＇ 

•• 
～
 

（
 

1
..,.’•9

.

9,•
J 

③― Q 皿匹リrancem加叩匹-----『
Turning point in nursing:! quality a~surance in nursingl凶上と

辿
⑤ // ＠ ・ ↓ ⑧ 

⑤ 収録誌名

（略誌名）

⑥ 発行年月

⑧言語

｝ 

9̀ 9o...9 -~ 9̀.`”~.. ~ ··‘‘~、ず •- 、̀．ヽ・・・・・・・―}
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Name Section 

INIに掲載された文献の著者のアルファベ

ット順リ ス ト。 1文献につき 3名までの著者

か収載されているか、書誌事項の完全な記述

は第 1著者のところでなされており 、第 2著

者及び第 3著者からは第 1著者への参照がな

されている。

（ ）は伝記中の個人に関する文献、あるい

は死亡記事等である。更にそれとは別に、 著

者名の下にも通常の表記で記述されている。

複合姓や前置語のある姓は国に よって表示

か異なるので、はっき りしない場合はいろい

ろな方法で検索することも必要であ ろう 。

著者不明の文献は、最後に雑誌のアルファ

ベ ット順に掲載されてい る。

MItcheII SC: School healih and health educaIion in Europe 
J Sch Health 1983 Feb;53(2):116-20 
Mito T: [T ・urning point in nursing: quality assurance in 

nursinflkango Gijutsu l983 Jan;29(2)：196-201 (Jpn) 
Mito T: [Nature of the mental process in accepting assistance] 
Kango 1982 Dec;34(14):50-6 (Jpn) 
Mitrofanov SV see Leonova NI 
Mit『ofano,SV see Saliuk L V 

(Nighting●le F), K●n●I H: [What Nightingale would have 
written about summer heat and nursing -a thought in 
connection with folk remedy) Kango 1982 Aug;34(9):4-14 

(Jpn) 

Publications Indexed 

収録された雑誌の略誌名のアルファベット

順の一覧表。正式名を知ることかできる。

Nursing Thesaurus 

前回紹介した IndexMedicus (IM)で見出

語がMeSHで統一さ れているのと同様に、INI

でもNursingthesaurusで見出語か統一され

ている。

見出語、相互参照はアルファベット順に配

列されている。見出語は太字で、相互参照は

細字で示されており、見出語のなかには関連

語か '‘Seerelated'' の形で表現されている。

相互参照か‘‘‘See”あるいは''Seealso"と明

記されているにもかかわらず、この thesaurus

中に見出語を見つけ出すことができない場合

がある 。これは INIか MEDLARSで機械編

集され、MEDLARSはMeSHが基本 とな っ

-3 -

ているためである。この場合は、MeSHへの

参照が必要となってくる。

英国で使われている看護用語はアメ リカの

用語と異なっている場合が多いため Thesaurus

中に BritishHeadingsが含まれている。そ

れは見出語のすぐ後に (Brit)と付記さ れて

いる。

Charge Nurses (Brit) see Nursing、Supervisory

Publications of Organizations and 

Agencies 

--ーーには、 AmericanNurses'Associati-
onと、 NationalLeague for Nursingの全

新刊書が記載されている。又、この他の米国

連邦 ・1）小I機関等の出版物か編集者の注意をひ

いた時も記載さ れてい る。索引の仕方は雑誌

と同様である。

Nursing Books Published 

ここに収められた単行書は、 AmericanJo-

urn al of Nursing Company によ って入手

されたものであ って、単なる目安にすぎない

ものである。

Dissertation 

学位論文はAnnualCumulationにのみ掲載

される。研究所毎にまとめられ、更に研究所

のアルファベット順に配列されている Q

なお看護文献は IndexMedicusからも一

部であるか検索できる。また、機械検索では

Index Medicusと同様に MEDLINEを利用

して検索できる 。



文献検索手順

「看護の質の保証」を例にとって、文献検索の手順を説明する。

口
ロ

最も中心的な概念は

何か？

その概念を適切に表

わす用語は何か？

思いうかぶ用語か

どういう見出語に

なっているのか？

他に関連語はない

のか？

Quality Assurance in Nursing 

Quality Assurance 

Nursing 

より適切な用語
QUALITY ASSURANCE, HEALTH CARヽ

をみつける

〗:／9□〗on:•OS’re-
....，●lota 
Nursing、Team MeSHの副見出語'nursing''に
PrimaryCoぃN“̀ing 注意。（IMでは疾患名などと 組

み合わせて使用している。）

QUALITY ASSURANCE, HEALTH 
CARE 

I用語の決定［

三
I I求める文献 |

決定した用語のもと

で、副見出語、タイ

トル、雑誌名、 言語

などを手かかりに適

切な文献を探す。

• (Turning point in nursing: quality巫 urancein nurSIng) MIto 
T. Ka-ngo Gijutsu 1983 fan;!9(2):!96-201. . . .,. ..<~!.'.'! 
[Beller pal1enl carc through nursing rese..rch (1)］ Abdellヰ
FG. el al. Kango Tenbo 1982 Aug;7(8)：714-9 (JPn) 
[DeIinItion of lhe QC (quaJiIy conlrol)っircleaclIVIllcsl 
Malsuda k k●ngo Tenbo l983 Jan;8(l)：51_7 (Jpn) 
[0pcraIIOn of QC circle. quahly conlrol lechnic] Maいuda
K. kmgo Tenbol983 Apr;8(4)：）4)-9 (JpQ) 

NURSING CARE 

STA .、•DAROS

Qual,r_y __ ass_urance: an m1roduc11on. C•mpbell S 
..¥ARN News Lett 1982 Ocr;J8(9): 1-3 
Qualily assurance - wnal can ti do for rhe nurse・: 
Laurie-Shaw l.l, el al...\AR1'~•,., Lett !982 Nov 
38(10)• 19-20 
Nursing pracrice siandards-who needs them'Shewchuk M 
..¥ARN ;-;,,., Lett 1983 Mar:39()): 13-4 
氏nefirsof qualiry assurance 10 patienls. Youell L 
AA_RN N_ews Lett I 982 Dec;38(11):23-1 
Nursing ・ in search of a definirion. P1ccina1i SE ,，riz !'iun,o 198:! S,・o-Oct;35(4):6 
●汀umIngpomI In nurSIng quaIIIy assurance In nursmgl MIIO 
T. _._.--;,~o GijulSU 198J Jan;29(2): 196-20: (Jpn) 

r9ー ・一 9- •-9- •ー ・ ー ・ー ・ ー・ー • 一 •一 •ー ・ー ・ ー ・ー ・ ー ・一 9ー・ー ヽー・ー•一・ー·ー ・ ー•一 ・ ー ・ー ・ ー・ー・一 9ー・ー・ー・ー•一 ・ー•一・ー・ー・—•一•一•一 ・ ー•一 •一•一・ー•一• - • 一 •一• 一 ・一9- • 一 9 -• -•一 ・ ー •一 ・ ーヽー・ ー ヽー ・ ー・ー ・ ー ・ ー・ー ・ー ・ -9ー ・ 一9- •ー・ー ・ー ・ ー ・ ー・ー・ 1

「目次速報誌 Contents」

！ 日本国内で発行された医学 ・薬学関係の雑

i誌約330誌の目次を収載した週刊の雑誌で、米
i国ISI社の「Current Con ten ts」 に相当する
！も のである。発行は日本医薬情報セ ンターで

：本誌には学会開催予定表、国際会議予定表も

i掲載してある。（ただし、「CurrentContents」

ト」欄では、その週の収載誌中、目立つ文献 i
に簡単な解説を付けて紹介している。 i 
なお、 「Contents」収載誌中、当分館にな！

い雑誌については、亥鼻地区教室所蔵の場合 i
は当該教室で利用し、また、亥鼻地区にない i
場合は、分館カウ ンターを通じて、本館また i

iにあるTitleword IndexやAuthorIndexな は他大学との相互利用によりコピーを取り寄 i
iどはついていない。）また、「医薬文献ハイライ せることかできる。 ！ 
i .一9- • 一 • 一 •一• 一•一 ・ー・ー・ー ・一・- · 一 ·-·一 · ー·-・- · 一 · - · - ・ ー ・ー ・ ー · - · 一 · - · 一·- · 一 ·-• 一 •一 • 一 · ー · - · 一 • 一 • 一 • 一 • 一 ・ ー ・ ー • 一 • 一 • 一 • 一 • 一 •一 ・ ー ・ - · 一 ・ ー ・ ー·-·- · 一 · ー ・ ー ・ ー・ー ・ ー•一 • 一 • 一 ・ ー•一 • - · 一・ー • 一 ・ ー ・ ー ・ー ·-• 一 ヽ ー ・ ー ・ ー ・ー ・ - · 一 · - i 
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〈JOISにゅーす〉

EMBASE医学・薬学文献ファイル

他3ファイルサービス開始

来る10月8日から、 JOISでは EMBASE

医学 ・薬学文献ファイル、 MALIMET用語

ファイル、日刊工業産業情報ファイル、 JIC

ST公共資料ファイルの4ファイルを加え、サ

ービスを開始します。このうちEMBASE7 

ァイルはExcerptaMedica（略称EM-Ams-

terdamのElsevier社が発行する抄録誌）のデ

ータベースで、 JOIS でのサービス開始が待

たれていたものです。EMはIndex Medicus 

(IM一対応するデータベースはMEDLIN£)と

は収録誌を異にしており、 IMで検索できない

文献も多く含まれています。 （特に医薬品お

よび関連化合物の副作用など生物学的影響に

重点か置かれています。）

検索範囲は、 1980年以降で、完了ファイル

（索引や抄録が完了 しているファイル）と速

報ファイル（索引、抄録か未完了のファイル）

の2ファイルに分割されてい ます。

料金は、オンライン接続料金が 1分につき

360円、オンライン回答料金が 1件につき 11

円、オフライン料金は抄緑付か 1件につき51

円、抄録なしは 1件につき40円となっていま

す。例えばEMBASEで10分間かかり、 20件

出力させた場合、料金は次のようになります。

360円X10分＋11円X20件＝3,820円

MED LINEよりかなり割高な ようですが、

医薬品の検索や、網羅性を要求する場合など

は、 EMBASEが適していると思われます。

シソーラスは MALIMETといって、マイク

ロフ ィッシュの形態を しており （当館には所

蔵なし）、 MEDLINEにおける MeSHのよ

うな冊子体のシソーラスはありません。ただ

し、同時にサービス開始する MALIMET 用

語ファイルでキーワードを検索できるし、ま

たEMBASE検索中に MALIMETファイル

を参照することもできます。

詳しくは、カウ ンター係員におたずね下さ

し‘

な゚お、亥鼻分館におけるサービス開始は11

月1日か らとなります。

新着ビデオ・テープ

前号でご紹介した目録に、新たに次のビデ

オ・テープが加わりましたのでお知 らせしま

す。

◆ピデオ版現代臨床医学大系

泌尿器疾患のX線診断

胃癌の外科

片麻痺の リハビリテーション

虚血性心疾患の診断と 治療

脳血管障害の外科

脳腫瘍の外科

リウマチ熱

湿疹性疾患

消化性潰瘍の外科

-5 -

食道癌の外科

小児外科

早期胃癌の診断と治療

胆石症の外科

頭部外傷後遺症

頭部外傷救急処置の実際

糖尿病の診断

◆Medical Terminology. 

Part 1 : Intrcxluction to Medical Termino-
logy 

Part2: Spelling Medical Terminology 

Part 3: Pronunciation of Medical Termin-
ology 

・医学用語を語源からわかりやすく説明して

います。



亥鼻分館利用統計（過去3年間の比較）

1.開館日数及ぴ入館者数

a.部局別入館者数

二医学部二看護学部 ITIIlII]その他

尼附属病院恩葵§生物活I生研究所

22,950 25,023 26,049 

56 年度 57 年 度 58 年度

(312日） (310日） (329日）

b. 1日平均入館者数

（月～土） （日）

5 6年度 1 5 4人 1 8人

5 7年度 1 7 8人 2 8人

5 8年度 1 6 7人 2 7人

2.貸出冊数

a.部局別貸出冊数

こ二l医学部区翌看護学部皿旧その他
呟笏附属病院怠蕊l生物活性研究所

14,035冊

5,917 5,642 
6,481 

56 年度 57 年度 58 年度

-6-

5 6. 4 ~ 5 9. 3 

b. 1日平均貸出冊数

（月～土） （日）

5 6年度 4 5冊 6冊

5 7年度 4 5冊 8冊

5 8年度 4 7冊 8冊

3.オンライン文献検索

二医学部 区四看護学部皿皿lその他
咳笏附属病院緊翌生物活l生研究所

7 5 9件

5 5 5 

2 3 6 

56 年度 57 年度 58 年度

4.複写枚数

忽忽学内利用 巳刃相互利用

259,866枚

： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： 256,417枚二

56 年度 57 年度 58 年度



5.相互利用件数

忽笏 受 付 戸図 申込

5,602件

5,078件

3,892（牛 : : : : ： ： ： :, ； ： ： : :’9 : ： ： ： ; ： : ： ： ： : ： : ： ： : ： l ; ： ： ： ： : ： : ： ： ： ： ： ： : : : ： ： ： ： ： ： : : : : ： ： : ： : : 
.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・(・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・. 

}}}}}}}}f }} 2,956 ::::::::t/:::: 2,232 ¥¥: 
.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.r.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・¥・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・. 

: : ; ： ： ： ： ： ： ： ： ： : ： : • : :.•. ： : • •. : :．：ヒ：． • ．:: : : : ： ： ： : ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： •• :i. ・ : : :. : : : :．・ : : : :．: : : ： : ： ： ： ： : ： 
: : : : ： ： : : : : ：．2 •'.°..8. 9 : ： ： ： : ： : ： ：［ : ： ： ： ： : ： : : : ： ： ： ： : : : ： : ： ： ： ： : ： ： ： : : : : :t : : : : ： : : : : : ： : : ： ： ： : : ： ： : : : : : : : ： : : ： : 

56 年度 57 年度 58 年度

亥鼻分館運営委員紹介

本年 4月1日、亥鼻分館運営委員として林

豊分館長のはか 9氏か新たに決まった。

運営委貝会は、亥鼻分館の管理 ・運営に関

する基本方針、その他の重要事項について審

議する機関で、今回決ま った委員の任期は昭

和61年 3月31日までの 2年とな っている 。

亥鼻分館運営委員名簿

官 職 氏 名 所 属

（委員長）
林 豊 肺（病癌理研研究究施部設） 教 授

教 授 本田 良行 生理学（第 2)

II 永野悛雄 解剖 学（第 2)

II 山口覚太郎 看 護 学 部） （成人看護第 1

助教授 野口美和子 II 

(hill委員長）
畝本 力

生物活性研究所
教 授 （生体膜研究部）

助教授 林 万喜 生（酵物素活化学性研研究究部所） 

教 授 山口 豊
肺舟的研究施 設
（第 1臨床研究部）

II 吉 田 尚 内 科 学（第 2)

事務部長 東 米吉 附 屈図 書 館
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.寄贈著書ありがとうございました.

大谷克己 〔第 3解剖学〕

0千葉の牛頭天王 大谷克己著 千葉市教育

委員会 1982 (388) 

奥田邦雄 〔第 1内科学〕

0厚生省特定疾患特発性門脈圧充進症調査研

究班研究報告書 昭和54-57年度班長 ：

奥田邦雄 1980-1983 （厚生省／T)

斉藤篤 〔第 1解剖学〕

〇ギプス包帯手技アトラス E.E.Bleck等著

斉藤篤訳第 2版協同医書 1983

(WO 170) 

萩原弥四郎〔脳研・神経薬理〕

0智に働きて 萩原季葉著 （現代俳句選書）

東京美術 1983 (911) 

林豊 〔肺研・ 病理〕

0環境と人体 3 窒素酸化物 中馬一郎等

編（分担執箪：林 豊）東京大学出版会

1984 (WA  30) 

平山恵造 〔脳研 ・神経内科〕

〇内科MOOK 23 パー キンソン病 とパーキ

ンソン症候群 編集企画：平山恵造（分担

執筆 ：平山恵造）金原出版 1984 

本田良行 〔第 2生理学〕

0現代の生理学古河太郎本田良行編金

原出版 1984 (QT  4) 

0酸塩基平衡の基礎と臨床 甚礎編 改訂第

2版本田良行著 真興交易医書出版

1984 (W D 220) 

0臨床呼吸生理学 1, 2 本田良行編

真興交易医書出版 1983 (W F 102) 

(1983年 4月～1984年 8月）



閲覧室 模様替 し ま し た

亥鼻分館では、閲覧席を増やすため閲覧室

を中心に大幅な模様替を行い、 9月3日か ら

閲覧席、書架の配覆を新し くしました。

これにより変った主な点は 、次のとお りで

す。

1階閲覧室 ＜案内図参照〉

① 閲覧席を10人分増加

② 新着雑誌展示棚、国際会議議事緑

erpta Medica等を室内移動

③ 製本済和雑誌は、 2階閲覧室へ移動

2階閲覧室

① 製本済和雑誌 (1970年以降）を1階閲覧

室か ら移動

② 2階閲覧室に配架してあ った2次資料は

合同校舎書庫 1階 101号室へ移動

この模様替のため、 8月27日（月）から9月

1日（土）の間、臨時休館 としましたか、これ

から一層の利用を期待しま す。

Exe-

図 書 館 閲 覧 室 案 内 図
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広場

眼を見つめて 安達恵美

1985年購読雑誌変更リスト 4 

2
 

「凡秋小径」 附属病院前から南を眺めると、細かく日筋を分ける雑木林があり、小径がまさ

に吸い込まれるように林の中に通っているのがみえる。これが「凡秋小径」である。小径の入り

口右手にきちんとした字で「凡秋谷」と刻まれた小さい石が立っている。小径を辿るとやがて左

手に「かたまりて花と奮や花しどみ 凡秋」という句碑がある。古利根と笛吹川の石とを組み合

わせたもので、日が傾くと文字の刻みが深まるようにみえる。凡秋とは、かっての法医学教授（昭

和35年定年退官）加賀谷勇之助先生の俳句の号である。先生の還暦祝賀句会の席上で私は“先生

が朝夕通われる林の中の径を凡秋小径と呼ぼう”と提言したが、何時の間にか仲間内を越えて広

＜口にされるよう

になって30年たっ

た。 「小径」に応

じて先生ご自身は

凹地を「凡秋谷」

と呼ばれた。先生

は昭和45年に他界

されたが、不思議

にも今もご存命の

ような気がしてな

らない。

（薬理学教授

村山智）
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安 達恵美子
:・ • 

眼科学に入られたきっかけといいますか動機

のようなことがありましたら…

私は昭和20年代の学生の頃「アジアは一つ

なり」という岡倉天心に傾倒していました。

当時、千葉大学眼科の主任教授は鈴木宜民先

生でしたが、眼科には東洋医学研究室があり、

先生はその方面の権威でした。私の考え方を

どこかでお聞きになられて鈴木先生は、私を

呼ばれ、いろいろとお話しをして下さいまし

た。その先生の御人格にひかれたことが眼科

学を専攻するきっかけでした。

明眸皓歯という美人の典型のように使います そうですね。私が20年前くらいに ヨーロッ

が、これまで永い間眼を見てこられて、美し パに行き ました時、なんて眼鏡をかけた子が

い眼についてお考えになっている一端をお聞 多いのだろうと思ったものです。当時 日本は

かせ下さい。 少なかったです。それは治療が進んだこと 、

一般の自覚の向上があったからだ と思いま す。

子供の場合よく検査をすると遠視が多いんで

す。そのまま放置すると眼位が偏位し 「寄 り

眼」になるんですね。またそのまま放って置

くと網膜の大切な部分がサボッて働かず「弱

視」になってしまいます。ですから早めに眼

鏡で矯正し遠視をなおして眼か「すが眼」に

ならないように防ぐのです。そうですね、養

護教諭や親達の発見、自覚が早くなっ たこと、

治療レベルか高くなったことでしょうか。

高校生、大学の始めの頃はそう 言う マナコ

でスターをみたこともあったかもしれません

が眼科医になった今は人の眼を見るとき、 外

見的に美しい眼という考えで見ることはあり

ません。眼は機能的に優れた眼が素晴らしい

眼ということです。病気の眼をたくさん見て

きますと視力が完全で病的な異状がないと、

いい眼だなと思います。ただお話しをしてい

る時に、色がおかしい、左右差がある 、眼位

がおかしいなどと気ずいてどこかおかしいの

かなと思って相手の人を見てしまうことはあ 子供の眼鏡には親の抵抗があるのでは

りますが・・・・・・・・・。

- 4半かニオの子供に眼鏡をと いうとま わ

街を歩くにつけ最近眼鏡をかけた子供さんが りでそんな子はいないからと抵抗を示すんで

多いように感じられるのですが……... すね。それは無知ですよね。掛けて見えるよ

うになれば、どれほど良いことなのかわから

ない。仲間には 1.5見える子がいるわけで、

- 2-



見えない子にはわか らない。乳幼児期は視機 レベル向上のためのリ ーダーを生み出すと思

能の可塑性のあ る大切な時です。1.5見える状 います。

態に眼鏡をかけてやることが弱視に陥らせな

いために大事なことなんです。今では先天性 亥鼻分館ヘ一言

の白内障で手術をしてコ ンタクトレ ンズを使

った赤ちゃんもいる んですよ 。眼鏡を掛けた

方が良いとい う事がゆき 渡って来ました。

眼科を志す学生、後輩ヘ一言

眼科と限らず、大学で医学を学び医療の研

修をするとぎ、 10年先、 20年先の見通しを立

てて勉強をしてもらいたいと思います。医療

の研修だけでしたら大学以外にもたくさんの

病院などの機関かあります。大学の 目的、任

務を考え自 ら勉強し、いずれ教育 もしなけれ

ばいけないわけですから研修だけで終らない

ようにしなければいけません。これら の姿勢

が地方で医療にたずさわる場合に、地域医療

「医学文献のさがし方ガイダンス」実施報告

亥鼻分館では昨年11月12日（月）及び19日（月）の

2回、 医学部学生(4年生中心）を対象に「医

学文献のさかし方ガイダンス」を実施した。

このガイダンスの意図するところは、 学生時

代に効率的な文献検索の方法を修得してもら

うことにあり、今回は医学及び関連分野の索

引誌、抄録誌 (IndexMedicus, 医学中央雑

誌等）の構成、使い方を中心に約 2時間の説

明を行い、最後にJOISによる機械検索のデ

モンストレー ションを行った。今回か ら参加

者の便宜を考慮し、例年の 1回を 2回開催と

したが， 当日の参加者は12日か 6名、 19日が

20名の計26名であ った。

なお59年度中に看護学部、 医学部附属看護

学校の学生に対しても同趣旨のガイダンスを

それぞれ実施する予定である 。

図書館は大切なも のですから一番使いやす

い場所にあ ってはしいと思います。願わくば

医学部、病院、図書館と地下で連絡出来れば

最高ですね。医局の若い方が夜半に“ちょ っ

と図書館に行って来ます＂と 言うの を聞きま

す。夜間にも使いたい、も っと使いやすいと

ころにあ ったな らと言 うことを考えます。コ

ンテンツ ・ザービ スは毎回見ております。 も

っと収緑誌数があ ったら良いなと思います。

今日はご多忙中ありがとうございました。

（この稿は編集者か医学部眼科学教授安達恵

美子先生の研究室をたずねてイ ンタビューし

たものです。）

●・ ニ

9寄贈著書ありがとうございました9

加藤巌 〔第 2微生物学〕

蛋白毒素竹田美文加藤巌編 医歯薬出

版 1983 (Q W630) 

野沢栄司 〔精神看護〕

青年期の心の病 野沢栄司編著 星和書店

1984（臨床精神医学叢書） （W S 460) 

大谷克己 〔第 3解剖学〕

脳解剖三次元アトラス 秀潤社 1984 

(W L300) 

(1984年 4月～12月）

1““; 
-3-



1985年購読雑誌の変更について

亥鼻地区における、 1985年の新規購読および購

読中止のタ イトルは、下記の とおりです。

新規 購読

1. Annals of Emergency Medicine （救 急）

2. Brain and Language （理 療）

3. Clinical Pharmacokinetics (図書館）

4. Comparative Biochemistry and Physiol -

ogy. Pt. B: Comparative Biochemistry 

（図書館）

5. Diabetic Medicine （図書館）

6. Diseases of the Colon and Rectum 

7. E. M. B. 0. Journal 

（図書館）

（図書館）

8. European Journal of Cell Biology(図書館）

9. Experimental Lung Research （図書館）

10. F. E. M. S. Microbiology Letters (図書館）

11. Gamete Research （解 2)

12. Gene （図書館）

13. Gerontologist （基 保）

14. International Journal of Developmental 

Neuroscience （図書館）

15. Journal of Autonomic Nervous System 

（図書館）

16. Journal of Emergency Medicine （救急）

17. Journal of Hepatology (内l、救急）

18. Journal of Molecular and Cellular 

Immunology （図書館）

19. Journal of Neuroscience (図書館）

20. Journal of Reproduction and Fertility 

（図書館）

21. Metabolic, Pediatric and Systemic 

Ophthalmology （図書館）

22. Molecular Biology and Medicine (図書館）

23. Molecular and Cellular Endocrinology 

24. Neuropsycholog1a 

25. Neuroscience Research 

26. Nucleic Acids Research 

27. Nurse Educator 

28. Orthopaedic Review 

（泌 尿）

（図書館）

（図書館）

（図書館）

（看 教）

（図書館）

29. Patient Education and Counse I ing 

30. Photodermatology 

31. Resuscitation 

（図書館、成看 1)

（皮膚）

（救急）

32 あたら しい眼科 （眼科）

33.病院管理 （図書館）

34 現代教育科学 （継 看）

35 Japanese Journal of Antibiotics （抗研）

36 Journal of Antibiotics （抗研）

37 循環制御 （麻 酔）

38 行動療法研究 （図書館）

39 教育と医学 （図書館）

40 日経バイ ト （医情）

41 Oncologia （成看 2)

42 プラクティス （成看 1)

43 臨床血液 （図書館、．検査）

44 作業環境 （衛 生）

45 神経眼科 （神内）

46 生体防御 （抗研）

購読中止

1. Acta Odontologica Scandinavica （図書館）

2. Biochemical Society Transactions（生研）

3. Biological Reviews of the Cambridge 

Philosophical Society （解 2)

4. Biology of Reproduction (解 2)

5. Cancer Letters (生化 1)

6. Carcinogenesis （生化 1)

7. Comptes Rendus des Seances de 

l'Academie des Sciences. Ser. 2, 3(図書館）

8. Comptes Rendus des Seances de la 

Societe de Biologie （図書館）

9. Injury （救急）

10. Journal of Asthma （小児）

11. Journal of Periodontology (図書館）

12. Microbiology Abstracts. Sect. B （生 研）

13. Society for General Microbiology 

Quarterly （生 研）

14. Zentralblatt f i.ir Mikrobiologie （生 研）

15. Z~ nt ra lbl att Neurologie-Psychiatrie 

16. Zentral blatt Ophthal molog1e 

17.安全衛生タ イム ス

18.解剖学雑誌

19.感染症学雑誌

20. 日仏医学

21. Peptide Information 

22. 小児医学

23.組織培養

（精 神）

（図書館）

（衛生）

（解 1)

（成看 2)

（耳鼻）

（内 2)

（麻酔）

（寄生）

• 9 1111 鳥•911119• 9 11119•91111••911119•911199 • 99111 9• 9191 1 9• 9 11919• 911199• 9 11919•991119••IIII9•911119••IIII 9• 9 11999 • •11119 ●● II II9 • 911 199•911199•91111 9 • 9 11199•9 99999• 9 1119· · 911119 • 911119 • 9 11919 • 9999 19 • 91111 9 • 91111 9• 911 119• 9 11119•911119•911119 • 9 1199 鼻 •9 11999 • 911919•919119 • 9 1111 9• 9 11999•911119•911119• 9 11199 •
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広場

プラウジングの勧め 畝本カ

附属図書館亥鼻分館問題専門部会について

<JOURNAL紹介〉 解剖学 永野俊雄

2
 
3
 

4
 

図書館を10倍上手に利用する方法 N.Reviewの使い方 6
 

「凡秋谷の春」 附属病院前のバス停留所の真前に梅の老木がひっそりと咲くのに気付く人は

すくない。花は年ごとに小さくなり 、咲き出すのも遅くなったようである。私が入学した頃すで

にある程度の丈であったので、軽く五十年以上たっているのかも知れない。以前はこの梅は意外

に早咲きで、 凡秋谷に春が来るのをそっと知らせてくれた。古い卒業生には懐かしい大学会館が

この辺りにあった頃、この梅を巡る小さい庭には使い古したベンチが一つ二つ置いてあり 、時折

学生が本を読んでいたりした。凡秋先生の句「学

園のベンチを置ける梅早し」に出て来る梅は、実

はこの梅である。そして先生は句碑の句を選ばれ

る時、この梅の句を最後まで考えていられた。し

かし、結局は凡秋小径に今みられる ように「かた

まりて花と奮や花しどみ」の作に決められた。新

しい学生には読めまいと 「花しどみ」と平仮名に

されたが、今やこれが野生の木瓜の花であること

を知る学生も少なくなったのではあるまいか。「学

問をやるには教える方と教わる方が一体にならな

ければいかんよ。学生は菅だよね。」 と言われたが、

これが梅でなく木瓜の句に決められた理由であっ

たと思う 。入学式の頃、連絡道路を中心に、ゐの

はなキャンパスの桜はある限りの花を盛ったよう

にまさに華やかになる。その頃、足を凡秋谷に向

けてほしい。そこにはそれこそ大学にふさわしい

静な春があるからである。

（薬理学教授村山 智）
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ブラウジングの勧め

私が本格的に図書館の利用価値に目覚めた

のは、薬学部の 4年生の時で、卒業実習のた

めに当時習志野にあった腐敗研究所に通いは

じめた頃になります。腐敗研究所は現在の生

物活性研究所の前身です。その頃（昭和31年）

研究所には図書館と呼べるような施設はなく

小さな図書室かあるだけでしたか、そこには

Chemical Abstractsが置いてありました。

原著雑誌の種類も僅かで、新着本のすべてに

目を通すことが出来ました。 CAの利用法も

自分の研究テーマには直接関係しない事項も

索引を使って丹念に調べたものです。

当時は昨今のように便利なコピー装置は勿

論なく、原著論文についても内容をいちいち

ノー トに書き写すのが通例でした。どうして

も必要な文献は写真に撮り、キ ャビネ大の印

画紙に焼付けたものです。他の図書館に依頼

した文献もフィルムで送られてくる為、夜遅

くまで研究室に残って暗室で写真を焼いたの

を記憶しています。この写真を一枚一枚乾か

しながら、ノートに張付けていくのですから

自ずから一行たりとも疎かにせず読むことに

なります。今振返ってみると、随分のんびり

した話ですか、当時の情報量はこのような方

法でもなんとか間に合っていたのかも知れま

せん。

その内に，雑誌の種類も次第に増え、 B10-

logical Abstractsも加わり、研究所の図書

室もかなり充実して、図書分館にまで成長 し

ました。この頃になると、情報量は急増し、

そのすべてに目を通すのは最早不可能になっ

てきました。CA, BAの利用も幅広く 索引を

使って調べるには余 りにも膨大となりました。

原著論文については、タイトルだけでなく、

畝本 カ

その抄録を読んで内容を判断していたのか、

今ではタイトルを全部チェ ックするのも大変

な仕事で、目次に整理されている関連分野の

タイトルだけを追う様になってきました。

急激に情報量が増え、文献を探す時に道草

を食う余裕かなくなってきたのです。簡単に

コピーがとれる御陰で能率は非常に向上した

のですか、反面以前のように論文を書き写す

努力を一切しなくなりました。また、 コピー

をとることで安心してしまうのか、詳細に内

容を検討することもなく埋れる文献すら出て

くる始末です。

私が研究を始めた頃、指導された論文の読

み方は“その引用文献まで渕って調べろ”で

した。自分が実験者になって、すべての過程

を理解することでした。最初の頃は大変でし

たか、そのうちに引用文献のいくつかはなじ

みのものとなり、内容の理解は急速に進みま

す。それと同時に、特に目的を持たずに単な

る興味で読んでいた文献が予期せぬ所で役に

立ったことを何回も経験しました。それか今

では、論文の結論を読みとることに性急のあ

まり、その背景や方法論の吟味かおろそかに

なりかちで、足が地に着いていない不安さえ

感じます。

さて、図書館の仕事にタ ッチするようにな

り、ブラウ ジング (browsing)という 言葉を

知りました。私には耳馴れない言葉でしたか

辞書によると、 browseとは若草のことで、

家畜が若草を食べること、と 書いてあります。

羊がのんびりと若草を食べる情景から転じて

特に目的もなく本を拾い読みすることを意味

する様です。図書館用語ではbrowsingroom 

とは頭を休めるために肩の凝ら ない本を気軽
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に読む場所を言います。browsing とは 自分

が興味を抱いた文献をあれこれと探しなから

読んで行くことの様です。過去を振返ってみ

ると、私は図書館で無意識のうちにブラウジ

ングをしていた訳です。文献を検索する時に、

脇道にそれて道草を食う ような一見無駄と思

える事がいかに大切かを痛切に感じます。そ

こで思いかけない文献に出合うことかありま

す。

現在では文献の検索にコ ンピューターを用

い、いかに能率よく必要な文献を探し出すか

か、図書館利用の主流のようです。確かに能

率は格段に進歩しました。しかし、私には何

故か物足りない気持か残ります。検索システ

ムで少々余分なものも入るようにと欲張ると

何千という文献になってしまいます。Key

wordsは厳しく制限しなければなりません。

コンピューターでは目的のは っきりしない検

索はさせて貰えないのが当然です。とすれば

やは り雑誌な り専門書に直接対面する機会か

どうしても必要になります。

図書館の役割は必要な情報をすみやかに入

手でき るシステムを作ると同時に、 ぶら りと

立寄っ た者にも、その人の知的欲求を満足さ

せ得る情報を提供することだと思います。つ

まり、ブラウ ジングの場を提供することです。

さあ、学生のみなさん、明確な目的は必要

ありません。兎も角、図書館に立寄りましょ

う。そこで、 気の向くままに書籍を読み歩き

ましょう 。必ずや、あなたに鮮烈な刺激を与

え、あなたの人生を豊かに彩どってくれる文

献にめぐり会うことが出来ます。ブラウジン

グによって素晴らしい出合を経験できるよう

にと、図書館は莫大な情報を蓄積、 整理して、

みなさんを待っているのですから。

（生物活性研究所教授）

附属図書館亥鼻分館問題専門部会について

千葉大学評議会第 4小委員会に設けられた

専門部会の一つとして、亥鼻分館問題専門部

会（委員12名）か発足し、 3月6日、第 1回

の会議が附属図書館本館で開かれた。始めに

井出学長から、長い間懸案であった分館の問

題の推進を図るべぎ専門部会か発足した経過

と、新営実現への希望かのべられ、飯田附属

図書館長が部会長に選出された。ついで、東

事務部長から、冊子「亥鼻分館の新営につい

て」などの資料を用いての説明があり、おも

に新営についての活発な意見の交換が行われ

た。この問題は、今日に至るまで亥鼻分館運

営委員会でたびたび討議されてぎたが、全学

的な見地から多くのご意見をうかがってゆけ

ることは誠に有難いことである。

この日には、とくに分館の新営計画の中に

情報センター的機能をもたせる方策、機器を

林 豊

も含めた資料閲覧室の設置などの希望ととも

に、光ファイバー、 ロボットの利用などの漸

新な話題も出された。そして、今後ワーキン

ググループに よる具体的な検討を行い、その

提案を部会で審議することとなった。

分館の新営は、現在の分館跡の利用や長期

計画とも深いかかわりをもつため、とくに地区

内の諸部局と関係する他の専門部会による審

議の進展を考慮しつつ、慎重に検討を進める

必要があろう 。そして一方、図書館としての

理想の姿を追求する上で、多くの方々のご意

見、ご指導をいただきなから具体案を練らな

ければならないと思われる。

（亥鼻分館長）
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〈Journal紹介〉

解 剖 学

解剖学は周知のように生体を形態学的方法

によって研究する科学であるから、その対象

は人類から微生物で、マクロからミクロ的な

研究手段は多岐にわたる。また人類や生物の

祖先を研究する人類学や古生物学の一部も解

剖学の一部である。一方最近の生物巨大分子

の形態や細胞オルガネラの形態と機能の関連

から、生理学、生化学との境界領域が相互乗

入れしているのが現状である。医学の基礎と

しての解剖学の歴史は古く、その結果、解剖

学の journalも前世紀後半より連綿と続いて

いるものもあり、そのなかには journalとし

ての栄枯盛衰がある。

最近の学問の多様化と細分化から、多数の

解剖学に関連のある journalか発行されてい

る。したかって、以下のリストは不完全と思

われるかご寛容いただきたい。（人類学領域は

割愛した）。

A 解剖学一般

肉眼的研究から電子顕微鏡まですべての形

態を取扱っている。したかって歴史も古いか、

その数は多くない。

1. Acta anatomica* 

2. American Journal of Anatomy* 

3. Anatomical Record 

4. Anatomischer Anzeiger* 

5. Anatomy and Embryology* 

6. Folia anatomica japonica 

7. Journal of Anatomy* 

8. Journal of Morphology 

9.解剖学雑誌

2,3はアメリカ解剖学会の機関紙で3は長

篇のものか多い。4はドイツ解剖学会機関紙

で戦前は超一流であ ったが現在は衰えている。

7は英国を代表する解剖学の雑誌。

永野俊雄

B 細胞・組織に関する Journal

1. Acta histochemica* 

2. Biology of the Cell 
＊ 

3. Cell 
＊ 

4. Cell and Tissue Research 

5. European Journal of Cell Biology* 
＊ 

6. Experimental Cell Research 

7. Histochemistry* 

8. Journal of Cell Biology* 

9. Journal of Cell Science 

10. Journal of Histochemistry and Cyto-

chemistry* 

11. Journal of Microscopy* 

12. Journal of Submicroscopic Cytology* 
＊ 

13. Journal of Ultrastructure Research 

14. Protoplasm 

15. Tissue and Cell 

16. Archivum histologicum japonicum 

17. Cell Structure and Function 

2はフランスの細胞生物学の雑誌。その写

真印刷に特色かある。 3は形態よりも細胞機

能を主とした新しい雑誌。4はドイツの 100

年の歴史あるミクロの雑誌で何回かタイトル

が変っている。6は戦後の細胞生物学の雑誌

でスウェーデンで発行されている。8はアメ

リカ細胞生物学発行で最も活発な雑誌の一つ。

9と16はそれぞれイギリスと日本を代表する

ミクロの雑誌。

C.発生学に関するもの

1. Developmental Biology* 

2. Development, Growth and Differentiation 

3. Differentiation 

4. Wilhelm Roux's Archives of Develop-

mental Biology 

1はアメリカ発生学会、 2は日本発生物学

会の雑誌
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D.神経に関するもの

1. Archives of Neuro logy• 

2. Brain* 

3. Brain Research 
＊ 

4. Developmental Neuroscience 

5. Experimental Brain Research 
＊ 

6. Journal of Comparative Neurology* 

7. Journal of Neurobio logy• 

8. Journal of Neurocyto logy* 

〈JOISにゅーす〉

9. Journal of Neurological Sciences • 

10. N eurosc 1ence ＊ 

11. Neuroscience Letters* 

12. Neuroscience Research* 

3は神経すべてに関する週刊の雑誌。 6は

アメリカの神経解剖学の歴史ある雑誌。12は

日本で編集している。

＊印は亥鼻分館継続購読誌。

（解剖学 ・教授）

JOIS利用料金改定

4月1日より JOIS利用料金が次のように

改定されます。

1．オンライン接続料金の改定

ex. MEDLIN£……210円／分→ 200円／分

1.オンライン料金

2. 全データベースにオンライン回答出力

料金を適用

ex. MEDLINE……10円／件

昭和60年 4月現在 そのため、検索時間か｀

二
ファイル接続料金 .. オフライン料金

10分であった場合、従来

は、公索回線 特定回線

JICST 200円／分 270円／分

JCLEARING 200円／分 270円／分

JTERM 200円／分 270円／分

JCATALOG 200円／分 270円／分

JMEDICINE 200円／分 喜270闘円／分
JPUBLIC 200円／分 1分
NK-MEDLA 240円／分 1分
MEDLINE 200円／分 270円／分

TOXLINE 395円／分 465円／分

CANCERLIT 228円／分 298円／分

MESH 200円／分 270円／分

CASEARCH 332円／分 402円／分

CASNAME 332円／分 402円／分

B10S1S 340円／分 410円／分

CAB 252円／分 322円／分

NTIS 272円／分 342円／分

INSPEC 384円／分 454円／分

FSTA 300円／分 370円／分

EM BASE• -I 350円／分 420円／分
EM BASE • 350円／分 420円／分

MALIMET • 350円／分 420円／分

COAL 200円／分 270円／分

!NI S 200円／分 270円／分
IRR[) 200円／分 270円／分

研修ファイル 50円／分 50円／分

2. ユーザSDI料金

データベース

JICST 

JME[)!CINE 

ME[)LINビ
CASEARCH 

EM BAS E • 

基本料

1,630円／l検索
1,630円／1検索

1,630円／1検索

1,890円／1検索

1,807円／1検索

オンライン 回答出力 料 金
回答出力料金

手配料金 A（抄タ録イ付ブ） F（抄タ鋒無イしプ） （ヒットチャージ）

10円／件 500円1回
10円／件 500円1回

10円／件 500円1回
10円／件 500円1回
10円／件 500円1回
10円／件 500円／回

23円／件 500円／回

10円／件 500円／回

51円／件 500円1回

30円／件 500円1回
70円／件 500円／回

10円／件 500円1回
58円／件 500円1回
26円／件 500円／回

21円／件 500円1回
21円／件 500円／匝l

10円／件 500円／回

10円／件 500円1回
10円／件 500円／回

回答出力料金

35円／件

29円／件

30円／件

68円／件

51円／件

35円／件

23円／件

29円／件

35円／件

35円／件

30円／件

55円／件

43円／件

95円／件

35円／件

95円／件

51円／件

51円／件

51円／件

35円／件

35円／件

35円／件
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17円／件

17円／件

17円／件

17円／件

17円／件

20円／件

37円／件

25円／件

68円／件

46円／件

76円／件

17円／件

77円／件

33円／件

40円／件

40円／件

17円／件

17円／件

17円／件

210円XlOク,}=2, 100円

であったのか、出力件数

により金額か変り 、例え

ば20件出力すれば、

200円XlO虹1げx2of'1"=2,200円

となります。



図書館を 倍上手に利用する方法

N. Reviewの使い方

日頃、雑誌のタイトルあるいは雑誌の目次

に "Review"とか“展望” “総説＂とい った

言葉を目にされることも多いと思われるか、

ここではこの “Review” がどのようなもので

どんな利用法かあるか？またどんな形態をと

っているか？探し方は？といった疑問にお答

えし、最後にそのリストを紹介する。

Review とは？

今日のように厖大な量の情報か生産される

時代においては、一人の研究者かそれらの中

から本当に有用な文献を見つけ出すことは不

可能に近い。そうした状況の中で救世主的な

役割を果すのか ‘'Review"あるいは“展望＂

“総説＂といえる 。

定義は次のようなものである。 「ある特定

の問題について、いままでに発表された重要

な研究開発上の成果を総合的に展望して、そ

れについての批判的な論評を加え、現在まで

の進歩の状態や動向を明らかに示すようにま

とめて発表したものである。」そしてこれの執

筆ない し編集にはその分野における権威者か

当る場合が多い。また展望の対象となった原

著論文の リストを “Review"の最後に添付し

ているので、それを手かかりに “Review"の

中で省略された詳細な実験法やテ‘'ータ、結論

に至るまでの考察の細部を知ることかできる。

利用法は？

新しい研究テーマに取り組もうとする時、

あるいは新しくある分野についての知識を得

ようとする時、そのテーマの＇ 'Review"を利

用すれば、適切な知識を短時間で得られる。

その他、学問分野の学際化により、研究者は

自分の専門分野以外の知識を必要とする場合

か多いか、この場合にも ‘'Review"の利用に

より効果的な文献調査かできる。

その形態は？

汀'Review"は様々な形態で存在する。

1. 雑誌中に Review記事として掲載される

場合。例えば “AmericanJournal of Medi-

cine"中の目次に “Reviews" という項目か

あって2、3の論文か載っているが、これらか

それである。Review記事の載る雑誌は最近

かなり多いので目次を注意して見られると良

し‘

゜
2. 雑誌そのものか、 Review誌である場合。

例えば “MicrobiologicalReviews" "Phy-

siological Reviews"など雑誌のタイトルに

"Review"という語か入るもの。ただし、 “A-

me1rican Review of Respiratory Disease" 

や ‘'InternationalNursing Review’'はRe-

view誌ではない。

3. 単行本の形態で遂次的に刊行される場合。

これは発行所によ って、 "Advances""Annual 

Review" "Methods" "Progress" "Yearbook" 

"Jahresbericht" "Ergebnisse"といった語

かタイトルに付けられている。亥鼻分館では

雑誌と同じ扱いをしているので、利用に際し

ては雑誌の書架を当っていただきたい。

探し方は？

分野に応じて探す資料が異なる。

l. 医学分野に関しては、IndexMedicus (I 

M)の各号の最初及び年刊版の最初の部分に、9

"Bibliography of Medical Reviews" とし

てまとめてある 。配列方法は IM本体と同様

Medical Subject Headings (Me SH) のア

ルファベット順。この“Bibliographyof ・・・" 

に載っている Reviewは IM本体中にも文献

の最後に (120refs)といった形で載るので両

方から探せる。

2. 生物学分野に関しては BiologicalAbst-
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ractsの RRMに掲載される。

3. 自然科学全般について探したい時には、

Index to Scientific Reviewsがあるか当館

では所蔵していない。ScienceCitation In-

dexの SourceIndexの論文のタイ トルの後

に吟Review とい う表示で掲載されているが、

主題からの検索はできない。

Review誌リスト

（亥恥地区所蔵分ー継続受入中）

Advances in Applied Mi c robi o l ogy. （活—抗研 ）

Advances in Cancer Research. （ 図、活—毒性 ）

Advances in Clinical Chemistry. （検査部）

Advances in Environmental Science and 

Technology. （衛生）

Advances in Enzyme Regulation. (2生化）

Advances in Enzymology and Related Areas 

of Molecular Biology. （ 図 ）

Advances in Immunology.（図、 2病、法医、免疫）

Advances in Neurology. （神経、神内）

Advances in Neurosurgery. （脳外）

Advances in Paras i to! ogy. （寄生虫）

Advances in Shock Research (人工透析）

Advances in Veterinary Science and Compa-

rative Medicine. （ 図 ）

Advances in Virus Research. (1 1敗）
Annual Review of Biochemistry. 

Annual Review of Genetics. 

Annual Review of Microbiology. 

（ 図 、 活—酵素 ）

（ 図 ）

（図、活ー抗研）

Annual Review of Neuroscience 

Annual Review of Pharmacology and 

(2生理）

Toxicology. （薬理）

Annual Review of Physiology. 

（ 図、 2 生理、活—薬理 ）

Annual Review of Puhl ic Heal th. 

（公衆、地看）

Biological Reviews of the Cambridge 

Philosophical Society. (2解剖）

Cold Spring Harbor Symposia on Quanti-

tative Biology. （ 図）

Contemporary Topics in Immunobiology 

（免疫）

Current Topics in Bioenergetics. 

（ 活—生体膜 ）

Current Topics in Developmental Biology. 

（ 図 ）

Current Topics in Membranes and Transport. 

（ 活—生体膜 ）

Current Topics in Pathology. （図、病態）

Epidemiol ogic Reviews. （地 看）

Fortschritte de Kiefer-und Gesichts-

chirurgie. （ 図 ）

International Review of Cytology. 

（ 図、活—毒性 ）
International Review of Experimental 

Pathology. （ 図 ）

International Review of Neurobiolo図 ・

（薬理）

Methods of Biochemical Analysis. (1生化）

Methods in Enzymology. 

( 2 生化 、 2 内、 活—酵素 ）
Monographs in Virology. （病態）

Pharmacological Reviews. （ 図 ）

Physiological Reviews. （ 図 ）

Progress in Allergy. （図、免疫）

Progress in Brain Research.（図、1生理、神経）

Progress in Cardiovascular Diseases. (3内）

Progress in Clinical Neurophysiology.（図 ）

Progress in Experimental Tumor Reseach. 

（図 ）

Progress in Liver Diseases. (1 内）

Progress in Medical Virology. (1微 病態）

Progress in Neurological Surgery. （脳外）

Recent Progress in Hormone Research. 

（図産婦、泌尿）

Reviews of Physiology, Biochemistry and 

Pharmacology. (1生理）

Year Book of Anesthesia. （麻酔）

Year Book of Cancer. （ 図 ）

Year Book of Cardiology. （ 図 ）

Year Book of Critical Care Medicine. 

Year Book of Dentistry. 

Year Book of Dermatology. 

（救急部）

（歯口 ）

（皮膚）

Year Book of Dignost ic Radiology. 

（放射、放部）

Year Book of Emergency Medicine. （救急部）

Year Book of Endocrinology. (2 内）

Year Book of Medicine. （ 図 ）

Year Book of Neurology and Neurosurgery. 

（神内、神経、脳外）

Year Book of Nuclear Medicine.（放射、放部）

Year Book of Obstetrics and Gynecology. 

Year Book of Ophthalmology. 

Year Book of Orthopedics. 

Year Book of Otolaryngology. 

（産婦、母看）

（眼科）

（整 外）

（耳鼻）

Year Book of Pathology and Clinical 

Pathology. （図 ）

Yearbook of Pediatrics. （公衆、小児）

Year Book of Psychiatry and Applied 

Mental Heal th. （精看）

Year Book of Surgery. (2 外）
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昭和60年度 開館日程表

区分

〗鳳）
3
 

20
出

2
同

2 6 
出（水）

6
向

26
困

31
岬

15
出

日曜開館
14, 21 I 12, 19 I 2, 9 I 7, 14 

13:00-17:00 28 I 26 I 16, 23 
30 

8, 22| 6, 13 | 10,．17 | 1, 8 | 12, 19 2, 9 | 2, 9 
29 I 20, 27 I 24 I 15, 22 I 26 I 16, 23 

休館日

（祝日、他）

7,⑳ 息⑤ 21, 28 4, 11 I 1,⑮ I ⑩ 
18, 25 ⑮，⑳ 會冨創立記念日

年 始 5 1⑪ 
⑮ 

⑳
30 
'
,
 

6

3

 

1

2

 

0印は祝日

日曜と祝日が重なる場合は休館。また振替休日も休館

「文献のさがし方ガイダンス」実施報告

亥鼻分館では例年看護学部の学生(3年生）

に対し、「看護学文献のさかし方ガイダンス」

を実施しているか、今年度から新たに医学部

附属看護学校の学生を対象に加えて次のとお

り実施した。

看護学部 (1)昭和60.1. 28（月）資料の説明

(2) II 2. 4（月）演習(Aグループ）

(3) II 2.18（月） II (Bグ）レープ）

看護学校 (1)昭和60.2.18（月） 3年生

(2) II 2. 27（水） 2年生

ガイダンスの内容は InternationalNurs-

ing Index等二次資料の説明を中心に行い、

看護学部についてはグループをA、Bに分け

演習を実施した。なお各回とも学生の講義時

間を利用できたため出席率は良好であった。

人 事

-60. 4. l -

生物活性研究所事務長 谷島良次郎

（亥鼻分館事務長）

附属図書館亥鼻分館事務長 峰岸 茂

（庶務部庶務課長補佐）

•911119•911119•911119•911119•911119•911119•911119•911119•911119• 911119•911119•911119•911119•911119•911119•911119•911119•911119•911119•911119•911119•911119•911119•911119•911119•911119•911119•911119•911119•911119•911119•911119•911119•911119•911119•911119•911119•911119• 911119•911119•911119•911119•911119• 

千葉大学附属図書館亥鼻分館報“らいぶらりいゐのはな，， No.14 1985年 4月8日発行

千葉大学附属図書館亥鼻分館発行 発行者：林 豊

千葉市亥鼻 l-8-l 電話 0472(22)7171（大代表）
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千葉大学附属図書館亥鼻分館報

1985. 9 15 
目次

広場

亥鼻にかける夢 薄井坦子 2
 

図書館を10倍上手に利用する方法 V.Excerpta Medicaの使い方 4 

見学記ー東大文献情報センター・東工大附属図書館ー 6 

亥鼻分館利用統計 （昭和59年度） 7
 

「凡秋小径の花」 凡秋谷のタンポポが道端でみかけるタ ンポポより小振りであるのに気付い

ている人がいる。今や珍 しくなりつつあるニホ ンタンポポの生き続けている数少ない一角となっ

た。何故にあの大型でどんどんはびこるアメリカタ ンポポにと って代わられないかといえば簡単

で、凡秋谷には自動車が入れないからである。このキャンパス を愛する人々に、バイクや自転車

も乗り入れないよ うにお願いしたい。必死に守らないと環境は意外な変わり方をする。凡秋谷の

ニホ ンタン ポポは、 ゐのはなキ ャンパスがよい自然に恵まれていることの端的なしるしであろう 。

タンポポのこと を知っている人は多少いても、凡秋小径に踏み込んでほんの少し行った斜面に「キ

ツネ ノカミ ソリ」とい う珍しい花の咲くことを知っているのは“やはぎ会”（医学部俳句会）の人

々くらいではないであろう か。和漢薬に鹿葱 （ロク ソウ）というのがあり、これがキツネノカミ

ソリでヒガンバナ科である。晩春

初夏の頃には小さいナイフのよう

な葉がひっそりと他の草葉の間に

のびる。その姿が狐の剃刀に似て

いるというのであろう 。花は小さ

い野生の百合を思ってもらえばよ

い。秋の花というよりむしろ夏の

花で、夏休みで静かな八月の半ば

に、凡秋谷はオレンジ色の花で飾

られる。ここできくひぐらしの声

もよい。そして、 凡秋谷の秋は凡

秋先生か生前よく“旺んな紅葉”

と口にされたように、明るいある

種の強さを感じさせる。

（薬理学教授村山 智）
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亥鼻にかけた夢

私の研究室の窓からは、看護学部創設の頃

の仮住まいの場であった医学部記念講堂や、

かつての面影をとどめている緑の繁みや小径

か見えて折々に初心にひきもどしてくれる。

私は人生を夢の実現過程ととらえているが、

この地で過した10年の節目に当って、亥鼻に

かけた夢をふりかえってみたいと思う 。

10年前の私は、 学生たちにナイチンゲール

看護論を原典から直接学びとらせることので

きる喜びで一ぱいであ った。私自身がナイチ

ンゲール看護論に深く引き込まれていったの

は、ある実践上の問題か彼女の看護の定義を

判断規準と して使ってみて解決できたからで

あるが、その体験は大学を卒業して 8年も経

過した時のことである。以来ナイチンゲール

に関する諸文献に目を通していくうちに、わ

か国では殆んどの人かナイチンゲールを語る

のに二次資料で甘んじていることかわかって

きた。近代看護の始祖として国際的に評価さ

れている人について、自らその原典をひもと

くことなく論評できる人たちの無神経さにあ

きれなから、学生たちにはナイチンゲール看

護論を直接伝えたいと、その代表作『看護覚

え書一看護であるもの，看護でないもの一』

（小玉香津子訳、現代社、 1967)をテキスト

に使いはじめたのが1970年のことである。

ところか、やかてその『看護覚え書』は初

版本で、ナイチンゲールは頻回に改訂を重ね

ており、「看護婦とは何か」という補章を追加

している事もわかってきた。さらに、彼女は

150篇もの著作を残しており、それらはすべ

て大英博物館に保存されていることもわかっ

てきた。私は幸いにもそれら著作を次々と直

接読みす、めることができ、ナイチンゲール

はわが国だけでなく国際的にも学問的に正し

薄井坦子

く評価されているとはいえないと考えるよう

になってきた。そして、このような考えの仲

間たちと、ナイチンゲール著作集全 3巻の編

訳作業にとりかかり、その 2巻までを刊行、

第3巻の翻訳をはじめたのがちょうど着任の

頃であ った。

一方では、 看護学生のために前述の改訂増

補版をもとにした『原文 ・看護覚え書』を刊

行していたから、早速看護学原論のテキスト

に使うことかできたのである。ナイチンゲー

ルの主張は、必ず事実に説明させるやり方

で展開されるから、その論旨は非常に納得し

やすく、時代を超えて学生たちに看護の本質

を示してくれたようである。たとえば、彼女

は看護婦に従順と献身を説いて労働条件のひ

どさを招いたという批判がされてきたが、『看

護覚え書』の補章 ：看護婦とは何か、 のなか

では、看護婦が病人の健康状態に眼や耳や知

恵を働かせて、 何か正し く何か最善であるか

という自分自身の高い理念を満足させるため

に仕事をするのでなければ、 真の熱意ある看

護にはならないことを、実例をたくさんあげ

て述べているのである。つまり、他人の援助

を必要としている事実の意味に対して知的な

従順さを求めたのであり、他人の援助を受け

ねばならない人の身になって献身できるやさ

しさを求めたことかわかる。しかも、人々の

日常生活をより健康的に整えるためには、看

護婦自身が人間的な生活を送る必要かあると

主張、看護婦が安心して生活できるホームの

建設を、とタイムズ紙に寄稿した小論も残っ

ているから、誤解は消えていく 。

看護 という仕事は、目に見える働きだけを

とりあげるならば、それこそ誰にでもできそ

うなケアと、医師の手足の如き技術との連続
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である。しかしナイチンゲールは、ま さにそ

ういう日常の仕事を通して、“その人の生きる

力”が支えられるかどうかが決まることを、

事実をもとに論理的に示して〈れたのである。

したがって私の夢は、他人の援助を受けねば

ならない人々の心のうちを察しながら、その

人の生命を守り日常生活を支えるケアを、そ

の人の合点をめざして実施し、たとえ周囲か

らどんなに低く評価されようとも、“その時そ

の人にどうしても必要であ ったこと”と冷静

に事実で説明しながら、よい看護を浸透させ

ていくことのできる看護婦たちがふえていく

ことである。“その時のその人”が20人になっ

ても30人になっても、ナイチンゲールの教え

に従って、自分がそこにいなくても自分のや

りたい看護か行われていくような管理能力

を備えた看護婦が増えなければ、 21世紀まで

にすべての人に健康を、という夢は幻になっ

てしまうであろう 。

ナイチンゲール著作集の完成には着任後丸

2年の歳月を費してしま ったが、多くの人々

にナイチンゲールをみつめ直していただけれ

ばと考え、全 3巻を千葉大学図書館に寄贈し

た。その年の秋、日本翻訳文化賞と日本翻訳

出版文化宜と のダブル受賞となり、長年の苦

労はふっとんで、ナイチンゲール研究会を発

足させた。年 1回の研究懇談会では研究発表

や発題講演をもとに年々活発な懇談が行わ

れ、メンバーには既に卒業生たちが加わって

それぞれに役割をとりはじめている。

ナイチンゲールは物質的にも精神的にも非

常に豊かな生活過程を送った人である。ナイ

チンゲールの史蹟を訪ねる旅に出て、伝記か

らの想像が一挙にふくらむ感じをも った。ふ

るさとのエングリー荘は父親の設計になる広

壮な邸宅であったか、書斎は壁面ーぱいに

棚がとり囲んでいて、その一部を押すとそこ

は書棚に見せかけた扉であった。このユーモ

ラスな部屋で彼女は父親や家庭教師たちか ら

教育を受けたのである。また、夏を過した宮

殿のようなリハースト荘での深いグリーンや

サーモンピンクの遺品の美しさは今も目に浮

かぶ。 「どのような訓練を受けたと しても、

もし感じとることと 、自分でものを考えるこ

との二つが会得できなかったら、その訓練は

無用のものとなってしまうのです」を合言葉

に学生たちと夢の実現過程を生きる日々であ

る。 （看護学部 教授）
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図書館を 冒倍上手に利用する方法

V. Excerpta Medica (EM)の使い方

医学分野の文献を探すときに先ず手にする

トゥールとしては、 IndexMedicus (IM)が

あげられる。事実IMによる文献検索は当館

のみならず、医学図書館においては最もポピ

ュラーな方法といえる。

しかし、 IMにもウィークポイ ントかあって、

①抄録かついていない、 ② MeSHで決められ

た用語でしか探せないため、めざす用語がな

い時にどの用語を用いるべきか困って しまう、

③検索語を決めないで大きな項目例えば免疫

学全般に目を通したいといった時に IMでは

不可能である、などがあげられる。

これに対して EMは、 ①抄録付、 ②検索語

は IMのように厳密に統制された用語では

なく、思いついた語で探せる、 ③セクショ ン

毎の検索ができるので自分の興味のある分野

の文献を概観できる 、といった特徴かある。

また IMにおいては MEDLINEによって機

械検索ができたように、 EMでは EMBASE

により機械検索ができる。

概要

1949年、オランダの医師達によ って創刊さ

れ、現在は Elsevierグループの傘下に入っ

た ExcerptaMedicaが発行している。

収緑対象

医学とその関連分野を対象としているか、

獣医学、 看護学、心理学などのパラメディカ

ルの分野は含まない。EMの特徴は医薬品お

よび関連化合物の網羅的収集で、医薬品の副

作用については特に重点がおかれている。

収録誌

約 3,500誌で、それらから年間約15万件が

EMに掲載される。（実際は 1論文を複数のセ

クションに掲載するので25万件の抄録となる。）

収録誌の発行国は IMがアメ リカに重点に置

かれているのに対し、ヨーロッパの雑誌が多

く入っている。 日本の雑誌は 315誌で、 IM  

の 120誌と比べるとかなり多い。タイトルの

リストは Listof Journals Abstracted と

して発行されている。

構成

現在44（図 1)のセク ション及び抄録のつ

かない 2つの索引誌 (AdverseReaction 

Titles とDrugLiterature Index)に分け

られて発行。ひとつの論文は関連するいくつ

かのセクションに重複して収録される。

図 1

Sect. 1 : Anatomy, anthropology, embryology 

and histology. 

2 : Physiology. 

3 : Endocrinology. 

4 : Microbiology. 

5 : General pathology and pathological 

anatomy. 

6 : Internal medicine. 

7 : Pediatrics and pediatric surgery. 

8 : Neurology and neurosurgery. 

9 : Surgery. 

10 : Obstetrics and gynecology. 

11 : Oto-, rhino-, laryngology. 

12: Ophthalmology. 

13: Dermatology and venereology. 

14 : Radiology. 

15 : Chest diseases, thoracic surgery 

and tuberculosis. 

16 : Cancer. 

17 : Public heal th, social medicine and 

hygiene. 

18 : Cardiovascular diseases and 

cardiovascular surgery. 

19: Rehabilitation and physical 

medicine. 

20 : Gerontology and geriatrics. 

52 : Toxicology. 
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文献の探し方

1.セクションを選ぶ

EMで効果的な検索を行う場合、 44セクシ

ョンの中でどのセクションを選択するかが、

先ず重要となる。直接、関連のあ りそ うなセ

クションを選ぶ方法もあるか、 “Guide to 

the Classification and Indexing System" 

(EMの使い方を案内した冊子）の中の“Guide

to Subject Index Terminology" を見てキ

ーワードから選ふと間違いはない。

図2

lung cancer 

lung circulation 

lung compliance 

5, 15, 16. 17 
2, 15 
2, 15 

例えば Lung Cancerに関する文献を探し

たい時に、 “Guide to …”の Lung Cancer 

の項目を見ると、 5,15, 16, 17か掲載され

ているセクションの番号であり、そのうち最

も適切なセクションはゴチ ックで書かれた16

である。

2. EMCLASを見る

各セクショ ンの中で、文献は主題分類順に

並んでいる。これか EMCLASで、探すトゥ

ールは先にあげた “Guide to …”の中の

"Guide to EMC  LAS" (図3)である。

図3 Lung cancer 
se~ also Lung metastasis, Lung 
neoplasms and under Respiratory 

tract 
16.3.11. - EMCLAS 

Lung cancer diagnosis 
15.8.4 (with symptomatology) 

EMCLASは目次としても各号に掲載される

ので、これから該当頁に求める文献を見つけ

ることもでぎる。

3. Subject Index を見る

IMにおける MeSHのような冊子体のキー

ワード リストはなく、 MALIMETという 47

図4

万語にも及ぶ厖大なシソーラスか用意されて

いるが、マイ クロフィ ッシュある いはデータ

ベースの形態でしか存在しない。つまり47万
語といえば殆んど思いついた語で探せるとい

うことで、探す側からは非常に使いやすい索

引とな っている。

また、図 4を見ればわかるように、 Lung

Cancerの下に cancer riskなどその論文を

表わす索引語が必要な数だけつけられている

ので、索引を見ただけで論文の内容がわかる

ようになっている。

4．抄録をみる

図5を見ればわかるので特に説明はつけな

いか、 IMと大きく違っているのは、抄録付の

他に、 著者の所属機関とその住所か付いてい

ることである。

図5
② 

①---
細． Modifyi呼riskof如~l_opin~lu呵 C.neer bych•町
ing h●bits of cigarette smoking -Lubin J.H.. Blot WJ., 
Berrino F. et a_L..Environmental Epidemiology Branch, 

④ー Dm叩「可百立汀 Causeand PrevcntionNational 
Cancer Institute. National Institutes of Health. Public 
Health Service. US Department of Health and Human 
Services. Bethesda. MD 20205 USA -ll/L.ME.12 ... I l.2迎
⑦2881643_5(1953-1956)⑧ ⑤ ⑥ 

,_. Data from a hospital based case-control study of lung 
cancer in Western Europe were used to examine changcs 
in the risk of developing lung can,cer after changes in 
habits of cigarette smoking. Only data for subjects who 
had smoked regularly at some time in their lives were m-
eluded. The large size of theヽtudypopulation (7181 pa-
tienls and 11,006 controls)区rmittcdprecise estimate~ 

⑨-4 of the effect of giving up smoking. Risks of developing 
lung canccr for people who had given up smoking 10 or 
more years before intervie"'were less than half of those 
for people who continued to smoke. The reduction in 
risk was seen in men and women and in former smokers 
of both filter and non-filter cigarettes but varied by du-
ration of smoking habit before giving up. The protective 
effect of giving up became progressively greater with 
shorter duration of smoking habit. The risks after not 
smoking for 10 years for both men and women who had 
previously smoked for less than 20 years were roughl)' 
the same as those for lifelong non-smokers. Reducing 
the number of cigarettes a day or switching rrom non-
filter eigarettes also lowered the risk of developing lung 
cancer but not to the extent associated with giving up 
_smoking 

①抄録番号②論題，③著者，④著者所属機関とそ

の住所，⑤褐載雑誌名，⑥発行年，⑦巻／号，⑧頁

⑨抄録．

lung cance『,adrenalgland, metastasis. biopsy、diaphragm,patient, staging, I 009 • 9-cancer nsk、cigarettesmoking, smoking, case study, 689 - 抄録番号
-cancer screening, cigarette smoking、sputumcytodiagnosis, survival, thorax radiography, follow up of 10040 
men, 687 

-liver hemangiosarcoma、malignantmelanoma. occupational cancer、polyvinylchloride,vinyl chloride, cancer 
epidemiology, cancer mortality. 454 male workers, 685 

-multiple cancer、occultcancer. survival rate曹68roentgenographically occult cancer, 696 
-sputum cytodiagnosis, bronchoscopy彎 retrospectivestudy, 190 patients, 708 
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見学記 一 東大文献情報センター 東工大附属図書館一

千葉県大学図書館協議会か企画した、東京

工業大学図書館と東京大学文献情報センター

の見学会に参加の機会を得ましたので、その

時の模様をお知らせします。

最初の見学場所は東工大図書館で、目蒲線

大岡山駅を降りてすぐのところにあります。

ここでは、本年 4月から東大文献情報センタ

ーとオンラインで結び、目録を作製している

ということです。

東工大図書館では、現在、図書についての

み業務を行っており 、事務室にある10台以上

の端末の一台をデモンストレーションで見せ

てもらいました。まず、 一冊の図書の書誌情

報 （著者 ・書名 ・出版社・出版年など）かセ

ンターのデータベースにあるかどうかを著者

あるいは書名をキイにして、端末から入力す

ることによ って調べます。あればそれを東工

大のファイルに移し、自館用に所蔵箇所等を

付け加え、記憶させます。この場合はデータ

ベースには所蔵大学か入力されるだけですが、

書誌情報自体がない場合は、新しく端末から

入力し、自館ファイルと共にデータベースに

も入ります。この後、他の加盟館か同じ図書

の目録を作る時には、もう一度書誌情報を入

力する手間はいらないことになります。

また、自館ファイルに記憶させたデータを

用紙に出力すれば、カードや冊子体の目録か

出来ますし、東工大では閲覧室に端末を置い

て、利用者自身に検索させています。

従来の目録業務との違いの大きさに驚きつ

つ、東工大図書館を後にしました。

次の見学場所はデータベースをオンライン

で提供している東大文献情報センターです。

このセンターは、昭和55年に学術審議会から

文部大臣へ答申された学術情報システム構想

の先駆的役割を担い、現在その構想の実現に

向けて精力的に活動しています。

学術情報システムは、国・公・私立大学の

図書館等をオ ンライ ンネットワークで結び、

目録や所在情報を端末の画面に映し出そうと

いうものです。相互利用も含めて情報を共有

し合おうという遠大な計画です。

そこで、センターでは、目録、所在情報を

提供するため、データベースを構築したり、

雑誌情報のも とになる学術雑誌総合目録を編

集しています。本年 4月からは、東工大の他

に、大阪大、名古屋大がこのネ ットワークに

参加しています。センターの建物は筑波大学

大塚地区 （旧東京教育大学） E館の 4階建て

の一角を使用しています。職員は、ブラ ックボ

ックスやディスクのある 4階にはほとんど行

かず、専ら 3階のコ ンソール室で端末を叩き

ます。

見学者も多く、毎日 1回は、国公私立大学

等の関係者の説明に当っているということで、

このシステムに対する関心の高さか伺えます。

現在、亥鼻分館では、所蔵していない資料

については、論文等の複写を他大学から取り

寄せるサービスを行っています。申込 ・複

写物受取共、郵便にたよ っていますか、将来

学術情報システムに参加することによ って、

端末から所蔵館を調べ、申込も出来るように

なるでしょう 。そうなれば、文献入手までの

時間は大幅に短縮される と思います。

学術情報システムの本格的な稼動はまだ先

のことですか、昭和61年春には千葉大学附属

図書館本館と同システムとの接続か予定され

ており、亥鼻分館としても、これに対応する

よう検討か進められていると 聞いています。

学術情報システムに限らす、図書館は、機

械化の波の中でその姿を変えつつあります。

しかし、利用者にと って図書館が便利で身近

なものであるかどうかはただ単に機械化か進

むことではなく、その機械を使う人間すなわ

ち私達図書館職員の手にかかっているとの思

いを新たにし、センターを後に しました。

（運用係下妻）
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亥鼻分館利用統計（昭和59年度）

1. 開館日数及び入館者数

a. 開館日数 b. 1日平均入館者数

口 日6 日

月～土

183 
人

日

28 
人

C. 部局別入館者数

部局 1医学 部 1附 属病院 1看 護 学 部 1生物活性研 1その 他 1 合 計

館
数

合
砂／
 

入
者

割
（

27,571 
人

51.8 

7,126 
人

13.4 

13,916 
人

26.2 

716 
人

1. 3 

3,879 
人

7.3 

53,208 
人

100 

2. 貸出冊数

a. 部局別貸出冊数

部局 医 学 部 附 属病院 看護学 部 生物活性研 そ の 他 A ロ 計

踪 6,798 冊 1,981 冊 4,693 冊 81 冊 1,083 冊 14,636 冊

門(%合) 46 4 13 5 32 1 0.6 7.4 100 

b. 1日平均貸出冊数

月～土

51 
冊 冊

日

一
6

3. オンライン文献検索

部局 I医学 部 I附 属病院 I看 護 学 部 I生物活性研 Iその他 I合 計

索
数

合

い／
 

検

件

割
（

387 
件

78.0 

7 件 32 
件

28 
件

42 
件

496 
件

1.4 6.5 5.6 8.5 100 

4 相互利用件数

ロ□三｛キI受::I申外： ｛と1• I □:-I• I ／十二件
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新着ビデオ・テープ

◆目で見る臨床検査

1 ：一般検査

2 :臨床血液検査

3 :臨床化学検査（1) 肝の代謝と血清酵

素

4 ：臨床化学検査（2) 電解質とホルモン

5 :臨床化学検査(3) セット検査と検査

機器・自動化

6 ：免疫血清検査

7 :臨床細菌検査

8 :臨床病理学

9 :臨床生理検査

10：精度管理

◆目で見る医学の基礎

1 :細胞と組織

2 ：神経系ー中枢神経一

3 ：神経系ー末梢神経一

4 :循環器系一心臓一

5 :循環器系一血管とリンパ系一

6 :呼吸器系

7 :骨格・筋肉系

未製本雑誌を配架替しました

1階閲覧室内の未製本雑誌の配架は、これ

まで和洋混合アルファベット順配架でしたか、

8月9日圏から和洋別アルファベット順配架

に変更しました。（国内発行の雑誌で内容が欧

文の場合は、洋雑誌扱いとなります）

この変更は利用者の要望、館員の意見、更

に他大学の状況等を調査のう え、分館として

検討した結果の措置ですが、これによ って文

献調査、目録確認等、雑誌利用面で一層の利

便か考えられます。なお本年12月末までは試

行期間となりますので、ご意見等ありました

らカウンターヘお申出下さい。

8 :消化器系ー消化管

9 :消化器系一肝・胆 ．膵ー

10: 泌尿•生殖器系一腎臓と尿路一

11: 泌尿•生殖器系一生殖器一

12 :内分泌系

13：血液

14:皮膚．感覚器系一視覚・嗅覚・味覚一

15 :皮膚 ．感覚器系一聴覚 ・皮膚感覚一

16：微生物学の基礎知識

17：抗生物質の基礎知識

◆The techniques in genetic engineering. 

1 : Nucleic acids techniques. 

2 : Gene analysis and southern blo-

tting. 

3 : DNA sequencing using Ml3. 

4 : Gene 1 ibraries. 

5 : Expression of cloned genes. 

6 : Oligonucleotides-synthesis and 

use. 

7 : In vitro mutagenesis. 

8 : Microdissection and microclonning. 

”'he 

•911119•911119•9 11119•9 91119•911919•911 919•911199 •9 11119•9 11119• 911119 •911119•9 11119•911119 • 911 119•911119•91111 9•911119 •9 11119•9 11119・ヽ11119•911119• 911 119•9 11119•911119•911119• 911119 •9 11119•9 11119 • 911119•911119• 911119•9 11119• 911119 •911 119•911119• 911119•9 11119 • 911119•911119•9 11 11 9•91111 9•911119• 911119・

千葉大学附属図書館亥鼻分館報“らいぶらりいゐのはな，， No.15 1985年 9月20日発行

千葉大学附属図書館亥鼻分館発行 発行者 ：林 豊

千葉市亥鼻 1-8-1 電話 0472(22)7171（大代表）
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5し‘ぷ5リ
千葉大学附属図書館亥鼻分館報

1986. 2 16 
目次

広場

作る事と読む事一一ー里村洋

或る図書館 4 

<JOURNAL紹介〉生理学 本田良行

第5回国際医学図書館会議出席報告

1986年購読雑誌の変更について

2

5
 

，

 
12 

附属病院より医学部を望む

「連絡道路」基礎から病院へ、 病院か

ら甚礎へ、 言わば、 猪鼻台地から矢作台

地へ谷間を越える必要上堰堤が築かれた。

即ち、 今の連絡道路である。 弓なりに

弛んだ堰堤の 上には道路が築かれ、 基底

にはトンネルが穿たれた。 堰堤によって

仕切られた上半分はテニスコ ートに、 下

半分はグラウンドに使用された。 堰堤の

両側には桜が植えられ、 グラウンドの両

側は段丘に仕立てられ、 自然の観覧席を

為している。 春さき堰堤と段丘には桜が

咲き見事である。 又、 いちはや〈辛夷の

花か白々と咲く。 尚、 上方下方には山林

が残っており山野の面影をとどめている。

朧気な記憶を辿って60年前のことを書

くのだから紛わしい点かあるかも知れな

いか御赦し願いたい。 私は大正13年入学

の2回生で、 当時は1回生と併せて100

名 一 寸の学生数に過ぎなかった。 学生は

詰襟角帽が制服であった。 春風のどかな

る4月、 学生課で入学手続きを済まし体
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格検査を受け、講堂で学長松本高三郎先生の

訓示を受け学生生活に入った。病院坂を上り

正門を入ると、正面に白亜の建物かあり、車

寄せに大きな蘇鉄か二株程枝を張っていた。

附属病院である。右手には松林か続き、左手

には築山などかあり、何方かの胸像か据えら

れていた。 （後になって萩生録造先生、長尾

精一先生と初代の学長三輪徳寛先生方のもの

と知る。）其の頃の千葉は市制か布かれて間

もない頃で、街の道路は未舗装、商家には藁葺

き屋根も混り、駅から大学迄は大方徒歩て自

動車は稀の時代、イ車か巾を利かせていた。

大学の裏山下からは乗合馬車か東金方面に向

って走っていた。千葉に来て先づ眼に入るの

はり者の鼻山、病院坂、都川等であり、県庁は

ゴシ ック風の建物であった。大学キャンパス

には七天王塚か散在し希異の感をいだかせた。

出洲海岸の方にも行って見た。今の大和橋橋

畔で、鵜の大群か海：辺の空を渡って行くのを

見たものだった。大学は専ら亥の鼻台の方に

立ち、大学昇格後谷を渡って矢作台の方に延

びて行った。私等は半年程旧専門学校の建物

を利用していたか、矢作台の方に建物か出来

るに従い、谷を渡って通うようになった。

必然的に連絡道路か造成されたたるんだ道

が平になるまでには相当の年月を要した。営

々と荷馬車によ って土か運ばれ、手で平らに

された。中々高くはならなかった。人は泥滓

の輪立ち深い道を寒風に吹きさらされ通行し

た。臨床の方は依然旧病院を使用し、基礎は

新築の矢作台の方に移り、本館の建物を先頭

に各教室か 2列縦隊の平家建で中央に分離帯

を挟んで、広々と撥刺と建てられた。正門は

現在の位置と変リはない。

さて我々は四年の修業年限を卒えて世に出

ることになった。其の間WIEDER KOMMEN 

の憂目を見ることもあった。又、 STATEX-

AMENの到来を言はることもあった。我々は

何か卒業記念にと桜の苗木を吉野より購い、

正門前の空地に60本植えた。今のタクシーの

溜り場である 。学長小池敬事先生の手を煩わ

して「桜樹林」と碑銘を書いて頂いた。方尺

の物であったから何れかに移されて今は見当

らなし‘。

見上げた練瓦の高い煙突を下に、 矢作台に

は高層な大学病院か建ち、大学周辺に雑木林

か起臥し屋上より眼る眺めは素晴らしい。

（千葉医科大学 昭和 3年卒 中島元徳）

作る事と読む事

子供の頃から物を作る のか好きであ った。

多分、小学校一年の時の疎開かトリガーにな

ったと思う 。何も物のない時代で、しかも 、

山村での生活は、1から10まで自作をするの

かあたり前の事であ った。最初に覚えたのが

里村洋一

藁草裏の編み方で、自分の足に合わせて、左

右の大きさか等し い物を作れるよ うになるま

で半年ぐらいかかったと思う 。腿をなう事も

教えて もら ったが、これは、当時でもあまり

実用価値のある方法ではな〈、大ていは、足
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踏み式の自動縄ない機か使われていた。近所

のおばさんか、足で転わしなから 、両側に設

けられたメ ガホンの ような 口から 、少しずつ

薬を いれてゆき 、それか、太さの均ーな見事

な縄に仕上がって機械の後にある リールに巻

き取 られてゆ〈 。私は、何十分 も1巻きずに見

ていたものだ。何度か、やらせてみてと 頼ん

だか、あぶない といって、させてもらえなか

った。何とい っても、足踏みの板と、 藁のさ

し込み口に足り る背丈かなかったか ら。

山村での遊びは、山 を走りま わる事である 。

山に入っては、細い竹を切 って竹鉄砲を作っ

たり、竹 とんぱの飛ばし っこをした。こうい

う技術に長けた 2~ 3オ年長の子か、いつも

仲間の中に居て、うらやましいよ うな精緻 さ

で、切り出しナイ フを扱い、見事な作品を次

々に作って見せた。不器用にナイフ を動か し

ている私か ら材料をとり上け、 あっと言う間

に仕上げると、 それを渡 しなから、お前の持

ってるメ ンコと交換しよ うなどと 云ったもの

だ。おかげで、私は、こ うした遊び道具を自

分で上手に作る ところまでは上達し なかった

か、何でも自分で作れるも のだとし うヽ 意識は

この時に養われたのだ と思 う。

小学校 4年生の時、こ の時は既に都会に帰

ってきていたか、ど ういうわけか、親に内緒

で鉱石ラジオのセットを買 った。何度かスパ

イダーコイルを巻直 し、ラ ジオ屋へ鉱石の交

換に通ったあげ く、夜中 （夜中の方か電波の

状態はよ くなる ）に、二階の押入でかすかに

聞こえた放送に大喜びした。五年生にな って

「電気の話」という黄色い表紙の、当時とし

てはかなり 厚い本を買 ったe これか自分で単

行本を買 ったはじめての経験だったろう。子

供向に、発電機の原理から、なぜニクロム線

から熱が出るかまで易しくしかもかなり 詳 し

く書いてあった。この本は、その後の二～三

年間私のバイブルのようにな った。当時の小

学校は、米国の教育方法を大巾にとり入れた

形のカリキュラムを持っており、先生か一方

的に教える のではなく、 生徒か自分達で研究

課題をいく つか設定 し、 グループに分かれて

調査を し、 その結果の報告会をすると いうよ

うな、 今から考えて も、大変す ぐれた方式を

とっていた。課題は、時によ って社会問題で

あり、 生産技術の問題であり、保健衛生であ

ったりし たか、ある時、たしか「電気はどの

ように家庭に まで来るか」 とい うような課題

を研究した事かあ り、発電所を調査 した グル

ープか、その報告会をした。私は得意にな っ

て電気に関する質問を次々と発し、おかげで、

すっかりひんしゅ くを買い、担任の先生に、

「意地悪だ」 との宣言までされて、たちまち

得意の絶頂か ら奈落の底へつき落された。

とまれ、こ の黄色い本の威力は絶大であ っ

て、その後、私は電気の専門家として、友達

の中で特異な地位を保つ事にな った。勢い、

知識ばかりでなく、何等かの実質的なものを

生み出さなければ面目か立たなくなり、並四

ラジオから、高一 （高周波一段増巾ラジオ ）

スーパー （スーパーヘテロダイン方式）と次

々に作る事にな った。物を作る事に特別な快

感かある のを知 ったのはこ の頃であろう 。

中でも、ただ存在するだけでなく、それか

動いたり働いたりする事で、特別な作用を外

部に示すようなも の、機械や器具に輿味か向

しヽた。

医者にな ってからも、こ の価値観というか

癖というか、は変 らず、それか高じて、つい

にコンピュータ屋に転向するまでに至っ た。

それでは、はじめから工学系に進めば良か

ったではないかと誰しもか云う 。 もっともな

話であるか、本人にと っては、 全く 考慮の対

象にな った事かない、第一数学に弱い、物理

は平均点以上と った試しかない。

私にと っては、物を作るとい う事と学問的

な基礎知識を学んだり、原理を追求したりす

る事 とはかなり分離し ていて、目的の物を作

るために、必要な書物は捨い読みするか、ま

す、テキストを読み通すなどとい う事かない。

学者 としては、まことに不真面目 で、図書の

利用者とし ても模範的とは云いかねよう 。

科学的研究の評価には創造性と、 一般性 (

再現性）、論理性などか基準となるか、物を
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作るという作業には、 必ずしも当てはまらな

い。 特にコンピュ ー タを用いてのシステム作

1)は創造的ではあるか、 一般性に欠ける事か

多い。 コンピュー タのシステムアプリケーシ

ョンははとんどの場合、 限られた環境の中で

行われる。 与えられたハ ー ドウェアとその上

で働く基本ソフトに依存している。 従って、

その環境で作られたものには、 環境か変わる

と価値を失うものか少なくない。 また、 この

ような環境は、時代の急速な進歩と共に、たち

まち変化していき、 あるシステムか実用的に

安定して働きはじめた頃には、 既に同じシス

テムを他に応用する価値を失っているという

場合も多い。 そこで、 この分野の学術雑誌で

は、 システム開発の論文に原著論文としての

要件か整っているかどうかか、 常に問題とな

る。

学術論文の価値は、 その成果を踏み台にし

て、 他の研究者か更に新しい展開を生み出す

所にあるだろう。 ところか、 システム開発論

文は、 先に述べたように、 その意義に乏しい。

成書も同様に時代遅れになる。 となれば、 シ

ステム開発者にとっては、 他人か同じ分野で

どんな事を成しとげたかを考えるより、 自分

の開発環境を整える事か先決である。 できる

だけ有利な環境を整えるために、 最近の技術

（それもすぐ手に入るもの）に目を開いてい

る必要かある。必要な環境か設定されたら、創

造力を発揮して遮二無二突進する。

こうしたわけで、 論文は熟読するものでは

な〈読み流すもの、 成書は通読するものでは

な〈、 辞書的にひろい読みするもの、 広告や

パンフレ ット、 使用マニュアルは熟読するも

のとなる。

実は、 こうしたマナーは、 私の性格によく

合っている。 上記の論は私にとっては好都合

な理屈で、 先に述べたように学者としては、

大変、 不真面目な態度の言い訳に使える。 そ

れとも、 こんな態度では学者の仲間にいれて

もらえなしヽのかも知れない。

（医療情報部 助教授）

或る図書館

きれいに刈込まれたドウダンやタマイブキ

の植えられた前庭をとおって、 S子は図書館

の入口に立った。

自動ドアーか静かに開いて、 中に入ると、

ポケットからI Cカ ー ドを取出し、 小さなボ

で関係文献の検索を急かなければならない。

彼女は、 数台ならんでいる利用者用端末機

の前にすわってキ ー をたたきはじめた。 ディ

スプレイの画面に次々と表示される文献情報

を見なから、 最近は本当に便利になったもの

ックスの口に差込んだ。 入館者の氏名や所属、 だと思う。

日時等か瞬時に記録されるものだそうである。 この端末機から、 学内の文献は勿論のこと、

やわらかなカ ー ペットの敷かれたブラウジ 学術情報センタ ー や全国の図書館、 研究所な

ングル ー ムの椅子に腰をおろすと彼女は窓際 どの資料も検索できるし、 文献のコピーか必

に置かれている大きな観葉植物の鉢を眺める 要ならば、 隣にあるファクシミリ装置からす

のか習慣のようになっている。 名前は知らな ぐ手に入れることかできるのである。

いか緑々としたそれを見ていると妙に気分か
｀

これから、 さらにエレクトロニクス技術が

落着いてくるのである。 進み、 パー ソナルコンピュ ー ター の小型化、

けれども、 今日はそんな悠長なことはして 高性能化、 通信回線網の整備等が行われれば、

いられない。 論文の提出期限が迫っているの それこそ文字通り、 居なからにして各研究室
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や各家庭から直接各種の情報検索がでぎ るこ

とになるそうである 。

s子は、この図書館をよ く利用するか、そ
れは単に業務全般がOA化されていて機能的

であるからとしヽう理由だけではなし‘。そiLは

木枯しの吹 〈寒い日だった。閉館時刻までに

は十分間に合うと思って使い始めた光テ‘｀ィス

クファイル装置の操作かはかどらず困り果て

ていたとぎ 、ベテラ ンの司書の方か声 を掛け

てくれ、退庁時間か大分過ぎてしま ったかイ

ヤな頷をするどころか、 S子の作業か予定ど

おり終ったことを自分のことのように喜んで

〈れたのである 。

さりげなく利用者に気配りをして くれてい

〈Journal紹介〉

生

形態の研究を中心 とする解剖学に対し 、機

能の研究を中心とするのか生理学である 。広

義の生理学としては、 化学的研究手段に よる

生化学、薬の慟きを研究手段にする薬理学、

さらに物理学ないし物理化学的手段によ って

生物の機能を研究する狭義の生理学が含まれ

る。

本稿では、主に最後に述べた生理学の領域

に限定して雑誌の紹介を行う こと にする 。

近年、古くから存続してきた、一国、一地

域、または一大学などを代表した生理学の全

部をカバーする雑誌に加えて、それぞれの専

門領域を対象とした雑誌の発展かめざましい。

筆者の専門は、 呼吸、体液、運動生理学など

にしか過ぎないので、これ以外の領域につい

ては、とくに不備な点か多いと思われる 。お

許しを頻いたい。

以下の各項目について、雑誌の記載は 、は

はその評価の順に排列することとした。もち

ろん 、こ れは箪者の恣意的な選択にすぎない。

雑誌名の後の括弧内には発行地を示 した。

理

る図書館。ここはそんな雰囲気を持っている 。

新しい情報処理方法、複雑、高度化するレフ

ァレンス業務などのために、不断の研修をし

なから 、なおかつ毎日 の図書館サービスに務

められている司書の 人達に心から感謝せずに

はいられない。 亥鼻分館 (M)

こ＿
r̂｀ 

Û, 
子

"1nn円
nTfflnn 
nn門＂
nnmn 
nnnnn 
nnn凪

本田良行

I.生理学全般にかかわるもの

1.一国、ー地域を代表するもの

Journal of Physiology*(London) 

American Journal of Physiology* 

(Bethesda MD) 

Pflugers Archiv*(European Journal of 

Physiology) (Berlin) 

Acta Physiologica Scandinavica * 

(Stockholm) 

Japanese Journal of Physiology (Tokyo) 

Canadian Journal of Physiology and 

Pharmacology (Ottawa) 

Journal of General Physiology* 

(New York) 

Journal of Cellular Physiology* 

(New York) 

Journal de Physiologie (Paris) 

Indian Journal of Physiology and 

Pharmacology (New Delhi) 

Chinese Journal of Physiology (Taipei) 

Ceskoslovenska Fysiologie (Praha) 
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Acta Physiologica Polonica (Warsza wa) 

Acta Physiologica et Pharmacologica 

Bulgrica (Sofia) 

Acta Physiologica Academiae Scientiarum 

Hungarica (Budapest) 

Acta Physiologica Latinoamerica 

(Buenos Aires) 

日本生理学雑誌 （東京）

2.大学の雑誌

Quarterly Journal of Experimental 

Physiology (Cambridge ENG) 

Yale Journal of Biology and Medicine 

(New Haven CT) 

3. Review雑誌

Physiological Reviews*(Bethesda MD) 

Annual Review of Physiology* 

(Palo Alto CA) 

Review of Physiology Biochemistry and 

Pharmacology (Berlin) 

Harvey Lectures (New York) 

Ciba Foundation Symposium 

(Amsterdam) 

Physiologist*(Bethesda MD) 

アメリカ生理学会の情報サービス誌

4.他の領域のものも含まれているが、生

理学関係の重要論文の多いもの

Nature* (London) 

Science*(Washington) 

Life Sciences*(Oxford) 

Molecular and Cellular Biology* 

(Washington) 

Journal of Mathematic Biology 

(Heidel berg) 

Experientia (Basel) 速報誌

Federation Proceedings (Bethesda MD) 

Proceedings of the Society for Experi-

mental Biology and Medicine* 

(New York) 

Journal of Clinical Investigation* 

(New Haven CT) 

Journal of Experimental Biology* 

(London) 

Annals of the New York Academy of 

Sciences*(New York) 

Clinical Science* (London) 

Scientific American (New York) 

Tohoku Journal of Experimental 

Medicine *(Sendai) 

Zoological Science*(Tokyo) 

Proceedings of the Royal Society of 

London. Ser.B: Biological Sciences* 

(London) 

生体の科学＊（東京）

II.体液、電解質

1、血液に関するもの

Blood *(New York) 

American Journal of Hematology 

(New York) 

British Journal of Haematology* 

(Oxford) 

Acta Haematologica (Basel) 

Hemoglobin (New York) 

2.その他、体液電解質について重要な論文の

出るもの

Hamatologie und Bluttransfusion (Berlin) 

Journal of Blood Transfusion and 

Immunohematology (Basel) 

Journal of Laboratory and Clinical 

Medicine* (St Louis) 

Clinical Chemistry (New York) 

Scandinavian Journal of Clinical and 

Laboratory Investigation (Oslo) 

Transfusion (Philadelphia) 

臨床水電解質＊（東京）

III.呼吸

1.基礎研究を主体にしたもの

Journal of Applied Physiology* 

(Bethesda MD) 
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Res pi ration Ph ysi o I ogy * (Amsterdam) 

Aviation Space and Environmental 

Medicine (Washington) 

Undersea Biomedical Research 

(Bethesda MD) 

Archives Internationales de Pharmaco-

dynamie et de Therapie*(Ghent) 

呼吸に関する論文も 含まれる

Sleep (New York) 

睡眠中の呼吸障害に関し重要な論文か見

られる

American Review of Respiratory Disease* 

(New York) 

基礎的な論文も多く掲載される。

2.臨床医学との関連の深いもの

Chest*(Chicago) 

Respiration (Basel) 

Clinical Respiratory Physiology (Bulletin 

Europeen de Physiopathologie 

Respira to ire) (N ancr) 

Thorax (London) 

Lung (Heldelberg) 

European Journal of Respiratory 

Disease (Copenhagen) 

British Journal of Diseases of the Chest 

(London) 

日本胸部疾患学会雑誌 （東京）

呼吸と循環＊（東京）

呼吸＊（東京）

臨床呼吸生理 （東京）

N.循環

Circulation*(New York) 

Circulation Research*(New York) 

American Journal of Cardiology 

(New York) 

British Heart Journal (London) 

American Heart Journal *(St Louis) 

Cardiology* (Basel) 

Cardiovascular Research (London) 

European Heart Journal (London) 
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International Journal of Cardiology 

(Amsterdam) 

Circulatory Shock (New York) 

Japanese Circulation Journaド(Kyoto)

Japanese Heart Journal*(Tokyo) 

Lymphology (Stuttgart) 

Progress in Cardiovascular Disease 

(New York) 

Stroke*(New York) 

V.消化

Gastroenterology* (New York) 

Gut* (London) 

American Journal of Gastroenterology 

(New York) 

Appetite (London) 

Journal of Clinical Gastroenterology 

(New York) 

Progress in Food and Nutrition Science 

(Oxford) 

VI．内分泌、生殖

Endocrinology* (Philadelphia) 

Journal of Endocrinology (London) 

Journal of Clinical Endocrinology and 

Metabolism (Philadelphia) 

Acta Endocrinologica* (Copenhagen) 

Molecular and Cellular Endocrinology 

(Amsterdam) 

Clinical Endocrinology (Oxford) 

Endocrinologica J aponica (Tokyo) 

Endocrine Reviews (Baltimore) 

Recent Progress in Hormone 

Research*(New York) 

International Journal of Biological 

Research in Pregnancy (M iinchen) 

Andrologia (Berlin) 

Biology of Reproduction (New York) 

International Journal of Andrology 

(Copenhagen) 

Journal of Andrology (Philadelphia) 

Journal of Reproductive Medicine 



(Chicago) 

Journal of Reproduction and Fertility* 

(Oxford) 

Fertility and Sterility (Birmingham AL) 

日本内分泌学雑誌 （京都）

VII.腎機能

Journal of Urology (Baltimore) 

Urology (Ridgewood NJ) 

American Journal of N ephrology (Basel) 

Urological Research (Berlin) 

Renal Physiology (Basel) 

Kidney International (Berlin) 

N ephron (Basel) 

Urologia International (Basel) 

Nephrologie (Geneve) 

日本腎臓学会誌（東京）

VIII.運動、体力

European Journal of Applied Physiology 

and Occupational Physiology*(Berlin) 

Medicine and Science in Sports and 

Exercise (Madison WI) 

American Journal of Sports Medicine 

(Baltimore) 

Ergonomics (London) 

Journal of Sports Medicine and 

Physical Fitness (Toronto) 

International Journal of Sports 

Medicine (Stuttgart) 

Exercise and Sport Sciences Reviews 

(Philadelphia) 

体力科学＊（東京）

IX．神経、筋

Journal of Neurophysiology* 

(Bethesda MD) 

Brain Research* (Amsterdam) 

Journal of Neurobiology*(New York) 

Experimental Brain Research *(Berlin) 

Acta Neurologica Scandinavica * 

(Copenhagen) 
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Journal of Hirnforschung* (Berlin) 

Journal of N euroscience*(Baltimore) 

Journal of Neuroscience Research 

(New York) 

Neuroscience Research* (Amsterdam) 

日本で編集されている

Archives of Neurology*(Chicago) 

International Journal of Neuroscience 

(London) 

Neuroscience* (Oxford) 

Neuroscience Letters* (Amsterdam) 

N europeptide (Edinburgh) 

Annual Review of Neuroscience 

(Palo Alto CA) 

Progress in Brain Research*(Amsterdam) 

脳と神経＊（東京）

Electroencephalography and Clinical 

Neurophysiology* (Amsterdam) 

Clinical EEG Electroencephalography 

(Chicago) 

Journal of Autonomic Nervous System* 

(Amsterdam) 

Journal of Muscle Research and Cell 

Motility (London) 

Electromyography* (Louvain) 

Perception (London) 

＊印は亥鼻分館継続購読誌

（生理学・教授）
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第 5回国際医学図書館会議出席報告

1985年9月30日～10月4日

一日本大学会館一

□9 
アジアでは初めての国際医学図書館会議か、

昨年の 9月30日（月）から10月4日倫 までの 5日

間東京で開催されました。この会議には亥鼻

分館からも職員が交代で出席しましたので、

会議の内容、印象等について若干の個人的見

解も 含めて報告し ます。

会議の正式名称は第 5回国際医学図書館会

議 (5thInternatioual Congress on Medical 

Librarianship) と称し、 主催機関は日本医

学図書館協会、共催は国際図書館連盟 (IF 

LA)および世界保健機構 (WH0)による

ものです。現在までの開催地、開催年は次の

とおりであり最近は約 5年毎の定期開催にな

りつつあ ります。

第 1回 ロンドン (1953)

第2回 ワンントン (1963)

第 3回 アムステルダム (1969)

第4回ベオグラード (1980)

東京での会議は国電市ヶ谷駅近くの日本大

学会館で行われましたか、参加国数は日本も

含めて64ヶ国にわたりました。世界の約半数

の国々からの参加で会場は国際色豊かな雰囲

気で溢れ、会議の休憩時間にはあちこちに国

際交流の輪か出来ていました。会議への出席

者数は外国人 257名、日本人 311名の合計 5

68名、そのうち外国からの出席者のなかに占

める女性の割合か比較的高く 、それが会場を

一層華やかにしていました。会議に先立って

0.  

ロ・巴 口

9月30日（月）に生涯教育のための研修会と図書

館見学（ 日本科学技術情報セ ンター、東京大

学医学図書館、慶応義熟大学医学情報セ ンタ

ー）か行われ、 実質的な会議は10月1日（火）か

ら始まりました。今会議のテーマは医学図書

館一ひとつの世界 ：資源、協力 、サービスと

なっており、開会式に引続き牛場大蔵氏（国

際医学情報セ ンター）による基調講演、 「21

世紀へ向けての医学図書館」、各国スピーカ

ーによるテーマスピーチか行われ、そのあと

各分科会に分かれ 4日間にわたり招待講演 4

題、一般演題 125題の発表か行われました。

本会議ではアジア地域か らの参加者の発言

か目立ちましたか、全体としての印象は一方

にデータベースの利用等に象徴される情報の

世界的規模での流通問題かあり、他方にはこ

れから図書館の活動が組識的に始まる国の問

題かあるというよ うに、かなり様々な要素を

含んでいたように思われました。そしてこの

ことは現在の世界の医学図書館活動の中にあ

って 日本の医学図書館の占める位置を、かな

り明確に浮び上らせて くれました。また個人

的には、ともすれば日常業務に追われて内側

に向いかちな目を少しだけ世界へ向けさせて

くれた会議でもありました。

次回の第 6回会議は1990年イ ンドのニュー

デリーでの開催か予定さ れています。

（運用係長青木）
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〈JOISにゅ ーす〉
JOIS利用料金改定

本年 1月6日より、 JO I S利用料金か値

下げ改定されました。改定の内容は、外国導

人データベースについてファ イル接続料金を

一律20円値下げ（表 1)し、それに伴いユー

ザ SD I料金も 基本料金を値下け（表 2)す

るというものです。

1.オンライン料金
（＊印は外国か らの導入データ ヘース です）

料金 ファイル接続料金 ＊＊ オフライン料金
オンライン

回答出力料金
回答出力料金

テータ 公衆回線 特定回線
（ヒットチャージ）

手配料金 Aタイプ Fタイプ

ベース名 （抄 銭付） （抄銭無し）

JICST 200円／分 270円／分 10円／件 500円／回 35円／件 17円／件

JCLEARING 200円／分 270円／分 10円／件 500円／回 23円／件 l 7P1 /件

JTERM 200円／分 270円／分

JCATALOG 200円／分 270円／分

JMEDICINE 200円／分 270円／分 10円／件 500円／回 29円／件 17円／件

JPUBLIC 200円／分 270円／分 10円／件 500円／回 35円／件 l 7Pl / I牛
NK-MEDIA 240円／分 310円／分 10円／件 500円／且l 35円／件 17円／件

*MEDLIN£ 180円／分 250円／分 10円／件 500円／回 30円／件 20円／件

*TOXLINE 375円／分 445円／分 23円／件 500円／回 55円／件 37円／件

*CANCERLIT 208円／分 278円／分 10円／件 500円／回 43円／f牛 25円／件

*MESH 180円／分 250円／分

*CA SEARCH 312円／分 382円／分 51円／件 500円／回 68円／件

*CASNAME 312円／分 382円／分

*BIOSIS 320円／分 390円／分 30円／件 500円／回 46円／件

*CAB 232円／分 302円／分 70円／件 500円／回 95円／件 76円／件

*NTIS 252円／分 322円／分 10円／件 500円／回 35円／件 17円／件

*INSPEC 364円／分 434円／分 58円／件 500円／回 95円／件 77円／件

*FSTA 280円／分 350円／分 26円／件 500円／回 51円／件 33円／件

*EMBASE* 330円／分 400円／分 21円／件 500円／回 51円／件 40円／件

*MALIMET° 330円／分 400円／分

COAL 200円／分 270円／分 10円／件 500円／回 35円／件 17円／件

INIS 200円／分 270円／分 10円／件 500円／回 35円／件 17円／件
IRRD 200円／分 270円／分 10円／件 500円／回 35円／件 17円／件
研條フ ァイル 50円／分 50円／分

2. ユーザSDI料金

（＊印は外国からの導入データベースです）

テータ ペース 基本料 回答出力料金

JICST 1,630円／1検索 35円／件

JMEDICINE 1,630円／l検索 29円／件

*MEDLINE 1,470円／1検索 30円／件

*CA SEARCH 1,780円／1検索 68円／件

*EMBASE• 1,700円／1検索 51円／件

噌 i.otll
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●寄贈著書ありがとうこ‘‘ ざいました●

石川稔生 〔機能 ・代謝学〕

現代看護学甚礎講座 5 薬理学 石川稔

生著 真興交易医書出版部 1981 (WY 

100) 

現代看護学基礎講座 5 薬理学 石川稔

生著 第2版真輿交易医書出版部 1985

(WY 100) 

大塚裕石川清 〔眼科学〕

糖尿病性網膜症と光蹂固 大塚裕、石川清

編著金原出版 1985 (WK 835) 

川村功 〔外科学 2〕

図説重症肥満の手術 川村功著 メディカ

ル ・コ ア 1984 (WO 210) 

熊谷朗 〔内科学 2〕

代謝内分泌／アレルギー一熊谷朗業績集一

熊谷朗業績集刊行会 1985 (W20.5) 

高橋照子 〔看護教育学〕

死をともに生きる看護一続 ・死の床にある

患者たち一 早坂泰次郎はか訳（分担翻訳

：高橋照子）現代社 1985（看護学翻訳論

文集 5) (WY 100) 

平山恵造 〔神経内科研究部〕

神経内科治療マニュアル 平山恵造監訳

第2版 MEDSI 1985 (WL 100) 

喰代修 〔解剖学 2〕

ミク ロの世界から虫た ちの素顔ー走査型電

子顕微鏡写真集ー教文館 1985 (486) 

本田良行 〔生理学 2〕

肺と心機能の基礎と臨床 1、2 本田良行

編 真興交易医書出版部 1985 (WF 600) 

山浦 晶 〔脳神経外科学〕

〈も膜下出血 山浦晶著 篠原出版 1985 

(WL 200) 

昭和60年 1~ 12月に寄贈を受けた著書です。

（） 内の記号は配架記号です。 （敬称略、

五十音順）

「医学文献のさがし方ガイダンス」実施報告

亥鼻分館では例年医学部学生 (4年生を中

心） を対象に標記ガイダンスを行って しヽ るか、

今年度も60年11月11日（月）および11月18日（月）の

両日分館演習室に於て下記の内容で実施した。

はじめにテキス トにもとづき医学および関

連分野の索引誌、抄録誌 (IndexMedicus、

医学中央雑誌等）の構成、使い方について約

2時間の説明を行い、そのあとJOISによる

機械検索のデモンストレーションを行った。

当日の出席者は11日か11名、 18日か17名の計

28名であ った。

なお60年度中に看護学部、 (1月27日、 2

月3日、 2月17日の予定）、医学部付属看護

学校 (2月25日の予定）の学生に対しても同

様のガイダンスを実施する予定である。
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1986年購読雑誌の変更について

亥鼻地区における、 1986年の新規購読およ 22. Mebio （図書館）

び購読中止のタイトルは、下記のとおりです。 23. ナーシング トウティ （助 産）

24. 日本老年医学会雑誌 （基 保）

新規購読 25. ノぐテーマ （看 教）

1. Biological Psychiatry （精神）

2. Birth （母 看） 購読 中 止

3. British Journal of Psychiatry（精神） 1. Acute Care （医 情）

4. Clinical Journal of Pain （麻酔） 2 Agressologie （麻酔）

5. Diabetes Educator （図書館） 3 Annales Francaises d'Anesthesie 

6. Effective Health Care （医 情） et de Reanimation （麻酔）

7. Journal of Biological Response 4. Dissertation Abstracts 

Modifiers （治療部） International Sect.A.B （図書館）

8. Journal of Clinical Apheresis （輸血） 5. Infection （検 査）

9. Journal of Gastroenterology and 6. International Digest of Health 

Hepatology （内 1) Legislation （甚 保）

10. Life Support Systems （治療部） 7. Journal of Chronic Diseases（基 保）

11. Perspectives in Psychiatric 8 Journal of Clinical Pathology（検 査）

Care （精 看） 9. Mycologia （皮 膚）

12. Plasma Therapy and Transfusion 10. 母子保健情報 （助 産）

Technology （輸血） 11. 治験薬情報 （薬剤）

13. Seminars in Anesthesia （麻酔） 12. トラン ジスタ技術 （生理 1)

14. Transfusion （輸血）

15. Transplantation Proceedings（外 2) 

16. Western Journal of Nursing 

Research （看 教）

17. Clinical Neuroscience （図書館）

18.放射線科 （放部）

19. Immunohaematology （輸血）

20. 授業研究 （継 看）

21. 交流分析研究 （図書館）

•9 11 1 1 9•9 1 1 11 9•9 111 19 • 91111 9 •9 1 111 9 •9 11 11 9• 911 1 19 • 9 1 1 119 • 9 1 11 1 9 • 9 1 11 1 9 • 9 11 1 19 •91 1 11 9 • 9 11 1 1 9 •9 1 1 11 9• 91 1 11 9• 91 1 11 9• 9 1 1 1 1 9 •9 1 1 11 9 •9I I II 9• 9 1 1 1 1 9 • 9 11 1 19 • 9 11 1 19 • 9 1 111 9 •9 1 11 1 9 •911 1 19 • 9 111 1 9 • 9 1 1 1 19 •9 11 1 19 •9 11 1 1 9•9 1 1 11 9• 9 11 1 1 9 • 9 1 1 1 1 9 •9 1 111 9 • 9 1 11 1 9• 9 1 1 11 9 • 9 11 1 19 • 9 1 1 1 1 9 • 9 1 11 1 9 • 9 11 1 1 9 • 9 11 11 9•9 1 1 11 9 •9 1 1 1 1 9 • 9 1 1 11 9 • 

千葉大学附属図書館亥鼻分館報“らいぶらりいゐのはな，， No.16 1986年 2月10日発行

千葉大学附属図書館亥鼻分館発行 発行者 ：林 豊

千葉市亥鼻 1-8-1 電話 0472(22)7171（大代表）
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千葉大学附属図書館亥鼻分館報

1986. 9 17 
目次

広場

技術革新に関する諸問題 降矢震

<JOURNAL紹介〉 微生物学 清水文七

DIALOG情報検索サービス開始

2
 

4
 

6
 

「楔樹林」 啓蟄の候ともなれば櫻の花が待たれる。わけても グラン ド周辺の櫻は美しい。だか

今日はそれとは別に我が幻の櫻の山櫻樹林に就いて少し書いて置きます。先日私は迂回して病院

正門の前の通りに出た。右手にタクシーの溜り場があり、落葉した榎の梢に赤い夕日の落ちる時
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であった。後には椿の林が静ま って

いた。数台のタクシーが一々の画線

の中に納っていた一段程の舗装され

た空地である。ここが曽ての櫻の山

櫻樹林の跡である。昭和 3年我々は

卒業と同時にここに数十本の櫻の苗

木を植えた。春になると其のささや

かな梢にも、ちらほらと白く花が咲

いた。其の后幾年か過ぎ苗木は成木

となり観櫻の名所ともなった。我々

は毎年クラス会を開いた。或る年こ

の櫻樹林がキャ ッチフレーズとなり

記念碑を立てることになった。昭和

32年春 5月であった。時の学長小池

敬事先生の手を煩はして櫻樹林と碑

銘を書いて頂いた。石は方尺の小さ

い物であ ったが石屋がリヤカーに積

んで運んでくれた。数名の友人か立

会って建碑式か行れた。時の新聞は

美挙としてト ップ記事に載せてくれ

た。幸いに其の時の写真がと ってあ

りましたのでここに添付して置きま

す。其の後また幾年か過ぎ、私は所
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用あ って新病院の正門をくぐ った。曽ての櫻

樹林は其処にはなかった。駐車しようとする

とバラバラとタクシーの運転手か出て来て「

駄目だ」と制された。勿論其処には 1本の櫻

もなく記念碑もなかった。私は仕方なく病院

の外来駐車場の方に向った。

以上簡単なから櫻樹林の顛末を語って置き

ます。

（千葉医科大学昭和 3年卒 中島元徳）

技術革新に関する諸問題

情報の検索、伝達、記録等の技術は急速に

進歩し、我々はこれにより多くの便宜がえら

れるようになってきた。反面それらから様ざ

まな逆効果をも生じている。その一因は高度

な分業化により、技術者は'‘木を見る者は森

を見ず”で、手段を目的と取り違えている事

でもある。 ‘電算機の上手な利用法は、でき

るだけ使わない事である”という逆説的な言

い方は、電算機の利用を軽視しているのでは

なく、上記の傾向に対する高所からの批判な

のである。今ここに図書に関する現実におき

ている諸問題について考えてみよう 。

複写機の普及は利用者には最も身近な便宜

を与えてくれた。しかし以前のように論文の

要点をメモする必要かなくなり、 コピーを｀積

ん読”することが多いという問題が生じた。

以前、特に戦中は書籍の購入が困難だったか

ら、学生は必死になってノートをと ったもの

である。今ではそのような姿は殆んどみられ

ない 。 複写 • 印刷が簡単にできるようになり、

至れり墨せりの資料が配られるし、参考書も

多種類閲覧しうるようになったからである。

しかし講義を聞きなから、その内容を一瞬の

間に数分の一に要約して ノートしなければな

らぬ事は、極めて不完全な結果しかえられぬ

とはいえ、得難い頭脳の訓練であったろう 。

¥‘以前は研究者が関連論文を選びだして読

むのに、週間 8時間ですんだが、今では 1日

48時間でも足りない”といわれた。30年後の

今日では各分野での原著論文の数は更に急増

降矢 震

している。それらの検索の為にジョイスとか

ダイアログなどというデーターベースか整備

されている。特許関係の人々には大変便利で、

これなくしてはやってゆけぬという。しかし

一般の我々にとっては、膨大な数かえられる

が、その高価な経費の割合には利用価値が意

外に少なく、カレント コンテント中の主要誌

の題目を見る方が手取早いという人もいる。

故赤松先生は 「あまり文献ばかり読みすぎ

ると実験がおろそかになる。そうした利口者

は、実験をやる前から結果か判っている よう

な気がしてしまうから、やる気かしなくなる。

読まねばならぬ文献の数はそんなに多くはな

い。また大切なのは実験材料と実験方法であ

る。これらについては充分によく調べ、自分

の頭で実験計画を立てる事だ」と教えられた。

'‘横浜商会”とか‘舶来鞄”というような

言葉もあった。最新の文献を読む事に狂奔す

る者を椰楡したものである。実験をせずに総

説を書く人々であ った。しかし情勢の変化は

評価をも変える。総説は貴重な存在となった。

今のように情報の氾濫するときには総説を読

む事は大変に時間の節約となるからである。

数年前、ニューヨーク病院の血液検査を見

学した。古い建物であったから新らしい電算

機システムはない。採血するや直ちに測定す

る。ここまでは電算機システムは無関係であ

る。しかしデーターがでると 直ちに各自かも

つCRTで入力する。採血してから10分以内

に報告が終る。我々は病院の電算機システム
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が実用されて数年経った時であった。それま

での所々の実施例の長所を取り入れ、最も効

率のよい システムを考えたつもりであった。

しかし受付以下のシステムに多く の機構が介

入するため、報告までに 1時間以上を要する

事か多い。目的は迅速なデータの報告であり、

彼等にはその為のCRTは各自に配備されて

いた。我々は システム化の為に大部分の予算

を使い、 CRTは全体で9台しかない。目的

と手段とを転倒していた事を深く反省した。

しかしトータルシステムは女房と同じで、 一

旦決めたら全面変更は新設するのと同じで、

予算的に不可能である。今回図書館の電算機シ

ステム化が精力的に推進されている。これも

同じ様な問題を含んでいる様に思う 。計画す

る方々の参考として記す次第である。高所に

立って目的を明確にし、出来るだけ単純にし

て実用的に効率のよいシステムとすべきであ

る。

図書館の中央化は管理運営の上では大変能

率がよい。医科大学当時の図書館には学習用

の参考書や二次文献の一部位か配架され、大

部分の専門書は各教室の図書室に罹かれてい

た。その後の教室の移転が行われた際各教室

の図書室面積の縮少に伴ない、利用頻度の少

ない専門誌は図書館に返納され、かなりの中

央化が促進された。新設医科大学では当初よ

り中央化の方針の所もあるという 。この中央

化にも問題がある。例をまた検査システムに

とってみよう 。以前は各科か別々に検査室を

持っていたが、検査項目と件数の増、使用機

器の高額化、専門技術の必要性から中央化か

進められた。しかし中央化による不便さが目

立つようになり、各病棟や中央診療部の夫ぞ

れの特殊性に応じた項目か、その場で直ちに

行えるような '‘サテライト検査室” が備えら

れる趨勢にある。これは昔に逆行したのでは

ない。中央化は中央化の合理性を充分に発揮

するか、各部門では夫々の緊急性に応じた事

をやる様になったのである。図書館について

も同様であろう 。亥鼻分館としては医学 ・生

物学等の一般書と各教室で利用頻度の少くな

った専門誌を置き、各教室で必須な専門誌は

夫ぞれに分散すべきではなかろうか。本は必

要に応じて読まれるのか目的であり、管理運

営は手段にすぎないのだから。分散による管

理の悪さから雑誌に欠号かでる事があって も、

それと読まれ易い状態にお〈のとどちらかを

執るかのかねあいとなる。

情報伝達技術の進歩は図書館の在り方にも

変化を与える。今文部省では地方毎に情報セ

ンターを設け、各大学の図書館を介して各人

はこれを利用できるようにすべく 準備中であ

る。学術書、特にそのうち専門雑誌の新たな

刊行か増加し、各施設でそれらを購入するこ

とか予算的にできない事もその設立理由の一

つである。これで各施設では利用頻度の少な

い専門誌を無理して購入する必要もなくなる。

また前記各教室必要雑誌の分散による欠号の

発生の問題も解消しよう 。

技術の進歩は書類の保管にも変化を与えた。

一時マイクロコピーが大いに持囃され、カル

テをこの形で保管したらよいといわれた時が

あった。しかし高温多湿の日本では不向きで

あるという事から、実際には行なったという

話はきかない。実用にはカルテから作られる

要点を様式化して磁気テープやテ‘`ィスクに納

め、 診療や統計処理等に利用する事か、既に

20年前には米国で行なわれていた。肉筆で書

いたカルテは書籍と違い、唯一つしかない貴

重な記録である。収納場所が足りないといっ

て粗略に扱うべきではない。永久保存として

完備した書庫に収納すべきである。

図書館の書庫には如何なる書籍を保管すべ

きかも問題であろう 。図書館ではこれを実際

に利用する事を主体とするか、殆んど利用さ

れぬか既購入の書籍の保存にも重点をおくか

である。勿論実際には両者ともに行なわれて

いるが、蔵書か年々増加し、各教室からの返

納希望か増え、これに対して書庫の広さか限

られているから近い将来の課題となる。

Haldaneの “TheEnzyme"は外国では再刻

され出版された位の歴史的価値のある本であ

る。これを読み直す必要かあ って図書館へ問い

合せた所、返納されてはいないという。かつ

て何回かに亘る教室図書の図書館への返納に

際し、単行本の類の多くは廃棄された。目録

をみると、千葉以外には新潟と慶応にあるこ

とになっていた。両者に問い合せて貰っ た所、

いづれにも今はないという 。教室で不要書を
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廃棄する際にいづれを選ぶかは担当者の好み

による。当人は要らぬと思っても他者には重

要なものもある。古い書籍を全部保管する事

は不可能であるが、その選択は大変むづかし

い。“蛋白質 ・核酸 ・酵素＂誌の発刊に当り 、

核酸研究でも権威であった赤松教授か、核酸

の発見に関し、十九世紀の研究の歴史につい

ての原稿を依頼された。丁度先生は学部長に

なられ、多忙の為私がこれを下請する事にな

った。この時の主要文献は百編を超えたが、

驚いた事にはその殆んどは医学部内にあり、

他学で読んだのは 3編にすぎなかった。本学

れる機会のない古い本の取り扱いを慎重に願

いたいというのは感傷であろうか。

さて以上取りとめのない事を列記してきた。

また現行の批判のみを誇張しすぎた嫌もある。

しかし本旨は、このように技術革新か激しく、

利用者として如何に対応すべきかとしての具

体的問題を提起したかったのである。勿論そ

れは人により大変な違いかあろう 。また多年

の懸案である分館の新営が実現する迄に、そ

の内容を如何に整備するかの意見の最大公約

数をまとめる為には討議を重ねる必要があろ

う。その為の話題としても肝心の事と思われ

にあったこれらのいくつかは既に廃棄されて るからである。

いるだろうと考えると、残念な気がする。新 （亥鼻分館長）

らしい書籍はどこにでもある。殆んど利用さ

〈Journal紹介〉

微生物学

微生物とは肉眼ではみることのできない程

に小さな生物の総称であり、その中には細菌、

真菌、原生動物、ウイルスなどか含まれる。

このような微生物を研究する科学か微生物学

である。医学ではこれらの微生物が感染とい

う形をと ってヒトに感染症を起こすことが重

要視され、主として病原微生物の研究が中心

をなしてきた。しかし、今日では病原微生物

にとどまらず培養細胞をも対象とするように

なっている。一方、病原微生物の感染に対す

る生体の応答について研究するのが免疫学で

あるか、感染抵抗性の本態の解明と不可分の

関係をもって発達して来たために今日でもし

ばしば微生物学の 1領域として取扱われてい

る。しかし病原微生物にとどまらず、異物の

認識とそれに対する生体の応答を碁本とする

免疫現象を対象とするように拡大され、免疫

学は独立した分野となった。他方、わか国で

は原虫学は寄生虫学、医動物学として独立に

取扱われるならわしであるのでここでは言及

しないことにする。

従ってここには細苗 ・ウイルス学関係の雑

誌の紹介を致したいか、多様化と細分化の進

清水文七

むなかで膨大な数の雑誌か発行されている現

状では以下の分類とリストは極めて片寄りの

あるものであることをお断りしたい。

A 細菌学を中心とした微生物学誌

1. Antimicrobial Agents and Chemo-

therapy 

2. Journal of Bacteriology* 

3. Infection and Immunity* 

4. Journal of Clinical Microbiology 

5. Applied and Environmental Micro-

biology 

6. International Journal of Systematic 

Bac te r io logy 

7. Journal of General Microbiology 

8. Journal of Medical Microbiology 

9. Microbiology and Immunology 

まず、細菌、 真菌、抗生物質を中心とした

微生物学の現状について ScienceCitation 

Index(SC I)言志の Journal Citation Reports 

(Journal Rankings -1984) の資料をもと

にしてリストを作ってみた。 Microbiology 

の項には総説誌を含めて52誌かあり、それら
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は学術誌の評価碁準の 1つとなる impact

factor順にな っている。ここではその順に従

って9誌を取り上げた。かつて細菌の狩人達

の活躍の舞台となった Zentralblattfor 

Bakte rio logie und Paras itologie (33位）

の影はうすく 、アメリカ微生物学会(ASM)

誌が6位までを独占 している。日本の細苗学

会・ウイルス学会 • 免疫学会合同の唯一の欧

文誌（リスト 9番）は32位にラ ンク されている。

もっとも、 J.Bacteriol.(ASM発行）の1984

年度掲載論文の国別調査では米国(62%）、日

本(8%）、 ドイツ(5%）、カナダ、 フランス、

英国などの順となっていた。なお 3番誌は著

者か免疫領域からここへ編入を行ったもので

ある。

B ウイルス学誌

1. Journal of Virology (1967年創刊）

2. Virology* (1955) 

3. Journal of Medical Virology (1977) 

4. Journal of General Virology (1967) 

5. lntervirology (1973) 

6. Antiviral Research (1981) 

7. Archies of Virology* (1939) 

8. Journal of Virological Methods(l980) 

9. Acta Virologica (1957) 

10. Virus Research (1984) 

S C I誌の資料によると総説誌を含めて17

誌が登録されているが、 impactfactorの高

い順に10誌をあげた。まずこの分野が新しい

ことは雑誌の発行年からうかがえるであろう 。

最も古い 7番誌（ウィーン）は現在ははかばか

しくなく二流誌となって、 トップの座はASM

誌にゆずることとなった。この差は論文の質

と編集方針によるもので、原稿受理率が 5割

を切るようなト ップ誌に増々原稿が集まるこ

とになるのである。

C 関連分野

1. International Journal of Cancer* 

2. Journal of Biological Chemistry* 

3. Lancet* 

4. New England Journal of Medicine* 

5. Cancer Research* 

6. Journal of the National Cancer 

Institute* 

7. Journal of Molecular Bio lo幻＊

関係論文の掲載頻度、情報源の重要性など

を考慮して順位をつけた。

我々は腫瘍ウイルスの研究を行っているの

でここに掲げる雑誌は我々にと ってはウイル

ス学誌同様に必要となるも のである。このリ

ス トは研究テーマによ って著しく変るであろ

うか、 このように関連論文は専門誌に とどま

らず、関連領域雑誌へと拡がっていくもので

ある。

D ライフサイエンス 4誌

1. Nature* 

2. Science* 

3. Cell* 

4. Proceedings of the National Academy 

of Scinces of the United States of 

America ＊ 

ここにあげるまでもなく必須であ る。

E 遺伝子工学誌

l. Molecular and Cellular Biology* 

2. EMBO Journal* 

3. Nucleic Ac ids Research* 

4. Gene* 

5. DNA 

1番誌はASM誌で守備範囲か広く急成長

しているので、むしろ Dグループに入れるべ

きであろう 。

F 総 説誌

1. Microbiological Reviews* 

2. Current Topics in Microbiology and 

Immunology 

3. Advances in Virus Research* 

4. Progress in Medical Virology 

5. Comprehensive Virology 

ウイルス学の総説誌に限ったか、1・2番誌に

は細菌、免疫関係の総説も載る。最近、この

ような総説専門誌はあまり利用されなくなっ

た。総説か出版される頃には内容にかなりの

訂正か加えられる時代であるからである。

＊印は亥鼻分館継続購読誌

（微生物学 教授）
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DIALOG情報検索サービス開始

4月1日より、 DIALOG情報検索サービスを開始しました。従来の JO I Sと比較した、

DIALOGの特徴は表 1の通りです。

表 2は、亥鼻分館の利用者が使う可能性のあるテ‘‘ータベースの一覧表です。

なお詳しくはカウンター（内線2808)へお問い合わせ下さい。

表 1 JOISとDIALOGの比較表

項目 J O I S D I A L O G 

日本科学技術情報セ ンター (JICST)が提供。 米国DIALOG情報サービス社が提供。自然、人

概 要 1医学をはじめ自然科学分野のデータベースを収録 文、社会科学等の全学問分野に及ふデータベースを

収録

ファイル J IC ST、MEDLINE、EMBASE IMEDLINE、EMBASE
の種類 等18種類 等約250種類

MEDLINE 1972年～ MEDLINE 1966年～

検索期間 IEMBASE ・ 1980年～ EM  BASE 1974年～

C A S E A R C H 1977年～ CASE ARCH 1967年～

・キーワー ド検索 ・キーワード検索

• 分類コード検索 • 分類コード検索

・フリーターム検索 ・フルテキス ト検索

複合語を検索する時は 1語つつ入力した後、掛け 複合語を検索する時は近接演算子を使用

主 な 合わせる（論理積）

検索方法 （例）1. ft : congeni ta! （例）congeninal(w)g~neral ized(w) f ibromatos Is 

2. ft: generalized と入力するとこの順で並んだ文献のみが検索され

3. ft: fibromatosis る。また近接演算子（n)を用いると語順は問わない

4. 1 X 2 X 3 か隣接した語のみを検索する。

隣り合った語だけでなく、離れた所からも探して

くるので、不必要な文献か入ってくる。

1. JOISサーピス料金

J O I Sサービス料金表により固定。

料金の改定はあり 。

1. DIALOGサービス料金

利用料金 |2. 電話料金

DIALOG情報サービス社が発行する使用明

細書に基づき 、代理店が使用月の為替レートに

より、円価で翌月下旬請求 （手数料15％込み）

ー検索当

りの総費

用 （平均

10分20件

20円／分

MEDLINE 

オンライン
接紐料 出力科電話料 合計

1, 800 + 200 + 200 = 2, 200円

出力) |EMBASE 

3,230 + 200 + 200 = 3,630円

CASEARCH 

3,120 + 1,020 + 200 = 4,340円

-6-

2. データ通信料金

KINOCOSMONET 80円／分

電話代 20円／分

MEDLINE 

オンライ ン
接紐料出力料

(960 + 160) 

手数料 通信料 合計
円

X 1. 15 + 1, 000 = 2, 288 

EMBASE 
円

(2,240 + l,408)X 1.15 + 1,000 = 5,195 

CASEARCH 
円

(2,400 + 736) X 1.15 + 1,000 = 4,606 

* 160円／ ドルで計算



表2 データペース一覧表（利用料金含む）
昭和61年 4月1日現在

接続料 オンラ イオ7ライ
データペース名 データベース製作機閾 主題分野 検索期間

／時 ン／出件力料
ン出力料

／件

＄ ＄ ＄ 
BIOSIS PREVIEWS BioSciences Information Service 生物科学 1969- 84 0 24 0 34 

CA SEARCH Chemical Abstracts Service 
化学 ・化

学工学
1967- 90 0 23 0.35 

CHEMICAL EXPOSURE 
Chemical Effects Information Center, 化学品被

Oak Ridge National Laboratory 曝情報
1974- 45 0.15 

CAの化
CHEMNAME@ DIALOG Information Services, Inc. 合物索引 1967- 158 0 18 0.32 

辞書

DRUG INFORMATION American Society of Hos pi ta! 医薬品情 最新情

FULLTEXT Pharmacists 報 報
48 0 25 0 35 

EMBASE Excerpta Medica 医学
1974.6 

84 0 44 0.33 
-＿ 

HEAL TH PLANNING 

AND ADMINISTRATION 
U.S. National Library of Medicine 建康管理 1975- 36 0 05 0.20 

INTERNATIONAL American Society of Hos pi ta! 医薬品情
PHARMACEUTICAL 1970- 69 0 27 0 38 
ABSTRACTS 

Pharmacists 報

LIFE SCIENCES ライフサ

COLLECTION 
Cambridge Scientific Abstracts 

イエンス
1978- 87 0 35 0 45 

MEDLINE U.S. National Library of Medicine 生物医学 1966- 36 0 05 0 20 

MENTAL HEAL TH National Clearinghouse for 

ABSTRACTS Mental Health Information 
精神医学 1969~ 66 0.10 0.20 

NURSING & ALLIED Cumulative Index to Nursing & Allied 看護学、

Heal th Literature [ CI NAHL] 
1983~ 54 0.25 

HEAL TH(CI NAHL) 健康管理

OCCUPATIONAL SAFETY U.S. National Institute for Occupational 職場の安

AND HEALTH(NIOSH) 
Safety & Health Technical Information 

全・衛生
1972~ 57 0.25 0.30 

Center 

PHARMACEUTICAL 医薬品、 1975 

NEWS INDEX 
Data Courier, Inc. 

医療機器
126 0.55 0.55 

12~ 

SCI SEARCH@ Institute for Scientific Information 
科学技術

全般
1974- 63 0.20 0.25 

遺伝子工

TELEGE⑮ EiC/Intel I igence 学、生物 1973- 95 0 20 0.30 

工学

ZOOLOGICAL RECORD BioSciences Information Service 
全世界の

1978- 87 0 20 0 26 
動物文献
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昭和61年度開館日程表

区 分 4 5 6 7 8 ， 10 11 12 1 2 3 

通 常開館
| I | I | | 7 | I 
＝ ＝ 

闊）週土曜日日
9. 00-17 00 1 25 6 31 
9. 00-12. 00 図 （木） (:k) 因

時間 外 開館
I I I l I | | 

＝ ＝ ＝ ＝ 
週土 日 17. 00-20 00 7 26 1 4 6 25 6 14 
曜日 12. 00-16 30 （月） (±) （月） （灼（木） 困 （灼 田

日曜開館
13, 20 4, 11 1, 8 6, 13 7, 14 5, 12 2, 9 7, 14 11, 18 1, 8 1, 8 

13 00-17 00 27 18, 25 15, 22 20 21, 28 19, 26 16, 30 21 25 15, 22 
29 

休
（祝日館、他）日

6,⑳ ③，⑤ 27 3, 10 ⑮，⑳ ⑩ 
創象立記25 4 

年末年始⑮ ⑪ 15,⑪ 
17, 24 （ ←→ 22, 29 
31 念日 26伶 5 （月）

〇印は祝日

日曜と 祝 日か重なる場合は休館。 また振替休日も休館

.寄贈著書ありがとうございました.

斎藤 篤 〔解剖学 1〕

身体障害児 教師のための医学アトラス

E. E. Bleck, D. A. Nagel編著 上原す

子ゞ 斎藤篤監訳協同医書出版 1986 

(WS200) 

高橋照子 〔看護教育学〕

健康を 一生きる一人間 パースィ看護理論

ローズマリー R. パースィ 著 高橋照子

訳現代社 1985 (WY86) 

中島紀恵子 〔基礎保健学〕

ほけ 理解と看護 中島紀恵子、石川民雄

著 時事通信社 1983 (WY152) 

老人看護学 大友英一、中島紀恵子編著

真興交易医書出版部 1986 (WY152) 

三浦義彰 〔生化学2〕

バイオモジュ レーション ライフサイエン

ス新領域の展望 三浦義彰、伊藤京子共著

丸善 1986 (QU 4) 

柳橋雅彦 〔精神医学〕

アルコホリ スムス アルコール乱用と依存

w.フォイエルラ イン著 柳橋雅彦、松原
公護訳牧野出版 1986 (WM274) 

昭和61年 1~ 7月に寄贈を受けた著書です。

（） 内の記号は配架記号です。 （敬称略、

五十音順）

人 事

-61. 4. 1-

分 館 長 降矢震 （附属病院検査部長）

事 務 長笈田 定 （教育学部事務長補佐）

目録情報係長岩沢 明 （放送大学学園）

学術資料係長 高橋喜一郎 （整理係）

放送大学学園 青木公男 （運用係）辞職

亥鼻分館運営委員

-61. 4 1 -

氏 名 所 属 交替者

降矢 震 附属病院 林 豊

永野俊雄 医学部

清水 文七 II 岡本 昭二

山口覚太郎 看護学部

兼松百合子 ＂ 
野口美和子

畝本 力 生物活性研究所

林 万喜 II 

山口 豊 附属病院

吉田 尚 II 

河野繁蔵 附属図書館

千葉大学附属図書館亥鼻分館報 “らいぶらりいゐのはな，，No.17 1986年 9月1日発行

千葉大学附属図書館亥鼻分館発行 発行者 ：降矢 震

千葉市亥鼻 1-8 -1 電話 0472(22)7171（大代表）
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1987. 4 

目次

広場

食物 木村康 2 

くJOURNAL紹介〉 薬理学 村山智 3 

図書館を10倍上手に利用する方法

千葉大学附属図書館亥鼻分館報

18 

VI. Science Citation Index (SC I)の使い方 5 

1987年購読雑誌の変更について 7 

- 1 

「長尾先生の像側に仲んで」

医科大学当時は町外れであった

が、今は大千葉市の略中央となり、

亥鼻キャンパスの内容も一新した。

病院坂はあまり変りないが、少し

入れば、師範学校跡は市の文化セ

ンターとなり、護国神社跡には古

人が想像もしえぬコンクリートの

天主閣が建っている。戦時中供出

された長尾先生の胸像は、医学創

立85周年を期して、所を変えて図

書分館の西方に台座のみを復元し、

ささやかなレリーフとして再建され

た。ここから見る天主閣、特に桜

の時期には格別の趣がある。星移

り人変る様をこの始祖は如何なる

想で見ておられるのであろうか。

（分館長降矢震）



→ 
食

近頃のテレビ番組は食生活に関係するもの

か多い。お決まりの料理番組からグルメ番組

まで極めて多彩である。戦前から終戦直後ま

での日本人の食生活を知る者は只その変貌ぶ

りに驚くばかり、お蔭で休日のレストラン、

食堂の混雑は実に凄まじい。これも平和と豊

かさのお蔭、いまや日本人総グルメ時代とい

うわけである。はんとにそうだろうか？など

とここで批判するつもりはない。人間の最大

の欲望である食欲か、何時でも何処でも満た

されることはまことに結構。しかし私にと っ

ては大変困ることかある。これからその理由

をお話しよう 。

私の専門は法医学、殺人が起これば死体を

解剖する。解剖か終われば死因や原因となっ

た損傷、死後の経過時間などを報告しなけれ

ばならない。死後の経過時間とは死んでから

どの位時間か経っているかということである

が、これを推定する資料の一つに胃の内容物

の消化状態かある。何を食べて、それがどの

位消化されているかが判れば食後の時間か推

定出来るからである。また、胃や腸の内容物

に含まれている未消化の食物の細片から何を

食べたのか推測することか出来、個人の食生

活もおは‘‘ろげなから推察出来るので、捜査本

部か置かれるような事件では食べた食物の種

類までも検査しなければならない。食物の種

類か多過ぎて、これまで見たことのない種類

のものか混じっていた場合は大変困るのであ

る。デパー トや八百屋の店先に並んでいる新

種のものや、輸入ものなど目につき次弟購入

して他種との鑑別点を検討し、普段から準備

しているのであるか、最近の日本人の食生活

に登場する食物の種類の多さにはほとほと困

物

木村康

り果てている。

食物の中には調理の仕方で消化か良くなっ

たり、悪くなったりするものかあるか、最近

のグルメばやりの料理では一般に消化か良〈

なり、同じ食物でもその形態から食後の時間

を判断するのか仲々困難な場合もあり、全く

の鑑定人泣かせであ る。

さて、 “パンを食べたら毛か出てくる”と

云ったら誰でも驚くに違いないが、パンは発

毛剤ではないから毛か生える筈かない。しか

しパンを食べたかどうかを判断するのは小麦

の澱粉と 小麦の毛か鑑別の指標になる。だか

らドロドロに消化されている胃の内容物を顕

微鏡で検査した時、小麦の毛が出てくればパ

ンを食べたと推察することが出来る。それで

はウドンならどうだ、同じ小麦粉の製品じゃ

ないかと疑問か出てくるだろう 。そうです、

それも先刻承知のことです。ウドンも消化さ

れれば、小麦の毛か出て来ます。しかしウド

ンは形が違う 。細長い紐状のウド ンが消化さ

れるとブッブツに切れてしまうが、それでも

肉眼的にはウドンであ ったことが判る。その

上一緒に食べる物か違う、パン食の時は何を

食べるだろうか、アレコレ考えなから消化さ

れていない物を検査して何を一緒に食べたか

を判断して結論を出す、これか胃内容検査の

一端であり 、死体が生前に食べた物を究明し

て行く初歩である。

魚はどうだろうか、肉だけでは駄目である。

皮や鱗が見つかればほとんど確実に食べた魚

の種類を判断することか出来る。鱗は魚の種

類によ って特徴かあるか、魚を食べる時に鱗

まで食べることは少ない。小魚などは頭から

鱗の付いたまま食べることが多いか、大きな
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魚になると鱗の付いたまま食べることはない。

焼き魚や煮魚を皮の付いたまま食べた時は皮

に特徴があるので鑑別は比較的容易である。

鑑別の指標は色素粒の色調と形であ る。面白

いことは皮の黒い魚でも赤い色調の色素粒か

混じ っていることである。形も条状のものか

らク モのような形のものまである。しかし最

近は焼き魚の焦げた皮は発ガン性があると考

えてか食べない人が多いので、同じ魚でも焼

き魚か煮魚か判断に苦しむことかある。

甲府の人はブドウは種ごと、或いは袋 （果

皮）ごと食べるのが通だと 云う 。ブドウの種

も種類を判断するには便利である。一様に形

は似ているか、よく見ると種類によ って大き

〈Journal紹介〉

→→ 粂

薬理学の一般的な姿を大まかに眺めてみる

と、生体の機能を薬物を用いて解明して行く

立場、新しく抽出されたり、合成されたりし

た薬物について研究し、臨床応用への可能性、

方法を探究する仕事かあるが、さらに既に治

療に用いられている薬物について別の用途を

導き出 したり、はからずも生じた薬物による

事故の究明や救済への対策を樹立する こと等

もその使命に含まれる。この後半の、やや社

会医学的性格をも帯びる薬理学の使命につい

てはとかく深入りされず、ことにわか国の薬

理学者が避けかちな点である。本稿を書くに

際して眺め返してみても、国の内外を問わず、

その面での雑誌の手薄さに改めて気付いた。

しかし、ともあれ、 基礎医学から臨床医学へ

の重要なかけ橋として、医学教育の根幹の一

つである薬理学に関する定期刊行物は、他の

領野と同様に今や実に多種多彩である。本誌

の既刊号をみると 、既に解剖学、生理学、生

化学、微生物学等の学術雑誌についてのよき

紹介か掲載済であるが、それらに共通する「境

理

さも違うし、形も違い、 表面の構造も違 うの

で識別し易い。山ブドウの種から犯人か歩い

た道筋を推抑lして、付近の聞き込みから犯人

か逮捕された事件もあった。

食物は食べるものである、味も香 りも記憶

に残る。しかし長年その形を肉眼的や顕微鏡

的に見ていると特徴ある細胞や線維、色素粒、

油滴などは記憶に残る。食べ物のカスと 云う

と何やら汚く聞こえるか、顕微鏡を通して見

ていると造化の妙に感嘆して仕事であること

を忘れてしまうこともある。自分の排せつ物

から昨日の昼に何を食べたのか判ってしまう

とはまさに“お釈迦さまでもご存じあるまい＂

というところであろうか。 （医学部長）

社u,
子

村山智

界領域の相互関係」 「専門領域を対象とした

雑誌の発展」等は薬理学についても全く同様

であり 、紹介記事の書き方についても既に執

箪された方々と同じく、学問の多様化と細分

化のなかで、膨大な数の雑誌を偏りなく眺め

て、自己の専門領域にことさら偏ることなく

まとめ得るか否かへの危惧は筆者にもたしか

にある。また、本稿の対象をどこに置くかに

ついての明確な判断もないままに、ごく一般

的に薬理学関係雑誌を、なるべく亥鼻分館で

みられる雑誌を中心にまとめたものであるこ

とをお許しねがいたい。なお Nature,Science 

等は折にふれて当然目を通す機会のあ るもの

としてはぶいた。なお、以下の雑誌の選択に

は鈴木俊雄講師の協力を得た。

A. LIST OF JOURNALS INDEXED IN 

INDEX MEDICUS より抜き出した薬

理学、中毒学、薬学に関係する雑誌数

① Pharmacology (82) 

② Toxicology (44) 

③ Pharmacy (28) 
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ちなみに、 Psychopharmacology(12) 

Neuropharmacology (5) 

B. SC I (Science Citation Index)の

Journal Citation Reportより広〈抜

き出した薬理学関係の雑誌数

① Pharmacology and Pharmacy (125) 

② Neurosciences (102) 

③ Toxicology (27) 

C.薬理学全般にわたる代表的な雑誌

（①～⑨はSC Iの20位中よりの選択、

カッコ内の数字は創刊年を示す）

① Annual Review of Pharmacology and 

Toxicology (1961/Palo Alto) * 
② Pharmacological Reviews 

(1949/Baltimore) * 
③ Molecular Pharmacology 

(1965/New York) * 
④ British J. Pharmacology (1946/London) * 
⑤ Naunyn-Schmiedeberg's Archieves of 

Pharmacology(1873/ Berlin) * 
⑥ J. Pharmacology and Experimental 

Therapeutics (1909/Baltimor) * 
⑦ European J. Pharmacology 

(1967 / Amsterdam) * 
⑧ Trends in Pharmacological Sciences 

(1979/ Amsterdam) * 
⑨ Biochemical Pharmacology (1958/0xford) * 
⑩ J. Pharmacy and Pharmacology 
(1949/London) (SCI 43位） ＊ 

⑪ Archives lnt. Pharmacodynamie et de 

Therapie (1895/Ghent) (SC I 68位） ＊ 

⑫ Japanese J. Pharmacology (1951/Kyoto) 

(SCI 69位）

⑬ Arzneimittel-Forschung(l951/ Aulendorf) 

(SCI 75位） ＊ 

D.薬理学の特定の領域に関係する雑誌

D Advances in Pharmacology and 

゜Chemotherapy ② J. Autonomic Pharmacology 
③ Int. J. Immunopharmacology * 
④ Nueropharmacology * 
⑤ Psychopharmacology * 

⑥ J. Cardiovascular Pharmacology * 
⑦ Pharmacology, Biochemistry and 

Behavior 

E.臨床薬理学に関係する雑誌

(S C Iの35位までの中より 選択）

① Clinical Pharmacokinetics * 
② J. Pharmacology and Experimental 

Therapeutics（前出： C -⑥） ＊ 

③ British J. Clinical Pharmacology 

④ J. Clinical Psychopharmacology * 
⑤ European J. Clinical Pharmacology 

F．中毒学に関係する雑誌

(SCIのPharmacology-Pharmacyの項

目より選択）

① Annual Review of Pharmacology and 

Toxicology（前出 ：C一①）＊ 

② Toxicology and Applied Pharmacology * 
③ Acta Pharmacologica et Toxicologica * 
④ Toxicology * 
G.神経薬理学の関連分野の雑誌
(SCIのNeurosciencesの項目 より 選択。

本誌16号の生理学のJournal紹介，神

経、筋に関する項をも参照）

① Progress in Neuro-Psychopharmacology 

and biological psychiatry 

② J. Neuroscience Research 

③ Neuroscience * 
④ J. Neurophysiology * 
⑤ Brain Research * 
⑥ Experimental Brain Research * 
⑦ Neuroscience Letters * 
⑧ Neurology * 
⑨ J. Neural Transmission * 
⑩ Neuroscience Research * 
⑪ Progress in Brain Research * 
⑫ Electroencephalography and Clinical 

Neurophysiology * 
⑬ Life Sciences * 
⑭ J. Autonomic Nervous System * 
⑮ J. Neurochemistry * 
H.代表的な団内誌

① 日本薬理学雑誌 (FoliaPharmacolog1ca 
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Japonica) * 
② Japanese J. Pharmacology（前出 ：C一⑫）
③ 応用薬理

『日本薬理学雑誌』、"JapaneseJ. Pharmacology" 

はともに日本薬理学会の機関誌であり、薬

理学全般にわたる雑誌である。『応用薬理』は

開発後間もない、あるいは開発途上にある

新しい薬物に関する情報を得るのに便利で

ある。新薬に関する 比較試験の成績を知る

ためには『臨床評価』という雑誌かある。

（＊印は亥鼻分館継続購読誌）

盛者か薬理学教室に入った昭和20年代の後

半に大切に された雑誌は、

① J. Pharmacol. Exp. Ther 
② Br. J. Pharma col 
③ Arch. Int. Pharmacodyn. Ther 

④ Naunyn-Schmiedebergs Arch. Pharmacol 

等であった。①、②はともかくとして、 ③は

今日では EuropeanJ. Pharmacology の読者

にと って代わられた趣かあり 、 ドイツ語の雑

誌であっ た④は英語となり、時代の流れを思

わないわけに行かない。

（薬理学教授）

図書館を 倍上手に利用する方法

VI. Science Citation Index (SC I)の使い方

研究活動においては、今までの研究成果や新

しい知見かあるかどうかを知るために、数多

くの論文に目を通すことが必要である。論文

にはたいてい、参考文献や引用文献が付され

ていて、興味を持てば、それらの引用文献を
、、、、、、、、、

次々と過去にさかのほ‘っ て読んでいく 。今回

紹介する ScienceCitation Index（略してSCI)

は、それとは逆に、ある論文かその後誰によ

って何という 論文に引用されたかを調べるニ

次資料である。

概要

米国 Institutefor Scientific Information 

(ISI)社が1961年分か ら発行。隔月刊版と年

間累積版がある。引用された論文と、それを

引用した論文を一定の規則のもとに配列した

索引誌であ る。

収録対象は、 自然科学分野の重要雑誌から

3,367誌。 62万点以上の記事か索引されてい

る (1985年収載分）。

特徴

引用文献索引であ るため、既知の論文の ‘

題と関連のある論文を得るために使え、特定

の理論や新事実として問題になった事柄など

のその後の発展を調べられる。

ある論文が数多く引用されるという ことに

より、 論文を評価する目安にもなる。

また、利用者か主題の知識、索引誌に関す

る知識か無くても引用文献からそのまま引け、

多くの分野にまたかる研究、学際領域の研究

についても調べられる。

構成

大きく分けて、 CitationIndex（引用索引）、

Source Index（情報源索引）、PermutermSub -

ject Index （回転式キーワード索引）の三部

門からなり、他に CorporateIndex（機関名

索引）、Guide& Lists of Source Publica -

tion （利用案内と収載資料リスト ）、そして

Journal Citation Reports（収載誌について引

用文献分析を行ったもの）かある。

Citation Index (CI) 

これはSCIの中心をなすもので、既に発表

された論文が一定の期間 （隔月刊版なら最近
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の2ヶ月間、年間累柏版ならその 1年間）に=

かれた論文の中で引用されているかを知る引

用文献索引である。

図 1

-MONTAGNIER L 

② 一tJN,.TURE 199 b44 /K^NT叩 1.nM BLOOO ----④ 特~-
③ “5CIENCE Z5 0 

⑤ 

AN()IM̂N W^ いNCET 2 13幻 85
8̂AIN F SCIENCE 228 1叩お
8CRNSTE9.LJ J咤OtAT 107 352 8S 

LEVY JA ANN IN r MEO 103 69-4 85 
• VI心 OGY 147 4鼻1 85 
M̂ AKH“、PO AO¥/ EXP MEO A 187 IJ 85 

①被引用者名 ② 被引用者占文の出薮年，略誌名，巻，論文の始めのページ

③引用者名 ④引用論文の掲載誌略誌名

④の巻 始めのページ，出版年

まず、引用された論文の著者がアルファベ

ット順に配列さ れている。図 1によると、Mo-

ntagnier Lが発表した論文か発表年代順に並

んでいる。例えば、1984年に雑誌 Science

225巻63頁に発表した論文を 1年後に Andim-

an WA以下の著者か引用しているというこ

とになる。

この図でわかるように、引用された論文お

よび引用している論文には論題か書かれてい

ない。これは、既に知っている論文があって、

それか引用されているかどうかを調べられれ

ばよく、引用した論文については SourceIn-

dexをみること で論題か調べられるからであ

る。

Source Index (SI) 

著者名索引にあたるも の。CIに記載され

ている論文を引用した著者と、 Permuterm

Subject Indexで示された著者からアルファ

ベ ット順に引けるもので、完全な書誌事項が

確認できる。

図1の引用者の 1人、 LevyJ Aをみてみた

ものが図 2である。論文は雑誌の略名のアル

ファベット順に並べられている。

＇麟:[( ---”• AMU心心 J AM Meo ̂  2S 3116 85 ”• ANOERSON淀 LANCETl 217 8S 
see EICHBERG JW しA8 N̂IM SC 35532 85 

“•心FM^ ＾゜ VIAOlOGY 1ヽ7 326 8S 

①引用者 (-lf者名） ②共著者 ③論題

④収載誌 （略誌名） ⑤巻・号・ページ ⑥出版年

⑦引用文献数 ⑧引用者の所底 ⑨共行者からの参照

Permuterm Subject Index (PS I) 

主題索引の一種で、SIに記載の論文名を

単語で切り出し、キーワードとしている。ニ

つの単語の組み合わせで、著者を探し出し、

この著者から SIにより 書誌事項を確認する。

図3

〗丁'"''"',［／ 図 2 の引用者 ート
ード

て見たい

付いた
ぷ HIUIM 
• COOP［員 DA 分だけを見ればよい

• • • • ~YORKEY f 
• • • • • KAMINSKY l 

図3では、まず大きな活字でPnmary

Termか並び、その下にCo-Termかアルファベ

ット順に配列されている。ここでは図 2の一

番上の論文の論題に二つの単語Retrovirus

とAcquiredが含まれているので、この引用

者LevyJ Aか示されている。

なお、亥鼻分館では1965年から備え付けて

いる。

父--c::::I-c::::r--夕
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1987年購読雑誌の変更について

亥鼻地区における、 1987年の新規購読およ

び購読中止のタイトルは、下記のとおりです。

新規 購読

1. Advances in Nursing Sciences（基看）

2. American Journal of Kidney Diseases 

（図書館）

3. American Journal of Law and Medicine 

（図書館）

4. American Journal of Physiologic 

Imagmg （図書館）

5. Annual Review of Immunology 

（図書館）

6. Anticancer Research （図書館）

7. Carcinogenesis （図書館）

8. Cell Motility and the Cytoskeleton 

9. Child's Nervous System 

10. Clinical Vision Sciences 

11. Diabetologia 

12. Intensive Care Med1cme 

（図書館）

（脳外）

（図書館）

（図書館）

（治 療）

13. International Journal of Radiation 

Oncology, Biology, Physics （放射）

14. Journal of Andrology （図書館）

15. Journal of Arthroplasty (図書館）

16. Journal of Cardiovascular Surgery 

（図書館）

17. Journal of Clinical Immunology 

（図書館）

18. Journal of Clinical Phychopharmacology 

（図書館）

19. Journal of Gastroenterology and 

Hepa to logy （図書館）

20. Journal of Intensive Care Medicine 

（治 療）

21. Journal of Neurooncology （脳外）

22. Journal of Toxicology : Toxin Reviews 

23. Leukemia Research 

24. Molecular Pharmacology 

25. Movement Disorders 

26. Neuropathology and Applied 

（図書館）

（輸血）

（図書館）

（図書館）

Neurobiology （図書館）

27. Pain （麻酔）

28. Pediatric Surgery International 

（小外）

29. Photochemistry and Photobiology 

（図書館）

30. Respiration (図書館）

31. Transplantation Proceedings（輸血）

32. Urologic Oncology （泌尿）

33. Virus Research （図書館）

34. Registry of Toxic Effects of Chemical 

Substances （図書館）

35.アスキー （放技校）

36. Information （放技校）

37. インターフェース （放技校）

38.耳鼻咽喉科展望 （図書館）

39. J J N スペシ ャル （看 校）

40.公衆衛生情報 （図書館）

41. Medical Practice （図書館）

42. セイ フティエンジニアリ ング け衛 生）

43.精神科治療学 （精看）

44. Tumour Biology （生化 1)

購読中止

1. Acta Chemica Scandinavica : B 

2. Analytical Biochemistry 

3. Archives Toxicology 

（活性研）

け舌性研）

（活性研）

4. Biochimica et Biophysica Acta : 

Bioenergetics （活性研）

5. Biochimica et Biophysica Acta : 

Lipids and Lipid Metabolism（活性研）

6. Biochimica et Biophysica Acta : 

Molecular Cell Research （活性研）

7. Biochimica et Biophysica Acta : 

Reviews of Bioenergetics （活性研）

8. Biochimica et Biophysica Acta : 

Reviews of Cancer （活性研）

9. Cancer Chemotherapy and Pharma -

cology （活性研）

1 O. Chemico-Biological Interactions（活性研）

11. Chemotherapy （活性研）

12. Environmental Health Perspectives 

（活性研）
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13. Exerientia （活性研）

14. Food and Chemical Toxicology 

（活性研）

15. Health Policy （医情）

16. Helvetica Chimica Acta （活性研）

1 7. Journal of the American Chemical 

Society （活性研）

18. Journal of Biological Response Modifiers 

（治療）

19. Journal of Cellular Biochemistry 

嘩性研）

20. Journal of the Chemical Society : 

Chemical Communications （活性研）

21. Journal of the Chemical Society : 

Perkin Transactions 1 （活性研）

22. Journal of Interferon、Research

（放射）

23. Journal of Medical Technology 

（検 査）

24. Journal of Organic Chemistry（活性研）

25. Laboratory Medicine （検査）

26. Medical Laboratory Sciences（検 査）

27. Phytochemistry （活性研）

28. Toxicon （活性研）

29. Zeitschrift for Naturforschung : B 

（活性研）

30. Zentralblatt for Neurochirurgie 

（脳外）

（放技校）

（精 看）

31. 日経エレクトロニクス

32.臨床精神病理

昭和62年度 開館日程表

区 分 4 5 6 7 8 ， 10 11 12 1 2 3 

通常開館
| I | = I | | I J l L 

晶週土曜日日
9 : 00-17: 00 1 24 5 31 
9 : 00-12 00 （水） （木）（灼 （木）

時間外開館
| | | l ＝ | | | I | 
＝ ＝ ＝ ＝ 

週土 日 17: 00-20. 00 6 18 31 4 6 24 8 12 
曜日 12 : 00 -16. 30 （月） 仕） （月） 困伶 （木）伶 出

日曜開館 12, 19 10, 17 7, 14 5, 12 6, 13 4, 11 1, 8 6, 13 10, 17 7, 14 6 

13 : 00-17 00 26 24, 31 21, 28 20, 27 18, 25 15, 22 20 24, 31 21, 28 
29 

休 館 日 5'⑳ 息， 4 19, 26 2, 9 ⑮，⑳ ⑳ 

創暑立，記念5日

年末年 始 ⑪ 13,⑳ 27 
（祝日、他）

16, 23 （ ト→ 21, 
30 25捨 4（月）⑮

〇印は祝日

日曜と祝日が重なる場合は休館。また振替休日 も休館

.寄贈著書ありがとうこ‘‘ざいました.

海老原勇 〔農村医学〕

粉じんと健康障害 海老原勇著 労働科学

研究所出版部 1986（労働科学叢書 78) 

(WA400) 

宮治誠 〔病原真菌〕
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(QZ65) 

昭和61年 8月～62年 2月に寄贈を受けた著

書です。（ ）内の記号は配架記号です。

（敬称略、 五十音順）

臼ヽ
嵐
ー
¢
も
Ili
ー
ー

• 9191 99• 911 199 • 911119•991119 • ヽ 99 199•919 119• 911919•919119•999919•91191 9•9 91119•919 999•919199•911119•911119•9 19199•999119•911 919•911 119•911919• 919 999•919999•9 11119 • ヽ 199 99•919 999•999 199•911 119• 991 9 19 •999999•99 1999 •9 11119•991 199•91911 9•999119 •991119•9 11119•999999•991 199•91 9919•9 99119•999119•9 11919• 9199 19・

千葉大学附属図書館亥鼻分館報“らいぶらりいゐのはな，， No.18 1987年 4月1日発行

千葉大学附属図書館亥鼻分館発行 発行者 ：降矢震

千葉市亥鼻 1-8-1 電話 0472(22)7171（大代表）

- 8 -



5し‘ぷ5UL‘

1988. I 

千葉大学附属図書館亥鼻分館報

19 
●目次●

北欧で考えたこと 1 

寄贈著書ありがとうございました 3 

くオンライン検索にゆーす） オンライ ン検索が高速に I

図書館利用ガイド 会議情報のさがし方 4 

3
 

ジャーナル情報

お知らせ

6
 

8
 

北欧で考えたこと

嶋田 裕

学術振興会の特定国派遣研究者として、昨

年11月にスウェーデンを訪問する機会を得た。

日本との比較において感ずるところかあ った

ので、 2~ 3の点について述べたいと思う 。

市の図書館、博物館、美術館、オーケスト

ラホールなど文化施設についてみると、まず

図書館は建物の立派さ、内部のつ〈 り、 蔵書

の種類と数などの点で明らかに日本より充実

している。街を歩いていて夜遅くまで開館し

ている図書館を見かけると、つい’｀ブラウジ

ング＂に入 ってみたい気持に襲われる。人口

80万の千葉市も図書館は分室を持つようにな

り、便利にはなってきたが、私の行っていた

人口 8万のウメオ市に比較するといかにも貧

弱である。また図書館は人の行き易い街の中

心部にあるべきで、開館時間も図書館勤務者

の都合ではなく、 利用者の便を考えて決めら

れるべきものであると思う 。

ウメオ大学図書館と本学亥鼻分館について

比較してみると、医学購読雑誌については大

差はないように見えた。しかし図書館の使い

易さや近代化の程度は明らかに相違しており、

特に閲覧室についてはウメオではプライバシ

ーを保ちつつ静かに文献を読める環境か提供

されていた。亥鼻分館の閲覧室は特に混雑し

てお り、 学生は自身の教材を持ち込んでいる

か、自習のためには別に学習室を設けられれ

ばよいと考える。

博物館や美術館についても、文化財や美術

品の菟集、保護、管理はスウェーデンでは周

到に行われているという印象を受けた。ス ト

ックホルムには多くの種類の立派な博物館か

あり 、旅行者を楽しませてくれる。ウメオの

ような小都市でもその地方 （ボスターボ ッテ

ン）の特色を生かした博物館か実によく整備

されていた。

これに関していえば、佐倉にある国立歴史

民族博物館は世界に誇れるものである。外国

からの訪問者を案内すると、いつも好評を得

る。ただ難点を言えば、日本の歴史を知 らな
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い外国人か見て、内容は必ずしも理解し易し

というものではないことである。外国の博物

館ではよく “guided tour" を見かけるが、佐

倉では要求職員の充足もされない現在、案内

人を置くことは不可能であるという 。また本

博物館は一人でも見られるように企画されて

いるので、そのような計画もないと思う 。せ

めて展示は題だけではな〈、簡単な説明文も

英語ではしいものである。また各展示場には

日本語の説明シートか用意されているか裏面

は英文にするような配慮をしたらどうであろ

うか。特に頼むと、陣物館案内の英語のVTR

を見せていただけるか、これも常時自由に視

聴できるようにしておいたらよいと思う 。

般に日本ではこのような文化施設の充実

か欧米諸国に比較して遅れており、また入場

料は円高を差引いて考えてもかな り高い。今

では世界の majoreconomic power（経済

大国という言葉は傲慢な慇「かあるから使いた

くない）に なっているのであるから 、国民の

心を豊かにすることに行政はも っと力を注い

でもら しヽた しヽ と思 う。

スウェーデンではいくつかの大学や研究所

を訪問したか、 カロリ ンス カ研究所では私の

分野に近い研究をしている Ringertz教授を

訪問し、セ ミナーもした。同教授は本年のノ

ーベル賞の医学生理学賞候補者選考委員会の

副委員長をつとめられ、来年は委員長になる

予定であることを聞き 、利根川教授の業組を

検討された直後であ っただけに、赤面のいた

リであ った。ノーベル賞を授賞する程のbreak-

throughの研究は確かに偉大ではあるか、底

辺をなす枯礎的研究の利tみ重ねかなければそ

のような研究も成立しないと考え 、自らを慰

めておいた。

私の少ない認識からみて、米国におけるよ

うにスウェーデンでも postdocか研究の推進

力とな っている。 日本においても学術販閲会

の特別研究員制度か少しずつではあるが充実

しつつあ り、 また重要ではあるが後継者を得

難い学問分野か優遇されているのは喜ばしい

ことである。私は解剖学を専攻しているか、

解剖学もそれに該当する分野とされている。

学生は、学生時代に受けた教育の印象か ら将

来の専門を考える傾向にある。学部レベルで

は、必要最小限の医学知識を教育しなければ

ならないので、どうしても陳腐にみえる宿命

をも っている学問分野がある。学生時代には

いろいろの研究室を訪れて討論にも参加 し、

興味かわけば研究をやらせてもらうというよ

うな意欲かほしい。ウメオ大学では夜間そう

いう学生か実験をしているのをよく見掛けた。

研究室に入ってみれば、一見花形にみえる分

野に劣らぬ興味ある先端研究か日夜推進され

ているのがわかるであろう 。

今回はウメオ大学の解剖学教室で大部分の

期間を過した。ウメオ市は北極圏の近くにあ

る北欧では最大の都市であり、スウエーデン

の北方開発の拠点として、国は相当の努力を

している様子かうかかえる。本大学は総合大

学で、歴史は20年程度ではあるか、実に立派

なキャンパスを持っている。医学部附属病院

は北方では最大の医療センターであ り、農林

業の研究には特色かある。11月の私の訪問し

た期閤は毎日雪かみぞれで、太陽を見た日は

一 日もなかった。明る 〈な り始めるのは午前

10時頃で、午後 2時には暗くなる。このよう

な季節であるから当然観光客は居ないか、そ

れだけに北欧人の生活を附で感ずることがで

きた。朝は 7~8時頃から仕事を開始し、実

に几帳面である。帰宅は 3~ 4時頃で、長い

夜は自宅で家族と過し、また deskworkもす

る。しかし氷と 雪に閉じ込められることなく 、

夜間に屋内外でスポーツをするなど、健康的

な生活をしているようにみえた。また医学部

産生がミュージカルを公油するのを見たか、

脚本、演出などすべて学生の手になると 聞'--、

そのオ能には感銘した。本学部学生も余暇を

研究や部活動に利用 して、より実りある学生

生活を送ってもら いたい と思う 。以上雑駁な

ことを書いたが、長い北欧の夜に名えたこと

である。

（医学部解剖学第 1講座教投）
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寄贈著書ありがとうございましだ

昭和62年 3~12月に寄贈を受けた著書です。

（ ）内の記号は配架記号です。（敬称略、 寄

贈者五十音順）

薄井坦子 〔基礎看護学〕

看護の原点を求めて 薄井坦子著 日本看

護協会出版会 1987 (W Y 100) 

ナースか視る人体 薄井坦子著 講談社

1987 (WY  100) 

大谷克己 〔解剖学第 3〕

日本解剖学文献集 第10、11集 日本解剖

学会 大谷克己編著医歯薬出版 1985-

86 (R-Q S 4) 

奥田邦雄 〔名誉教授〕

Neoplasms of the liver. Editors: Kun10 

Okuda & Kamal G. Ishak. Springer, 

1987. (WI 765) 

加藤巌 〔微生物学第 2〕

生物トキシンの基礎的研究とその医学 • 生

物学への応用ー研究成果総括報告書 文部

省特定研究 編集 • 発行 ： 千葉大学医学部

微生物学第二講座内 研究代表者 加藤巌

1986 (Q W 630) 

〈オンライン検索にゅーす〉

草刈淳子 〔希護管理研究部〕

希護診断マニュアル Marjory Gordon著

草刈淳子ほか訳 へるす出版 1986 

(WY  100) 

平嶋毅 〔外科学第 2〕

消化器疾患と看護 ・外科平嶋毅編著文

光堂 1987 （看護学双書） （WY  156.5) 

本多正幸 〔医療情報部〕

ケン ドール統計学用語辞典 M. G. Kendall 

& W. R. Buckland著 千葉大学統計グルー

プ訳（分担翻訳 ：本多正幸） 丸善 1987 

(417) 

本田良行 〔生理学第 2〕

現代の生理学 改訂 2版古河太郎、本田

良行編 金原出版 1987 (QT4) 

宮治誠 〔感染研究部〕

Animal models in medical mycology. 

Editor: Makoto Miyaji. CRC Press, 

1987. (WC  450) 

宮治 誠、西村和子 〔感染研究部〕

病原真苗学 山口英世、宮治誠、西村和子

共著南山堂 1987 (Q W 180) 

オンライン検索が高速に．／

昭和53年 9月にオ ンラインによる情報検索

を開始して以来 9年余りか過ぎようとしてい

ますか、その間 300bpsの伝送速度でデータ

ベースを接続してぎました。300bpsというの

は1秒間に300ビットの速度で文字を送るこ

とを意味し、文字数にすると、英数字で約37

文字、漢字で約18字送れます。

しかし、この間にデータベースサービス各

社は 1200bpsのサービスも開始し 、当館でも

1200 bpsによるサービスを検討してきました

が、今回 1200bpsにも対応できるモデムを導

入し、サービスを開始しました。

これにより、従来より接続時間が短縮され、

それに伴って利用料金の軽減かはかれます。

300bpsか、 1200bpsに変ったので、速度か

4倍になると思われがちですか、それはどに

はならないようです。文献によると、記事出

カ （プ リント）は約 3.8倍になりますか、出

力に至るまでのキーワード入力などは殆ど変

らないために、通常の記事出力を含めた全検

索時間は約 3~ 6割程度の短縮にとどまると

の報告かあります。しかし、出力件数か著し

く多い場合には、時間の差か大きくなり、 一

層有利になるといえます。

- 3 -



国臼国渕国カイ侶

会議情報のさがし方 Index to Scientific & 

Tech n i ca I Proceedings (IS T P) の使い方を中心に

概要

科学分野では、 毎年約10,000もの会合が

Conference, Seminar, Symposia・・・ という名

称のもと に開かれている。その％か発表され

た論文 を記録の形で残 している といわれてい

るか、これらを探すのは非常に難か しいこ と

があ る。

年発行される重要な会議録のみを扱っている。

また完全な論文のみを扱い、抄録のみのも の

は扱わない。カバー率でいうと 、出版された

会議録の約半分、重要と いわれる会議録の約

75~90% をカバーしている。

発行形態

月刊版と 、それを累積した年刊版がある。

当館では1983年から所蔵している。

構成

I ST  Pは、出版された会議録についての

様々な情報を調べるのに役立つ資料であ る。

発行は前回紹介した ScienceCitation Index 

(S C I)を作成している米国の Institute

for Scientific Inform at ion (I S I)によ って

しヽる。

主要なセクシ ョンは Contentsof proceed-

ings （図 1)であるか、索引として、次の 6

種類か用意されている。

• Category Index（会議の対象分野）

出版された会議録は様々 な形をと っている。

単行書、レポー ト、 雑誌の Supplement… と

いった形態により 公表されるか、ISTPは毎

• Author & Edi tor Index （論文の著者、

会議録の editor)

• Sponsor Index (スポンサー）

図 1 Contents of Proceedings 

① P30124 
② CONF ON MOLECULAR EVOLUTION OF LIFE, Lidingo, Sweden, Sep 8 •12, 1985 . 

.¥poll．ヽ9r．ヽ： Ro!Jul S u'（'(ilsh Acu d Sc i / Nob(•I I nsI Ch ('191 / S u‘rd 1 sh M('d R('s Co u n c i l / Sl( '(•d 1 sh 
,＼＇（I I Sc i l{ （ 'ヽ• CuIヽ11cillSw('dish Cu Iic Soc/ Su•rd ish Mi 91 ist Ed ucI Bo(•II ri no('r M(1 9I nhcint 
(;.¥f[J/1/ LKH Prod AH.I Ast rn AH/ Phn rn1ncin AIJ 

③ CHEMICA SCRIPTA, VOL. 268, 1986 
INDIVIDUAL PAPERS AVAILABLE THROUGH Tiff GF..¥'L'JSF. AR1'JCI.Iら•WHEN ORDERING 
USE ACCESSION NUMBER F0544 

CURRENT STATUS OF THE PREBIOTIC SYNTHESIS OF SMALL MOLECULES. 
S.L. Miller (Univ Calif San Diego.Dept Chem La Jolla CA 92093) .... .... .... .... .... .. .. .. ..... .•••…•.. 5 
THE PHYSICS OF MOLECULAR EVOLUTION. M. Eigen (Max Planck Inst Biophys 

... ・・・・・・・・・ ・・・・・・・・"・・・・・・ ・・ ・・"・・"・・・・・・ 13 Chem.Am Fassberg D-3-400 Gottingen Fed Rep Ger) ............... 

④ { Iとよど辿とと弘i竺[M9出C出益よ凸と公磁とら注匹 n土心よ益□
--

EVOLUTIONARY ASPECTS OF IMMUNOGLOBULIN-REL ENES. S. Tonegawa, 
H. SaIto(LMITECt;Canc Res, 7 7 Massachusetts Ave Cambndge MA 02 1 39)．．．．．．．……．．．．．．．．．．．．343 | 
HE INTEL IGN IMMUNESYSTEM. H Wlgzell (Karohn5ka Inst,D西fTrnmunol,Box ―--
60400 S-10401 Stockholm 60 Sweden) ............................................................................... 351 
POLYMORPHISM AND GENE DUPLICATION IN THE HUMAN IFN-ALPHA AND 
IFN-BETA GENE FAMILY. A Vongabain, M. Ohlsson, E. Lindstrom, M. Lundstrom, 
E. Lundgren (Umea Univ.Inst Appl Cell & Malec Biol S-90187 Umea Sweden) ................. 357 

① 会議録ナンバー (ISTP中の通し番号） ② 会議名 、開催地、開催年月 日等

③ 収載誌名 、巻、発行年 ④ 論題、著者、所）函機関、ページ
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• Meeting Location Index （会議の開

催地）

• Permuterm Subject Index （論文の

‘題ータイトルの切り出し語の組合せ

による索引）

• Corporate Index （著者の所属機関）

探し方

例えば、ノーベル賞受賞で最近話題の米国

MIT所属の利根川進先生か、どのような会

議に 出席して、どのような内容の発表をされ

たか、その会議録を調べたいといった場合、

次のような方法が考えられる 。

1. Author & Editor IndexのTonegawaS 

の箇所か ら該当の会議録Noを探す（図 2)。

図2 Auther /Edi tor Index 

TOMLINSO 
PROC# 

TOMLINSON RO P29954 
TOMMASINO C P29897 
TOMOOA Y P29989 
TOMOKUNI Y P299ヽ5
TOMPA M P2994J 
TOMPKINS WR P2999J 
TOMPSETT PA P29904 
TONDELLO G P29967 
TONE Y P29905 

1悶悶霊As - -μjg 1 
TONG HY Pl0057 ....  
TONG L 
TONGS 
TONG SY 

P29860 
P301い0
P29996 

2. Corporate Index の利根川先生の所

属機関MITの個所のサブ機関名から会議録

0を探す（図 3)。

図3 Corporate Index 

MASSACHUSETTS 

• MIT 
• CTR AOV VISUAL STUO/ES.....--••••…............-··········" 
HOL YHSKI M P29以,a 19S 

• Cm aNC Rg.........................＂....～”........-....."........... 
•力“巫CHUSETTSAVE 

PJ012亀 24 ． 
｀，．．， ．玉．9-一-~ • v-- •- - •• •••• •••• • •• •••• •••••• • ••• • ••••• •• •• •••• -••••• 
TEMKIN R.J P7qq75)l 

•CTR THE如 nYS...."•• •…•”.....…..........…•••-················ 
• NUCL SCI LAB 

JACKIW R P29875 772 

3. Permuterm Subject Indexで、発表

テーマの GenesとImmunoglobu l inの組合せ

から会議録Noを探す（図4)。

図4 Permuterm Subject Index 

CENES 
“CENE 
“‘EN切 C
““UTANTヽ EN5

HO齢ぷY --m鵬
HP ------~21 
HUIIAN ----P'2987b 
----p西 Zl

HUMAN-SE即 M ・
訂ENSl-P”“,3 

--・ • --
INTERLEUKI. ・ ・ 235
INTRON-EXON -PJ0124 247 
ISOTYPES ---~21 37q 
LIFE ------PJ012ヽ 75
MAJOR ----~21 2ll 
IIAY • ---- . 223 
IIICE -----m876 75 
MOLECULAR -PJ012、.
MOLECULAR-. -~21 J7q 

この他にも 、CategoryIndex等用意され

ている索引によ って様々な探し方か考えられ

るか、実際に手にと って使ってみることをお

勧めする。

その他の会議資料

• 国 内 ・ 国 外医学関係諸学会学会案内 （週

刊医学のあゆみ編 医歯薬出版年刊）…国

内でその年に開催される医学会の会議につい

て、年間スケジュール、各学会の内容など詳

しい情報か紹介されている。国外の会議につ

いては、会議名 、期日、開催地のみの簡単な

案内にとどま っている。

• Contents (日本医薬情報センター）••• こ

れは国内雑誌の目次を集めた資料であるが、

学会情報として、 学会開催予定表、各学会の

発表テーマなど詳しい情報か得られる。

• World Meetings; Medicine・・・これは当館

では所蔵してない資料であるか、外国で開催

される会議に関する詳しい情報か調べられる。

• この他に J AMAや 「医学のあゆみ」 に

も学会情報か時々褐載されるし 、学会誌には

自分の学会の案内や報告か掲載されるので、

必要に応じてみられると良い。
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ジャーナル情報

このページでは、亥鼻地区で受け入れのタイトルについて、新規受入、受入中止、 誌名変更、

休 ・廃刊等の情報をお知らせします。

1988年新規購読

1. Acute Care 

2. American Journal of Knee Surgery 

3. Arthroscopy 

4. Automedica 

5. British Journal of Neurosurgery 

6. Clinical Rehabilitation 

7. Critical Care Clinics 

8. Current Orthopaedics 

9. Excerpta Med ica. Sect. 130: C 1 in ica 1 Pharmacology 

10. Experimenta 1 Mycology 

11. Immunology Today 

12. Journal of Heredity 

13. Journal of Hyperbaric Medicine 

14. Journal of Pain and Symptom Management 

15. Journal of Professional Nursing 

16. Key Neurology & Neurosurgery 

17. Maternal-Child Nursing Journal 

18. Muscle & Nerve 

19. Neurological Research 

20. Problems in Critical Care 

21. Residential & Community Child Care Administration 

22. Undersea Biomedical Research 

23. Veterinary Pathology 

24. 中毒研究

25. Core Contents in Nursing 

26.泌尿器外科

27. Japanese Journal of Rheumatology 

28.人工臓器

29.老人生活研究

30.精神衛生

31.視聴覚教育

32.歯科ジ ャーナル

1988年購読中止

1. C 1 in ical Allergy 

2. Differentiation 

3. International Ophthalmology 

4. International Ophthalmology Clinic 

5. Journal of Pediatric Ophthalmology and Strabismu 
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（救急）

（整 外）

（整 外）

（医情）

（脳外）

（理療）

（麻酔）

（整 外）

（図書館）

（真核セ）

（小児）

（動実施）

（手術）

（麻酔）

（看教）

（脳外）

（小 看）

（解剖 1)

（脳外）

（治療）

（小 看）

（手術）

（動実施）

（人工賢）

（図書館）

（泌尿）

（整 外）

（人工宵）

（成希 1)

（精看）

（基右）

（仙口）

（小児）

（解剖 1)

（眼科）

（眼科）

（眼科）



バックナンバー購入

1. Abstracts of Hospital Management Studies. 1 (1965)-12(1976) 

2.母性衛生 6 (1960)-11, 15-16(1975) 

3.看護実践の科学 1 (1976)-2 (1977) 

4.ナースステーション 1 (1971), 7 (1977) 

5.臨床血液 1 (1960)-25(1984) 

6.神経精神薬理 1 (1979)-6 (1984) 

7.綜合看護 1 (1966), 7 (1972) 

誌名変更

• Acta Pharmacologica et Toxicologica. -59 (1986) 

—• Pharmaco logy & Toxicology. 60 (1987)-

• Acta Radiologica: Diagnosis. -27 (1986) 

Acta Radiologica. 28 (1987)-

• Archives of Gynecology. -240 (1987) 

—• Archives of Gynecology and Obstetrics. 241 (1987)-

• Canadian Anaesthetists'Society Journal. -33 (1986) 

—• Canadian Journal of Anesthesia. 34 (1987)-

• Current contents: Clinical Practice. -14 (1986) 

ー→ CurrentContents: Clinical Medicine. 15 (1987)-

• Federation Proceedings. -45 (1986) 

—• FASEB Journal. 1 (1987)-

• International Rehabilitation Medicine. -8 (1987) 

—• In te rnati onal Disability Studies. 9 (1987)-

• Journal of Embryology and Experimental Morphology. -98 (1986) 

—• Devel opme nt . 99 (1987) -

• Journal of Hygiene. -97 (1986) 

—• Epide mi ology and Infection. 98 (1987) -

• Journal of Maxillo-Facial Surgery. -14 (1986) 

ー→ Journalof Cranio-Maxillo-Facial Surgery. 15 (1987)-

• Scandinavian Journal of Haematology. -37 (1986) 

ー EuropeanJournal of Haematology. 38 (1987)-

（図書館）

（図書館）

（図書館）

（図書館）

（図書館）

（図書館）

（図書館）

• Transactions of the Ophthalmological Society of the United Kingdom. -105 (1986) 

—• E ye . 1 (1987)-

• Zeitschrift fur Parasitenkunde. -72 (1986) 

Parasitology Research. 73 (1987)-

・ 先天異常 ー 26(1986) 

Congenital Anomalies. 27 (1987)-

休・廃刊

• W. H. 0. Chronicle. 40 (1986) // 

• 国鉄中央保健管理所報 20 (1987) // 

• 名古屋医学 109 (1987) // 
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..-----お知らせ-----～

製本雑誌の配架場所について

図書館 2階雑誌室の1970~1974年の雑誌を

＝吋車へ移しました。これに伴い、製本雑誌の

発

禾D 雑 誌
●1975年以降

●1974年以前

●1975年以降

イ／丁ー

配架は下記のようになりました。

年 配架場所

2階雑誌室

書 庫 1階

2階雑誌室

洋雑誌 ●1974年以前 ＊ タイトルのイニンアル A ~ 0 書庫 2階
p ~ z 書庫 3階

* 1970~ 1974年分は、書I車の廊下に配架

図書（単行書）の検索について

図書館では、 1986年度受入分から、図書の

目録をコンピュータに入力しており、従来の

カード目録は、 1985年度受入分までで編成を

中止しました。これに伴い、コ ンピュータ入

力をした、 1986年度以降受入の図書について

は、オンラインで検索できるわけですか、当

館には今のところ利用者用端末かないので、

利用者か直接検索することかできません。

従って、図書を探す場合は、次のようになり

ます。

検索のための目録

●受入図書リスト （カード目録ケースの上にあります）
1986年度以降受入図書

●オンライ ン目録 ＊（西千菓地区所蔵分も探せます）

1985年度以前受入図書 ●カード目録

＊検索の必要があると きは 、カウンターの係且まで申し出て〈ださい。

Annals of the New York Academy 

of Sciencesの一部購入中止

Iヽ'館では、上記のタイトルを1986年発行分

(Vol.489)まで20年間継続購入してきました

か、1987年発行分からは、内容か医学 ・生物

翌・関係の Volumeのみを購入し、その他の

Volumeは購入を中止することになり ました。

なお、配架場所は、従来どおり雑誌として

扱いますので変更ありません。

International congress series 

の購入中止

出館では、オラ ンダの ExcerptaMed1ca 

から出版されている、この医学国際会議論文

集を1961年以降継続購入してきましたか、こ

のたび図書購入費予算の関係で、やむをえず

購入を中止することになりました。

• 9 1 11 1 9 • 9 11 1 19•9 1 11 19 • 911 11 9 • 9 1 11 19 • 9 1111 9 • 9 1 111 9•9 1 1 1 19 • 9 11 1 1 9 • 911 1 19 •9 1 1 1 1 9 • 9 11 1 1 9• 9 1 11 1 9 • 91 1 11 9 9 9 1 1 1 1 9• 9 11 1 19 • 9 1 1 1 19 • 9 1 111 9• 9 111 1 9 • 9 111 1 9 • 91 1 1 1 9 • 9 11 1 19 • ヽ 1111 9 •9 1 1 1 1 9 • 9 1 1 11 9 • 9 1 1 1 1 9 • 911 1 19 • 9 11 1 1 9 • 9 11 1 1 9 • 9 1 1 1 19 • 9 1 1 1 1 9 • 91 1 1 1 9 • 9 1 11 1 9 • 9 11 1 19 • 9 1 11 1 9 99 1 1 11 9 • 9 1 1 11 9 • 9 1 11 1 9 •ヽ 111 19 • ヽ 111 1 9 9 9 1 1 1 1 9 • 9 11 1 1 9 • 911 1 19 • 

千葉大学附属図書館亥鼻分館報“らいぶらりいゐのはな，， No.19 1988年 1月30日発行

千葉大学附属図書館亥鼻分館発行 発行者 ：降矢震

千葉市亥鼻 1-8-1 電話 0472(22)7171（代）
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生体における酸素測定法の革命

本田良行

われわれか生きてゆくためには、たえず酸

素が必要である。ところか、体内の酸素の貯

臓量は、せいぜい安静時の酸素消費量の 4~

5分程度しかない。したがって、体の細胞に

酸素を供給する呼吸とか循環系の働きは、少

しの間も休むことかできない。ヒト の生死に

かかわるも っとも直接的な指標とされる ゆえ

んである 。この生体への酸素の供給量の程度

を示すのは、動脈血の酸素の量である。動脈

血中の酸素はその約98~99％か赤血球中の

へモグロビンという物質に結合している。と

ころで、酸素とヘモグロビンか結合すると血

液は明るい赤色となり、酸素か失われると暗

い赤色となる。動脈血と静脈血の色の違いと

してよ〈知られている事実である。この性質

を利用して、色の変化から動脈血の酸素含有

量を計る装置か古くから作られていた。これ

をオキシメーターと呼ぶ。

最近、このオキシメーターの一種で、脈波

型オキシメーター（パルスオキシメーターと

呼ばれている ）と言う器械が開発され、爆発

的に普及しつつある。その特長は、 「生体に

針やメスなどの侵襲を与えない」，「使用に際

し較正などの面倒な操作が必要ない」、 「正確

に計ることかできる」と 言う 生体計測上のも

っとも有利な条件を充たしているからである。

近い将来、 24時間し電図モニター以上に手軽

な患者の家庭用モニターとして、普及するの

ではないかと言われている。

実は、このパルスオキシメーターの原理を

- 1 -



発見したのは、日本のエンジニアである。こ

のことを見出し、世界に紹介したのは、血液

ガスの測定法の開発についても っともよく知

られ、1986年アメ リカ麻酔学会で制定された

「もっともよく 研究に貢献した賞」の第 1回

受賞に蝉いたカ リフォルニア大学のJohnW. 

Severinghaus教授である 。同教授がJ.Cl in. 

Mon it.に連載のエッセイとして執筆し 、昨年

リトルブラウン社から単行本として出版され

た『血液ガス測定の歴史』の中に Van'tHoff, 

Ostwald, Nernst, Warburg, Heyrowskyなどの

ノーベル賞などの受賞者に伍して、ただ 1人

の日本人として、 1章を割いてその仕事か紹

介された。

実は、恥ずかしなか ら、私はこ の仕事を

Severinghaus教授から直接教え られるまで知

らなかった。しかし、この研究は日本語で発

表されていたので、同教授の当初の理解に誤

りかあり、そのこと の訂正に少し関係した。

そのいきさつについて述べたい。

1986年 7月カナダのバンクーバー市で開か

れた、国際生理科学会議の際、旧知の同教授

から 、次のように依頼された。「今、パルスオ

キシメーターの歴史を調査しているのだか、

この原理を発見した日本のMカメラ社の中島

という 人の履歴を知りたい。その人の論文は

1975年に日本で発表された麻酔関係の雑誌に

載っている筈である」。帰国後調査の結果、雑

誌は『呼吸と循環』 23巻 8号 (1975年）にそ

の名前を見付けることかできた。しかし、中

島という箪頭著者は当時国立療養所札幌南病

院、現在旭川医大外科の中島講師であること

かわかった。この論文の共著者には、 NK株

式会社の青柳卓雄氏を箪頭に 3名技術者の名

前か記されていた。これらの人々から多〈の

資料の提供も受けることかでき、真の発見者

か現在NK社開発部の青柳氏であることが確

定した （最初の公式発表は1974年 4月の日本

ME学会）。

目柳氏らがこの発見をしたいきさつにつし

ても知ることかできた。心臓から送 り出され

る血液の量（心拍出置）を計るのに色素稀釈

法という方法かある。これは、血管内に色素

を注射し、その濃度を耳染などで計ると 、血

液の流れの大小に従って、濃度の時間的変化

に相違かできる。これを記録した濃度カーブ

から心拍出量を計算するのである。その際、

心臓の周期的拍動のため記録曲線に脈波性の

変化か出て、これか測定精度を悪くする。彼

らは、色素の濃度を検出する波長と 、それと

は無関係な波長の 2つで測定を行った。後者

の信号を用いて前者の脈波による変動を消却

しようと試みたのである。すると、その脈波

性変化が血液の酸素濃度に非常に敏感に反応

することに気付いたのであった。Severing-

haus教授の表現を借りると 、「ある測定法にと

って有害な雑音か、別の測定法にとっては有

益な信号となる」ということに着目した、い

わば発想の逆転か彼の成功の原因であった。

この方法の有利な点は、耳染や指尖などに装

着した検出器により動脈血中の酸素を計るの

であるか、そこで脈動しているのは酸素濃度

だけである。したかって 、他の組織の色など

に由来する誤差の影響なしに酸素濃度の検出

か可能であるという点である 。そのために器

械をつくる時点で、血液の色に合せて調整し

ておけば、使用にあた って一切の面倒な較正

などは不必要となる 。

しかし、青柳氏らのこの発見は、 NK社

の実益にははとんどつながらなかった。その

主な理由は、発見当時の技術では、短時間の

脈波性変化を正確に捉えることができなかっ

たからである。彼らより遅れてその原理を見

付けた米国の Wilberらは、丁度その頃長足

の進歩をとげた発光タイオード(LED)，マイ

クロコ ンピューターを駆使して正確で軽量小

型のパルスオキシメーターの製作に成功した。

現在この器械の開発にしのぎを削っている会

社は世界に20社近くもあるという 。その普及

も全世界に燎原の火の如く広がりつつある。

もう 1つの疑問は、なぜSeveringhaus教授

か、日本の技術者を Mカメ ラの社員であると

誤解したかという点である 。青柳氏らはパ

ルスオキシメーターに関する特許申請を1974
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年 3月29日に行っている 。その僅か 3週間後

にほは同じ趣旨の申請かMカメラから1974年

4月20日に提出され、後、却下されている の

である 。 しかし 、Mカメラは米国で特許を出

顆し認められた。NK社は、器械を受注生産

にとどめ、その後の開発を 中止 している間に 、

Mカメラは製品 を完成し海外にも売出してい

た。NK社は外国での特許の申請は一切行わ

なかったので、米国ではオキシメーターの発

見はMカメラであると思われたのであろう 。

誠に新製品の開発というのは、生き馬の目

を抜くような苛烈な世界であるか、この領域

における第 1人者の Severinghaus教授によ

って公正な紹介がされたことは、心あたたま

るさわやかな結末であっ た。 NK社で も青

柳氏を中心に新たなパルスメーターの技術開

発に努力が再開されている。 日本人のすぐれ

た頭脳が更に新局面を開く日のあることを期

待している次第である 。

（附属図書館亥鼻分館長）

左より青柳（パルスオキシメーターの発見者）、 JohnW. Severing-

haus（血液ガス測定の第 1人者で、測定法に関する歴史の著者）、筆

者、中島（パルスオキシメーターの最初の試作品の使用者）（62. I. 

23東京ヒルトンホテル前にて撮影）
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〈Journal紹介〉

病 理 学

張ヶ谷健一

病理学は病気の本体を解明する学問である。

それ故、いつの時代にも研究の目的が変化す

ることはない。しかし、病理学は、その研究

手技の変遷と共に、内容を膨らませている。

初期においては病気の本体を形態学を用いて

解析することか病理学の主流であ った。患者

の病態を捉え る上で光学顕微鏡、後には電子

顕微鏡を加えた形態診断が重要な臨床医学の

情報となり 外科病理や解剖病理の重要性か認

識されてきた。そして、蓄積された形態学の

知識に加わって、物質精製を含めた生化学的

手技、培養、抗体の作製などの技術発展と 、

一般化により生体内生理活l生物質の機能解析

や組織細胞間相互のコミュニケーンョンを含め

た機能解析か可能となり飛躍的な病態の理解

が進んでいる。さらに最近では分子生物学的

手技が一般化しは じめ遺伝子レベルの解析か

行われるようになってきている。これらの変

遷は生命現象あ るいは病気のより 本質的な把

握を志向した結果と思われる。それ故、病理

関連の情報は現在では医学生物学の全ての分

野にわたっており到底私の力ではここに要領

よく紹介することは困難と思える。臓器を扱

う各論的な情報を得る雑誌についてはとても

多すぎて言及することは不可能と思える。こ

こでは旧来の病理学専門雑誌と一般的な情報

を得る一般誌について筆者の偏見を交えて列

挙する。

I.専門病理の雑誌

• Acta Pathologica J aponica 

• Acta Pathologica, Microbiologica, et 

lmmunologica Scandinavica 

• American Journal of Clinical Pathology* 

• American Journal of Pathology* 

• American Journal of Surgical Pathology 

• Archives of Pathology and Laboratory 

Medicine* 

• British Journal of Experimental 

Pathology* 

• Current Topics in Pathology* 

• Experimental and Molecular Pathology 

• Human Pathology 

• International Review of Cytology* 

• International Review of Experimental 

Pathology* 

• Journal of Clinical Pathology 

• Journal of Pathology* 

• Laboratory Investigation* 

• Pathology, Research and Practice* 

• Virchows Archiv. A: Pathological 

Anatomy and Histopathology 

• Virchows Archiv. B: Cell Pathology* 

・病理と臨床＊

これらの中で比較的高いImpactFactorを

持つものは Am.J. Pathol.とLab.Invest. 

である。

『病理と臨床』は現在日本にある人体病理の

専門雑誌としてひろく病理関係医師により愛

読されている。

II.一般的な雑誌で病理に関連あるもの

• Advances in Immunology* 

• Annals of the New York Academy of 

Sciences* 

• Cancer* 

• Cancer Research* 

• Cell* 
• Experientia 

• Experimental Cell Research* 

• FASEB Journal 

• International Journal of Cancer* 
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• Journal of Cell Biology* 

• Journal of Cellular Physiology* 

• Journal of Clinical Investigation* 

• Journal of Experimental Medicine* 

• Journal of Histochemistry and Cyto-

chemistry* 

• Journal of Immunology* 

• Journal of Laboratory and Clinical 

Medicine* 

• Journal of National Cancer Institute* 

• Journal of Ultrastructure and Molecu-

lar Structure Research* 

• Kidney International 

•Lancet* 

• Nature* 

• New England Journal of Medicine* 

• Proceedings of the National Academy 

of Sciences of the United States of 

America* 

• Proceedings of the Royal Society of 

London. B: Biological Sciences* 

• Proceedings of the Society for Experi-

mental Biology and Medicine* 

• Radiation Research 

• Science* 

• Scientific American 

• Ultrastructural Pathology 

ここには医学研究の最先端の論文を掲載す

るものかあり、 Cell,J. Cell Biol., Nature, 

Proc. Natl. Acad. Sci. USA, Science., J. Clin. 

Invest., J. Exp. Med., Lancetなどの雑誌

はImpactFactorかきわめて高い。 これらの

雑誌に病理学者の論文も相当数載っており又、

専門研究領域の情報を得るには必読のものと

なっている。

＊印は亥鼻分館継続購読誌

（病理学助教授）

寄贈著書ありがとうございましだ

昭和63年 1~ 5月に寄贈を受けた著書です。

（ ）内の記号は配架記号です。（敬称略、

寄贈者五十音順）

石川稔生 〔機能 ・代謝学〕

現代看護学基礎講座 5 薬理学 石川稔

生著 真興交易医書出版部 1988 (WY  

100) 

杉森みど里 〔看護教育学〕

看護教育学杉森みど里著 医学書院

1988 (WY  18) 

中野正孝 〔基礎保健学〕

看護系の統計調査入門 中野正孝著真興

交易医書出版部 1988 (WY31) 

橋爪牡 〔病態学〕

クラミジア感染症の基礎と臨床 熊本悦明、

橋爪牡編金原出版 1988 (W C 600) 

宮治誠 〔感染研究部〕

真苗症と生体防御機構 宮治誠、高橋久、

高橋伸也編 協和企画通信 1988 (WC  

450) 
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〈オンライン検索にゅーす〉

新規オンラインサービス開始

亥鼻分館では、近く次の 2サービスを開始

する予定である。

医学中央雑誌タイトルガイド

国内医学文献を探すための資料として、『医

学中央雑誌』は既におなじみのものであるか、

実際に検索してみると、かなり大変な作業で

あることかわかる。この『医学中央雑誌』が

1983年からコンピュータによって作成され、

1986年 3月からはオンライン検索サービスか

開始された。

当館では、国内医学文献をオンライン検索

する際、従来JOISシステムの 「]MEDICINE

国内医学文献ファイル」を利用してきたか、

網羅性、速報性など様々な問題があった。今

回サービスを開始する標記システムは、それ

を改善する意味で期待できるものである。速

報性に関していえば、雑誌の発行の翌月には

検索が可能ということである。

その他の特長としては、検索項目か多いこ

とで、特集名からの検索、雑誌名と巻号の組

合せによ って雑誌の 目次情報の検索といった

ことも可能である。

ただし、今のとこ ろ収録範囲か臨床医学

（看護学 も含む）に限られていて、 基礎医学分

野は検索できない。

利用料金

オンライ ン接続料 270円／分

（オンライン出力料は不要）

上記の他に、 東京までの電話代20円／分が

必要である。

STN International 

「STNInternational」 (TheScientific 

and Technical Information Network)は、

米国化学会と西独Fachinformationszentrum 

Energie, Physik, Mathematik GmbH (FIZ 

Karlsruhe)及び日本科学技術情報センター

(JICST)か共同で提供する国際的オンライ

ンネ ットワークである。

米国、西独、日本間を国際専用回線で結び、

各センターを通じ、安価で良質なサービスを

受けることかできるも のである。

利用できるファイルは、 CASオンライン

(CA-CA1967年以降、 CAOLD-CA1962-

1966年、CA Previews -C A速報ファイル、

REGISTRY-CAS登録番号のファ イル）、米

国化学会が発行する21の論文誌の全文ファイ

ル（論文全体を検索対象としたファイル）、

BIOSISを含む科学技術分野の51ファイルで

ある。

CAは、従来の化学物質名、 CAS登録番

号の他、構造式でも検索できる、抄録の打出

しも できるなど画期的なものである。

なおCAは、このサービスの開始とともに

JOISからのサービスは打切られている。

利用料金 （関連するもののみ）

1988年 1月1日現在

接続料 テオ＇ィンスラプイレンイ プオフリランイ ント

CA 15 , 200円／岬49円ん 65吻牛

CAOLD 15,200円 26円 20円

CApreviews 10,， 700 円 76円 92円

REGISTRY 9,600円 49円 65円

BIOSIS 12,700円 36円 47円

上記の他に、東京までの電話代20円／分か

必要であるか、国際通信回線料金は不要であ

る。
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JO IS 利用料金改定

下記の通 り、 JOIS利用料金か4月1日か

ら改定されました。

関連する主なファイルとしては、MEDLI-

NEファイルが、接続料金170円／分→160円／

(I)オンライン料金

二 金
ファイル

接続料金

ICST科学技術文献フ報ァイル 180円／分

ICST科学技術研究情 ファイル 180日／分

ICST科学技術用語シ ソーフスファイル 180円／分

ICST査料所蔵目録ファイル 180円／分

ICST・医中誌国内医学文献 ファイル 200円／分

ICST公共査料ファイル 180円／分

ICST科学技難情術報医フ学文献フ ァイル（英文） 120円／分

日刊工業産業 ァイル 220円／分

食品産業梢報ファイル 180円／分

大阪市都市工学情報ファイル 180円／分

MEDLINE医学文献ファイル 160円／分

TOXLINE毒性文献ファイル 366円／分

CANCERLITかん文献ファイル 195円／分

MeSH医学用語ファイル 160円／分

BIOSIS生物学文献ファイル 281円／分

CAB殷学文献ファイル 208円／分

INSPEC物理 ・電気文献ファイル 295円／分

FSTA食品科学技術文献ファイル 267円／分

EMBASE医学 ・薬学文献フ ァイル 297円／分

MALIMET用語フ ァイル 180円／分

COAL石炭文献ファイル 180円／分

INIS原子力文献ファイル 180円／分

IRRD道路文献フ ァイル 180円／分

INFOTERRA環境情報源ファイル 180円／分

研修ファイル 50円／分

(2) ユーザー SDI料金

データベース名 基本料金 回答出力料金

JICST 1,540円／1検索 55円／件

JICST-E 1,360円／1検索 56円／件

]!MEDICINE 1,600円／1検索 49円／件

MEDLINE 1,480円／1検索 49円／件

EMBASE 1,890円／1検索 48円／件

分、回答出力料金15円／件→25円／件、 JME

DICINE国内医学文献ファイルか、 接続料金

210円／分→200円／分、回答出力料金 20円／件

→30円／件となっています。

オンライン オフライン料金

回答出力料金
手配料金

回答出力料金

（ヒットチャージ） Aタイブ（抄録付）

30円／件 500円／回 55円／件
30円／件 500円／回 43円／件

30円／件 500円／回 49円／件
30円／件 500円／回 55円／件
45円／件 500円／回 56円／件
30円／件 500円／回 55円／件
30円／件 500円／回 55円／件
30円／件 500円／回 55円／件
25円／件 500円／回 49円／件
42円／件 500円／回 71円／件
30円／件 500円／回 59円／件

47円／件 500円／回

63円／件 500円／回 88円／件
69円／件 500円／回 97円／件
50円／件 500円／回 75円／件
30円／件 500円／回 48円／件

30円／件 500円／回 55円／件
30円／件 500円／回 55円／件
30円／件 500円／回 55円／件
30円／件 500円／回 55円／件

(3)その他のオンライン料金

項 目

質問登録料金(1質問当り ）

オンラ イン複写申込(¥ORD)接続料金

会話退避料金

EWS（注）

Fタイブ（抄鎌無し）

37円／件
37円／件

ー／

37円／件
37円／件
56円／件
37円／件

37円／件
37円／件
39円／件
53円／件
41円／件

55円／件
70円／件
79円／件
57円／件
37円／件

37円／件
37円／件
37円／件
37円／件

料金

25円／日

無料

360円／回

無料

（注）NEWSは、 ¥FILE△999以外で使用しますと、該当ファイルの接続料
金が課金されます。

ジャーナル情報

このページでは、 亥鼻地区で受け入れのタ イトルについて、新規受入、受入中止、誌名変更、

休 ・廃刊等の情報をお知らせします。

バックナンパー購入

1. Carcinogenesis. 1 (1980) -5 (1984) 

2. Child and Family. 1 (1962)-6 (1967) 

3. Gene. 1 (1976)-31(1984) 

4. International Nursing Review. 11(1964)-18(1971) 

5. Journal of Continuing Education in Nursing. 3 (1972)-7 (1976) 

6. Journal of Nursing Admistra tion. 1 (1971) -6 (197 6) 

7. Journal of Nursing Education. 1 (1962)-15(1976) 
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8. Journal of Psychiatric Nursing and Mental Health Services. 5 (1967) -14(1976) 

9. Nucleic Acids Research. 1 (197 4) -7 (1979) 

10. Nursing Forum. 1 (1961)-3, 6 -9 (1970) 

11.病院 1 (1949)-6, 16-27, 30-32(1973) 

12.学校保健研究 1 (1959) -21 (1979) 

13.看護技術 1 (1955)-20(1974) 

14. 日本不妊学会雑誌 21 (197 6) -31 (1986) 

15. 日本癌治療学会誌 1 (1966) -4, 11 -21 (1986) 

16. 日本内科学会雑誌

17. 日本整形外科学会雑誌

18. 日本消化器病学会雑誌

新規寄贈受入

68 (1979) -7 3 (1984) 

51 (1977)-60(1986) 

76(1979)-83(1986) 

1. Cell Structure and Function. 

2.日本先天代謝異常学会雑誌

1 (1975)-

1 (1985)-

3. 日本薬理学雑誌 74(1978)-

4.臨床医薬（臨床医薬研究協会） 1 (1985)-

5.膵臓 （日本膵臓学会）

誌名変更

1 (1986) -

• Archivum Histologicum Japonicum. -50(1987) ―Archives of Histology and Cytology. 51(1988)-
・相談学研究 ー 19(1987)

一カウンセ リング研究 20(1987)-

休・廃刊

・臨床水電解質 8 (2) (1988) // 

昭和63年度 開館日程表

区 分 4 5 6 7 8 ， 10 11 
通日 常開館

l | 

i 

l J 

I 髯II 
週土 9 : 0 0 -1 7 : 0 0 1 
曜日 9 00-12 00倹

時日間 外 開 2館0 
l 
- I 

l l = l 
週土 1 7 : 0 0 - ・ 0 0 8 23 1 4 7 
曜日 12 00-16:30 倹 出 （木） 伽（月）

日曜開館
10, 17 1, 8 5, 12 3, 10 4, 11 2, 9 6, 13 
24 15, 22 19, 26 17 18, 25 16, 23 20, 27 

13. 00-1 7 : 00 29 30 

12 1 

26 5 
（月） （木）

24 ， 
(±) （月）

4, 11 22, 29 
18, 25 

l 

| 
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3 

11 
仕）

5, 12 5 
19, 26 
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休
（祝日館、他）日

3,⑳ 息．4 24, 31 7, 14 ⑮， ⑳ R ③, ⑪ ⑪12、, 19 
21, 28 5，⑳ 27(年灼科←I年≫⑮4始休,）8 26 

16 
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在 宅ケアの周辺

平山朝子

近年、在宅療養を積極的に選ぶという考え

方は、急速に一般化してきた。とくに、在宅

ケアヘの一般の人の関心か強いという点で、

看護学の発展を求めている私たちにとって、

自らの力量を問われる大切な状況と思う 。

この関しの高まり の背景には、老人人口の

急増にともないケアの必要な人が増えている

事実、また誰にと っても現在の、あるいは近

い将来の自分の問題であること、加えて病身

を癒すのであれば病院や施設よりも棲み馴れ

たわか家かよいとケアの質をは っきりと求め

る条件が一般の人にできてきたことなどがあ

げられる。

私は、看護の仕事の中でも保健婦の活動に

深くかかわって きた。保健婦は、家庭で療養

している人やその家族を支える立場で、わが

国での活動実績はすでに半世紀を超える歴史

を持っている。古くは結核患者の療養援助を

重ね、今日では身体障害や精神障害を持つ人、

難病患者、寝たきり老人の在宅期の援助を幅

広く担っている。

しかし、これらの仕事は、公衆衛生行政と

社会福祉行政の各サービスの中に位置づけら

れるので、公衆衛生は社会防衛的、社会福祉

は貧困対策的、と刻印されがちで必ずしも正

当な評価をうけていない。したかって、人員

不足は著しく、最近になってようや〈市民権

を得るようになってきたところといっても過

言ではない。それか、老人対策のように、誰

でも、どこにいても関わりか生じてくるとい
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う意味で普遍的な課題か脚光を浴びることと

なって、改めてその有効性と実力が問われる

ようになってきた。

このことは、同時に医療施設内の活動にと

どま っていた看護婦にも積極的に家庭に及ぶ

活動が期待されていることを示している。

在宅ケアを可能にするためには、家族看護

体制と往診 ・通院などの在宅医療体制の確保

が不可欠なことは明かである。

このうち、家族看護について考えてみると、

最近では小規模家族化の進行等のため、家庭

では病人を世話する人がいない。これに対し、

家事の社会援助サービスとしてホームヘルパ

ー派遣か強化されようとしている。

また、これに関連して、昨年(1987)には、

老人ホームの寮母やホームヘルパー等の社会

福祉の直接処遇職員（ケアワーカー）の資格が

制度化され、介護福祉士か誕生した。これは

名称独占の制度で、現状では採用時の資格要

件には直結していない。将来は、 一定の職業

倫理と介護技術とを身につけた有資格者で充

足する展望ができた段階である。

一方、在院日数の短縮化か進むにつれて、

在宅ケアは家事や介護の援助だけではすまな

くなり、看護婦や保健婦による看護か不可欠

となる。

これまでの在宅福祉施策をみると、家事援

助や入浴・給食サービスなどの制度はあるけ

れども、これらは一貫性と総合性に欠けてい

る。これからは、家事援助、訪問看護、在宅

診療とを総合的に機能できる 「在宅ケア」を

求めなければならない。現代社会においては、

どの一つを欠くことはできないし、さらには、

これらの社会サービスの充実と共に、他方で

は、家族や親族によるケアかさまざまな形で

基底に存続するような多重の構造のものを求

めていくことか大切である。

病人のいる家庭では、家族を励まして潜在

している力を引き出し、家族ケアを支える、

そういったことも看護の役割だと主張すると、

そのょうな伝統的な家族による介護の強化は、

社会サービスヘのニーズを否定するものだと

批判を返してくる人もいる。果してそうだろ

うか。人々は、どのような在宅ケアを求めて

いるのだろうか。

この夏、在宅ターミナルケアの現状を確認

するため、終末期を自宅で過ごした高齢者の

実態調査をした。

入院して最期を迎えた方も多かったか、そ

れまでに入院を拒否し続けたエピソードを残

して亡くなった高齢者の多いことに気づ く。

中には、もうこれ以上自宅に置くわけにはい

かないという家族の気持から、保健婦に入院

を説得してはしいと求めてくることもある。

そんな場合、むしろ逆に本人の希望を保健婦

が受け入れて自宅で過ごす日をはんの数日間

でも延長させた例もあった。この援助は貴重

だが、そう考えてみると、このような援助の

仕事の効果は、どう測ればよいのか考えさせ

られる。

「在宅ケア」では、病気の人や老人を一人の

生活者としてし っかり位罹づけ、その人の主

体性を保持しなから病院やホームなどに入っ

た場合以上のケアを整えることを目標とすべ

きと 言われている。

確かに医療処置面では目標をそのように考

えるとよい。しかし、今日一般の人々か求め

ているケアを準備するのに、入院やホームの

入所で得られるものを目標にする必要はない。

もっと広範囲に人々の普通の生活要求を豊か

に充すものを目標にすべきと思う 。

（看護学部地域看護学講座教授）
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国園国OO固カイ格

目次情報の調べ方 Current Contentsを中心に

●Current Contents（略称CC)

概要

雑誌の最新号の目次頁だけを集めた目次速

報誌。創刊は1958年で、発行所は ScienceC1-

tation Indexを刊行している米国 Institute

for Scientific Information (IS I)社であ

る。 7つの分野別に週刊で発行されている。

今回は亥鼻分館所蔵の ClinicalMedicine 

(1973年から所蔵。略称CM、1986年までは

Clinical Practice)、LifeSciences (196 6 

年から所蔵。略称LS)に例を取り、紹介す

る。

特徴

CC全体に言える最大の特徴は、雑誌発行

から CC収録、発刊までの時間 （タイム ・ラ

グ）か0~ 5週間と短いことである。収録誌

の多くか発行前に目次頁を写真製版して印刷

しているためで、図書館に届く雑誌本体より

図 1 目次

も先に目次頁だけは見られる場合かしばしば

ある。

LS:生命科学、基礎医学分野を中心とし

世界中の重要な雑誌約 1,180誌の目次を収録

している。国内誌は35誌であ る。(1988年 7月

現在）

CM:歯学を含む臨床医学分野を中心に約

850誌を収録対象とし、国内誌は 8誌である。

(1988年 7月現在）

両分野の重複率は約30％となっている。

構成

LS、CM共通である。

各号は大きく目次、本文、索引に分かれる。

1)目次 （図 l 図は LSより 転載）

収録誌は DisciplineGuideの各主題毎に

掲載されている。 LSでは12、CMでは20の

主題に分けられている。

目次頁下部には各号の収録誌の リス トかあ

FEATURED IN THIS ISSUE OF CURRENT CONTENTSR /LIFE SCIENCES 
FEATURES 
2 Journal Coverage Changes 
3 Current CommentsR 
10 ISi R Press Digest 
13 Cartoon 
15 Citation ClassicsR 図2の主題

21 Cur「entBook ContentsR 

DISCIPLINE GUIDE 
33 Multidisciplinary 
44 Chemistry 
51 Biochemistry/Biophysics 
7 3 Molecular Biology & Genetics 

----

と

雑誌名

JOURNALS APPEARING IN THIS ISSUE: 
210 ACTA NEUROL SCAND.77 (2). FEB 
J 91 ACTA ORTH OP SCAND,58 (6). DEC 

SN.259 (1 2)．MAR 25 
JAMA-JAM MED ASSN,259 (13). APR 1 
JPN CIRC」.52(1). JAN 

7 7 Microbiology & Cell Biology 
95 Pharmacology 
115 Immunology 
124 Physiology 
124 Experimental Biology & Medicine 
160 Clinical Medicine 
198 Neurosciences & Behavior 
215 Animal & Plan↑Science 

INDEXES 
218 Title Word Index 
262 Author Index & Address Directory 
301 Publishers Address Directory 

124 CANCER.61 (7). APR 1 
63 CARBOHYD RES.173 (2). MAR 1 

108 TOXICOL LETT,'40 (3). MAR 
91 TSITOLOGIYA SSSR.30 (2). FEB 
85 VIRUS RES.9('4). MAR 
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図2 本文

― 
゜
JAMA芹；悶はは悶icalAssociation 

Articles and Abstracts in English 

VOL. 259 NO. 12 MARCH 25 1988 (L,C) 

Antibody and T-Cell Receptors .. ……………..…… •,. 1845 
S. Tonegawa. Cambrid.9.~ 

Brief Reports 
Softball Slldlng lnjurlAS .…•,... .\ ...….. ¥................ 1848 

A Piece of My Mind 

Th• Trapeze............................................................... 1868 
s Holw町．oFIOm1杞．w

図 3の検索語

図4により住所がわかる

160 

る。掲載巻、号、発行月等が付けられアルフ

ァベット順に並べられている。左の数字は収

録頁を示している。収録誌のうち毎号LSで

は約200誌、 CMでは約140誌が掲載される。

2)本文 （図2)

主題別に各雑誌の目次頁か並ぶ。主題内の

雑誌の順序は決められていない。目次と共に

出版社、雑誌論文の書かれている言語か示さ

れ、目次はすべて英訳されている。創刊号な

ど初めて掲載される場合は発行頻度、出版社

の住所、価格等が記載される。

3)索引

Title Word Index（主題索引）とAuthor

Index & Address Directory（著者索引）

かある。

図3 Title Word Index 

CCの掲載
‘`̀ ペーン

SYNTHE 

CC PI J P、
SYNTHET^SE•I 
2ヽ 197 

SYNTHETIC 

／ 
収録雑誌のページ

CONTINUED 

c1988 by ISiR CURRENT CONTENTSR 

• Title Word Index（図3)

文献のタイト ル中のキーワードで検索出来

る。アルフ ァベット順に並べられたキーワー

ドの下の 2つの数字は掲載頁（左）と収録雑誌

の目次の中の頁（右）である。

検索する場合のキーワードの選び方は、最も

適確に主題を表現している言葉を考え、同義

語かあれば、それについてもあたる必要がある。

• Author Index & Address Directory 

（図4)

各文献の第一著者かアルファベット順に載

っている。数字はCCの頁のみを表わしてい

て、文献の頁までは知ることか出来ない。著

者名と共に住所か付いており、別刷(Reprint)

の請求先にな っている。本文の目次から別刷

図4 Author Index & Address Directory 

TOEI」

TOE! J..........．ヽ●
TOSOH CORP. DIV SC1 

INSTRUMENT. 27 ヽ 3 • I

H"“^WA. ^YASE 
K̂ N̂ G▲W^ 252. 
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請求のためにあて先を知る、という使い方か

主である。

毎号掲載される記事では、他に Publishers

Address Directory （各号に収録された雑

誌の出版社の住所一覧）、 Current Book 

Contents（関連分野の単行書、レビュー誌、会

議録の新刊書からピ ックア ップして目次を掲

載している 。各号の索引からも検索出来るか

後述する累積索引 ー TriannualCumulative 

Indexーからは検索出来ない）等か載る。

収録誌リスト

Complete List of Serials and Publisher 

Guideのタイトルのもとに、 1月と 7月の年

2回褐載。出版社名とその住所が付けられて

いる。

Triannual Cumulative Index（図 5)

年 3回の収録誌名からの索引。雑誌名がア

ルファベット順に並べられ、巻数、号数の横

にCCの収録号／頁が示される。求める雑誌

かCCの何号何頁に載っているかをまとめて

図5 Triannual Cumulative Index 

CUMULATIVE JOURNAL INDEX AND COMPLETE LIST OF JOURNALS COVERED 
JANUARY-APRIL 1988 

JOURNAL JOURNAL JOURNAL JOURNAL JOURNAL 
VOL ISSUE CC NO/PC VOL ISSUE CC NO~ ~PC VOL ISSUE CC NO/PC VOL ISSUE CC NO/PC 

ACCOUNT CHEM RES I ACTA OBSTET CYNECOL 
烈・!2.....．．．．... :！ ！: J SC”゜~~ET GYNEC~ 、 ＾‘^ 1 

AGR BIOL CHEM TOKYO i AMER J MEO SCI I AN ACAD BRASIL CIENC 
5 l • ! ！・・・・,..．．．．．． ! ! ?？ I 29ヽ・: ·•· • : ！ ！？： I 59 ●)  -••—.......... 1 1 9) 2 

さ誓〗盲 I
LEUl上：戸

---・ ••_...·· • ・̀ ・メ2.............11/ 20. 215.＿．．ー・_．．．．15l”“°lPHA"“COL 
MED BIOL EN, COMP¥JT I I 32 • 5.—•• _..---l/ 136 
25 u. ____ 1/ 177 I MICROCIRC ENOOTH LYMPH I............ -...., l/ Ill 
2 し 1-—·· ul l”'•只—..—• 15/ Iヽ,1 " !-.''10. ....... • ·~、•・ • 

〒---〒て ・- ···-·一 °’.......、し＾u•nJ凡＂し＾’｀＂...., 2..—·~~ •••一-· 10/ 155 
3 . .—•••一~. 13/“ 

図 2か
2..-- ••••~ l ll lu)5  ●L.... ・-・・・・・・・・- 7/ lb7 
）．．．一_____lb/ 117 I 2.・-・・・・・--・・・・・・ lS/ 127 

鯖UTA(;ENESIS--i i.．．．．： ：．.i i i iけ
導 き出せる 14.....,•一一--.17l l" 

11.......,_...... 7/ 18'1 
12................. 1 I 18'1 MED J AUSTRAL.LA I MINER ElECTROl YTE 2. "ー••••一·····-· 2/ 75 

調査する時に便利である。

主な利用法

CCの大きな利点は、図書館で購読してい

ない雑誌の目次か見られること、購読誌であ

っても図書館にまだ到着していない雑誌の目

次か見られる程速報性に秀れていること 、実

際に雑誌に掲載される目次をそのまま載せて

いるため正確であること、 1冊 1冊について

索引か整っていること、などである。

これらを生かした利用法を考えるならば、

各研究分野での重要な雑誌の最新号の目次を

追っていく、また、 CCの主題の中から関連

する部分を通覧する。といったブラウジング

的利用と、 TitleWord Indexで必要なキー

ワードを含む文献か載っているかをチェ ック

する、という作業を CCか出る毎に行う Cur-

rent Awareness（現状追従調査）か中心にな

るであろう 。

●Contents 

CCは代表的な目次速報誌であるか、日本

の雑誌の収録誌か少ない。国内雑誌の目次

を集めたものか日本医薬情報センターから

『Contents』というタイトルで毎週出ている。

医、薬学および周辺分野の国内誌、メーカ

ー誌、情報関連誌約 400誌の目次を載せ、他

に様々な学会情報か載っている。

本文は収録雑誌の中から毎号一部をアルフ

ァベット順に配列している。

欠点は主題索引かないことと、主題別のブ

ラウジングか出来ないことである。ただ、毎

号、冒頭の「医薬文献ハイライト」で、その

号の論文をいくつか紹介しており、 主題通覧

のためには一応の目安になるかも しれない。

雑誌名から収録号を示す 1年分の索引かある。

亥鼻分館では 578号 (1984年）から継続購

読中である。
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このページでは、亥鼻地区で受け入れのタイトルについて、新規受入、受入中止、誌名変更、

休 ・廃刊等の情報をお知らせします。

1989年新規購読

1. American Journal of Epidemiology 

2. American Journal of Human Genetics 

3. American Journal of Hypertension 

4. Animal Technology 

5. Archives of Dermatological Research 

6. Archives of Environmental Contamination and Toxicology 

7. Biochimica et Biophysica Acta: Lipids & Lipid Metabolism 

8. Bioessays 

9. Brain Research Bulletin 

10. Computers in Nursing 

11. Current Nephrology 

12. Differentiation 

13. Environmental Research 

14. European Journal of Anaesthesiology 

15. European Journal of Respiratory Diseases 

16. Excerpta Medi ca. Sect. 8: Neurology & Neurosurgery 

17. Journal of the American Academy of Dermatology 

18. Journal of E 1 ectron Microscopy Technique 

19. Journal of Endourology 

20. Journal of Hypertension 

21. Journal of Magnetic Resonance 

22. Journal of Ocular Pharmacology 

23. Molecular and General Genetics 

24. Neuropsychopharmacology 

25. Public Heal th Nursing 

26. Schizophrenia Research 

27. Veterinary Record 

28.映像情報イ ンダスト リアル

29. 眼科手術

30.言語生活

31.ハートナーシング

32.関節外科

33. メディカル ・ヒューマニテ ィ

34. オペナーシング

35. 臨床スポーツ医学

36.脊椎 ・脊髄ジャーナル
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（基 保）

（図書館）

（内 3)

（動実施）

（図書館）

（図書館）

（図書館）

（図書館）

（図書館）

（図書館）

（図書館）

（図書館）

（図書館）

（図書館）

（図書館）

（神内）

（皮膚）

（図書館）

（図書館）

（内 3)

（図書館、内 3)

（図書館）

（図書館）

（図書館）

（地 看）

（精神）

（動実施）

（放技校）

（眼科）

（継 看）

（成看 2)

（整 外）

（看 教）

（成看 2)

（整 外）

（整 外）



1989年購読中止

1. Anasthesie Intensivtherapie Notfallrnedizin 

2. Annales de Parasitologie Hurnaine et Cornparee 

3. Archives of Orthopaedic and Traumatic Surgery 

4. Canadian Medical Association Journal 

5. Computers and Biomedical Research 

6. Ecology 

7. Excerpta Medica 

8. Geriatrics 

9. International Anesthesiology Clinics 

10. Journal of Arthrop 1 as ty 

11. Journal of Epidemiology and Community Health 

12. Journal of Immunoassay 

13. Journal of Medical Genetics 

14. Langen becks Arch iv fiir Chirurgie 

15. Metabolic, Pediatric and Systemic Ophthalmology 

16. Orthopaedic Review 

17. Pathology Annual 

18. Proceedings of Helminthological Society of Washington 

19. Social Casework 

20. Tropical Diseases Bulletin 

21. Tropical Medicine and Parasitology 

22. Veterinary Parasitology 

23. Virchows Archiv. B : Cell Pathology 

24. Zeitschrift fur Kardiologie 

25. Zentralblatt fur Allgemine Pathologie und Pathologische Anatomie 

26.ビタミン

27. 月刊アスキー

28.医療増刊

29.教育と情報

30. リウマチ

31.消化器外科

32.食品衛生研究

バックナンバー寄贈受入

（麻酔）

（図書館）

（図書館）

（図書館）

（図書館）

（図書館）

（図書館）

（成看 1)

（図書館）

（図書館）

（図書館）

（図書館）

（図書館）

（図書館）

（図書館）

（図書館）

（図書館）

（寄生）

（地 看）

（寄生）

（寄生）

（寄生）

（図書館）

（内 3)

（図書館）

（図書館）

（放技校）

（図書館）

（図書館）

（図書館）

（外 1)

（図書館）

1. Bioessays. 5 (1986)-7 (1987) （図書館）

2. Journal of Biochemistry. 89 (4-6) (1981), 90-93, 94(2-6), 95-98(1985)（図書館）

3. Journal of Electron Microscopy. 28 (1979)-36 (1987) （図書館）

4.実験動物 24 (1975)-34 (1985) （図書館）

5.民族衛生 26 (1960)-40 (1974) （図書館）

6. 日本衛生学雑誌 23 (1968)-35 (1981) （図書館）

7.応用薬理 21 (1981)-34 (1987) （図書館）

8.生物物理 6 (1966)-14, 15 (1,2,4-6), 16-25 (1985) （図書館）

9.生化学 48 (1976)-56 (1984) （図書館）
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寄贈著書ありがとうございましだ

昭和63年 6月～10月に寄贈を受けた著書で

す。（ ）内の記号は配架記号です。 （敬称

略、寄贈者五十音順）

安達恵美子 〔眼科学〕

眼科ナーシングマニュアル安達恵美子編

南江堂 1988 (WY  58) 

草刈淳子 〔看護管理研究部〕

看護診断 Marjory Gordon著

草刈淳子監訳

100) 

山浦晶 〔脳神経外科学〕

要説脳神経外科 朝倉哲彦はか著（分担執

筆 ：山浦晶）発達疫学研究所出版部 1988 

(W L368) 

医歯薬出版 1988 (W y 

野島良子，

:'''.."9.. ...... とびつくす 急•^..＾..^．曲＾ヽI,ト.. ...＾ ：9 ..9..9 .. .....m..幽,....^,11,...血....^ ,:,, ..9..9.. "µh..贔,...血^“^．．．^,1h, .. ..k^’’’9 .. ，99 ,^’’’9.. 、m,.. ..9..急.. ．9..，.＾"ii, ..“'`: ---~ - : 
オーディオ用 CDか一般家庭に普及されて のオンライン版は EMBASEですか、その ' ＇ 》
から久しくなりますが、この12cmの円盤は音 CD-ROM版も出る予定です。

楽だけでなく、文字、数字、画像など様々な オンライン検索の場合は、時間、出力件数に i 
i 

情報を蓄積することが出来ます。これらの情 応じて料金か加算されますか、 CD-ROM検 t 
報を集めた蓄積媒体を CD-ROM(Compact 索では、こういったことにとらわれずに時間 ； 
Disc-Read Only Memory)と呼んでいます。 をかけて自由な検索をすることが出来ます。 f t 

》

記憶容量はディスク 1枚に漢字やひらがなで ただ、 CD-ROMの更新は年4回などと、ど ト
易

約 2億 7千万字か記録でき、例えば『広辞苑』 うしても速報性の点で劣ります。そのために 墨
t 
し

では30冊分が記憶出来ることになります。こ 古い分は CD-ROMで、最新情報はオンライ t 
喜

のような記憶密度の高さを利用しない手はな ン検索で、といった使い分けか必要になるで ： 
≫ 

く、いろいろな情報 しょう 。 t 
かCD-ROMに収め CD-ROMの問題 ； 
られ提供されていま

CD-ROMをご存じですか？
点は、 CD-ROM毎 ， t 

す。 にパソコンと CDー ！ 
現在、事典、辞書、新聞記事、人物情報な ROMを収めるテッキ (CD-ROMドライブ） t t 

どの CD-ROMが販売されていますが、医学 の組合わせか決められており、何種類かのc t 
関係の情報を扱ったものも出ています。 D-ROMを使う場合、複数のハードが必要と

Index Medicusをオ ンライ ンで検索するテ なるなど、互換性の点で難点かあることで、

ータベースは MEDLINEですか、これのCD 現在標準化か検討されています。

-ROM版があり、提供社別に DIALOG版、 B CD-ROMは魅力的な媒体です。図書館や

RS版などと、それぞれのオ ンライ ン検索時 その他の機関でも使われはじめており、利用
奮

の検索方法に準じた方法をと っています。他 が増えていくことは間違いないでしょ う。 t 
に癌情報や ScienceCitation IndexのCD- t 
ROMもあります。また、 ExcerptaMedica ! 
~.:';;,"’’’▼’’"’’▼· II’’▼`＇▼畑＇▼咄＇... :’▼ '咄＇▼ ・“ -,III’’▼’9'＂-9,-99い’▼'9119-”’'▼叫や▼’’ ’ ▼ ,9’▼囀9...’暉’▼'＂9 ... ＇騎,, ... 99119II'’▼'響 ▼'IIP-叩-’UI’’▼'，＂▼ ' 911’9 ... "＇，呻’9 ... '曹▼""’'.....＇●で1，ャ•"’'9.....，9..剛' ...i
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少年の頃のキ ャンパス

寄贈著書ありがとうございました

CD -ROM MEDLINEが入ります
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くオンライン検索にゆーす〉 ］0IS利用料金改定 6 
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少年の頃のキャンパス

佐藤研

父か本学に勤めていたことから、家はサッ

カーグランドの隣の亀岡町にあり、私はそこ

で生まれ育った。そのため子供の頃、附属病

院前は通学路であったし、医学部キャンパス

は近所の子らとの遊ぶ格好な場所でもあ った。

そのことから、このキャンパスは私の、いわ

ば故郷の一部であり、多くの想い出に満ちて

いる。

新病院 （現医学部本館）が落成したのは昭

和12年であり、父はすでに歯口科に勤務して

いた。そのころすでに多少物心かついていた

筈であるから、病院建設や移転風景など憶え

ていそうなものであるか、残念なから全く記

憶にない。

おそらく最初の記憶として残っているのは、

現サ ッカーグランドが造成されている頃であ

る。亀岡町の木島床屋の隣の鍛冶屋の間から

入り、病院事務長官舎と機関部の石炭がらの

山のそばを抜けると 、す ぐグラン ド予定地に

でた。そこにはアカンペン山と子供らがいう

小山があり、その奥手には未だ多くの家屋が

建ち並んでいた。グランド造成には、これら

の家が取り払らわれ、 よく遊んだ懐かしい小

山も平坦にして整地されたわけである。

それから 1年はどして幼稚園、小学校に通

い始めたと思うか、附属病院の裏門から入っ

て坂を登り 、玄関前から正門を抜け、中島屋

のわきを通る毎日であ った。

春。そのころすでに病院裏右手や弓道場の

斜面に辛夷が早春に咲き始め、 4月に入ると
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病院正門、 裏門わきの浄水場の老桜、あるい

は病院東側の薬学との間にある八重桜か咲き

揃った。構内の四季の花を見ながら通学でき

ることは楽しいことであった。また野球場、

サッカーグランドにはクローバーが咲き乱れ、

姉達と花輪を編んだり、家で生まれた子兎を

連れてきて放したりした。

夏。亥の鼻キャンパスは蝉の声で埋まった。

近所の子等と蝉採りに出かけたか、そのコー

スは決ま っていた。サッカーグランドから野

球場のスコアーボードのあたり の丘に登 り、

甚礎校舎の浄水場付近の桜、楳の木立を点検

し、山百合の咲く凡秋谷、さらに甚礎校舎の

中通りを突っ切り、貯水池から左折して、校

舎裏から眼下に亀岡町、遠くには千葉市街、

椿森の眺望できる高台に出、ここでしばらく

遠景を楽しんでからサ ッカーグランドに下り

家に帰った。

夏のグラ ンドは虫か多い。子供かいう殿様

バッタは大きく立派で、しかも敏感なので採

るのに汗をかいた。また榎実鉄砲という竹鉄

砲を作って遊んだか、その弾に使うため凡秋

谷の一角にある榎に、守衛の目を盗んで登り、

その実を採りに行ったものだ。

秋。十五夜か近付くと、月見に供える野草

を取りに出かけた。すすき、女郎花、ほうず

は、現病院裏門から看護学校宿舎裏にかけて

の斜面、栗は現晴暉寮の北側の崖に多くあり、

梢から梢に渡り移り得意になって採ったもの

である。別棟毎に配列していた基礎校舎一帯

は、現在のような街からの騒音は全く届かず、

何時出かけても音一つなく森閑としていて、

子どもには恐く、 緊張して通り抜けたもので

あった。

冬。病院裏門からお茶ノ水 （大和橋手前）

まで旧東金街道との境界に幅 2メートルぐ ら

いの掘割り があった。これは矢作町の方から

ずっと続いてきているのだが、ここは元病院

・現記念講堂北側の鬱蒼とした森下になる の

で、陽が当 らず、冬には冷たい北風か通りぬ

ける。凍結した堀割りに恐る恐る乗ってみた

り、氷り割りをして遊んだ。冬のグランドは

あまり使わなかった。時に凧揚げをしたが、

都川畔で揚げること の方か多かった。そこか

ら揚げて糸を長 くすると、 精神科の病棟や附

属病院の屋上ま でもと思えるはど高く小さく

なって胸か躍っ た。

この懐かしいキ ャンパスも第 2次大戦が始

まると共に、旧病院は器撃を避けるための斑

な黒ペンキで醜くなり、あげくの果て元病院

と基礎校舎は戦災で消失した。食料不足か ら

サッカーグランドは全面畑になり、歯口科に

割り 当てられた区画で、父や医局員と共に野

菜作りをした。隣接には婦人科の岩津教授、

図書館の黒川さんの畑もあり、時に一緒にな

った。肥料作りに薬学の七天王の森で落葉を

集めたり、そこの便所か ら肥え汲みをし、剣

道場のわきを通ってグランドまで遠く担いで

行ったものだった。

その後、私は成人し、千葉大の医学部に昭

和31年に入学した。そして学生時代あるいは

医局生活を通して現在まで、このキ ャンパス

に、更に別な多くの懐いを残した。一方この

間、 医学部のキ ャンパスはずいぶん変った。

基礎校舎は2転し旧病院に、新病院は元の基

礎校舎の場所に移った。昔の面影を残す場所

は少なくなったか、しかしこの緑濃いキ ャン

パスの其処かしこには、未だ私の幼年の頃の

懐いが息づいており、年々その懐いは熱く 深

まって行くような気もする。

（医学部歯科口腔外科学講座教授）
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寄贈著書ありがとうございましだ

昭和63年11月～平成元年 5月に寄贈を受け

た著書です。 （ ）内の記号は配架記号です。

（敬称略、 寄贈者五十音順）

大谷克己 〔名誉教授〕

千葉の牛頭天王改訂版大谷克己著大

谷克己教授退官記念会 1988 (388) 

加藤 巌 〔微生物学第 2〕

ADPリボシル化毒素 と標的分子 加藤巌、

内田饒編 菜根出版 1989 (Q W630) 

生物トキシン一医学 ・生物学への応用ー

加藤巌編 学会出版センター 1988 (Q W 

630) 

川喜田愛郎 〔名誉教授〕

生命・医学 ・信仰 川喜田愛郎著新地書

房 1989 (W50) 

平澤博之 〔救急部〕

合併症をもつ患者の術前・術中 ・術後管理

平澤博之編 医学書院 1988 (W0178) 

外科合併症 DecisionMaking ーフローチ

ャー トでみる 治療指針一 平澤博之、 高田

忠敬編医学書院 1989 (W0184) 

平山恵造 〔神経内科学〕

神経内科治療マニュアル 第3版 Martin 

A. Samuels 編 平山悪造、伊藤直樹監訳

メディカル ・サイエンス ・インターナショ

ナル 1988 (W L 100) 

吉武香代子 〔小児看護学〕

小児看護における母親の参加に関する研究

一昭和60・ 61 ・ 62年度文部省科学研究費補

助金（一般研究C)成果報告書ー 研究代

表者 ：吉武香代子 1988 （文部省 s)

9後硲豪索俎噂ぺ¢·豪硲バ象・炉ぎ愈ヽ中缶··t7•没·>．“｀かか知ぎ臼を魯豪皐砂·iiy，奇峠•終．か豪噂噂ゥ・が和炉淡効豪魯必・俎！‘

炒 ：言
前号でCD-ROMの概略についてお知 CD-ROM版による検索では、 MeSH くふ

らせしましたか、 亥鼻分館では CDー タームやタイトルの切り出し語などオン 必必
ROM MEDLINEの導入について館内及 ライン検索と同様の検索かできます。操 恐

痘し
び運営委員会で検討した結果、今年中に 作方法については説明会を開く他、マニ <ふ

導入を決定しました。実際の導入は秋頃 ュアルを用意しますし、検索して不明な 糸
舟9

となります。 点かあれば係員が 必
オンライン検索 CD-ROM MEDLINE 

必ト
お手伝いします。 豪

ト と比べ、時間にと

らわれず思い通り が入ります

CD-ROMの提 母
母t

供社や動かすため ふ

に試行錯誤しなか｀

らの検索か可能になるため、実際の検索

は図書館職員を介さず利用者が直接検索

する方法 （エンドユーザー検索）を とる

ことを予定しています。

念≫
のパソ コン、ソフ 念

ト等は選定中ですが、過去 5年以上は遡

って検索できるようにします。

詳細は具体化次第、館報等でお知らせ

します。

唸帝・・炉魯磁 ·奇；笙椒忍·,;.,焙;1，伶い炉炉炉象・咎悉．｀心喝傘i臼パ心心か氏厨砂·恥魯（返t •i象や豪魯ふ•必・終．t心•応t 4苔

- 3 -



〈Journal紹介〉

公衆衛生学

公衆衛生学は衛生学 ・法医学と共に社会医

学に属するものであり、その定義からみても

非常に広範囲にわたる学際的な学問分野であ

る。社会医学の使命として、実社会での活動

（定義のArt，術の部分）も重要な位置を占め

るので、社会の保健 ・医療および福祉の現状

と動向には常に目を向けていなければならな

い。衛生学との境界は以前はど明確でなくな

り、お互いにオーバーラップするところが多い。

ここでは、便宜上いくつかの分野に分けて

紹介する。

A.衛生学、公衆衛生学、疫学、予防医学

に関するもの

1 American Journal of Epidemiology 

2 Amencan Journal of Pubhc Health* 

3 As1a-Pac1fic Journal of Public Health 

4 Canadian Journal of Pubhc Health 

5 Ep1dem1ology and Infection * 

6 Hygiene and Samtation 

7 International Journal of Ep1dem1ology 

8 Journal of Ep1dem1ology and Commum-

ty Health 

9 Journal of Hygiene, Ep1dem1ology, Micro-

biology and Immunology 

10 Preventive Med1cme 

11 公衆衛生＊

12 公衆衛生情報＊

13 日本衛生学雑誌

14 日本公衆衛生雑誌＊

15 民族衛生

時代に即したテーマか必須である。2には

エイズやウイルス肝炎に関するものか多い。

安達元明

B.環境に関するもの

1 Archives of Environmental Contamma-

tion and Toxicology* 

2 Archives of Enviromental Health* 

3 Atmospheric Environment 

4 Environmental Health Perspectives 

5 Environmental Research* 

6 Experimental Lung Research * 

7 Journal of the Air Pollution Control 

Association 

8 Journal of Environmental Health 

9 Journal of Toxicology and Environmen-

tal Health 

10 Mutation Research * 

11 エネルギーと公害

12 環境研究＊

13 空気清浄

14 公害研究

15 公害情報学会誌

16 公害と対策

17 大気汚染学会誌

6, 9には大気中ガス状物質への暴露実験

(9は生化学指標についての分析）か多い。

10には AMESTestの研究か掲載されている。

C.労働衛生に関するもの

1 American Industrial Hygiene Assoc1at10n 

Journal 

2 Annals of Occupational Hygiene * 

3 Archives des Maladies Professionnelles 

de Medecine du travail et de securite 

sociale 

4 British Journal of Industrial Med1cme 

5 Internationales Archiv fur Arbeits-
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med1zm 

6 Journal of Occupatinal Medicine* 

7 Occupational Health 

8 Scandinavian Journal of Work, Environ-

ment and Health 

9 産業医学

10 産業医学ジャーナル

11 労働衛生ジャーナル

12 労働科学 ＊

13 中毒研究

14 災害医学

D.統計分析手法に関するもの

フィールド調査に より収集したデータは、

実験データと異なり多くのbiasか含まれる。

交絡因子の補正法が掲載されることかある。

1 Annals of Mathematical Statistics 

2 Applied Statistics 

3 Biometrics 

4 Biometrika 

5 Journal of the American Statistical 

Association 

6 Journal of the National Cancer Institute* 

7 Journal of the Royal Statistical Society 

6には新しい統計技法か紹介されることが

ある。

E.行政・衛生統計に関するもの

現在の保健・ 医療および福祉の実態および

統計について、各種の報告かある。

WHO関係では

1 Official Records of the World Health 

Organization 

・ WHO Public Health Papers* 

・ WHO Technical Report Series* 

・ WHO Weekly Epidemiological Record* 

・ WHO World Health Forum * 

・ WHO World Health Statistics Annual * 

日本のトピ ック、各種統計は『厚生の指標』

に掲載される。特別付録の『国民衛生の動向』

は現状を知る上で、衛生 ・公衆衛生のみなら

ず、臨床家にと っても 必携と 言えよう 。

2 厚生の指標 ＊

• 国民衛生の動向 ＊

• 国民の福祉の動向 ＊

・保険と年金の動向 ＊

3 衛生法規＊

4 ジュ リスト

4には各種裁判の記録か掲載されるはか、

特集号かある。

F.疾患に関するもの

当教室では、大気汚染か小児の呼吸器に及

ほす影響についての研究を行っている。疫学

調査では、疾病の正確な把握か不可欠である

ので、臨床医学の Journalも必要となる。

1 American Review of Respiratory Dis-

ease* 

2 European Respiratory Journal* 

3 Journal of Pediatrics 

4 Pediatric Clinics of North Amenca 

5 Pediatrics 

6 Thorax 

7 小児科

8 小児科臨床

9 小児科診療

10 日本胸部疾患学会雑誌

1には新しい呼吸器症状調査票の提示、そ

れに引き続く 一連の研究結果が掲載されてい

る。2には疫学調査結果のほか、環境汚染物

質への人体暴露がある。

＊印は亥鼻分館継続購読誌

（公衆衛生学 助教授）
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くオンライン検索にゅーす〉

JOIS利用料金改定

下記の通り、 JOIS 利用料金か4月1日か

ら改定されました。

関連する主なファイルとしては、 MEDLI-

NEファイルが、接続料金 160円／分→ 140

円／分、回答出力料金25円／件→20円／件、

]MEDICINE国内医学文献ファイルが、接続

料金 200円／分→ 180円／分、回答出力料金

30円／件→45円／件となっています。

なお、 4月1日より消費税実施に伴い、下

記のファイル料金に消費税分 3％が加算され

ます。

JOISサービス料金表（消費税は含まれておりません）

1．オンライン料金

ロ
オフライ ン 料金

ファイル
オンライン 回答出力料金

接続料金
回答出力料金

手配料金 Aタイプ Fタイプ
（ヒソトチャージ）

（抄録付） （抄録無）

JICST 160円／分 45円／件 500円／回 70円／件 52円／件

JICST (E) 120円／分 45円／件 500円／回 56円／件 56円／件

]CLEARING 160円／分 40円／件 500円／回 53円／件 47円／件

]TERM 50円／分 ー／

]CATALOG 50円／分 ー／
]MEDICINE 180円／分 45円／件 500円／回 59円／件 47円／件
]PUBLIC 160円／分 45円／件 500円／回 70円／件 52円／件
NK-MEDIA 200円／分 40円／件 500円／回 65円／件 47円／件

JAFIC 160円／分 40円／件 500円／回 65円／件 47円／件
OSAKA-UE 160円／分 40円／件 500円／回 65円／件 47円／件

MEDLINE 140円／分 20円／件 500円／回 44円／件 34円／件

TOXLINE 302円／分 39円／件 500円／回 65円／件 47円／件

CANCERLIT 175円／分 25円／件 500円／回 54円／件 36円／件
MESH 550円／分

CAB 187円／分 59円／件 500円／回 84円／件 66円／件

FSTA 243円／分 44円／件 500円／回 63円／件 45円／件
EMBASE 268円／分 25円／件 500円／回 43円／件 32円／件
MALIMET 50円／分

INIS 160円／分 32円／件 500円／回 50円／件 32円／件
IRRD 160円／分 25円／件 500円／回 50円／件 32円／件
INFOTERRA 160円／分 25円／件 500円／回 50円／件 32円／件

COAL 160円／分 25円／件 500円／回 50円／件 32円／件

研修ファイル 50円／分

その他のオンライン料金（消費税は含まれておりません）

項 目 料金

質問登録料金 (1質問当り ）

オンライン複写申し込み (¥0RD)接続料金
会話退避科金

NEWS 

25円／日
無料

360円／回
無料

＊消費税に関するお知らせ

JOISサービスの他に、 当館で実施してい

るDIALOGサービス、 STNInternational 

サービスにも、消費税か加算されます。
2．ユーザSDI料金（消牝税は含まれておりません）

データペース

JICST 
JJCST (E) 
JMEDICINE 
MEDLlNE 
EMBASE 

基本 料

1,480円／1検索
1,360円／1検索
1,540円／1検索
1,030円／1検索
1,804円／1検索

回答出力料金

70円／件
56円／件
59円／件
44円／件
43円／件 二 1¢
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このページでは、亥鼻地区で受け入れのタイトルについて、新規受入、受入中止、誌名変更、

休 ・廃刊等の情報をお知らせします。

バックナンバー購入

1. American Journal of Nursing* 1 (1900)-76(1976) 

2. American Journal of Public Health* 1 (1911)-43(1953) 

3. Archives of Diseases in Childhood 7(1932), 10, 13, 14(1939) 

4. Biochimica et Biophysica Acta : Bioenergetics. 

890(1987)-895, 932-936(1988) 

5. Biochimica et Biophysica Acta : Molecular Cell Research 

927(1987)-931, 968-972(1988) 

6. Biochimica et Biophysica Acta : Reviews of Cancer 

907(1987), 948(1988) 

7. Bulletin of the World Health Organization* 1 (1947)-30(1964) 

8. Child and Family 7 (1968)-11 (1972) 

9. International Journal of Nursing Studies* 1 (1963)-13(1976) 

10. Journal of Gerontological Nursing 2(1976)-4(1978) 

11. Journal of Neurosurgical Nursing 6 (1974)-10(1978) 

12. Nursing* 1 (1971)-7 (1977) 

13. Nursing Clinics of North America* 1 (1971)-11(1976) 

14. Nursing Forum 4 (1965)-5, 10-12(1973) 

15. W. H. 0. Chronicle* 1 (1947)-18(1964) 

16.看護教育 1 (1960) -9 (1968) 

17.看護展望 1 (1976)-2 (1977) 

＊印はマイクロフィルム版

誌名変更

・ Acta Medica Scandinavica -224 (1988) 

—• Journal of Internal Medicine 225 (1989) -

Drug Intelligence and Clinical Pharmacy -22 (1988) 

—• DIC P : The Annals of Pharmacotherapy 23(1989) -

Head and Neck Surgery -10(1988) 

―→ Head and Neck 11 (1989) -

Journal of Medical Education -63 (1988) 

—• Academic Medicine 64 (1989) -

Journal of Submicroscopic Cytology -20(1988) 

ー ］ournalof Submicroscopic Cytology and Pathology 21 (1989) -

休・廃刊

・ トキ シコロ ジーフォーラム 11 (6) (1988) II 
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平成元年度 開館日程表

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

通日 常開館
． 

週土 9 : 0 0 -1 7 . 0 0 1 4 6 26 5 31 
曜日 9 : 00~ 12: 00 仕） ぼ月） 図 倹 仕）

時間外開館 *=＝:l’1 ... 
週土 日 17. 00-20: 00 7 22 1 4 6 22 8 10 
曜日 12 : 00-16. 30 倹 仕） 徐 (±)(月） 倹 （月） (±) 

日曜開館
9, 16 7, 14 4, 11 2, 9 3, 10 1, 8 12, 19 3, 10 14, 21 4, 18 4 
23, 30 21, 28 18, 25 16 17, 24 15, 22 26 17 28 25 

13 : 00 ~ 1 7 : 00 29 

休 館 日 2'⑳ ③⑤ ，④ 23, 30 6, 13 ⑮，⑳ ⑩ 
③5, '⑳ 

⑳ 年末年始 ⑪，⑫ ⑳ 11, 18 

（祝日、他）
20, 27 

24 2277（(杓7Kl⇔ I4（杓⑮7 
, 25 

・休館日のうち、 〇で囲んだ日は祝日または振替休日 。11/5は本学創立記念日。

オンライン文献検索は

午前中が空いています

オンライン文献検索の利用時間帯は 1日の

うちで午前よりは午後に集中しています。こ

れは亥鼻分館に限りません。公衆回線を利用

しているため、回線か混雑して電話かかかり

難くなる、また、コマンドを入れて応答か来

るまでの時間か長くなる、といったことも午

後に多くあるようです。時間の長さは利用料

金にも影響しますし、余計にお待たせするこ

とにもなりますので、時間の都合のつく方は

なるべく午前中にご利用下さい。午前中のサ

ービス時間は 9時から11時半まで （受付は11

時まで。土曜日は除く 。）です。

「文献のさがし方ガイダンス」

の実施

当館では、例年11月に、医学部学生 (4年

生中心）を対象に「医学文献のさかし方ガイ

ダンス」を行っていますか、今年度は、開催

時期を早めて 6月12日および6月19日の両日、

実施しました。

また、学生とは別に、院生 ・研究生・研修

医を対象に同様のガイダンスを 6月6日およ

び6月7日の両日に行いました。

内容は、医学および関連分野の索引誌、抄

録誌 (IndexMedicus, 医学中央雑誌等）の

使い方を中心に文献のさがし方についてです。

なお、 看護学部 3年生を対象に 「看護学文

献のさがし方ガイダンス」を、例年 1月～ 2 

月に行っていますが、こちらの方も今年は時

期を早めて 6月29日に実施しました。

千葉大学附属図書館亥鼻分館報“らいぶらりいゐのはな，， No.22 1989年 7月5日発行

千葉大学附属図書館亥鼻分館発行 発行者 ：本田良行

千葉市亥鼻 1-8-l 電話 0472(22)7171（代）
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一
語教育あれこれ

橘正道

かつて私どもの研究室にしばらく滞在した

オーストラリアの教授に、君達はよく働らく

ねと感心され、半ば言訳のように「母国語で

ない英語で文献を読み、その英語で論文を書

き、また英語で口演するというハンディキャ

ップを背負って、しかも英語を母国語とする

人達と同じ土俵で対等な勝負をするには、 1

倍半もいやもっと働らかねばならないのです

よ」と云ったことかある。本当のところ 2倍

働いてもある面では到底間に合わないのが実

状である。一番開きか少ないと思われる「読

む」ということを取り上げても、米英のイン

テリの読む速さはすごい。一緒に文献を見て、

望む個所を見つけるときなど、すらっと指を

走らせながら「ほらここに」とあ っという間

に探し、どうしても追いつかない。一般雑誌

の 「タイム」とか 「ニューズウィーク」 くら

いのものはまあ 1時間足らずで読み了える。

また私などがそんな雑誌に見つけた 奇`妙な”

単語の意味を求めると、明快にそのニュアン

スまでを含めて説明してくれる。改めて圧倒

されてしまう 。自分達の日本語の力を考えれ

ば当然ではあるのだか。結局は限られた専門

のところは必死に追いつくが、裾野の領域に

は手か廻らないというのが実状であろうか。

有名な月刊誌サイエンティフィ ック ・アメ

リカ ンを私どもの教室でも購読しているが、

それぞれ能力がある人なのに毎月この雑誌の

目次にすら目を通す人が 3人以上はいないよ

うに見える。もちろん、広く見れば例外的な

方もいるのであ って、内科の奥田邦雄名誉教

授の語学力はすばらしく、この雑誌を愛読さ

れ、電車の中でさらさらと目を通されていた。

どうしてこのようにネィティヴの人とは読
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む速度が違うのか。これは速読力を身につけ

ていない、あるいはつけることができなかっ

たからであろう 。では速読力とは何か。それ

は形で読むことである。ふと気が付くと私は

少しややこしい英語だと半ば＼＇音読”している 。

明治 6年生まれだった私の祖母は手紙を声を

出して読んでいた。またある年令期の子供が

同じことをする。音で聞いた方が速く理解で

きるのであろう 。これを想い出して苦笑する

のだか、私の英語の場合は、音を聞くのでな

く単語とフレイズの読解が遅いので、心の中

の音読でスピードを落し数えるようにして正

確さを確保しているようだ。非常に易しいと

ころは単語 ・フレイズを一括してパターンで

読んでいることもある。

さて、それでも結局は遅いのである。易し

い本ですら小学校高学年のネ ィティヴの子供

の読書スピードには到底及ばない。ところか

考えてみると、私か今まで読んだ英語の活字

量はいくら何でも小学生よりは多いのである。

この差は結局のところ英語の形に接し始めた

年令の差ではなかろうか。

一般的に子供の＇＇形”の識別 ・記憶能力に

は驚嘆すべきものがある。御存知の方も多い

と思うが、幼児かジグソーパズルを並べるの

を見ると、ランダムにさらさらと置いてゆく 。

完成した図柄を思い浮かべているのでなく 、

1つ 1つの断片を形と柄で確実に識別、記憶

していて、またこの断片は右上のこの辺りと

いうように憶えているようである。とくにそ

のお子さんが天才的というのでなく、一般的

に3~4オの幼児がその点で天才的な能力を

もっているのであろう 。また小学生低学年の

子供が、広場などで遊ぶ同じような服装の数

多い子供達の中から友人を認める速さにもび

っくりする。A君と B君かあそこに、 C君は

こちらにとわずか 2~3秒で十分である。傍

にいる親は教えてもらい、目をこらしてよう

やく判るというのに。このような能力をもつ

子供だが、それでも文字には少し時間がかか

るようだ。ふつう小学校 1~ 2年生の間は私

の祖母のように声を出して読み、また大人に

本を読んでもらうのを好むか、小学校 3~4

年生のころ急に熱中して本を読むようになる。

自分の好きな内容のものだと夢我夢中で、し

かも黙って読みふける。まさに速読力を獲得

したのである。文字の形を憶え、それが意味

と直結してきたのであ ろう 。もう声を出すこ

ともないし、親に読んで〈れとせがむことも

少なくなってくる。

平均的な能力の持主だと、これは小学校 3

~4年生までに発揮される力だし、その後は

確実に低下してゆくように見える。外国で幼

少年期を過したいわゆる帰国子女にと っての

最大の困難は国語の 「読む」に加えて「書く 」

を含めた能力の低きであり、しかも年令が教

育の最適期を過ぎてしま ったことなのであろ

う。私どもの英語と同じ状態なのである。さ

らにもう 1つのマイナス因子は知的欲求は先

へ行っていて、自からのもどかしい語学力に

堪えられず、ついつい読まないようになるの

ではあるまいか。

さて読むのと同様なことか 「聞き、話す」

にも当てはまる。先日も旧友のN博士と話し

合った。文化勲賞を受賞され、ノーベル賞候

補の最右翼の方であり、国際的な活躍も目ざ

ましい。その彼が言う。 「本当のところネイ

ティブ同志の学会や討論を傍で聞いても聴き

とりが悪く肝心なところは判らないね。情報

を得るのは個人的な接触かいいよね。向こう

か手加減をしてくれるから」と。私も同じ体

験をし、同感である。学部学生の頃からそれ

なりに努力をし、その後 2年間も米国に留学

しても真実はこの程度である。

冷え始めた鉄を鍛えるのは難しい。でも努

力しなければ後退するのみである 。こんなこ

とを学生諸君に云うのだが、大多数のものは

上の空に近いように見える。

母国語はその民族の魂であり、文化そのも

のである。受験のためのみでない真実の国語

カの養成はいさ さかもゆるかせにできない。

その間をぬって、個人レベルのみでなく組織・

制度として英語の早期教育を考える時が来て

いるように思う 。

（医学部生化学オニ講座教授）
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寄贈著書ありがとうございましだ

平成元年 6月～12月に寄贈を受けた蒋轡で

す。 （ ）内の記号は配架記号です。 （敬称

略、寄贈者五十音順）

有水昇 〔放射線医学〕 植松貞夫 〔放射線部〕

MRI診断マニュアル 有水昇、植松貞夫

編篠原出版 1989 (W N 445) 

高橋みや子 〔看護教育学〕

助産婦マニュアルマイルズ著松本清一、

前田マスヨ監訳 （分担翻訳 ：高橋みや子）

オ 2版原著オ10版 医学書院 1987

(W Q 165) 

須永清 〔機能 ・代謝学〕

医学思想の源流 レスター ・キング著 舘

野之男監訳 千葉大学医学部山紫会訳（分

担翻訳 ：須永清） 西村書店 1989 (W Z 

40) 

三浦義彰 〔名誉教授〕

見えてきた癌のプロフィル 三浦義彰、石

井晶子著篠原出版 1989（癌の臨床別

集 17) (Q Z 200) 

山浦 晶 〔脳神経外科学〕

くも膜下出血改訂 2版 山浦晶著篠原

出版 1989 (New lecture 1) (W L200) 

脳神経外科 QuickReference 関野宏明、

佐藤潔、山浦晶編 文光堂 1989 (WL  

368) 

学内にない図書の所在検索について

亥鼻分館では、昭和63年 4月から学術情報

センターのNACSIS-CAT (目録所在

情報サービス」と接続している。これは、「全

国の大学等の図書館に所蔵する図書及び雑誌

の総合目録データベースを構築する」ことを

目的としているシステムである。

六体的には、同セ ンターと接続された大学

図書館の全国的なオンライン共同目録システ

ムで、各大学図書館は図書のデータを同セン

ターに登録すると同時に、自館に必要なテ‘‘―

タを取り込むことか可能になっている。また

目録作業か省力化されるだけでな く、図書の

検索の面でも便利にな った。

従来、 学内にない図書の所在を検索する資

料は少なく、 『医学洋書総合目録』、 『新収

洋書総合目録』か主なものだっ た。これらに

ない場合は、各大学の蔵書目録や館報の新着

案内を見ていたが、手間のかかるわ りには、

確認出来ることは少なかった。

しかし、 NACSIS-CATを検索する

と、接続機関 （平成元年 9月現在、100機関）

の所蔵だけでなく 、参照MARCとして JA 

PAN/MARC (日本国内で発行された図

書の書誌清報。1969年以降の国会図書館所蔵）

やLC/MARC （主と して米国で発行され

た図書の書誌情報。1968年以降の米国議会図

書館所蔵）などの検索が可能になった。

読みたい本か学内にない場合、諦める前に

カウ ンターで相談して下さい。

゜

〇

o
 
Ŝ 

G>-i 
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CD-ROM MEDLINE検索サービスについて

前号で導入予定をお知らせしたCD-ROM

MEDLINEが入り、この度、検索サービスを

開始しました。

今回は CD-ROMMEDLINE についての

内容、検索方法について簡単に説明し ます。

内容

CD-ROM MEDLINEは提供社により バー

ジョンか違 いますが、当館で導入したも のは

アメリカのSilverPlatter Information社のバ

ージョンです。この会社はCD-ROM専門の

会社で、様々な二次資料をCD-ROMにして

提供しています。

当館のCD-ROMで検索でき る範囲は1983

年以降現在までで、1年分かおよ そディスク

1枚に収録されています。最新年分について

は月 1回、その月までの累積版の形で更新さ

れます。

1982年以前の文献を検索する にはオンラ イ

ン検索を利用します。

CD-ROM MEDLINEで検索でき る内容は、

オンライ ン検索と同様、 IndexMedicus, 

International Nursing Index, Index to Dental 

Literatureか含まれます。

検索する ための機器は、SilverPlatter社の

製品が使える IBMパソコ ンと互換性 を持ち、

CD-ROMドライヴを内蔵するソニーのパソ

コンを選びま した。プリンターを装備し まし

たか、フロッピィディスク装置 (3.5インチ

と5インチ）も用意し、プ リンターに直接打

ち出し をしなくてもフ ロッピィディスク （た

だし、 MS-DOS) に検索結果のデータをお

とす （ダウ ンロード）ことができます。 （著

作権の関係で個人で利用する場合に限ります）

検索方法

検索は、ファ ンクシ ョン キーに よって行う

簡単なものなので、利用者自身で検索できま

す。

オンライ ン検索 と違い、検索に料金かかか

りませんので基本的には時間にとらわれずに

検索でき ます。以下簡単ですが利用法につい

て説明します。

例 として 「酸素欠乏症 (Anoxia)」 と 「頻

脈 (Tachycardia)」 について書かれた文献を

探すこととします。

電源を入れ、 CD-ROM （ここでは1989年

の7月から11月分）を入れてメ ニュー画面か

SilverPlatter 1.6 MEDLINE (R) 7/89 - 11/89 Esc=Cornmands Fl=flelp 

No. Records Request 

# 1: 508 ANOXlA 
#2: 608 TACHYCARDIA 
# 3 : 4 # 1 and # 2 

FIND: #1 and #2回

Type search then Enter （己）． To see records use Show (F4). To Print use (F6). 

図 I検索(FIND)画面
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'MEDLINEの選択をします。画面左下に

FIND（検索）が出ますので検索を始めます。

「Anoxia」と入力してENTERキーを押すと

検索件数が＃ 1とい う番号 と共に現われます。

次に「Tachycardia」 と入れるとやはり件数

と番号か出ます。今回は二語両方について―

かれている文献を探しますので「＃1and 

# 2」と入力します。 (andは論理積です。
どちらかが含まれている文献という場合は論

理和 orを用います）

4件論文がありました。 （図 1)検索結果

を画面上に表示させるためには匡エファン ク

ションキー (SHOW)を押します。該当文献

であれば匡回キー (PRINT)を押してプ リン

ター打出し をします。 （図2)別の検索をし

たい場合は匡互］キー (FIND)を押すと検索画

面に戻 ります。

SllverPlatter 1.6 MEDLINE (R) 7/89 - 11/89 

4 of 4 
TI: Bilateral carotid body resection in man enhances hypoxic tachycardia. 
AU: Honda-Y; llashizurne-I; Kimura-H; Severinghuas-JW 
AD: Department of Physiology, School of Medicine, Chiba University, Japan. 
SO: Jpn-J-Physiol. 1988; 38(6): 917-28 
PY: 1988 
LA: ENGLISH 
CP: JAPAN 
AI3: In three groups of subjects we studied heart rate (HR) and ventilatory 
responses to progressive eucapnic hypoxia, steady-state hypercapnia with and 
without hypoxia, and hyperoxic and hypoxic breathholding (BH). Groups were six 
subjects about 25 years after bilateral carotid body resection (BR), eight 
s11bjects of an equally long period after unilateral resection (UR), and three 

to accelerate IIR in BR subjects whereas either less tachycardia or slowing is 
seen in UR and C subjects. 
MESH: Asthma-surgery; Blood-Pressure-drug-effects; Carotid-Body-physiology; 
Electrocardiography-; Heart-Rate-drug-effects; Human-; 
Ilypercapnia-physiopathology; Middle-Age; Respiration-drug-effects; 
Tachycardia-etiology 
MESI!: *Anoxia-physiopathology; *Carotid-Body-surgery; 
*Tachycardia-physiopathology 
ISSN: 0021-521X 
AN: 89259710 
UD: 8909 

以上が大まかな検索の流

れです。ファンクション キ

ーを押しなから検索を進め

ていくのがこのシステムの

特徴です。 （図3)

図2 検索結果の出力

Helpinformauonabo鳳巴璽屈鳳巳？｝嵩:'wo,dso, ph,ases 
Helpinf？竺竺、U讐匠四巳五ば芯霊；etri切 edby
Listofallse¢芦旦五詈阿図竺五ば虚；：［；；ievedby 

RESTART XCHANGE 

犀ば品雰品富盟；四璽位雰ぷ靡謬gloanother
selection screen 

Displaysthepre悶翌翌匠］阿］閉筐ysthe匹 lrecord
、図 3 ファンクションキー一覧
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MeSHを使って

FIND画面か らの検索は図 2の全ての領域

（論題、著者・・・）の語がス トップワー ド等を

除き検索対象となります。そのため論文中に

おける入力語の重要度は文献にあたってみな

ければわかりません。

今回の検索で使用した語は共に Medical

Subject Headings (MeSH)という用語集にキ

ーワー ドとして登録されている語を用いまし

た。このキーワードは冊子体IndexMedicus 

の見出語でもあり 論文をよ り良 く検索するた

めの手がかりです。

MeSHから検索すればより適合文献を得ら

れます。このシステムには MeSHの用語集 も

入っていますので、キーワー ドー院から語を

選択して検索されることをおすすめします。

以上検索方法を簡単に説明しましたが、や

はり＇習うより馴れろ “ですので是非さわっ

てみて下さい。

場所は 1Fカウ ンター横の情報検索室で、

オンライン検索用端末の奥に設置しました。

検索の方法などについては、簡単なマニュア

ルを用意 してあります。利用時間は午前 9時

から午後 5時まで （月～金）とします。詳し

い利用方法の説明は、今後講習会などを行う

予定です。

CD-ROMの検索については、図書館カウ

ンター （内線2808)までお問い合わせ下さ い。

111111111111111ジャーナル情報 111111111111111

このページでは、 亥鼻地区で受け入れのタイトルについて、新規受入、受入中止、 誌名変更、

休 ・廃刊の情報をお知らせします。

1990年新規購読

1. AORN Journal 

2. Bone 

3. Bone Marrow Transplantation 

4. Critical Care Report 

5. Clinical Pharmacology and Therapeutics 

6. Gene and Development 

7. Heart and Lung 

8. Home Healthcare Nurse 

9. Image 

10. Journal of Arthroplasty 

11. Journal of Psychosomatic Research 

12. Journal of Vascular Surgery 

13. Nursing Science Quarterly 

14. Prehospi tal and Disaster Med1cme 

15. Transfusion Medicine Reviews 

16. Trends in Genetics 

17. 日経ヘルスケア

18.臨床看設研究の進歩

19.集中治療

- 6 -

（図書館）

（整 外）

（輸血部）

（治療部）

（薬剤部）

（遺伝子）

（図書館）

（図書館）

（看教）

（整 外）

（図書館）

（外科 1)

（看 教）

（治療部）

（輸 血）

（追伝子）

（医情）

（図書館）

（治療部）



1990年購読中止

1. Acute Care 

2. Arthritis and Rheumatism 

3. Biological Abstracts 

4. Biological Abstracts : R.R.M 

5. European Journal of Haematology 

6. European Journal of Nuclear Med1cme 

7. Immunogenetics 

8. Infirmiere Magazine 

9. International Journal of Immunopharmacology 

10. Journal of Practical Nursing 

11. Nuclear Medicine 

12. Pediatric Clinics of North Amenca 

13. Oncologia 

14.臨床免疫

15.生体防御

新規寄贈受入

1.旭川赤十字病院医学雑誌 1 (1987) -

2.兵庫県立成人病セ ンター紀要 1 (1984) -

3.京都パス トウール研究所研究報告 1 (1987) -

4.日本小児アレルギー学会誌 1 (1987) -

5. 臨床リウマチ （関西 リウマチ学会） 1 (1988) -

6.胆道 （日本胆道学会） 1 (1987) -

誌名変更

・ C.C.Q. Critical Care Quarterly -9 (3)(1986) 

—• Critical Care Nursing Quarterly 9 (4)(1987) -

・ Plasma Therapy & Transfusion Technology -9 (1988) 

ー→ TransfusionScience 1 O (1989) -

（救急部）

（内科 2)

（図書館）

（図書館）

（内科 2)

（放射）

（免疫）

（図書館）

（内科 2)

（図書館）

（放射）

（小児）

（成看 2)

（泌尿）

（化学療）

（図書館）

（図書館）

（図書館）

（図書館）

（図書館）

（図書館）

・ Zentralblatt fur Bakteriologie, Mikrobiologie und日ygiene,Ser. A. -270 (1989) 

—• Zentralblatt fur Bakteriologie. 271 (1989) -

・ Zentralblatt f且rBakteriologie, Mikro biologie und Hygiene, Ser. B. -187 (1989) 一Zentralblattfur Hygiene und Umweltmedizin 188(1989) -
休・廃刊

・ Life Support Systems 5 (1987) II 

・心理測定ジャーナル 24(1988) II 
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閲 覧 室 の 資 料 配 置

1階閲覧室の資料をこのはど一部移動しましたので、現在の資料配罹は下記のとおりと

なります。

□
ロ

[5
1雑誌(111

資料の所在を調べるための目録

図書、雑誌をさがす場合は、下記の目録を使って調べてください。

求める資料 調べる目録 目録の備付場所

図
o 1986年以降受入図書 ●蔵書 リスト

｝ヵウ ンターのそば
o 1967~1985年受入図書 ●図書カード目録

o 1966年以前受入図書 ●図書カー ド目録 閲覧室入口手前

書
0学内にない図書 ●医学洋書総合目録

｝図書目録の書架
• 新収洋書総合目 録など

0亥鼻地区所蔵雑誌 • 雑誌カード目録 カウ ンターのそば

雑誌冊子目録 カウンター

雑 0特集テーマから求める文献 • 和雑誌特集記事カー ド 索引 カウ ンターのそば

(1975年以降の亥鼻地区

所蔵和雑誌）

誌 0学内にない雑誌 ●医学雑誌総合目録
｝ヵウ ンター

学術雑誌総合目録

国会図書館所蔵雑誌目録など 雑誌目録の書架

千葉大学附属図書館亥鼻分館報“らいぶらりいゐのはな，， No.23 1990年 1月30日発行

葉大学附属図書館亥綽分館発行 発行者 ：本田良行

千葉市亥鼻 1-8 -1 電話 0472(22)7171（代）
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シャイン、ザイン、ゾレン

佐藤甫夫

ドイツ語に、 Schein,Sein,Sollenとしヽ う単

語かある 3 シャインは物の見掛けまたは見せ

掛け、ザインはもののあリようやその客観的

実態、ゾレ ンは規範的妥当な在りかたを指す。

ザイン、ゾレンという 言葉は、高校時代の

sophisticationであ った。

二十世紀初頭、 ドイ ツのある村の小学校に

視学官か来訪した。事前連絡なしの視察に驚

いた学校当局は 、急遠、校長以下鄭重に応対

して 、無事にその場を済ませて、ほっと胸を

なで下ろした。抜き打ちの視察は、その地域

で数ヵ町村に及んだ。2~3か月後、ある学校か、

初めて事前連絡のない視察に不審を抱いた。

問い合わせた ところ偽の視学官である こと か

判明し た。この偽視学官は調査に対して、自

分か本物であると信じてゆずらなかった。

これは、ヤスパースの精神病理学に載って

いる空想的虚言症 (Pseudologiaphantastica) 

の有名な例である。

見せ掛けの自分に 人々か驚くのを見て楽し

んでいる 間に、自分か実際にそうであると 信

じてしま い、本人自身かScheinをSeinと思

うようになる。いわば空想の現実 (phanta-

stische Wirklichkeit) か形成されていて、

本人には嘘をついているという自覚かないの

だとヤスパースは言う 。この場合見せ掛けの

自分は、人に見せたい自分でもある。空想的

虚言者症は、sollenに著しく反する ことは言

うまでもない。

次に見掛けも大事だという変な例を紹介し

て置こう 。

数年前、セ ンプラの本屋で、ペーパーバッ

クの英書で「publicspeakingのこつ」 とい

うのかあ った。著者は カーネギーという人で

ある。人前でうまく話すには、 一に準備、一

に準備。そして三は充分な準備の上に自信を

持つことだと書いてあ る。ゲチスバークに於

けるリ ンカーンの有名な演説は、前日午後、

野山を散策しながら思案を重ね、さらに一晩

充分に練った草稿によるものであ ったとの事
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である。では充分な準備iができず、自信か無

い時はどうしたらよいか。その場合は、余リ

勧められないか、せめて格好だけでも堂々と

自信ありげに販る舞うのかよい。とカーネギ

ーは書いている。少々 sollenに反するかまあ

この程度の見せ掛けは許されるということで

あろう 。

ンャイン、ザイン 、ゾレンの三つか一致し

ているのは、人や物事について埋想の状態で

ある。考えようによ ってはこの三者か一致す

ることは在．りえないか、大まかに言っ て、こ

の三者か大体一致していると推定して我々は

馨ら している。簡単にいうと、見掛けと実態

にそう大きな食い違いはないであろう 。また、

著しく規範に反する事は、まあ起こらないで

あろう 。

このように素朴で、楽観的な 「信粕の原則」

か集団や社会の心理的基盤として、無視出来

なし‘。

この素朴な信粕か充分安全だとは、誰も思

っていない。

見掛けに騒された苦い経験はだれにもある。

ザインを簡単に見破る秘密兵器は、誰もも っ

ていないので、多少のリスクを覚悟した上で、

見掛けから実態を経験的に判断するしかない。

なんとも非科学的だか、そうし ないと我々の

日常生活は円i骨に進まない。信粕出来ないと

色々と気を煩わねばならないので、時間かか

かる。相手の反応にも配慮かいる。それやこ

れやで物事か円滑に進まない。そこで多く の

場合 リスクのある信粕をすることになり 、悲

喜劇か生まれる。

主観的演出による シャ インと ザイ ンかあま

り掛け離れていては人格か疑われる。またそ

れか無意識の産物なら、ヒステリ ーなどの病

気か疑われよう 。

しかしシ ャインとザイ ンのギャップを、周

囲か好意的に演出する場合かある。piousde-

ceit直訳すると 「敬度なる詐欺」 となる。

医師は患者に病状を説明する際、病気のこ

態について知っている事 をすべて話すとは限

らない。場合によ っては、患者を労わるため

本当と嘘を織り交ぜて、尤もらしい説明をす

る事もある。癌の告知については、最近、 別

の考えかたもあるか、この場合を別にすると、

一般に医師は患者本人には決して悲観的なス

トー リーは告げず、健康回復への希望を失わ

ないよう配慮する のか常である。

名人に対してもはは同様で、 医帥は、本人

に老化を意識させないような応対を常に心掛

ける。本人に欠けているとこ ろは、さりげな

く対策を授けたり、それとな〈家族にカバー

してもらう 。

残念なから 、年寄はし っかリしているよう

に見えても、意外にダメなとこ ろかある。年

寄はシ ャインとザイ ンのギャップか大きい。

のみならず、ザインとゾレ ンのギャップも大

きい。ここでいうゾレンは規範にはすれた変

な行動をするという 事ではない。法律の要求

する個人の能力か年寄には苛酷な事をさして

いる。法律行為を的確に処理することは、一

般成人にと っても容易ではない。事と次第に

よっては我々も然る可き人に相談するなどし

て能力の欠点を補っている。善意の人に囲ま

れているから我々は一人前の禎をしている。

いわば一人前に見せ掛けていられる。 もし周

囲と遮断され孤立すると、大多数の人は多分、

破局に至るてあろう 。孤立は誰にと っても危

険な状況だか、特に老人には危険である。ン

ャインとザインの差か老化に伴って大き〈な

る。周囲の人か信粕に値する人ばかりなら問

題かないか、世相は段々良くない方向へ進ん

でいるように思える。困った事に、法律もシ

ャインからザイ ンを認定してしまう 。そのた

め法的放済か難しい。

とはいえ、名人を無能力者扱いしてはなら

ない。名人の苦悩のなかに冷たい社会を見る

ようではなるまい。老人か信粕できる社会は

多分も っとも良い文化社会ではなかろうか。

（医学部精神医学講座教授）
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寄贈著書ありがとうございましだ

平成 2年 1月～ 6月に寄贈を受けた著書で

す。 （ ）内の記号は配架記号です。 （敬称

略、寄贈者五十音順）

千葉大学東洋医学研究会

千葉大学東洋医学研究会五十年史 同編集

委員会 千葉大学東洋医学研究会創立五十周

年記念事業実行委員会 1990 (W 20. 5) 

服部孝道 〔神経内科〕 安田耕作 〔泌尿器科〕

神経原性膀脱的診断与治庁 服部孝道、安

田耕作著 喝年越、羅造軍訳 海南人民出版

〈CD-ROMコーナー〉

1989 (W J 500) 

神経因性膀眺の診断と 治療 第 2版 服部

孝道、安田耕作著 医学書院 1990(W J 500) 

萩原禰四郎教授退官記念会

萩原S爾四郎教授退官記念誌 萩原り爾四郎教

授退官記念会 千葉大学医学部高次機能制御

研究センター発達生理分野 1990 (W20. 5) 

平山朝子 〔地域看護〕

公衆衛生看護学総論 l、2 平山朝子、

宮地文子編 日本看護協会出版会 1990 

（公衆衛生看護学大系 1、2) (WY 108) 

利用についてのお知らせ

・今年 1月16日よリサービスを開始しました

CD-ROM MEDLINEですか、利用中のため

すぐには利用できないことかあります。確実

に利用したい場合、午前中(9時～11時利用開

始分）に限り予約を受け付けていますのでご

利用下さい。受付はカウンター （内線2808)

で行っています。

また、午前中でも予約か入っていず、 利用

中でなければすぐ利用できます。

• 3月に CD-ROMMEDLINE検索説明会を

定員 5名すつ同内容で8回実施し、 36名の参

加を得ました。現在のところ、次の説明会の

具体的な予定はあ りませんか、初めての方に

は係員か説明しますので、予約または受付時

にお申し出下さい。また、検索方法を忘れて

しま った場合や、検索途中で疑問点か出た場

合も係員かサポートしますのでカウンターま

でお声をおかけ下さい。

• CD-ROM MEDLINEは、月1回の更新で、

その年の 1月から最新月までの累積版かアメ

リカから航空便で届きます。郵送のため、届

〈日は毎月まちまちですか、大よそ該当月の

1週か 2週目には届いています。

CD-ROM MED LINE検索についてはカウ

ンター （内線2808)までお尋ね下さい。

Eri 
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〈Journal紹介〉

寄生虫学

寄生虫とい うのは、自己の生命維持と種の

保存の場を他の生物に依存して生きる生物で

あって、単細胞のものから10メー トルにおよ

ぶ超大型のものまで多種多様である。しかも

これらか人間に感染する発育過程において 1

つあるいは 2つと別の生物の体を借りる必要

のあ るも のもある。そのため寄生虫学の対象

は寄生虫そのものの形態や生理 ・生化学にと

どまらず関連する生物の生態系などについて

も考慮する必要かあり、また寄生虫感染の結

果引き起される生体反応や病的変化の解明、

さらに診断 ・治療 ・予防法について研究する

ことは言う までもないか、これらの問題の解

決には社会的 ・経済的要因を考慮したり 、国

際的視野の中でとらえなくてはならないこと

も生じてくる。

このように寄生虫学は Host-ParasiteRe-

lationshipと言う 生物学上の大命題を抱えつ

つ、医学の中では生理、生化学、病理学、免

疫学、薬理学さらには臨床各科とも関連を持

つ学問であり社会医学的な考えも要求される。

従 っ て寄生虫学に関連した情報は医学 • 生

物学など広範な分野にわたっているので要領

よくこれらの情報誌を紹介することは私のカ

では困難と 思われる。ここでは寄生虫専門誌

と関連雑誌を列挙しましたか、衛生昆虫など

を合せ考えると片寄りもあり不完全と思われ

るかご寛容いただきたい。

I.寄生虫全般にわたる代表的な雑誌

・ Experimental Parasitology * 
・ International Journal for Parasitology * 
・ Journal of Helminthology * 
・ Journal of Parasitology * 
・ Molecular and Biochemical Parasitology 

新村宗敏

・ Parasite Immunology 

・ Parasitology 

・ Parasitology Research 

・ Proceedings of the Helminthological 

Society of Washington 

・ Veterinary Parasitology 

• 寄生虫学雑誌

II.寄生虫学の一領域が関係している雑誌

・ American Journal of Epidemiology 

・ American Journal of Tropical Medicine 

and Hygiene * 
・ Annals of Tropical Medicine and 

Parasitology * 
・ International J ounral of Zoonoses 

・ International Journal of Epidemiology 

・ Journal of Chemical Ecology 

・ Journal of Morphology 

・ Journal of Nematology 

・ Journal of Protozoology * 
・ Journal of Tropical Medicine and 

Hygiene * 
・ Southeast Asian Journal of Tropical 

Medicine and Public Health 

・ Transactions of the Royal Society of 

Tropical Medicine and Hygiene * 
・ Tropical Medicine 

・ Tropical Medicine and Parasitology 

・衛生動物

III.寄生虫の重要な論文の掲載がみられる雑誌

・ American Journal of Medicine * 
・ American J ounral of Public Health * 
・ Archives of Biochemistry and Biophys-

ics * 
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・ Biochemical Journal * 

・ Cellular and Molecular Biology 

・ Cellular Immunology * 

・ Clinical and Experimental Immunology * 

・ Comparative Biochemistry and Physiology, 

A (Comparative Physiology) 

・ Infection and Immunity * 

・ International Journal of Biochemistry 

・ Japan ease Journal of Medical Science 

and Biology 

・ Journal of Biological Chemistry * 

・ Journal of Cell Biology * 

・ Journal of Experimental Medicine * 

・ Journal of Immunology * 

・ Journal of Infectious Diseases * 

・ Proceedings of the National Academy of 

Sciences of the United States of America * 

・ Research in Veterinary Science 

・日本医事新報

この他、Lancet*、Nature*、Science*は

云うまでもないかParasiteTodyには一般的

な情報か掲載されている。なお TropicalDis-

eases Bulletinと国際定期刊行誌に掲載され

ている動物および人体寄生嬬虫に関する

Helminthological Abstracts (C. A. B Inter-

national)か寄生虫学教室に所蔵されており、

情報は容易に得られるようになっている。

＊印は亥鼻分館継続購読誌

（寄生虫学助教授）

「文献のさがし方ガイダンス」の実施

当館では例年医学文献、看護学文献のさか

し方ガイダンスを行っていますが、今年度は

新たに助産碍学校学生へのガイダンスが加わ

り、以下の日程で実施しました。

「医学文献のさがし方ガイダンス」

(Index Medicus,医学中央雑誌等の二次資

料の説明と演習。終了後、希望者へは CD-

ROM MEDLINEのデモンストレーション）

・医学部学生ー 4年生を中心に（同内容

を2回）

6月11、18日 （月）

・医学部院生 ・研究生、研修医 （同内容

を2回）

6月5日 （火）、6日（水）

「看護学文献のさがし方ガイダンス」

（講義時間を利用。日本看護関係文献集、

International Nursing Index等の二次資料

の説明と演習）

・助産婦学校学生

4月25日（水）

・看護学部 3年生（半数ずつ 2回に分け

て実施）

7月3、10日（火）
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〈オンライン検索にゅーす〉

JOIS科用料金改定

下記の通り、 JOIS利用料金か4月 1日から

改定されました。

関連する主なファイルとしては、 MEDL-

分 、回答出力料金20円／件→25円／件、JME-

DICINE国内医学文献ファイルか、 接続料金

180円／分→161円／分、回答出力料金45円／

INEファイルか、接続料金140円／分→90円／ 件→54円／件とな っています。

JOISサービス料金表
1．オンライン料金（消費税は含まれておりません）

三
オンライン オフライン料金

ファイル

接続料金
回答出力料金

手配料金
回答出力料金

（ヒットチャージ） Aタイプ（抄録付） Fタイプ（抄録無し）

JICST 150円／分 50円／件 500円／回 75円／件 57円／件

JICST-E 110円／分 50円／件 500円／回 61円／件 61円／件
]CLEARING 150円／分 45円／件 500円／回 58円／件 52円／件

JCATALOG 50円／分
]MEDICINE 161円／分 54円／件 500円／回 68円／件 56円／件
NK-MEDIA 177円／分 53円／件 500円／回 78円／件 60円／件

JAFIC 150円／分 45円／件 500円／回 70円／件 52円／件
OSAKA-UE 150円／分 45円／件 500円／回 70円／件 52円／件
MEDLINE 90円／分 25円／件 500円／回 49円／件 39円／件
TOXLINE 143円／分 29円／件 500円／回 53円／件 43円／件
CANCERLIT 90円／分 25円／件 500円／回 49円／件 39円／件

MESH 50円／分
EMBASE 267円／分 30円／件 500円／回 48円／件 37円／件
MALIMET 50円／分
INIS 150円／分 30円／件 500円／回 55円／件 37円／件
IRRD 150円／分 30円／件 500円／回 55円／件 37円／件
INFOTERRA 150円／分 30円／件 500円／回 55円／件 37円／件
研修フ ァイル 無ヽヽ 料

2．ユーザーSDI料金（消贄税は含まれておりません） 3．その他のオンライン料金（消費税は含まれておりません。）

データベース名 基本料 回答出力料金

JICST 870円／ 1検索 75円／件
JICST-E 790円／ l検索 61円／件
}MEDICINE 1,435円／ 1検索 68円／件
MEDLINE 750円／ 1検索 49円／件
EMBASE 1,278円／ 1検索 48円／件

JOIS-IIIサービスが開始

平成 2年 1月 8日より、従来の JOISに新

規機能か追加 された JOIS-IIIかサービスを

開始しています。主な新規機能は以下の通 り

です。

・マルチフ ァイル検索 （最大6テ‘‘ータベー

スの同時検索か可能 ）

・近接演算機能（検索語同士の近さの指定）

・日本語抄録文からの自然語検索

• MEDLINEの 日本語MeSH（キーワー ド）

からの検索

項 目 料 金

質（ス問トア滞サ泊ーチ料質金問及(び1ヘ質ッ問ジ当質問り）） 
125円／週

オンライン複写申込(¥ORD)接続料金 無ヽヽ 料

会 話 退 避 料 金 360円／回
NEWS 無ヽヽ 料

医学中央雑誌タイトルガイドの中止

昭和63年 7月からサービスしていました医

学 中央雑誌タイ トルガイドオ ンライン検索サ

ービスが、提供側の事情により、平成 2年 6

月末日をも って中止になりました。

なお、この医学情報は、 JOIS-IIIの中の

]MEDICINE国内医学文献ファイルでも検索

できます。
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このページでは、亥鼻地区で受け入れのタイトルについて、新規受入、受入中止、 誌名変更、

休 ・廃刊の情報をお知らせします。

1990年新規講読

1. あも

2.臨床モニター

バックナンバー講入

（小 看）

（治療部）

1. Biochimica Biophysica Acta : Bioenergetics 973-977 (1989) （図書館）

2. Biochimica Biophysica Acta : Molecular Cell Research 1010-1014(1989) （図書館）

3. Biochimica Biophysica Acta : Review of Cancer 989 (1989) （図書館）

4. European Respiratory Journal 1 (1988) （図書館）

誌名変更

・ Archives of Oto-Rhino-Laryngology -246 (1989) 

―→European Archives of Oto-Rhino-Laryngology 247 (1990) -

• British Journal of Experimental Pathology -70 (1989) 

—• Journal of Experimental Patholgy 71 (1990)-

・ European Journal of Cancer and Clinical Oncology -25 (1989) 

—• European Journal of Cancer 26 (1990) -

• Gamete Research -24 (1989) 

―→ Molecular Reproduction & Development 25 (1990) -

・ J.A.P.C.A -39 (1989) 一Journalof the Air & Waste Management Association 40 (1990) -
• Journal of Ultrastructure & Molecular Structure Research -102 (1989) 

——• Journal of Structural Biology 103 (1990) -

• Laryngologie, Rhinologie, Otologie -67 (1988) 

—• Laryngo - Rhino - Otologie 68 (1989) -

・ Mouse News Letter -85 (1989) 

―→ Mouse Genome 86 (1990) -

• Residential & Community Child Care Administration 

―→Residential Group care and Treatment -3 (1986) 

Residential Treatment for Children & Youth 4 (1986) -

（購読 6 (1988) -) 

• 国立栄養研究所研究報告 ー 37(1988) 

ー→国立健康 ・栄養研究所研究報告 38 (1989) -

・真苗と真菌症 ー 30(1989) 

一日本医真菌学会雑誌 31(1990) -

終刊

・九州血液研究同好会誌 ー 36(1989) // 

・臨床 VisualMook -14 (1989) // 
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平成2年度 開館日程表

区 分 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

通常開館
,.,.__ 

週日 9 00-17 00 
2 2 6 

土躍 日 9 00-12 00 （月） 徐(‘刈

時間外開館 ＊一

9_ 
一一

ヽ :-ゥ
週日 17 00-20 00 6 28 
土曜日 12 00-16 30 圏 (t) 

日曜開館 8, 15 6, 13 3, 10 1, 8 
13 00-17 00 22, 20, 27 17, 24 15, 22 

休 館 日 1,⑳ ③⑤ ，④ 29, 5, 12 
（祝日、他） ⑳ 19, 26 

・休館日 のうち、 〇 で囲んだ 日は祝日または捩替休日。

・日曜 と祝日が重なる場合および振替休日も休館。

・ 11/5は本学創立記念日。

1 
田

2, 9 7, 14 
16, 30 21, 28 

⑮⑳ ，⑳ ⑩ 

製本雑誌の移動について

2 6 
伶（灼

11, 18 
25 

③, 4 
5,⑳ 

12月 1月 2月 3月

， 

一26 7 30 
（水） (Jj) 仕）

22 7 ， 
仕） （月） U:) 

2, 9 13, 20 3, 10 3 
16 27 17, 24 

＠ 年末（年）始 6 ⑪, 10, 17 

⑳27（杓15ll)⑮ 
⑪,24 
31 

現在、 2階雑誌室に1975年以降の製本雑誌か配架されていましたか、そのスペースか満杯の

状態となり 、「1975年～1979年」の 5年分を、書庫に移動することになりました。うち和雑誌の

移動は 5月中に終了しており、洋雑誌の移動は 8月中を予定しています。作業中ご不便をおか

けしますかご了承下さい。

移動後の配架状況

・雑誌 室 1980年以降の製本雑誌

・書 唐

1 階 和雑誌 ： 1979年以前のバックナンバー

2 

階[：｝ 3 
4 

洋雑誌 ：1)1969年以前のバックナンバーは各階部屋の中に従来どおり配架

2) 1970年～1979年は、 2階～ 4階の廊下部分に配架

なお、古い単行書、参考図書、及び教室より返戻された図書は従来どおり配架

9 9 11 1 1 9 • 9 1 1 1 19 •9 1 11 1 9 • 9 1 1 11 9• 9 1 1 11 >•9 1 1 11 9 • 9 11 1 19 • 9 1 111 9• 9 1 11 1 9 • 9 1 1 1 19 • 91 1 1 1 9 • 9 11 1 19 • 9 1 1 1 1 9 • 9 111 19 • 9 11 1 1 9 • 9 111 1 9 • 9 1 11 1 9• 9 1 11 1 9 • 9 1 1 1 1 9 • 9 1 1 11 9 •9 1 1 1 19 • 9 11 1 1 9 • 91 1 1 1 9 • 9 1 111 9 • 9 1 111 9 • 9 1 1 11 9 • 9 11 1 19 • 9 11 11 9• 91 1 1 1 9 • 9 11 1 1 9 •9 1 1 1 19 • 911 11 9• 9 1 1 1 1 9 • 9 1 1 1 1 9 • 9 1 1 11 9• 9 1 1 1 1 9 • 9 11 11 9 • 9 1 1 11 9 • 9 11 1 1 9 • 9 1 1 1 1 9 • 9 11 1 1 9 • 9 1 1 1 1 9 

千葉大学附属図書館亥鼻分館報“らいぶらりいゐのはな，， No.24 1990年 7月30日発行

葉大学附属図書館亥鼻分館発行 発行者 ：橘正道

千葉市亥鼻 1-8 -1 電話 0472(22)7171（代）
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やっぱり言葉はむずかしい
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ー
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くオンライン検索にゆーす〉

NACSIS-IR情報検索サービスの導入について 10 

やっぱり言葉はむずかしい

寺尾 清

ベルリンの壁かできてからまだそんなに月

日も経たない頃、私はフンボルト奨学生とし

てボン大学の病理学教室に留学していた。そ

の前に 4ヵ月間、ルール地方の山間部の小都

市イザローンにあるゲーテ ・インスティテュ

ートでドイツ語の研修を行うことになった。

当時30も過ぎ、人にものを教える立場にあっ

たのか、学生に返って、世界各国からやって

きたいろいろな職業の人達と一緒に朝から晩

までアー、ベー、ツェーとやる のは、なかな

か楽しい毎日だった。

ある日のこと、 町の公衆浴場で一風呂浴び、

すかすがしい気分で歩道を歩いていると街角

に小さな本屋があった。見るともなしに ショ

ーウィンド越しに、本の背表紙の文字を追っ

ていた。と、6、70オ位の老婆がにこにこし

ながら私に近付いてきた。口をもぐもぐと動

かしたかと思うと、‘‘Kannstdu alles verstehen, 

mein Junge _?’'と 言い右手の掌で軽く私の頚

を2、3回叩いた。あっけに取られている私

を見る老女の眼差しは柔和そのもので、まる

で可愛くて仕方がない孫をあやす様であ った。

この話を大学へ帰って同僚達にすると、 一

瞬信じられぬ顔をしたかと思うと、やがて腹

を抱えて笑いころげた。 ドイツでは、 14オの

時に教会で堅信礼が行われ、自らの意志でキ

リスト教徒になることを誓う。これが終ると

一人の男として社会的に認められ、呼びかけ

も、君 (du)が貴方 （Sie)になる。当時私は勿論

白髪は一本もなく、顔に跛も殆どなく、日本

にいたときにも 5、6オ若く見られていたか

ら、大学では23オ位と思われていた。それに

しても 14オ以下とは。

それから私は duという 言葉に典味を持った。

- 1 -



現代英語では、 二人称単数は youであり、そ

の言葉を聞いただけでは、会話の相手、 雰囲

気などはなかなか解らない。しかしヨーロッ

パ大陸の言葉、 ドイツ語、フランス語などで

は、日本語と同じ様に二人称単数には少なく

とも 2つの種類があって、相手によりはっき

り使い分けている。いつだったか見たフラン

ス映画では、若い男女がホテルの前で互いに

vous (ドイツ語の Sie)と言っていたのが、次

のシーンでホテルから出てくるとtu(du)に変

わっていたのを思い出す。

ドイツ語の辞書でduの項を引くと、訳とし

て、君、おまえなどと出てくる。Sieは「二人

称の尊称で貴方」と書いてあるものが多い。

現代の日本語で君とか、おまえとか言うのは、

少なくとも対等の友人か、目下に対してしか

言わない。親がわが子に対して「おまえは…」

と呼びかけるのは、われわれの世代では極め

て普通の事だった。しかし逆に子供か親にお

まえとか君とかいった呼掛けはしない。とこ

ろがドイツ語では、父親がわか子に呼びかけ

るばかりでなく、 子か両親に対しても “du"

と言う。 いや、そればかりではない。神に対

しても duである。一般にわか国の人達にとっ

て、神は神様であって、とても身近にあって

共に喜び、共に悩む間柄ではない。恐ろしく

もまた恐れ多い存在である。ゲーテインステ

ィテュートの同じ教室にいた、アルジェリア

から来た学生も、神を我々と同じ様に感じて

いると見え、 duという呼びかけに盛んに異議

を唱えていた。

duというのは、ドイツ語を習い始めた学生

が一番最初に興味を持って覚えるIchliebe 

dich.のdichの一格で誰もか疑問もなく受け入

れている言葉であるし、最も簡単な、訳も疑

問の余地の無いも のと考えていたのに、そう

ではなくなった。それから、折にふれてduを

考えてきた。duと言うのは、家族、 学友、親

友、愛人同士、子供、神、自分自身、 ペット、

それに好ましく思ったり、憎く思った人、物

などへの呼掛けとして用いられる。してみる

と、心の中に垣を作らなくても良いも の、ま

たは外へ対する心の飾り の不要な、普段着の

ままの自分と相手との鎚がduかも知れない。

研究室の中などで親しい友達同士が互いに

duで呼ぶことを duzenすると言うが、私が滞

在していた頃は教室の中ではまだ殆ど行われ

ていなかった。最近はアメリカの影響かfirst

nameで呼び合ったり、 duzenするこ とが以前

より多くなったようである。

ヨーロ ッパの言語の中でも英語はドイツ語

に近く、長い間ヨーロ ッパ文化底中で相互の

交流かあった筈であるか、英語圏の人達はこ

の二人称単数の使い分けの微妙な違いをどう

理解しているのだろう 。ましてや、風俗習慣、

歴史の違いが著しいわか国と欧米との間のギ

ャップは、我々か感じているよりも本当はも

っともっと大ぎいのではないだろうか。我々

が普段何気なく使っている言葉の一言一言に

は、その民族が過去に学び取ってきたいろい

ろな経験、哲学、美的意識、倫理感などが盛

り込まれている。今日の語学教育は、我々が

受けた教育に較べて，テクニ ックの面で格段の

進歩を見せているし、電車の中の吊広告を見

ても、首都匿にはおびただしい英会話教室か

開かれているようである。これに比例して、

国際会議などでの日本人の発言も飛躍的に増

加してきた。しかし、英語か通ずれば通ずる

はど、何か微妙な違和感が増してきているよ

うに感ずるのは間違いだろうか。

もっとも、そんな微妙な違和感は、異文化

間のことだけではないようである。私の在籍

した病理学教室はドイツ語でpathologisches 

Institutと言っていた。日本語に訳すと病（理）

的な教室という意味にとれる。ある日、教授に

そのことを質問し、本来ならInstitutfor Pa-

thologieではないですかと尋ねた。ヨーロ ッ

パ第一のボスであり、有名な教科書の著者で

あるこの碩学は少し考えてからにやっと笑っ

て言われた。「君の考えは正しい。その通りだ。

しかし、この名前は事実を よく現している。

ね、そうだろう (nichtwahr?）」

とか〈 、言葉はむずかしい。

（真核センター形態応答分野教授）

（
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医学中央雑誌の使い方

医学中央雑誌とは

国内における最も重要な医学分野の抄録誌

で、明治36年 (1903年）尼子四郎博士によ っ

て創刊され、現在は医学中央雑誌刊行会が発

行しています。

（昭和58年 4月から、編集がコンピュータ化

され刊行形態が変ったため、便宜上昭和58年

4月以後のものを「新医中誌」、それ以前のも

のを 「旧医中誌」と呼んでいます。今回は、

「旧医中誌」の説明は割愛いたします。）

収録範囲

収録誌は平成 2年11月現在、約2,050種（和

文誌1,900種、欧文誌150種）にのはり 、国内

の医学及び関連領域の文献の殆どを網羅して

いるといえます。ただし論文が発行されてか

ら医中誌に収録されるまでには 4~ 5ヵ月の

タイムラグかあり、抄録文を付けると収録ま

でに半年以上かかります。そのため最近では

抄録の付かないものの割合が多くなってきて

います。

収録誌リストは「医学中央雑誌収載誌目録」

で、これには略名、発行所、所在地、 発行回

図2

数などが記載され、また略名からフルタイ ト

ルを調べることもできます。

発行形式

月3回、年間で36冊発行。その他に年間累

積索引として人名編と件名編が発行されます。

構成

抄録の部と索引の部に分かれ、 索引の部に

は人名索引と件名索引があり ます。

抄録の部 （図1、図 2)

図1 （科目一覧）

学

学

学

学

学

学
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89-057600 溶血性連鎮球葦製剤OK-432：再発胃癌に於け る有益
Ill ISi 161 

な補助療法（英文） ~!itoshi Hanaue（束i加人大磯病院クHf). Dae 
l ?I 

Young Kim . Takao Machimura . クト 9名。Tokai J Exp Clin 
181 19) 

Med 12 (4) 10,,,. (1987. 11) 
uo 
OK-432筋注群や対肌群に比しOK-432皮内往9)群では生{f49：が1,,1

上し， 白血球数， リンパ球数 及びT細胞数が 多く．I吝血rli世ij'iI求

9討Su-I木の抽出細胞堕 多栖類に対する I女膚反応が麻l)(Jりであった。皮

内礼射群では， OK-432江射後 4.8％ で発熱， 52.4％で局所膿i炉形成

が認め られた。筋注群 では90％ で発熱 を見たが 記 B1f紐1成は l_¥§1)し
り3

認めなか った （稲LIi)
I I) 12) 

89 (）57601 胃切院術後胆石症 回盲部上行結腸間置 去流行例の興
11) I" 16) 

味 ある 3伊）を中心に（会） 坂,t,:I；令（窪山医桑大第 2外ft)，外12名。
19; 181 199 IIU 

R消外全誌 21(2) m (1988 2)。57哉男，49歳女，63液 男

し

「
＼

……-…-…へは

(I) 文献番号・・・年単位で一連番号を付し．索引の際のキーとなる。

(2) ほ 題…1原報通 ＇）掲載している。ただし欧文の楊合はすべて和訳している。なお．特

集記事の場合は．I昂題の文頭に （ 〕囲みでその記事内容を明示した。

(3) I見 報使用 言話の別•••原報が欧文のJJ;合はすべ て 和訳して ．．（ 英文 ） ． （ 独文 ） ． （ 仏文 ） 等

のように表示しこれらの表示のないものは和文である こと を示している。

(4) 原報の種類別…学会発表抄錢記事． 座駁全記事等については （会）を付し． これのな

いものは原苔である ことを示している。また．総説．図説．埠我について L.

それぞれを襦題の末尾に （ ）囲みで明示した。

(5) SI';者（発表者）・・・-IU文誌．欧文誌とし三人迄原本通 り18戟し．三人以上のJJ;'合は．外～

名。としている。但し（全）を付した文献については発表者 （指定のないしの

は先頭者）のみを掲載し．二人以上のJ&,合は．外ー名。 としている。

(6) 所 屈 ・1炊I',', 捻説等については先頑者にのみ付し、（全）を付した文献については発

表者 （指定のないしのは先頭者）にのみ付している．

(7) I原報 発表誌名 •• 9紅 誌名を採用 し ている 。 ( jij.年発行の小誌収載誌 目 仕参肌 ）

(8) 原報発表誌．の巷． 号、頁

(9) 原報発表誌の発行年月

(IO) I少iK文

(IO 症例報告等の文献で．性．年齢のみの表示のJb合．発行年月に紐けて掲載する。

(I~ I少鉗者名

01) 新刊図円・・・各科目の位後部に掲載する。
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文献は33の科目 （図1)に分けられ、その

中は科目別分類表によ って分類、配列されて

います。各科目の収載周期は、内科学、外科

学は毎号に、その他の科目は少なくとも 2か

月に一度の収載となっています。

科目毎に文献が集められているため、探し

たい項目を通覧（ブラウジ ング）することによ

って、関連する文献を探しだすことができま

す。ただし一つの文献は医中誌のーか所にし

か収録されていないので、関連する複数の科

目について見る必要があります。

索引の部

・人名索引 （図3)

各文献の著者の先頭者のみを掲載していま

す。ただし年間累積索引には抄録の部に記載

されている著者全員 (3名まで）を掲載して

います。

配列は欧文名と和文名に分け、欧文名はア

ルファベット順。和文名は五十音表に従い、

それぞれの中では片仮名→平仮名→漢字の順

に配列し、おおむね電話帳方式です。

一つの姓に二通り 以上の読み方のある場合

は 「…の部を見よ」をつけて、 読まれる頻度

の最も高いと思われる箇所に集めています。

姓名の後の 6桁の数字は文献番号を示しま

す。また、太字で示された文献番号は抄録文

のあ る文献を意号します。

図 3

Ab<, T 078917 フルーム，J 079348 
Aki¥'ama, K ・ 078081 プー9 一ヽ， R 076986 
Allais, D 076565 冗士JII恭frfi 080517 
Allais, J 077379, 077380 廿天r"1弘 077673 
Anchi,i. C 076983 武藉（ム部を見よ）

Anno, H 078293 探f乍昇 076997 
Aoi, W 078813 深沢明夫 077505 
Araic, M 080745, 080746, 深沢俊男 07854 7, 07855 7 

080833 森沢俊裕 080665 
Asakawa, J 07888~ 探田代造 080113 
Awano, K 077810 探田吉孝 076098 
Azumi, K 077769 深津要 .. 079313 

・件名索引 （図4、図 5)

「医学用語シソーラス」（次項参照）に登録

されたキーワードで探します。キーワー ドは

名文献当り 1~ 4個抽出され、欧文と和文に

別し、それぞれの索引のもとに掲載されて

います。

配列は欧文索引はアルフ ァベット順。和文

索引は五十音順 （電話帳方式）です。個々の

キーワード中では総括的な文献の次に、副標

目で限定された基礎的な文献、そして臨床的

な文献と並んでいます。

キーワー ドの後の 6桁の数字は文献番号を

示しますので、この数字を キーとして抄録の

部を検索します。抄録の部の頭 2桁は省略し

てあります。太字の文献番号は抄録文のある

文献です。

図4

肺癌 078402.078456.078457.078461、

0,846:3.078467.078468.078476、

080223.080659.080912.080927 

ー／ 細胞学／薬物影響／実験的 • 077827 

--/--／免疫学／実験的・・・・・・ ・ •• 078454

ー／生化学／原発性 • 特発性 • 本態性

078441.080924 

／酵素学／原発性 • 特発性 • 本態性

078495 

ー／発生学 ・遺伝学／診断的利用

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・... ・ ・ ・ ・.. ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・080931 

ー／抗原 ・ 抗体 ・ 補体 ・・・・・ ・・ ・ ・ ・・・・・ • 080929

--／ー／診断・・・・・・・ ・・ ・ ・・ ・ • 078444. 078445

図5（年間累積索引 ・件名編）

肺癌
0004 26 lililH!!舅の~I楳f象 (4) 鼻)j錘細砲（型扁平．1:./Ji.)
癌Spindlecell (squamous) carcinoma 土屋永寿 癌
の臨 34 (3) 290四I(1988.3) 

000427 肺細胞腫の病理(4) 肺大細胞癌の糾俄亜塑
とくにリ ンパ球浸潤型について 建石竜平外科治療
58 (4) ◄56· ◄ 59 (1988.4) 

000433・個人カー ド管理による経年追跡で発見した中
心型早期肺癌の 1例 水野裕子 8臨細胞会岡山会比
5 12-o (1986. I I) 

000434° CLLに合併した肺闇の剖検例森lll杵子 肺．
洲 28(I) 12ヽ • 12~ (1988.2) 

000435° llli小細胞Ifhにお けるneuron~pccific cnolaRc 
(NSE)の免疫HIは学的検討 rlt谷闘史 肺I枯 28 
(I) 12ヽ (1988.2)

• 000436° 肺腺Ilf/iおよび扁平．1:-./Ji.1＆におけるケラチンの
免疫組蛾化学的観寮 竹本剛 肺癌 28 (I) 12◄ 
(1988.2) 
000438・骨形成を伴う 肺腺癌の 1例 吉田勝明 肺癌
28 (I) s1 92 (1988.2) 

00043炉 喀r/u死を きたした肺癌剖検症例と病理組織学
的研究 特に/1¥1i性空料と破裂血管との関係について
角田尚久 FIFIL枯 28 (I) 1s-ss (1988.2) 
00044炉 ヒト肺腺鼎におけるラミニンおよびIV型『9原
の免疫HI牒化学的局在定位 HisRshi I-IRshimolo Ac・ 
ta llistoclicm Cytochcm 20 (6) 10ヽ (1987.12)
000443° ヒト！ifil祈における トランスフェ リン受容体の
発現 Hiro to~hi Horio Acta Histoclicm Cytochcm 
20 (6) 706 (1987.12) 

ロ（ 抄録有り ）． °（会議録）． •（症例報告）．

。（症例報告・会議録）・`（新刊単行図書）
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医学用語シ‘ノーラス

約38,000語からなる医学及び医学関連用語

のリス トです。五十音順キーワード リス トと

カテゴリー別キーワード リス トから構成され

ています。

• 五十音順キ ー ワードリスト （ 図 6 )

欧文キーワード リストと和文キーワー ドリ

ス トか ら成り、欧文リストはアルファベット

順、和文リストは電話帳方式の五十音順に配

列されています。

このリストは同一グループの用語かーか所

に集まるように工夫されていて、図 6にある

肺疾患ー寄生虫性のように倒置形になってい

るものもあるので、求める語かリスト中にな

い場合は倒置形の方も探してみてください。

図6

肺癌 C4-6-4/C8-9-l 7 

肺気腫 CS-9-16 
肺気量測定 El-17-5 

肺機能的残気最 El-17-5 

→( )肺気最測定

肺吸虫 Bl-12-3 

肺吸虫症 C3-4-l/C22-ll -2 
肺結核 Cl-2-3/C8-3-12/C8-9-12 

（虚脱療法、胸部レ線診断、肺切除参照）

肺結石 C8-9-0 

肺コ ンプライアンス El-l 7-5/G9-l -2 
肺好酸球増加症 C8-9:...13/Cl5-l -12 

肺高血圧症 Cl4-l-5 

肺残気量 El-17-5 

→( )肺気量測定

肺疾患 C8-9 

（肺性心参照）

肺疾患ー寄生虫性 C3-6/C8-9-14 
肺疾患ー真菌性 Cl-3-13/C8-3-13/C8-9-15 
肺疾患—閉塞性 CS-9-16 

肺腫瘍 C4-6-4/C8-9-l 7 
白血球遊走因子 D24-2-0 

→Leukoegresin 

参照には次の 3種類がある。

① 同義語参照 ‘・ を見よ" A→B 

② 上位語参照‘'の上位語を見よ" A→( ) B 

③ 関連語参照‘をも見よ " A (B、C参照）

上の例では、 ＇・白血球遊走因子 ＇`は同義語

"Leukoegresin"を、 ＇肺 機能的残気量”は上位語

'肺気籠測定＂を、＇肺疾患` ＇は関連語である＇肺性 心＂

も参照するよ うにということを示している。

- 5-

・カテゴリー別キーワードリスト （図 7)

この リス トには、各々のキーワー ドを医学

及びその関連領域のA~Nのカテゴリーに分

類し、各々のカテゴリーをさらに分け、階層

をつけて配列してあります。

このリストの利用法は、五十音順 リス トで

適当なキーワードが見つからない時に、その

用語がどのような概念に属するか考えながら

その語の同義語ないし上位語を探し出すとい

った方法があります。

図7

第 1階層

(C〕 カテゴリー・コード

C 
NI -2他のカテゴ

C 1 
リーヘの参照

C 1-1 

naplasrnataceae in「ectionC 1 -1 -1 

Anaplasmosis Cl-1-1 

artoriel laccae in「ection Cl-1-2 

13arlonella in「cction Cl-1-2 

I ~hlamydiaceae infection Cl-1-3 

結膜炎一封入体 Cl-1-3 

細菌感染症 C 1-2 

Acinctobaclcr i nfcction Cl-2-1 

Actinobacill[-!S infection C 1-2-2 

Actinomycetales infection C 1 -2 -3 

眼結核 C 1-2-3 

珪肺結核 C 1-2-3 
結核 C 1-2-3 

結核一肝臓 C 1-2-3 

以上簡単に御説明いたし ましたが、 わから

ない点などありましたらカウ ンター係員まで

おたずねください。



1111111111ジャーナル情報1111111111

このページでは、 亥鼻地区で受け入れのタイ トルについて、新規受入、 受入中止、誌名変更、

休・廃刊等の情報をお知 らせします。

1991年度新規購読

1. Analytical Chemistry 

2. Arthritis and Rheumatism 

3. Clinical Obstetrics and Gynecology 

4. Current Opinion in Gastroenterology 

5. Current Opinion in Immunology 

6. Current Opinion in Neurology and Neurosurgery 

7. Current Opinion in Obstetrics and Gynecology 

8. Current Problems in Obstetrics, Gynecology and Fertility 

9. Diseases of the Colon and Rectum 

10. European Journal of Anaesthesiology 

11. European Journal of Haematology 

12. FASEB Journal 

13. Fetal Medicine Review 

14. Gastrointestinal Endoscopy 

15. Gerontologist 

16. IMA Journal of Mathematics Applied in Medicine and Biology 

17. International Journal of Hyperthermia 

18. Journal of the American Academy of Child and Adolescent Psychiatry 

19. Journal of Clinical N euro-Ophthalmology 

20. Journal of Environmental Science & Health. 

Pt. B:Pesticides, Food Contamination & Gricult Waste 

21. Journal of Muscle Research & Cell Motility 

22. Journal of Orthopaedic Research 

23. Journal of Pediatric Gastroenterology and Nutrition 

24. Journal of Spinal Disorders 

25. Lab Animal 

26. Leukemia and Lymphoma 

27 ・. Molecular Endocrinology 

28. Oncogene 

29. Radiotherapy and Oncology 

30. Synapse 

31.看護管理

32.看護教育

33. クリニカル ・ファーマシー

34. ME Japan 

35.脳神経外科速報
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（図書館）

（内科 2)

（産婦）

（小外）

（遺伝子）

（脳 外）

（産婦）

（産婦）

（外科 1)

（麻酔）

（内科 2)

（麻酔）

（産婦）

（内科 1)

（成看 1)

（基 保）

（外科 1)

（精看）

（眼科）

（生体）

（図書館）

（整 外）

（小外）

（整 外）

（動実施）

（病理 1)

（図書館）

（図書館）

（外科 2)

（図書館）

（看管）

（精管）

（薬剤部）

（手術部）

（脳外）



36.臨床看護研究の進歩

37.社会保険旬報

38.社会老年‘u

1991年購読中止

1. Age and Ageing 

2. Anaesthesia 

3. Anaesthesist 

4. Archives des Maladies Professionnelles de Medecine du Travail et de 

Securite Sociale 

5. Berichte Gynakologie Geburtshilfe 

6. Blood 

7. British Journal of Haematology 

8. Cancer 

9. Clinical Vision Sciences 

10. Current Eye Research 

11. En doc/ inology 

12. Excerpta Medica. sect. 10 

13. Excerpta Medica. sect. 12 

14. Histopathology 

15. Investigative Ophthalmology and Visual Science 

16. Journal of Autism and Developmental Disorders 

17. Journal of Clinical Endocrinology and Metabolism 

18. Journal of Computer Assisted Tomography 

19. New England Journal of Medicine. International ed. 

20. Resuscitation 

21. Seminars in Heamatology 

22. Zeitschrift fur Geburtshilfe und Perinatologie 

23. 防菌防徽

24.学術月報

25.医学と生物学

26. Japanese Journal of Cancer Research 

27.呼吸

28.公衆衛生情報

29. 日本医事新報

30. 日本新生児学会雑誌

31.脳と発達

32. オペナーシング

33.精神医療

34.診断と 治療

35.新薬と臨床

36.小児科臨床

37.週刊社会保障

38.代謝
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（精看）

（看管）

（地 看）

（成看 1)

（麻酔）

（麻酔）

（衛生）

（産婦）

（成看 1)

（成看 1)

（産婦）

（図書館）

（眼科）

（産婦）

（産婦）

（眼科）

（病態）

（眼科）

（精 看）

（産婦）

（脳外）

（成看 1)

（麻酔）

（成看 1)

（産婦）

（図書館）

（図書館、眼科）

（図書館）

（図書館）

（衛生）

（看 管）

（成看 1)

（小 児）

（小 児）

（成看 2)

（精 看）

（図書館）

（図書館）

（公衆）

（精 看）

（衛生）



新規寄贈受入

1. BIOmedica 5(1990)-

2. Immuno-Review 3(1986)-

3.脊柱変形 1(1986)-

誌名変更

・ European Archives of Psychiatry and Neurological Sciences. -239 (1989-90) 

（図書館）

（図書館）

（図書館）

—• European Archives of Psychiatry and Clinical Neuroscience. 240 (1990)-

・ Journal of Experimental Pathology.-71 (3) (1990) 

—• International Journal of Experimental Pathology. 71 (4) (1990)-

・ Journal of Neural Transmission -77 (1989) 

—• General Section. 78 (1989)-

—• Parkinson's Disease and Dementia. 1 (1989)-

・ Journal of Steroid Biochemistry. -36 (1990) 

ー→ Journalof Steroid Biochemistry and Molecular Biology 37 (1990)-

・ Photodermatology. -6 (1989) 

—• Photodermatology Photoimmunology & Photomedicine 7 (1990)-

・ Zeitschrift fur Rechtsmedizin -103 (1990) 

—• Journal of Legal Medicine 104 (1991)-

・サイエンスー20(9) (1990) 

ー→日経サイエンス 20(10) (1990)-

・ 東海 リウマチ —20 (1989) 

ー→中部 リウマチ 21(1990) 

終刊

・ Journal of Molecular and Cellular Immunology -4 (1988-90) II 
・ Public Health Papers -83 (1987) II 
・産婦人科MOOK-42 (1990) II 
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寄贈著書ありがとうございましだ

平成 2年 7月～12月に寄贈を受けた著書で

す。（ ）内の記号は配架記号です。 （敬称略、

寄贈者五十音順）

大谷克己 〔名誉教授〕

目でみる人脳の構造 大谷克己、山田仁三

著クバプロ 1990 (W L 17) 

嶋田裕 〔解剖学第 1〕

甚礎医学を学ぶ人の発生学 R.E. コール

ソン著嶋田裕訳 シュプ リンガー フェア

ラーク東京 1990 (Q S 604) 

野澤榮司 〔精神看護学〕

精神疾患患者の看護診断とケア Viola 

Morofka著 野澤榮司訳医学書院 1990

（クリニカル ナーシング ：17)(WY  150) 

平山恵造 〔神経内科学〕

不随意運動 P. Rondot 〔はか〕著、平山

悪造、間野忠明訳文光堂 1990 (W L 340) 

松下嘉一 〔内科学第 1〕

アレルギー性鼻炎の漢方治療 鎌田慶市郎、

松下嘉ー著 現代出版プランニング 1990 

（疾患別臨床シリーズ ：1)(W B 960) 
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〈オンライン検索にゅーす〉

NACSIS-IR情報検索サービスの導入について

平成 2年10月1日より NACSIS- IR

情報検索サービスを開始しました。

これは国立大学共同利用機関である学術情

報センターから公衆回線等を通じ、オンライ

ンで情報を提供するサービスです。

提供される情報は文献抄録等のデータベー

スが中心となりますか、 論文そのもののデー

タベースや全国の大学図書館所蔵の図書や雑

誌の目録所在情報テ‘‘ータベース等も含まれ、

また、 今後は数値情報、画像情報のデータベ

ースなど、様々なデータベースの導入か予定

されています。

生物医学系の文献情報では LifeSciences 

Collection生命科学論文データベース、 E-

MBASE医学 ・薬学テ‘‘ータベース等があり

ます。（表 1)

料金 （表 2)はJO I S、DIALOGに

比べて安くなっています。

例）EMBASEで10分接続、 20件打ち出

しした場合。（消費税別）

接続料(10分X50円）＋オンライン出力料 (20

件Xl3円）＋回線料(10分X20円）＝960円

(J O I Sで同じ EMBASEファイルを同

条件で検索した場合は3,470円かかります）

NACSIS-IR情報検索サービスにつ

いてはカウンターか内線2807までお問い合わ

せ下さい。

表 1 情報検索サービステ‘ータベース一覧

悶 データベース名
呼び出し 件デー数タ 収録期間 対象分野 内 容
コマンド

Life Sciences Collection LIFE 85万件
1982~ 

生命科学 抄録付き文献情報
最新版

1973~ Mathematical Reviews,Lぷ、 Current

Mathscl MATH 72万件 最新版 数学 Mathematical Publications誌に対応する抄録
付 き文献情報

1976~ 工議学分等野における図文書献、雑等誌情記報事、COMPENDEX PLUS COMPEN 210万件 最新版
工学
会緑の抄録付き

次
1927~ 文Ha情rv報ard Business Review誌の全Harvard Business Review HBR 2,400件 最新版

経営学
情

1982~ Index to nSgcsi誌enにt対if応icす& Technical ISTP & B ISTP 146万件
最新版

科学技術 Proceedi る会議籍の索引情報
報

1984- 医学 ・ 献Ex情ce報rpta Medica誌に対応する文EMBASE EMBASE 123万件 最新版 薬学
デ

1987~ Sるc索ien引ceCitation 情I報ndex誌に対応すSeise arch SCI 241万件
最新版

自然科学 及び引用
I 

1987~ S対o応ciaすlSるc索ien引c及eCびit引at用io情nI報ndex誌にSocial Scisearch SSCI 42万件
最新版

社会科学
夕

1987~ Art & 対HuすmるanitiesCitati用on情I報ndex A & H Search AHCI 38万件
最新版

人文科学
誌に応 索引及び引

ベ
科概要学研テ‘‘究ー費タ補ベ助ー金ス研究成果 KAKEN 41万件

1985-
全分野 文究部の研省の究科成学果研報告究概費要にのよ情り行報われた研

最新版
I 

1984~ 位我論か文国のの大索学引情で報授与される博士学学位論文索引データベース GAKUI 41万件
最新版

全分野
ス
学系会（電発気表・情テ‘‘報ー・タ制ベ御ー関ス連第）一 1987~ 

報電気・制・情御 電気究・情報発 ・制御概要関連情報学会の全国大会・GAKKAil 32万件
最新版 研 会の表の

学系会（化発学表デ関ー連）タベース第二 GAKKAI2 3,600件
1988~ 

化学 化の学発表関連の概学要会情の報全国大会 ・研究会
最新版
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学系術（論電子文デ）ータベース第一 PAPER 1 200件
1989-

電子 電子分野の学会論文の全文情報
最新版

裔報T -o 
学系術（論化文学デ）ータベース第＿ PAPER2 3,400件

1983~ 
化学 化学分野の学会論文の全文情報

最新版

研究者ディレ クトリ RES 13万件
1988.5.1 

全分野 論大学文等等のの研情報究者の研究課題 • 発表
I 最新版
夕
現行法令データベース LAW  3,500件 最新版 法律 我が国の現行法令の全文情報ペ
I 
海外研究プロジェク トデー

先進ウェ8かー国デ（ンク日）トに、に米お関け、す英るる政、研仏府究等、概助西要独成情に、報伊基等づ、加く研、ス EXRP 4万件 最新版 科学技術タベース 究スプロジェ

>
JPMARC JPM 96万件

1969~ 
全分野 情日報本国内で発行された図書の書誌

最新版

LCMARC(Books) LCMB 286万件
1968-

全分野 主書誌と情し報て米国で発行された図書の
最新版

1973~ 
人 LCMARC(Serials) LCMS 47万件

最新版
全分野 欧文雑誌の書誌情報

i : 
日（録和所図在書情）報データベース JBCAT 

書誌 42万件 1986~ 
全分野 我か和国の書大学総図合書館目録等か所報蔵して所蔵203万件 最新版 いる図の 情

目（録洋所図在書情）報テ‘`ータベース FBCAT 
書誌 92万件 1986~ 

全分野 我いがる洋国の図大書学の総図合書館目録等情か所報蔵して所蔵168万件 最新版

目（緑和雑所在誌情）報データベース JSCAT 
書誌53万件

最新版 全分野 我いかる学国術の和大雑学誌図書の館総合等が目所録蔵情報して所蔵110万件

目（録洋所雑在誌情）報データベース 書誌105万件
我いがる学国術の大洋雑学誌図書の館総合等か目録所蔵情報して夕 FSCAT 所蔵 87万件 最新版 全分野

ベ
I アメリカデオ・センター ACCAT 

書誌 6干件
最新版

現代 アメ リカン ・セン報ター図書館の所
ス 総合目録ータベース 所蔵25万件 アメ リカ 蔵する総合目録情

: データベースディレクトリ DBDR 900件 1 9 8 9 年査 9 
月調

全分野 大学デ等でタ作ベ成、検索サービスされてい
る一 ースのディレクトリ

注） 1.データ件数は、平成 2年10月当初の予定です。

2.「COMPENDEXPLUS」は、従来の 「COMPENDEX」及び 「EiEngineering Meetings」を統合したも

ものです。

3.「学術論文テ‘‘ータベース第二系（化学）」 は、従来の 「化学全文データベース」を名称したものです。

4. EMBASE及びExcerptaMedicaは、 ElsevierScience Publishers B. V. /Excerpta Medica社の登緑商標

です。

5.「研究者ディレクトリ 」は、平成 2年11月中にサービスを開始する予定です。

表 2 情報検索サービス利用料金表 （消費税が別にかかり ます）

データベースの種類 接 続 料 ヒ ツ 卜 料

目緑所在情報データベース（各MARCを含む）
｝各データベースを呼び出す都度 ／ データベースディレクトリ
30円／回

各データベースに接続している時
検索された文献について、その書

間に対して 50円／分
誌情報、あるいは抄録等を端末に

二次情報テ‘‘ータベース 出力した件数に対して 13円／件

学術論文データベースのファクシミリサービス 34円／枚

@ e.il． 
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雑誌バックナンバーの配架場所について

前号でお知らせいたしましたが、 2階雑誌

室の書棚がいっぱいになったため、 1975年か

ら1979年までの和洋雑誌を書庫（洋雑誌は書

庫廊下部分）へ移動しました。そのため洋雑

誌の廊下配架分 (1970~1979年）か2階～ 4 

階に渡り、書庫室内 (1969年以前）の洋雑誌

のタイトルと階数が一致しなくなりました。

（例えば℃ell’' は1969年までは書庫 2階室

内、 1970-1979年分は書庫 3階廊下にありま

す）

また、一部の洋雑誌の中にはスペースの関

係で1984年以前の分が書庫廊下に配架してあ

るものもあり、 2階雑誌室書棚の所定の位置

に代本版で表示 してあります。

利用上かなりのご不便をおかけしますか、

何卒ご了承下さい。以下が配置図になります。

4 F 室内

（
 

3 F 

エ
レベ

ー
タ
ー

和洋雑誌

1980年以降

2F 

1 F 

1---------

-------・ 

z
 

和洋未製本

雑誌

カウンター

A
 A-----------7 ， 
ぐ―---------Ca 

゜

0洋雑誌

書庫 2、3、4F

-1969年以前

---1970-1979年

A
 0和雑誌

書庫 1F 

1979年以前

雑誌配置図

千葉大学附属図書館亥鼻分館報“らいぶらりいゐのはな，， No.25 1991年 1月24日発行

千葉大学附属図書館亥鼻分館発行 発行者：橘正道

千葉市亥鼻 1-8-1 電話 0472(22)7171（代）
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一本の木

私の生家の前の、電車の踏切りをへだてた

ところに葛飾八幡神社かあり、そのわきに 1

本のイチョウがどっしり構えている。この神

社は稲作豊耕に深い縁があり、 11月になると

穀物の稔りと柿や栗の実りに感謝するお祭り

がはじまる。農具市が神社の境内一杯に立ち

並び、これを買い求めるひとで混雑する。丁

度、同じ時期、イチョウの黄葉か真盛りで、

神社全体が黄色に染まり明るさを添える。こ

の神社はまた武道の神様として祭られている。

昔、武運長久の肩欅をかけて戦場に赴く若い

兵士達が近所の人達に送られて、この神社に

詣でて無事を祈る光景を私は子供の頃よくみ

かけた。きっと兵士はこの大樹を眺めて勇気

を鼓舞して戦場に参加したと思う 。そのうち

何人の兵士が恙が無く故郷に帰れただろうか。

長い間、このイチョウの樹の傍で育った私の

心の中には今でも風雪に耐えて幾百年、立ち

水口公信

つくす大樹の生命力と 1本の木が立ちつづけ

る弧独さとが不思議と重なり合う 。その後、

麻酔科医になって末期癌患者の痛み治療に関

わるようになってからも 1本の木に典味を持

ちつづけた。

ある日、私は患者さんに樹木画をお願いす

ることにした。A4判の画用紙に 1本の木を

描いて、木の大きさ、安定感、直立、平担、

成熟、柔軟、伸展、根、地面などの様子を観

察するのである。このテストを開発したKoch,

K. (1946)は木の形か人間の立っている姿と

大変よく似ている。木との出合いはとりもな

おさず、自分自身の出合いである。木は決し

て生長を止めない。芽、つはみ、花が咲き、

年毎にその姿を新たにするという 。私が出合

った樹木画を紹介しよう 。もう 4~ 5年前、

Yさんは48歳、開業医。母校の外科で直腸癌

手術を受けたか再発。もう 一度、治療のため
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大学病院を訪れだ。麻酔科初診時、 Yさんの

表情は険 しく、口数も少なく 顔面は憔悴して

かなり腰痛のため疲れ果てていた。痛みは私

の思考を抹殺するともいい、前の病院の治療

にも不満かあり、 心配して大阪から駈けつけ

た父親や兄が自分の悪口を主治医にいいつけ

るのではないかと面会を拒み、終日暗くした

一人部屋に閉じ籠り勝ちだった。やかて痛み

が軽減すると、 Yさんの状態は随分落ち着き

をみせた。ある 日、私はYさんに「 1本の木

を書いて下さい」とお願いした。画用紙を前

にして「私の生まれた家の庭に大きな梅の木か

あった。上の方か腐ったので植え換えた。今、

昔を思い出した」と梅の木に思いを込めて描

いて下さ った。幹はやや太いが、根元は右の

方へ、中央部分は左へと大きく揺れ動き、今

にも倒れそ うな不安定な樹木。梅の実かいく

つか落ちかかっている。その後、 Yさんは痛

みのコント ロールか出来て、自宅に戻り 、外

来で診察かできるまでに回復した。だが今度

は腎不全が起り再入院した後、静かに息をひ

きと った。Yさんは自分の病気かもう駄目だ

と挫折感を抱いていたが、一方、妻 ・子供を

幸せにしてやりたい、もっと頑張って診療を

続けたい、いかに患者さんにやさしく出来る

かを考えているなど精神的葛藤が入れ乱れて

この梅の木を描いたのだろう 。

先々週、私は松島の瑞巌寺を訪れた。この

は慶長 5(828)年絃覚大師の開創。江戸

時代初期、仙台藩士伊達政宗が現在の堂宇を

造営した。境内の左右にある見事な紅白梅は

文禄 2(1593)年朝鮮出兵の折、朝鮮から持

ち帰り、上棟の際、植えた樹である。樹幹の

中央部分は朽ち果てているか、周囲23メート

ル、高さ 8メートル、東西19メートル、南北

14メートルの樹冠かひ`ろがりをみせる。春に

なると花弁が20数枝に実は 7~ 8つ鈴なりに

つくので八ツ房の梅とも呼ぶ。樹齢400年たった

今、この梅の古木は数十本の添木によ って立派

に支えられている。この樹をみたとき私は

きな感動を憶えた。

痛みは単なる身体の痛みではない。精神的、

社会的な痛みも含まれる。つまり全人的な痛み

であ る。精神的な不安は身体の痛みを増悪さ

せ、社会的な痛みは精神の葛藤を起し、これ

か身体の症状を増悪させる。従って末期癌患

者には全人的援助か大切になる。医師、 看護

婦、ソーシャルワーカー、 宗教家かチームを

組み、患者の生を支えることがどうしても必

要になる。Yさんが描いた梅の木、瑞巌寺で........ 
出合った梅の古木はそのことの重大さを私達

に説いて〈れたのではないだろうか。

過日、すでに亡くなられた K先生の奥様か

ら「岸風三棲集」詩集を頂いた。K先生は有名

な俳人であり、私が国立がんセンター病院に勤

務していた折、肺癌の痛み治療が縁で知り合

いになった。頂いた詩集の最後の頁に、「泰山

木仰 ぐ身弓を寄せ過ぎゐたる」の句かあ った。

k先生はこの泰山木の花が大好きで、お見舞

い頂いた白い花を胸かつまるまで、いつま で

もいつまでも病室で眺めていたそうです。万

感交々思いが先生の胸に去来したこと であろ

う。連日 の激しい胸痛にもいつも礼儀正しく

私達に感謝の言葉をのべ、湧き出る血痰をひ

とつひとつ丁寧に紙で拭き、酸素テ ントの中

であえぐ呼吸をなんとか整えようとするお姿。

ただ必死に苦しみに耐えて最後まで立派に生

き抜かれた。この句の中に先生の鎮魂の気持

か見出される。日頃、俳句は履歴書である。

うれしいにつけ悲しいにつけ、美しい風景に

接するにつけその一つ一つを自分の目で確か

め、膚で感じ、ひそかに書きとどめる文芸で

ある 、とのべている。また K先生のお姉様か

ら届いた泰山木が今、沢山の白い花を故郷岡

山で咲かせて何より の供養になっていると編

集後記に書かれていた。

「すかんぽを瓶にも挿して生きたしや」

まだまだしなければならない仕事か沢山あ

ると最後まで言い続けた K先生の句は今でも

医学生の教育に使っている。

（医学部麻酔学講座教授）
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寄贈著書ありがとうございましだ

平成 3年 1月～11月に寄贈を受けた著書で

す。（ ）内の記号は配架記号です。（敬称略、

寄瞳者五十音順）

奥井勝二 〔前外科学第 1講座教授〕

腹壁の外科 J.P. Chevre]編奥井勝―

監訳 シュプ リンガー ・フェアラーク東京

1990 (Wl900) 

奥田邦雄 〔名誉教授〕

Early Detection and Treatment of 

Liver Cancer. edited by Kunio 

Okuda et al. Japan Scientific 

Societies; Taylor & Francis 1991 

(Wl735) 

／ 
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加藤 隊 〔前微生物学第 2講座教授〕

細菌毒素の新し い情報伝達と医学生物学へ

の応用加藤巖著菜根出版 1991

(QW4) 

中村美保 〔小児看殿学講座〕

小児病棟における面会の効果的な運用に関

する研究 一昭和63・平成元 ・2年度［文

部省］科学研究費補助金 （一般研究C)研

究成果報告書ー 研究代表者：吉武香代子

（研究分担者 ：中村美保） 1991 

（文部省 s)
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〈Journal紹介〉

法医学

「法医学とは法律上の問題となる医学的事

項を考究し、これに解決を与える医学である」

（古畑）と定義されているように社会医学の一

分野であり、その対象は生体、死体、物体、

現場、書類などの広い範囲にわたる。したか

ってこれらの問題解決のための研究分野も極

めて多岐にわたり、基礎医学、臨床医学、社

会医学の各分野の医学のみならず遺伝学、人

類学をはじめとして植物学、工学などにおよ

ぶ自然科学、法学などの社会科学の領域とも

関連し、多方面の情報、知見か必要となる場

合がある。しかしこれらに関するすべての雑

誌類について言及することは困難なことであ

り、法医学の専門誌と、法医学に関連かある

論文の掲載される主な雑誌について列挙する

にとどめるが、偏りと遺淋が多々ある事をご

容赦顔いたい。

1.法医学の専門誌

・ American Journal of Forensic Medicine 

and Pathology 

・ Archiv for Kriminologie * 
・ Australian Journal of Forensic Sciences 

・ Beitrage zur Gerichtlichen Medizin 

・ Forensic Science International * 
• International Journal of Legal Medicme * 
・ Journal of Forensic Sciences * 
・ Journal of the Forensic Science Society * 
・ Journal of Legal Medicine 

・ Medicine, Science and the Law * 
・ Medicine and Law 

・ Medico-Legal Journal 

・日本法医学雑誌 ＊ 

・犯罪学雑誌

・法医学の実際と研究

木内政寛

2.法医学の特定分野と関わりあるもの

・ Accident Analysis and Prevention 

・ Advances in Immunology * 
・ American Journal of Pathology * 
・ American Journal of Clinical Pathology * 
・ American Journal of Human Genetics * 
・ Alcoholism 

・ Alcohol and Alcoholism 

・ Archives of Environmental Contamina-

tion and Toxicology * 
・ A via ti on Space and Environmental 

Medicine. 

・ Blood * 
・ British Journal of Industrial Medicine * 
・ Chromatographia 

・ Clinical and Experimental Immunology * 
・ Clinical Pharmacology and Therapeutics * 
・ Drug and Alcohol Dependence 

・ European Journal of Haematology * 
・ European Journal of Pharmacology 

・ Human Genetics 

・ Human Heredity 

・ Immunogenetics 

・ Internatinal Journal of Law and Psychiatry 

・ Journal of Analytical Toxicology 

・ Journal of Chromatography 

・ Journal of Chromatography-Biomedical 

Applications 

・ Journal of Chromatographic Science 

・ Journal of Clinical Immunology * 
・ Journal of Clinical Pathology 

・ J oural of Criminal Justice 

・ Journal of Immunology * 
• Journal of Liquid Chromatography 

・ Journal of Molecular Biology * 

--4 -



・ Journal of Pharmacy and Pharmacology 

Science and Adminstration 

＊
 

・ Journal of Po lie 

・ Journal of Trauma 

・ Kriminologie 

ucleic Acids Research * 
・ Pharmacology & Toxicology 

・ Tissue Antigens * 
・ Toxicon 

・ Toxicology and applied Pharmacology 

・ Transfusion 

＊
 

＊
 

＊ 

・ Transplantation 

・ V ox Sanguinis 

・ Zeitschrift fur Verkehrsicherheit 

・衛生化学

• 月 刊薬事

・遺伝学雑誌

・医薬品研究 ＊ 

・人類遺伝学雑誌

・ジュ リスト

＊
 
＊
 

＊
 
＊
 

＊
 

＊
 

3.医学全般にわたる雑誌で法医学関連論文

が多く見られるもの

・ British Medical Journal * 
・ Deutsche Medizinische W ochenschrift 

・ Journal of American Medical Association 

・ Journal of Clinical Investigation 

・ Journal of Experimental Medicine * 
・ Journal of Laboratory and Clinical Medicine 

・ Lancet 

ature * 
ew England Journal of Medicine 

・ Science * 
・医学のあゆみ

・日本医事新報

＊
 
＊
 

＊
 

＊
 

＊
 

＊
 

＊
 
＊
 

その他、基礎医学、臨床医学の多数の雑誌に

関連論文か掲載されてい る。

＊印は亥鼻分館継続購読誌(92年分含む）

（法医学講座教授）

...、
．．ヽ・． 
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<CD-ROMコーナー〉

利用についてのお知らせ

•CD-ROM検索のサービス時間が延長

になりました （但し時間外開館実施中のみ）

利用時間 （受付は閉館30分前まで）

月～金 ：9時～20時 (*~17時）

土 ：9時～16時30分(*~12時）

（＊印は時間外開館を行わない場合）

尚、下記の時間帯は係員による説明、サポ

ートは行えませんので、ご了承下さい。

月～金 ：11時30分～13時

16時30分～20時

土 ：9時～16時30分

また、初めて利用される場合は、係員か説

明致します。月曜～金曜の 9時～11時の時間

帯に、あらかじめカウンター （内線2808)ま

でご連絡の上御利用下さい。

•CD-ROM検索ソフトがバージ ョンア

ップされ、検索方法が一部変更、新機能追加

になりました。

主な変更点

①SHOW （文献の画面表示）の時に各レ

コードヘのマーキングが可能になりました。

マークレコードのみを印刷やダウ ンロードの

対象にすることか出来ます。

②検索式のフロ ッピィディスクヘの登録と

実行か出来る ようになりました。あらかじめ

フロ ッピィディスクに検索式を登録しておく

と、 CD-ROMが更新された時など、登録

しておいた検索式を画面上に呼び出し、検索

を実行することが出来ます。

③SHOW（文献の画面表示）、PRINT

（印刷）時のフィールド （論題、著者、雑誌名

etc・・・）や文献番号等の指定画面か変わり、指

定項目か一部変更になりました。

④ファンクションキーの機能か一部変更に

なりました。

主なキーは以下の通りです。

巴 (MeSH等シソーラス検索）

（旧； 国旦□戸 「T」)
王 （コマンド一覧を 出す）

（ 旧 ； 国塁〖〗）

□ ＋図辺五l（文献表示画面での 「次レ
コード」へ） （1日；門只）

その他い〈つかの点か変更、新機能追加に

なっています。

• CINAHL-CDが入りました

CINAHL-CDはCumlativeIndex to 

Nursing & Allied Health Literatureとい

う冊子体の索引誌がCD-ROM化されたも

のです。内容は看護学及び関連の健康・保

健関係 (Nursing& Allied Health)の文献

情報で、英語で書かれた看護学関係の雑誌、

American Nurses'Association、又は Na-

tional League for Nursingの出版物、そし

て、健康 ・保健に関する分野の主要な雑誌が

収録対象となっています。

看護学分野でのCD-ROM検索は、他に

当館でサービス中のCD-ROMMEDLINE 

に収録されている InternationalNursing 

Index (INI、冊子体も購入）でも出来ますが、

CINAHL収録誌のうち約40％はINI未収録誌

となっています （但し、 冊子体1989年版での

調査）。

看護学関係の文献検索では、この 2つのテ‘‘

ータベースを検索することで、より網羅的な

検索に近づけるものと思われます。

検索期間は1983年から現在まで、更新は隔

月とな っています。

検索方法はCD-ROMMEDLINEとはぼ

同じですか、文献中のフィールドの種類か

部異な っています。
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また、登録されたキーワードからの検索で

はMEDLINEの医学用語 (MeSH= Medical 

Subject Headings)を70％採用し、残りのう

ち1000語以上は CINAHL作成の専門用語 （希

謹学と関連の健康 ・保健分野）を使用してい

ます。

バージョ ンアップ後の検索方法、CINA-

HL-CD検索等、 CD-ROM検索についてご

不明の点がありましたら、カウンター （内線

2808)までお尋ね下さい。

（現在当館でサービス中のCD-ROMは、

CD-ROM MEDLINEとCINAHL-CD の

2データベースとなっています。）

雑誌の遅れと未藩について

「先週出たはずの雑誌がないのは何故か？ 」

「何故週刊雑誌か順番通り到着しないのか？」

雑誌の到着状況に限ってみても 、図書館には

多くの質問が寄せられます。そこで雑誌の到

着の遅れや未着などの主な原因についてご説

明することに致します。

◎ 「発行•発売されたはずの雑誌がない」

新聞などでは当日発行の Lancetや New

England Journal of Medicineの論文が紙面

を賑わせたりしますが、本国からの情報です

ので、遠隔地の日本に雑誌か届くには、やは

り時間がかかります。それでも近年では航空

貨物の利用によ って、到着状況はかなり改善

されています。また日本での発行体制が整っ

ている Natureなどは、本国とのタイム ・ラ

グはあ まり見られませんか、先日の湾岸戦争

時は影響を受けて発行か遅れました。

学会誌などは会員直送ですから 、図書館へ

の到着状況や新着雑誌展示のタイミングによ

っては「遅い」と感じられるでしょうし、ま

た書店経由で購読している雑誌も、発売日と

図書館への納品に差があれば、同様の印象を

もたれるでしょう 。尚、臨時増刊号の場合、

取次会社での扱いが通常号と異なるため、書

店側でもチェ ック漏れか時々あり、我々から

のクレームで気かつくということもあります。

◎ 「順番通りに雑誌が届かない」

外国雑誌は郵便事情によるものがほとんど

です。千葉大学の場合は成田空港などから地

域の中央郵便局経由で、図書館に配達されま
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すが、局側の処理状況により、週刊誌で2~ 

3号分まとめてとか、巻号が前後するなどし

て到着することかあります。また誤配などに

よる遅れもあり、郵便物に添付されるメモに

は「オーストラリアに誤送されたため遅れま

した」といったことなどが書かれていること

もあります。この他に戦争やクーデターなど

社会情勢の悪化による影響もあります。

◎ 「他所にはあるのに当館にはない」

利用される方か一番不審に思われるのは、

この例だと思います。主な原因としては、郵

便事情、他の図書館が航空便扱いで当館が通

常便扱いの場合、それに業者側の発注遅れや

漏れによる場合等が挙げられます。91年の発

注トラブルでは、ある学会が関連外国雑誌の

一括購入を行い、廉価で頒布するという方式

をと ったため、依頼により申し込んだものの、

肝心の雑誌か出版社から全然届かず、学会か

ら出版社に問い合わせても何の回答もない、

といった事態か起こっています。

図書館では、未着雑誌か判明次第、クレー

ムを出していますか、国によ っては出版や契

約の慣習の違いから、国内雑誌のように欠け

た部分かスムースに埋められない場合があり

ます。利用に際して、大変ご不便をお掛けす

ると思いますが、これらの諸事情についてご

理解頂ぎたいと思います。尚、ご質問等があ

る場合は図書館カウンター（内2808)もしくは

目録情報係（内2805)までご遠慮なくどうぞ。



ll111111111111111111 ジャーナル情報 IIII 1111111111111111 

このページでは、亥鼻地区で受け入れのタイトルについて、新規受入、受入中止、誌名変更、

休 ・廃刊等の情報をお知 らせします。

1991年度新規購読

1. Age & Ageing 

2. Current Biology 

3. Discussions in Neuroscience 

4. European Respiratory Review 

5. Hippocampus 

6.生き生きジャーナル

7.実験医学

8. オペナーシ ング

9.産業医学レビュー（含むバックナンバー）

10. ターミナルケア

1992年度新規購読

1. Advances in Nursing Science 

2. American Journal of Occupational Therapy 

3. Atherosclerosis 

4. Cell 

5. Cytometry 

6. Geriatric Nursing 

7. Home Healthcare Nurse 

8. Journal of Experimental Animal Science 

9. Journal of the Forensic Science Society 

10. Journal of Forensic Sciences 

11. Journal of Nurse-Midwifery 

12. Magnetic Resonance Imaging 

13. Proceedings of the National Academy of Sciences of the United 

States of America 

14. Toxicology Letters 

15.大学と学生

16. Human Sexuality（別冊健康教室）

17. IDE・現代の高等教育

18. Innervision 

19.医用画像工学会雑誌

20. JJNスペシャル

21. 実験医学

22.看護管理

23.看護研究
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（老看）

（遺伝子）

（図書館）

（図書館）

（機代）

（看校）

（微 2)

（手術部）

（衛生）

（成看 1)

（成看 1)

（理療部）

（内 3)

（遺伝子）

（輸血部）

（成看 1)

（看管）

（動実施）

（法医）

（法医）

（母看）

（放技校）

（遺伝子）

（衛生）

（看 教）

（図書館，地看）

（看 教）

（放技校）

（放技校）

（図書館）

（高 次）

（助産校）

（助産校）



24.看護展望

25. 日本歯科麻酔学会雑誌

26.脳と精神の

27.産業医学レビュー

28.ター ミナルケア

29.蛋白質 ・核酸 ・酵系

1992年度購読中止

1. A.S.A.I.O. Transactions 

2. Acta Chirurgica 

3. Acta Physiologica Scandinavica 

4. American Journal of Surgery 

5. Annals of Surgery 

6. Archives of Surgery 

7. Bibliography of Reproduction 

8. British Journal of Pharmacology 

9. British Journal of Surgery 

10. Cancer 

11. Cancer Research 

12. Clinical Transplantation 

13. Current Surgery 

14. Digestive Diseases and Sciences 

15. Gastroenterology 

16. Hospital and Community Psychiatry 

17. Journal of Small Animal Practice 

18. Journal of Surgical Research 

19. Klinische Monatsblatter fi.ir Augenheilkunde 

20. Orbit 

21. Psychophysiology 

22. Surgery 

23. Surgery, Gynecology and Obstetrics 

24. Toxicology and Applied Pharmacology 

25. Transplantation Proceedings 

26. Zentralblatt Rechtsmedizin 

27.癌 と化学療法

28.外科診療

29. ICCとCCU

30.医学教育

31. Immunohaematology 

32.からだの科舜

33.胸部外科

34.民族衛生

35. ナーンング ・トゥディ
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（助産校）

（歯 ロ）

（精神）

（衛生）

（図書館）

（高次）

（外 2) 

（外 2) 

（高次）

（外 2,成看 2)

（外2' 人工腎，成看 2)

（外 2, 人工腎）

（解 2) 

（高次）

（外 2) 

（外2' 人工腎）

（人工腎）

（外 2) 

（外 2) 

（外 2) 

（外 2) 

（精 神）

（動実施）

（外 2) 

（眼科）

（眼科）

（精 神）

（人工腎）

（外 2) 

（衛生）

（外 2) 

（法医学）

（人工腎）

（外 2) 

（成看 2)

（基看）

（輸血部）

（薬剤部）

（外 2) 

（生体）

（助産校）



36.日本薬理学雑誌

37.臨床外科

38.臨床放射線

39.臨床成人病

40. リウマチ

41.最新医学

42.整形 ・災害外科

43.生体の科学

44.神経内科

45.神経精神薬理

バックナンバー購入

（薬剤部）

（成看 2)

（外 2)

（成看 1)

（整 外）

（外 2)

（整 外）

（高次）

（精 神）

（発達）

1. Biochimica et Biophysica Acta:Bioenergetics 1015-1020(1990) （図書館）

2. Biochimica et Biophysica Acta: Molecular Cell Research 1051-1055(1990) （図書館）

3. Biochimica et Biophysica Acta: Reviews on Cancer 1032 (1990) （図書館）

4. Carcinogenesis 6 (1985)-7 (1986) （図書館）

5. European Journal of Haematology 44-45(1990) 

6. Journal of Arthroplasty 1(1986)-4(1989) 

7. Journal of Continuing Education in Nursing 1(1970)-2(1971) 

8. 日本看護科学会誌 3(2)(1983), 4-5(1985) 

新規寄贈受入

・ポイントオブビュー 10(4)(1990)-

寄贈中止

・ BIOmedica 

誌名変更

・ Acta Chirurgica Scandinavica -156(1990) 

ー→ ActaChirurgica 15 7 (1991)-

・ Cleft Palate Journal -27(1990) 

――→ Cleft Palate-Craniofacial Journal 28(1991)-

・ Stain Technology -65(1990) 一Biotechnicand Histochemistry 66(1991)-
・ Zahn-, Mund-und Kieferheilkunde mit Zentralblatt -78(1990) 

―→ Deutsche Zahn-, Mund-und Kieferheilkunde mit Zentralblatt 79(1991)-

・ Zeitschirift for Rechtsmedizin -103 (1989/90) 

ー→ InternationalJournal of Legal Medicine 104(1990/91)-

・ Zei tschirift for Kinderchirurgie -45 (1990) 一EuropeanJournal of Pediatric Surgery 1 (1991)-
・衛生検査ー39(1990)

医学検査 40(1991)-

・芸術療法 ー20(1989)

日本芸術療法学会誌 21(1990)-

・公衆衛生院研究報告 ー39(1990)

公衆衛生研究 40(1991)-
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（内 2)

（整 外）

（図書館）

（基看）

（図書館）

（図書館）



・日本平滑筋学会雑誌 ー26(1990)

Journal of Smooth Muscle Research 27(1991)-

休・廃刊

・ Bibliography on Stomach Cancer -20(2)(1990)// 

・ Japanese Journal of Experimental Medicine. -60 (1990) / / 

・ Zeitschirift for Urologie und Nephrologie -83(1990)// 

(Akutuelle Urologieに吸収 ・合併される）

・医生物走査電顕 ー19(1990)//

• 国 内 胃かん文献速報ー 19(3)( 1 990)//

・ナース ・ステーションー20(1990)//

くオンライン検索にゅーす〉

JOIS利用料金改定

JOIS利用料金が4月1日から改定され、

現在、下記の料金でサービスを行っています。

円／分→171円／分（出力料金は変わらず）、

関連する主なファイルとしては、 JMED-

EMBASE医学 ・薬学文献ファイルカ＼接続料

金267円／分→265円／分、回答出力料金30円

ICINE国内医学文献ファイルカ＼接続料金161 ／件→50円／件となっています。

JOISサービス料金表
1.オンライン料金（消費税は含まれておりません）

料金

ファイ Jレ
オンライン

回答出力料金
回答出力料金

データ 揆紐料金
（ヒットチャージ）

手配料金 Aタイプ Fタイプ

ペース名 （ヤ少重最イ寸） （キ少録無し）

JICST 160円 ／ 分 50円 ／ f牛 500円 ／ 回 75円 ／ 件 57円 ／ イ牛

JICST-E 130円 ／ 分 50円 ／ 1牛 500円 ／ 回 61 F9／ イ牛 61 fIJ／ イ牛

]CLEARING  1601コ1／ 分 45円 ／ 1牛 500円 ／1回 58円 ／ イ牛 52P'l/ ｛牛

JQUICK  160円 ／ 分 25F9/ f牛 500円 ／ 回 30円 ／ イ牛

]CATALOG 50円 ／ 分

]MEDICINE 171円 ／ 分 54p::j/ f牛 500円 ／ 回 68円 ／ イ牛 56円 ／ f牛

NK-MEDIA 187円 ／ 分 53円 ／ f牛 500円 ／ 回 78F9/ 1牛 60円 ／ 1牛

JAFIC 160円 ／ 分 45円 ／ 1牛 500円 ／ 回 70円 ／ イ牛 52円 ／ 1牛

OSAKA-UE 160円 ／ 分 45円 ／ f牛 500円 ／ 回 70円 ／ イ牛 52FCJ／ イ牛

MEDLINE  90円 ／ 分 25円 ／ f牛 500円 ／ 回 49円 ／ f牛 39円／1牛

TOXLINE  143円 ／ 分 29円 ／ f牛 500円 ／ 回 53円 ／ f牛 43円 ／ イ牛

CANCERLIT 90円 ／ 分 25円 ／ f牛 500円 ／ 回 49P=J/ f牛 39円 ／ f牛

MeSH 50円 ／ クう

EM BASE 265円 ／ 分 50円 ／ f牛 500円 ／ 回 75P=J／ イ牛 50円 ／ f牛

MALIMET  50p::J／ 分

INIS 180円 ／ 分 50円 ／ f牛 500円 ／ 回 75円 ／ イ牛 57F9/ f牛

IRRD 160円 ／ 分 30円 ／ f牛 500円 ／ 回 55円 ／ イ牛 37F9/ f牛

INFOTERRA 160P:J／ うう＊ 30P:J/ f牛 500円 ／ 回 55円 ／ f牛 37円 ／ イ牛

研修ファイ）レ 無 料

2.ユーザSDI料金（消費税は含まれておりません） 3.その他のオンライン料金（消費税は含まれておりません）

データベース名 基本料 回答出力料金 項 目 料金

JICST 890円／ 1検索 75円／件

JICST-E 830円／ 1検索 61円／件

}MEDICINE 1,470円／ 1検索 68円／件

JQUINE 660円／ 1検索 30円／件

MEDLINE 430円／ 1検索 49円／件

EMBASE 1,240円／ 1検索 75円／件

質問滞泊料金 (1質問当り ） 125円／週

（ストアサーチ質問及びヘッジ質問）

オンライン複写申込(¥0 RD)接続料金 無ヽヽ 料

会 話 退 避 料 金 360円／回

NEWS 価‘’‘‘ 料
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「文献のさがし方ガイダンス」の実施

当館では例年医学文献、看護学文献のさか

し方ガイダンスを行っていますか、今年度は

新たに看護学校生へのガイダンスが加わり、

以下の日程で実施しました。

「医学文献のさがし方ガイダンス」

(Index Medicus,医学中央雑誌等の二次資

料の説明と演習。終了後、希望者へは CD-

ROM MEDLINEのデモンストレーション）

・医学部院生 ・研究生、研修医 （同内容

を2回）

6月4日（火）、5日（水）

・医学部学生ー 4年生を中心に （同内容

を2回）

6月10日（月）、 17日（月）

お知らせ

「看護学文献のさがし方ガイダンス」

（講義時間を利用。日本看護関係文献集、

International Nursing Index 等の二次資料

の説明と演習）

・助産婦学校生

4月19日（金）

・看護学校 3年生

4月23日（火）

・看護学部 3年生 （半数ずつ 2回に分け

て実施）

7月2日（火）、9日（火）

2階雑誌室から書庫への移動について

前号でお知らせしました雑誌の大移動に

続き、今回再び雑誌室の一部を書庫へ移動

することになりました。

雑誌室の棚のスペースの不足が予想以上

に早く進んだためで、現在移動作業中です。

作業中は何かとご不便をおかけしますか、

ご了承下さい。

移動部分は和 ・洋の1980年から1984年ま

での 5年分で、和は書庫 1階の部屋の中、

洋は書庫 2階から 4階の廊下部分で、それ

ぞれのタイトルの1979年に続けて配架され

る予定です。

千葉大学附属図書館亥鼻分館報“らいぶらりいゐのはな，， No.26 1991年12月25日発行

千葉大学附属図書館亥鼻分館発行 発行者 ：橘正道

千葉市亥鼻 1-8-l 電話 0472(22)7171（代）
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